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　　　　　　　　  序　　　　文

　大阪市平野区に所在する瓜破北遺跡は、昭和 51 年度に阪神高速道路松原線建設に先立って発掘調査

が実施された後、昭和 55 年度にかけて共同溝建設、下水管設置などに伴って調査がなされ、弥生時代

後期から古墳時代前期にかけての集落遺跡として注目されるようになりました。特に、居住域や墓の周

辺から、中国製の鏡片が３点出土したことは特筆されます。さらに、その後も継続して調査がおこなわ

れた結果、弥生時代後期から古墳時代にかけての集落の実態が明らかになったほか、人々が旧石器時代

から生活していたこともわかってきました。例えば、平成 19 年度には遺跡の東部にあたる大阪府営瓜

破二丁目住宅建設に伴う調査において、姶良 Tn 火山灰（約２万９千年前）が降灰する以前に使用され

ていた石器群が見つかり、近畿地方では類例の少ない後期旧石器時代前半期の資料として注目されまし

た。こうした一連の発掘調査成果は、河内平野の歴史を理解するための重要な資料となっています。

　今回報告いたします瓜破北遺跡 14 －１・15 －１は、大阪府営瓜破西住宅の建て替え工事に伴って

発掘調査を実施しました。今回の成果といたしましては、弥生時代後期の方形周溝墓や大溝が検出され

たことや、後期旧石器時代後半期の石器集中部を検出したことがあげられます。また、放射性炭素年代

測定、酸素同位体比年輪年代測定のほか、出土した種実・木材などの植物遺体の同定、昆虫遺体の分析

などの自然科学分析も実施し、遺構の年代や遺跡周辺の環境についても検討しています。今回の調査成

果が、この地域の歴史を理解するうえでの一助となることを願ってやみません。

　最後になりましたが、調査の実施にあたり多大なご協力を賜りました、大阪府住宅まちづくり部・大

阪府教育庁・瓜破北連合町会をはじめとする関係諸機関・地元関係者の皆様に深く感謝いたしますとと

もに、今後とも当センターの事業に一層のご協力とご理解を賜りますよう、よろしくお願いいたします。

　

平成 29 年８月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公益財団法人　大阪府文化財センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　田邉征夫





　　　　　　　　　例　　　言

１．本書は、大阪府大阪市平野区瓜破西１丁目において実施した、大阪府営瓜破西（第４期－６号棟）

住宅（建て替え）建設工事に伴う瓜破北遺跡（その３）、および大阪府営瓜破西（第４・５期）住

宅（建て替え）建設工事に伴う瓜破北遺跡（その４）の発掘調査報告書である。調査名は「瓜破北

遺跡 14 －１」・「瓜破北遺跡 15 －１」である。

２．本事業は、大阪府住宅まちづくり部から平成 26 年度に「大阪府営瓜破西（第４期－６号棟）住宅（建

て替え）建設工事に伴う瓜破北遺跡（その３）発掘調査」、平成 27 年度に「大阪府営瓜破西（第４・

５期）住宅（建て替え）建設工事に伴う瓜破北遺跡（その４）発掘調査」として委託を受け、大阪

府教育委員会（現、大阪府教育庁）の指導のもと、公益財団法人大阪府文化財センターが発掘調査

をおこなった。また、整理事業については、平成 28 年度に「大阪府営瓜破西（第４・５期）住宅

（建て替え）建設工事に伴う瓜破北遺跡遺物整理」、平成 29 年度に「大阪府営瓜破西（第４・５期）

住宅（建て替え）建設工事に伴う瓜破北遺跡遺物整理（その２）」として委託を受けて実施した。

そして、平成 29 年 8 月 31 日に本書の刊行をもってすべての事業を終了した。なお、事業契約期間・

調査期間・整理期間は以下のとおりである。

事業契約期間：（平成 26 年度）　平成 26 年７月 15 日～平成 27 年３月 31 日

　　　　　　    （平成 27 年度）　平成 27 年４月 17 日～平成 28 年３月 31 日

　　　　　　    （平成 28 年度）　平成 28 年５月  ２日～平成 29 年３月 17 日

　　　　　　    （平成 29 年度）　平成 29 年５月  １日～平成 29 年８月 31 日

現地調査：（その３）平成 26 年  ９月１日～平成 27 年２月 27 日

　　　 　   （その４）平成 27 年  ６月１日～平成 28 年３月 31 日

整理作業：　　   　   平成 28 年  ５月２日～平成 29 年２月 28 日

　　　　    （その２）平成 29 年  ５月１日～平成 29 年５月 31 日

３．発掘調査・整理作業は以下の体制で実施した。

（調査）平成 26 年度

　事務局次長　江浦　洋、調整課長　岡本茂史、調査課長　岡戸哲紀、

調査第一課長補佐　三好孝一、主査　井上智博、副主査　岡本圭司

（調査）平成 27 年度

事務局次長　江浦　洋、調整課長　岡本茂史、調査課長　岡戸哲紀、主査　井上智博

（整理）平成 28 年度

　事務局次長　江浦　洋、調整課長　岡本茂史、調査課長　岡戸哲紀、調査課長補佐　三好孝一、

主査　井上智博

（整理）平成 29 年度

　　　事務局次長　江浦　洋、調整課長　岡本茂史、調査課長補佐　三好孝一、主査　井上智博

　　



４．本書に掲載した写真のうち、遺構は調査担当者が、遺物は当センター写真室が撮影した。

５．発掘調査、整理の実施にあたっては、大阪府住宅まちづくり部、大阪府教育庁（～平成 27 年度、

大阪府教育委員会）、瓜破北連合町会の皆様のご協力を得るとともに、下記の方々にご指導・ご教

示を賜った。記して謝意を表したい（50 音順、敬称略、所属は当時のもの）。

　大庭重信・小倉徹也・絹川一徳・田中清美・趙　哲済・南　秀雄（公益財団法人大阪市博物館協会

大阪文化財研究所）・森岡秀人（奈良県立橿原考古学研究所　共同研究員）

６．調査にあたっては、委託分析として、以下の自然科学分析を実施した。

　平成 27 年度 軟Ⅹ線写真撮影・土壌薄片作製・鑑定        パリノ・サーヴェイ株式会社

　　平成 28 年度　　    大型植物遺体同定分析　　　      古代の森研究舎

   　  放射性炭素年代測定（AMS 法）　　　　　  株式会社　パレオ・ラボ

７．14 －１－３区 41・61 溝出土の昆虫遺体同定については初宿成彦氏（大阪市立自然史博物館）に、  

また 41 溝出土木材の酸素同位体比年輪年代測定については中塚　武氏（総合地球環境学研究所）

に依頼し、それぞれ原稿を執筆していただいた。これらについては、第６章に掲載した。

８．本書の執筆・編集は、井上がおこなった。また、第６章の各節の執筆者については、目次に示した。

９．本書収録の写真・実測図などの記録類は、公益財団法人大阪府文化財センターにおいて保管してい

る。広く利用されることを希望する。

　　　　　　　　　凡　　　例

１．発掘調査で使用した標高は、東京湾平均海面（T.P.）を基準とし、数値はｍ単位で表示している。

２．発掘調査でおこなった測量は、世界測地系（測地成果 2011）による平面直角座標系第Ⅵ系を基準

とし、数値はｍ単位で表示している。

３．本書で用いた北は、座標北を基準としている。なお、座標北に対して、磁北は西に６° 43′、真

北は東に０° 15′振っている。

４．地層および遺物の色調は、小山正忠・竹原秀雄編『新版　標準土色帖』2006 年版（農林水産省農

林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票監修）に準拠した。また、地層の粒度の

記載に関しては、地質学で標準的に用いられる Wentworth の区分を使用した。なお、断面図に粒

径などの略号を付したものがあるが、その凡例は図７（17 ページ）に示している。

５．図１に示した遺跡範囲は、「大阪府地図情報提供システム」の文化財地図　埋蔵文化財（https://

www11.cals.pref.osaka.jp/ajaxspatial/ajax/）による。（最終確認：平成 29 年５月 19 日）

６．遺構にはアラビア数字を用いて通し番号を振り、その後ろに遺構種類を表す文字を付している（例：

33 溝、40 土坑）。なお、竪穴建物など、複数の遺構から構成されるものに関しては、「遺構種類－番号」

という表現を用いて示し（例：竪穴建物１）、それを構成する遺構を明記している。また、本書で

用いた遺物の番号は、本文・実測図・写真すべてに共通する。

７．断面図・平面図・遺構図は適宜縮尺を変えており、図ごとにスケールバーと縮尺を表示している。



８．遺物実測図の縮尺は、土器 4 分の１、埴輪 6 分の１とした。また、石器については 3 分の２を原

則としたが、大形のものは 2 分の１ないし 4 分の１とした。なお、それぞれの挿図には、スケー

ルバーとともに縮尺を明記している。また、土器の実測図に関しては、残存口径が 4 分の１以下

の破片の場合、口縁ないし中軸のラインを二重線で切って表現している。また須恵器に関しては、

断面を黒塗りして表現している。

９．遺物写真のスケールは任意である。
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４．１区　北壁　第１－１ａ層～第６－１ａ層

５．トレンチ１　立木１・２検出状況

６．トレンチ１　第８－３層～第９層

７．トレンチ２上段　第６－２ａ層～第８－３層

８．トレンチ２下段　124 流路

１．14 －１－１区　全景

２．14 －１－２区調査終了面　全景

３．竪穴建物１

４．５竪穴・40 土坑　断面

５．14 柱穴　断面

６．40 土坑　断面

７．40 土坑

８．40 土坑　土器出土状況

図版３　14 －１－３区　第６－１ａ・２ａ層下面（１）

１．３区北半　全景

２．41 溝　Ａ－Ａ’ 断面

３．121 土坑　断面

４．41 溝　第６－１－１層内　土器出土状況

５．61 溝　断面

図版４　14 －１－３区　第６－１ａ・２ａ層下面（２）

１．方形周溝墓１（42 溝）

２．42 溝北部　土器出土状況

３．42 溝　Ｅ－Ｅ’ 断面

４．42 溝南部　土器出土状況

５．42 溝　Ｆ－Ｆ’ 断面

図版５　14 －１－３区　第６－１ａ・２ａ層下面（３）

１．３区南半　41 溝

２．41 溝　木１・２

３．41 溝　ｇ－ｇ’ 断面（１）

４．41 溝　ｇ－ｇ’ 断面（２）

５．41 溝　ｇ－ｇ’ 断面（３）

図版６　14 －１－３区　第６－１ａ・２ａ層下面（４）

１．３区南半　全景

２．103 落ち込み　土器出土状況

３．67・68 溝　断面

４．66 土坑　断面

５．43 溝　土器出土状況

６．43 溝　断面

７．44 溝　断面

８．120 溝　断面

図版７　15 －１－１・２区　地層

１．１区西半（東部）　第２ａ層～第６－２ａ層

２．１区西半（西部）　第１－１ａ層～第 16 －１－３

　　ａ層

３．２区　３流路肩部付近　断面

４．２区　第１ａ層～第８－１ａ層　断面

５．トレンチ３　３・７～９流路　断面

６．トレンチ３　10・11 流路　断面

７．トレンチ３　第９－２ａ層～第 13 －２ａ層

８．トレンチ３　12 浅谷　断面

図版８　15 －１－１・２区　遺構

１．１区東半　第６－１ａ層下面　全景 ２．２区　第６－１ａ層下面　全景

図版２　14 －１－１区　第６－１ａ層下面・14 －１－２区



１．３区　第３ａ層～第 17 －１－２層

２．トレンチ４－４　

第６－２ａ層～第 17 －１－４層

３．トレンチ４－５　

第６－２ａ層～第 17 －１－４層

４．トレンチ４－６　第 17 －１－２層にみられる水

平方向のクラック

５．３区　第 16 －１ａ～３ａ層　石器出土状況

６．３区　第 16 －１ａ層　石器出土状況

７．トレンチ４－３　第 16 －１ａ・２ａ層

　石器出土状況

８．トレンチ４－３　第 16 －２ａ層　石器出土状況

図版 10　15 －１－４・５区　地層

１．４区東半　第１－１ａ層～第８－１ａ層

２．５区　第１－１ａ層～第８－１ａ層

３．５区　第８－１ａ層段階　土坑状変形

４．６区　第１－１ａ層～第 16 －２ａ層

５．トレンチ５　３・４・８流路　断面

６．トレンチ５　83・84 流路　断面

７．トレンチ６　47 流路　断面

８．トレンチ６　第 16 －２ａ層～第 17 －１－４層

図版 11　15 －１－４～６区　遺構・地震による変形構造

１．４区西半　第６－１ａ層下面　全景

２．６区　47 流路

３．５区　第６－１ａ層下面　全景

４．６区　47 流路　断面

５．14 －１－３区南半　第５－１ａ層上部　

変形構造（平面）

６．14 －１－３区北半　第４－２ａ層～

第５－１ａ層　変形構造（断面）

７．15 －１－４区西半　第３－１ａ層上部

変形構造（平面）

８．15 －１－４区西半　第３－１ａ層下面

　変形構造（平面）

図版 12　出土遺物（１）

図版 13　出土遺物（２）

図版 14　出土遺物（３）

図版 15　出土遺物（４）

図版 16　出土遺物（５）

図版 17　出土遺物（６）

図版 18　出土遺物（７）

図版 19　出土遺物（８）

図版 20　出土遺物（９）

図版 21　出土遺物（10）

図版 22　出土遺物（11）

図版 23　出土遺物（12）

３．２落ち込み・３流路　断面

４．36 小穴　断面

５．１区西半　第６－１ａ層下面　全景

６．33 溝

７．33 溝　埴輪出土状況

８．33 溝　断面

図版９　15 －１－３区・トレンチ４



―　1　―

第１章　調査に至る経緯と経過

瓜破北遺跡は瓜破台地の北西端から西側の沖積低地にまたがっており、その範囲は東西１km、南北

0.5km にわたっている（図１）。また、この遺跡の南には、弥生時代前期の遺跡として古くから知られ

ていた瓜破遺跡がある。一方、瓜破台地の東側には長原遺跡があり、旧石器時代以降の土地利用変遷が

明らかにされている。瓜破北遺跡は、これらとあわせて「平野遺跡群」と呼称されることもある。

この遺跡の発見のきっかけとなったのは、昭和 51 年度に阪神高速道路松原線建設に伴い、財団法人

大阪文化財センター（現、公益財団法人大阪府文化財センター）が実施した試掘調査である。試掘調査

では、瓜破遺跡の北部からも遺構・遺物が発見された。この成果を受けて、昭和 51 ～ 53 年度に難波

宮址顕彰会と大阪市教育委員会がさらに北側の発掘調査をおこなったところ、弥生時代後期から古墳時

代前期にかけての遺構・遺物が多数検出されたため、この調査地点を中心とする範囲が瓜破北遺跡と命

名された。この遺跡については、昭和 55 年度以降、財団法人大阪市文化財協会（現、公益財団法人大

阪市博物館協会　大阪文化財研究所）によって、継続的に発掘調査が実施されてきた。それらの調査に

は、瓜破・瓜破北遺跡の略号である UR を付した調査名がつけられている（図２）。

大阪市平野区瓜破西１丁目の大阪府営瓜破西住宅は、瓜破北遺跡の西部に位置している。この住宅で

は建物の老朽化により全面的な建て替えが計画されたため、平成 15 年度に大阪府教育委員会が確認・

試掘調査を実施したところ、弥生時代後期の遺構などが検出された（大樂，2005）。その結果を受けた

協議によって、建て替え工事の際には発掘調査を実施することが決定された。そして、平成 16 年度に

平成 21年 6月 1日発行　国土地理院　１：50,000 地形図　『大阪東南部』を使用

０ ２㎞（１：50,000）
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図１　瓜破北遺跡と周辺の遺跡
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は３号棟の建て替え箇所の発掘調査が、UR04 －１～３次調査として実施された（市川ほか，2006）。

続いて、平成 18 年度には受水槽ポンプ室部分が UR06 －１次調査として、また平成 19 年度には４・

10 号棟部分が UR07 －１次調査として実施された（小田木ほか，2009）。これらの発掘調査は、いず

れも財団法人大阪市文化財協会が実施した。

その後、７・12 号棟の建設に先立って、平成 23・24 年度に公益財団法人大阪府文化財センター（以下、

当センター）が発掘調査を実施した。平成 23 年度の調査名は瓜破北遺跡 11 －１であり、７・12 号棟

住棟部分を１・２区とした。また、平成 24 年度の調査名は瓜破北遺跡 12 －１であり、12 号棟の電気室・

貯留槽部分を１・２区、７号棟に伴う電気室・貯留槽部分を合わせて３区とした（井上編，2013）。

引き続いて、６・９・11 号棟を建て替えることになり、当センターが発掘調査を担当することにな

った。調査は、平成 26 年度に６号棟の住棟および貯留槽・電気室部分、平成 27 年度には９・11 号棟

の住棟および貯留槽・電気室部分を対象として実施した。前者については、平成 26 年７月 15 日付け

で大阪府住宅まちづくり部と当センターとの間で委託契約を締結し、発掘調査に着手した。また、後者

については、平成27年４月17日付けで大阪府住宅まちづくり部と当センターの間で委託契約を締結し、

発掘調査を実施した。

平成 26 年度に実施した６号棟部分の調査名は瓜破北遺跡 14 －１であり、貯留槽部分を１区、電気

室部分を２区、住棟部分を３区とした（図４）。このうち、３区については残土置場を確保するために

北半と南半に分割して調査を進めた。また、３区北半・南半においては弥生時代中期～古墳時代の遺構

面の調査終了後、下層確認トレンチを掘削し、縄文時代の層準の調査をおこなった。なお、１・２区に

関しては、工事の影響のおよぶ深度が浅かったため、その深度で調査を終了することになっていた。こ

のため、１区では弥生時代後期～古墳時代の遺構面まで調査したものの、２区においては機械掘削段階

で設計深度に到達し、人力掘削は実施しなかった（図版２－２）。

平成 27 年度には、９・11 号棟の住棟および貯留槽・電気室部分を対象として調査をおこなった。

その調査名は瓜破北遺跡 15 －１であり、以下の６つの調査区にわけて調査を進めた（図５）。すなわち、

11 号棟住棟部分の１区、貯留槽部分の２区、電気室部分の３区、９号棟住棟部分の４区、貯留槽部分

の５区、電気室部分の６区である。なお、１区にあたる 11 号棟住棟予定地の南西端には、府営住宅全

体に水を供給する水道管が存在していたため、その部分については調査対象外となった。

15 －１のうち１・４区に関しては、残土置場を確保するために、東半と西半に分割して調査を進めた。

また、これらの調査区においては、弥生時代後期～古墳時代の遺構面を調査した後、下層確認トレンチ

を掘削して縄文時代～旧石器時代の層準の調査をおこなった。一方、貯留槽・電気室部分の２・３・５・

６区に関しては、それぞれ工事の影響のおよぶ深度までが調査対象となっていた。その深度を考慮し、

基本的に弥生時代後期～古墳時代の遺構面までを調査対象としたが、３区では設計深度よりも浅い位置

で旧石器を包含する地層が確認されたため、その層準まで調査を実施した。

遺物整理事業は、14 －１・15 －１を合わせて平成 28・29 年度に実施した。平成 28 年度に関しては、

平成 28 年５月２日付けで大阪府住宅まちづくり部と当センターの間で委託契約を締結し、平成 29 年

２月 28 日までおこなった。また、平成 29 年度分に関しては、平成 29 年５月１日付けで委託契約を

締結し、５月 31 日まで実施した。そして、その後に印刷・製本をおこない、平成 29 年８月に本書を

刊行した。
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第２章　調査の方法

　発掘調査は、基本的に『調査基本マニュアル』（大阪府文化財センター，2010）にもとづいて実施した。

　調査区割　調査区の概要は２ページで述べたとおりである（図４・５）。このうち、14 －１－３区お

よび 15 －１－１・４区は、残土置場を確保するため二つに分割して調査する必要があり、14 －１－

１区は北半と南半、15 －１－１・４区は東半と西半にわけて調査を進めた。これらの調査区に関しては、

最終遺構面調査終了後に下層確認トレンチを掘削し、下層の状況を確認するとともに、遺構・遺物の検

出をおこなった。下層確認トレンチは合計６箇所掘削した。これらについては整理の便宜上、それぞれ

「トレンチ１～６」という名称を付した。

　地区割　世界測地系（測地成果 2011）の平面直角座標系（第Ⅵ系）に則った基準線を利用して地

区割をおこない、遺物の取り上げや遺構図作成の基準線として用いた（図３～５）。まず、地区割の第

Ⅰ区画は、大阪府の南西端Ｘ＝－ 192,000 ｍ・Ｙ＝－ 88,000 ｍを基準とし、大阪府内を縦６km、横

８km で区画し、縦軸をＡ～Ｏ、横０～８として、縦・横の順で表示する。第Ⅱ区画は第Ⅰ区画内を縦

1.5km、横 2.0km で縦横それぞれ４分割して、計 16 区画を設定する。この区画に関しては、南西端を

府教委 11036
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１として東へ４まで、あとは西端を５、９、13、北東端を 16 とする平行式で表示する。第Ⅲ区画は第

Ⅱ区画内を 100 ｍ単位で区画し、縦を 15 分割、横を 20 分割する。そして、北東端を基点に縦Ａ～Ｏ、

横１～ 20 とし、横・縦の順で表示する。第Ⅳ区画は第Ⅲ区画内を 10 ｍ単位で区画し、縦、横ともに

10 分割する。そして、北東端を基点にして縦ａ～ｊ、横１～ 10 とし、横・縦の順で表示する。遺物

の取り上げなどは第Ⅳ区画を単位としておこない、ラベルや登録台帳には第Ⅲ・Ⅳ区画のみを記載して

いる。

　今回の調査地の第Ⅰ区画～第Ⅳ区画は、図４・５に示すとおりである。

　遺構名・遺構番号　14 －１・15 －１とも遺構番号は、種類、遺構面にかかわらず通し番号を付して

おり、「42 溝」のように「番号－遺構種類」という形で記載した。また、竪穴建物など、複数の遺構か

ら構成されるものに関しては、「竪穴建物１」などと呼称し、それを構成する遺構を明記した。なお、

14 －１と 15 －１ではそれぞれ遺構番号１から番号を付けたため、両者に同じ番号の遺構が存在して

いる。ただし、両者は場所が離れており、番号が錯綜して混乱する恐れはないことから、本書では、調

査地を明記したうえで、調査時に付した遺構番号をそのまま使用する。

　掘削・遺構検出　基本的に、現代盛土、府営住宅建設前の表土（作土層＝第１層）、近世～近代の作

土層（第２・３層）をバックホウによって除去し、中世と推定される地層（第４層）から下の層準や遺

構の掘削は人力でおこなった。なお、マニュアルでは遺構検出面に関して、上から順に「第１（遺構）面」

などと表記することになっている。しかし、この方法では層序と遺構検出面との関係がわかりにくくな

るため、文化庁文化財部記念物課監修（2010）を参考にして、地層の「上面」・「下面」などと表記し、

層序の中に遺構の帰属を明確に位置づけた。

　測量　基本的に第６－１ａ層下面でクレー

ンを用いた空中写真測量を実施し、50 分の１

スケールの平面図を作成した。また、その他

の遺構面に関しては、平板を用いて 100 分の

１スケールの平面図を作成した。ただし、14

－１－２区、15 －１－３・６区では空中写真

測量を実施せず、平板で測量をおこなった。

調査区・下層確認トレンチの断面図は、図

15・19・62 に示した位置において、20 分の

１スケールで作成した。さらに、個々の遺構

についても、遺物出土状況図や断面図を適宜

作成した。本書に掲載する断面図には、図７

左に示すように、砂礫や葉理・ブロックなど

を記入している。また、図中に粒径を記載す

る場合は図７右に示した略号を用いている。

　自然科学分析　発掘調査・整理作業の過程

で、遺構・遺物の検討と合わせて自然科学分

析を実施した。平成 27 年度には、15 －１－

３区において軟Ⅹ線写真撮影および土壌薄片 図３　地区割図（１）〔第Ⅰ・Ⅱ区画〕
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作製・鑑定をおこなった。平成 28 年度には 14 －１－３区で採取していた試料を用いて、放射性炭素

年代測定（AMS 法）・大型植物遺体同定分析を実施した。また、14 －１－３区の 41・61 溝の堆積層

から検出された昆虫遺体に関しては、初宿成彦氏（大阪市立自然史博物館）に同定していただいた。さ

らに、14 －１－３区の 41 溝から検出された木材の酸素同位体比年輪年代を、中塚　武氏（総合地球

環境学研究所）に測定していただいた。それらの分析結果については、第６章にまとめて掲載するとと

もに、適宜本文中でふれている。そのほか、14 －１－１・３区、15 －１－１・３区では粒度分析をお

こない、その結果を第４章に掲載した。発掘調査・整理作業においては、これらの分析結果と遺構・遺

物の情報を総合的に検討し、分析の結果を遺跡の評価に生かすように努めた（第６・７章）。

第１章・第２章引用文献

市川　創ほか 2006 『瓜破北遺跡発掘調査報告』Ⅲ，財団法人大阪市文化財協会，118p．

井上智博編 2013 『瓜破北遺跡』，公益財団法人大阪府文化財センター調査報告書第 238 集，147p．

小田木富慈美ほか 2009 『瓜破北遺跡発掘調査報告』Ⅳ，財団法人大阪市文化財協会，234p．

財団法人大阪府文化財センター 2010 『遺跡調査基本マニュアル』，157p．

大樂康宏 2005 「瓜破北遺跡（03009）」『大阪府教育委員会文化財調査事務所年報』８，大阪府教育委員会，p.14．

文化庁文化財部記念物課監修 2010 「土層の認識と表土・包含層の発掘」『発掘調査のてびき―集落遺跡発掘編―』，同成社，

pp.94-116．
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第３章　位置と環境

第１節　遺跡周辺の表層地形とその形成過程

11 －１・12 －１の報告書では、周辺の表層地形とその形成過程を検討するために、遺跡周辺の地形

分類図を作成して提示した（井上編，2013、以下、「前書」と呼称）。これは瓜破北遺跡の上流域にあ

たる南側を中心に図示したものであり、下流域にあたる北側に関しては検討が不十分であった。また、

西除川の沖積リッジに位置する矢田遺跡の発掘調査データにもとづいて、西除川周辺における地形発達

過程の再検討が必要になっている。そこで今回は、北側の範囲を平野川流域まで広げて地形分類図を作

成した（図６）。なお、当遺跡よりも北側は戦後早くから開発が進行し、昭和 36（1961）年の空中写

真では地形判読が困難であるため、今回は昭和 23（1948）年米軍撮影の空中写真を実体視して判読・

図化し、前回作成した地形分類図と合成した。

　段丘面の下に位置する地形面については、前書において「低地面Ⅰ－１・２」に細分した。瓜破北遺

跡は低地面Ⅰ－１に位置するが、その西端よりも西の範囲は空中写真ではやや白く写っており、実体視

すると一段高くなっていることがわかる。15 －１や喜連西遺跡では、旧石器時代の層準（15 －１：第

16 層以下）の標高が高く、近世以降の作土層（15 －１：第１～３層）は安定して存在するものの、弥

生時代～中世の地層はほとんど残存していない。空中写真における低地面Ⅰ－１の見え方の違いは、こ

のような堆積環境の違いを反映していると考えられる。

低地面Ⅰ－１の地形形成に関わった流路としては、西除川・東除川のほか、旧大和川の分流路のひ

とつである植松分流路、および平野川などがあげられる。旧大和川流域の沖積リッジについては、井上

（2013）で設定した区分にもとづいて整理した。東除川流域のものは旧大和川流域のものとは集水域が

異なるため、同列に扱うことはできないが、形成時期に着目して両者を対比した。また、西除川周辺の

ものに関しては形成過程が複雑であるため、図６では別のパターンで表示した。

低地面Ⅰ－１を流れる流路のうち、西除川は本来、天野川と同一の河川であったが、７世紀初頭の狭

山池の築造の後、集水域が変化するとともに、その洪水吐（除）からの水も流入するようになった。さ

らに、12・13 世紀に左岸の段丘面上に導水する水路が整備され、14 ～ 16 世紀に溜池群も成立したこ

とで、西除川は狭山池の灌漑水利システムに組み込まれた（小山田，2012）。一方、東除川は本来、羽

曳野丘陵西斜面と河内台地（瓜破台地）東斜面を集水域とする流路であったが、慶長 13（1608）年の

狭山池修築に伴って洪水吐（除）が設けられ、増水時には狭山池から水が流入するようになった（日下，

1980）。なお、東除川の現大和川以北にあたる部分は、人工的に長吉台地（趙，2001）上に付け替え

られた流路である（木原，1982）。その付け替え時期は、長原古墳群造営後で、長原７Ａ層形成直前に

あたる、６世紀後半のある時期と推定されている（趙・京嶋・高井，1992）。

西除川周辺の沖積リッジについては、前書において大和川今池遺跡・堀遺跡・高木遺跡のデータを

もとに形成過程を検討した。しかしその後、矢田遺跡の報告書が刊行され、現大和川以北における地形

形成過程が明らかになった。まず、矢田遺跡 YT09 －２次調査地（図６：Ｎ）では、８世紀後半～９世
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紀初頭を中心とする時期に流れていた最大幅約 74 ｍ、深さ３ｍ以上の流路が検出された（小倉・渡邉

編，2013）。その充填堆積物は西側ほど古いため、流路が東へ側方移動したと考えられている。この流

路充填堆積物の上には平安時代～近代の地層が 50 ～ 70 ㎝程度堆積していたものの、この堆積物が表

層の起伏の形成に一定の影響を与えたと思われ、中世以降に西除川周辺に堆積した砂礫とともに、一つ

の沖積リッジを構成している。また、矢田遺跡Ｃ地点（YT12 －２次調査地、Ｏ）では、氾濫堆積物と

作土層が累重している状況が確認され、中世以降に形成された沖積リッジの実態が明らかになった（小

倉・岩本，2014）。最も古い氾濫堆積物は第５ａⅱ層（作土層）の母材となるもので、10 ～ 11 世紀

頃と推定される。また、最も新しいものは第２層の砂礫で、15 世紀後半～ 16 世紀前半頃と推定される。

この中で特に厚い氾濫堆積物は第４ｂ層と第３ｂ層であり、10 世紀から 14 世紀頃にかけて大きく発

達したと考えられる。なお、第４ｂ層と第３ｂ層下部の堆積物の古流向は南→北方向であったが、第３

ｂ層上部では南東→北西ないし東→西方向へと変化した。これは、前者の時期には調査地の南側で蛇行

しながら北へ流れていた（Ｐ）が、後者の時期には流路の位置が変化し、調査地の東側を流れていた（Ｑ）

ことを示唆する。また、この沖積リッジの最終的な形状は、15 世紀後半～ 16 世紀前半頃の堆積物で

ある第２層によって形成された。この調査地と同様の状況は、この調査地の南に位置する YT10 －１次

調査地（Ｒ）においても確認されている（小倉・渡邉編，2013）。この沖積リッジを旧大和川流域のも

の（井上，2013）と対比して形成過程を整理すると、主に沖積リッジⅡＡとⅠＢが重なって表層の高

まりを形成しており、それ以前に形成された沖積リッジⅡＢも周辺部の起伏に一定の影響を与えている、

ということになる。さらに、この沖積リッジの上には沖積リッジⅠＡがのっている。これは、16 世紀

前半以降、大和川が付け替えられる 1704 年までに発達した天井川にあたる。

前書で検討した堀遺跡（地村・西口，2010、位置は前書：図７参照）では、西除川周辺において９

世紀後半～ 10 世紀以降、氾濫堆積物と作土層が累重していた。堆積物の層厚から考えて、沖積リッジ

が大きく発達したのは 10 ～ 13 世紀頃である可能性が高く、14 世紀以降の堆積物によって沖積リッジ

の最終的な形状が形成された。こうした沖積リッジの形成過程は、矢田遺跡の状況と共通する。一方、

大和川今池遺跡 06 －１調査地（市村・森屋，2009）・高木遺跡（枡本・服部・阪田，2011、位置は前書：

図７参照）においては、沖積リッジを構成する地層はそれぞれ、近世・中世後期～近世の堆積物であっ

た。この二つの調査地は西除川左岸の沖積リッジの縁辺部に位置しており、この沖積リッジが中世後期

～近世に西側へ拡大したことを示している。

次に、東除川流域の沖積リッジをみていきたい。長原遺跡の NG91 － 30 次、95 － 42・54・20 次

調査地は東除川の沖積リッジ部分にあたるが、このうち後者（Ⅰ）では、NG ４Ａ層段階（室町時代）

に沖積リッジⅠＢが形成され、沖積リッジⅠＡは NG ２層段階（近世）に発達したと推定された。また、

NG90 － 13 次調査地（Ｈ）では、東除川の沖積リッジⅠＢを構成する堆積物の下から古代～中世の水

田跡が確認された。このことから、出戸池の南で東へ大きく蛇行し、その後北へ流れる流路は中世以降

のものであり、それ以前は北西方向にのびる沖積リッジの位置（Ｊ）を流れていた可能性が指摘されて

いる（村元，2003）。Ｊの縁辺部にあたる NG89 －８次調査地（ｊ、今津，1991）では、長原遺跡標

準層序の NG ４Ｂ層（平安時代後期～鎌倉時代）が西側にやや厚く堆積しており、これが形成に関わっ

た可能性がある。沖積リッジⅠＡは東除川の流路が天井川化した部分にあたるが、この流路は城山遺

跡（その１）と亀井遺跡で検出されている（杉本・岩瀬ほか，1986；高島・広瀬・畑編，1983；陣内，

1987；杉本，1987）。城山遺跡（その１）では西から東へ流れる「自然河川２」（Ｓ）と、南南東から
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北北西に流れる「自然河川１」（Ｔ）が検出された。後者における最古の肩部は 14 世紀後半の地層に

よって構成されており、この時期に流れ始めたとされている。一方、前者は後者から供給された氾濫堆

積物の途中から切り込まれており、近世に流れ始めたと考えられている。ただし、この流路の北側では、

西から東へ流れていた流路も検出された（遺構名なし、Ｕ）。これについては概報・報告書に記載がな

いものの、「自然河川２」の前身流路であった可能性がある。なお、この流路は大和川付け替えに伴い、

廃絶した。

植松分流路は旧大和川の主要な分流路のひとつであり、植松遺跡の発掘調査によって、古墳時代後期

には流れ始め、９世紀初頭頃に埋没したことが判明している（川瀬編，2007）。この流路の下流部に関

する情報は、平野馬場遺跡（岡村・田中，2011）・今林遺跡（清水・小田木，2012）で得られている。

これらは、いずれも植松分流路が形成した沖積リッジに隣接する場所に位置する。両遺跡において古代

と推定される層準は、氾濫堆積物（砂～泥）である。前者においては、氾濫堆積物中から採取された木

材の AMS 年代測定が実施され、724-885calAD（PLD － 17957，誤差範囲２σ）という較正年代が得

られた。これは植松分流路の活動時期と一致する。また、植松分流路に関連する沖積リッジのうち、加

美遺跡 KM01 －４次調査地（杉本，2003）・加美小学校分校調査地（田中，2015）などが立地するも

の（Ｖ）は、加美遺跡基本層序（小倉・趙，2001）の KM ４Ａ層（奈良時代）によって形成されたこ

とが判明している。さらに、沖積リッジⅩに関しては、加美西１丁目所在遺跡（絹川，2002）で「第６層」

と呼称された砂礫層によって形成された可能性が高い。この層準の出土遺物は古墳時代後期を主体とし

ており、このリッジの形成開始時期が古墳時代後期に遡る可能性を示唆している。なお、Ｗも米軍撮影

の空中写真では白っぽく映っている。これは、KM95 － 15 次調査地（ｃ、田中・大庭，2016）およ

び周辺調査地（KM00 －３・４次：ｂ・12 －１次：ｄ・09 －１次：ｅ・97 －１次：ｆ）の成果から、

KM ３層（鎌倉～室町時代）と KM ２層（江戸時代）によって形成された沖積リッジと思われる。

Ｋは「船橋・六反分流路」（井上編，2014）が形成した沖積リッジであり、古墳時代後期から 12 世

紀前葉頃にかけて形成されたと推定される。この下流部の周辺に位置する長原遺跡 DD84 －３次（ｉ）・

85 －１次調査地（ｈ）のうち、前者では NG ５層（奈良時代）が厚く堆積し、後者では NG ４Ｂ層（平

安時代後期～鎌倉時代）に対比される堆積物が累重して沖積リッジが形成されたことが明らかになって

いる（大庭，1999）。この流路は９世紀前葉までは植松分流路に合流していたが、植松分流路の埋没後、

田井中・志紀遺跡周辺の低地面の排水を集めて流れる排水流路が形成されたことにより、それと合流す

る形に変わった。なお、この排水流路が、現在の平野川の起源と思われる。

近世における平野川は、西除川と合流して北へ流れていたが、こうした状況になった時期は不明であ

る。ただし、Ｙは近世の流路が北へ向きを変える地点よりも東に位置し、中世における平野川の流路位

置を反映している可能性がある。これは、平野川の流路付近から北へのびて、図６の範囲外で「衣摺分

流路」（別所，2002）が形成した沖積リッジにつながっている。「衣摺分流路」は大今里遺跡（図６の

範囲外）において一部が調査されており（松本，2013）、流れ始めた時期は不明であるものの、14 世

紀には存在し、室町時代後半に埋没したことが判明している。これを参考にすれば、Ｙを形成した流路

も室町時代後半には埋没したと推定でき、平野川が西除川と合流するようになったのは、その埋没後で

あった可能性も考えられる。なお、沖積リッジＺは、加美正覚寺遺跡（岡村，2012）の層序を参考に

して 13 世紀代に形成されたと推定し、沖積リッジⅡＡに対比した。

こうした周辺の流路変遷をふまえて、瓜破北遺跡付近の微地形をみていきたい。当遺跡は、西除川と
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植松分流路の沖積リッジに挟まれた低地に立地している。この部分には現在、今川と鳴戸川という排水

流路が存在し、低地面の排水を集め、北へ流れている。今川はかつて西池と呼ばれる溜池とつながって

いたが、この溜池は埋め立てられて現存していない。この溜池の築造時期は、近世と考えられる。

鳴戸川の南東側には、沖積リッジＬが存在する。その形成過程を知る手がかりは、UR07 －２次調査

地（Ｍ、絹川ほか，2009）と府教委 14020 調査地（ｋ、井西編，2017）で得られている。前者にお

ける「第８層」は、南→北を古流向とするクレバススプレー堆積物である（第４章第３節）。後者では、

この堆積物が形成した高まり上に近世の島畠が造成され、それが「瓜破地区字限図」（図 102）の記載

と一致することが判明した。字限図に記載された島畠の範囲は図６の沖積リッジＬの南端に連続してい

る。このことは、Ｌの原型が「第８層」によって形成されたことを示唆し、その後も氾濫・破堤堆積物

が断続的に累重して、最終的に図６のような形状になったと想定される。この沖積リッジの形成過程は、

当時の基幹水路の位置を推定する手がかりとなる（第７章）。

また、沖積リッジＧについては、前書では一つの高まりとして認識していたが、空中写真の再判読

によって、その南東部（Ｇ１）が一段高くなっていることを確認した。この高い部分は旧西瓜破村の集

落範囲に相当しており、その中に位置している恩敬寺は天文３（1534）年創立と伝えられている（井

上，1922）。これが正しいとすれば、一段高い部分は 16 世紀前半には形成されていたことになる。一

方、UR87 － 17 次・90 － 12 次調査地（ｏ）は、この部分を取り巻く周辺部（Ｇ２）に位置する。こ

れらの調査地では、近世の氾濫堆積物が確認されている（京嶋，1989；大庭編，2000）。さらに、阪

神高速道路部分の調査地では、Ｇ２に接する部分にのみ近世の地層が厚く堆積しており、「UR ２・３層」

に細分されている（第４章）。Ｇ２は、これらの堆積物によって形成された可能性が高い。以上のこと

から、この沖積リッジは中世後半に中心部が形成され、近世にも砂礫が堆積して規模が拡大したと推定

される。これらの堆積物の供給源は、付近を流れていた基幹水路と思われる（第７章）。

沖積リッジｍは、米軍撮影の空中写真で明瞭に認識できる。この沖積リッジ上に位置する UR96 －

12 次調査地（ｎ、南・櫻井，1999）では、上方粗粒化する氾濫堆積物である「第５層」（奈良時代？）

が厚く堆積しており、これによって形成された可能性がある。

瓜破北遺跡のうち、瓜破西住宅にあたる部分では、空中写真で白っぽく見える部分が２箇所、不明瞭

ながら帯状にのびていることが判読できる。発掘調査データを考慮すれば、これらは近世以降の砂質堆

積物（第１～３層）の影響で周囲よりも水はけが良かったことを示すと思われる。

弥生時代以降における当遺跡周辺の堆積環境変遷は、周辺に存在する流路・水路の活動と密接に関わ

っているが、より大局的な観点に立てば、西除川および植松分流路・平野川の河川活動とも関連してい

る。そうした観点にもとづいて当遺跡の層序や土地利用変遷を整理すれば、河内平野南西部における地

形形成・堆積環境変遷と人間活動の関係を復原するための重要なデータになると期待される。

第２節　瓜破北遺跡における既往の調査成果

　

次に、瓜破北遺跡における既往の調査成果をまとめておきたい。この遺跡で確認された最も古い人間

活動の痕跡は、旧石器時代に属する。まず、今回の調査地の東約 500 ｍの地点に位置する UR07 －２

次調査地（図２・図６：Ｍ）からは石器集中部が検出されたが、石器の特徴や姶良 Tn 火山灰（AT）と
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の層位関係から、後期旧石器時代前半期の石器群と考えられる（絹川ほか，2009）。また、瓜破西住宅

内の UR07 －３次Ⅰ区（図２）で検出された石器集中部は、ナイフ形石器の形態や剥片剥離技術の特徴

から、後期旧石器時代後半期に属すると推定される（小田木ほか，2009）。

縄文時代の遺物としては、UR04 －１～３次・07 －３次Ⅱ区（図２）などの調査区において、早期

末～前期初頭と考えられる縄文・二枚貝条痕を施す土器、前期前半の北白川下層Ⅰ式、中期前半の船元

式土器などが出土した。特に UR07 －３次Ⅱ区では、早期末～前期に属すると考えられる集石遺構や石

器集中部が検出された。さらに、UR04 －１次調査地からも石器集中部が検出されたが、これに関して

も石鏃の形態や出土土器から、早期末～前期に属する可能性が高い。なお、その石器集中部から出土し

た石器の石材には、サヌカイトのほか、島根県隠岐島の久美産と推定される黒曜石が少量含まれること

も注目される。なお、瓜破遺跡の UR07 －１次調査地からは、早期末～前期初頭に位置づけられる一乗

寺南下層式土器も出土しており（図６：ｖ、小倉ほか，2009）、付近に早期末～前期の集落が存在した

可能性が高い。

弥生時代に関しては、前期の遺物が若干出土しているが、中期前葉には遺構・遺物がほとんど認めら

れなくなる。中期後葉に属する遺構は若干検出されており、その評価が課題となっている。なお、中期

中葉～後葉に属するとされていた、UR ４・５・９次・80 －３次・辻本商店跡地調査地にまたがる大溝（図

41）については、今回の調査によって時期・性格の再検討が必要となった（第５章）。

この遺跡では、弥生時代後期から古墳時代前期には遺構・遺物が増加する。阪神高速道路松原線およ

びその周辺の調査地（UR ４・５・９次・80 －３次調査地など）では、弥生時代後期前半の竪穴建物

４棟以上、掘立柱建物１棟、井戸３基などが検出され、この時期の居住域であることが判明している。

なお、この居住域からの出土遺物としては、前漢代の異体字銘帯鏡の破片が注目される。また、UR04

－２・３次・07 －３次Ⅱ区では、弥生時代後期後半に属する竪穴建物２棟、掘立柱建物７棟、井戸 10

基などが検出され、この時期の居住域であったことが判明した。

UR04 －２次調査地では、庄内式古段階に属する周溝墓の周溝と推定される溝が検出され、その中か

ら碧玉製の管玉が出土した（市川ほか，2006）。なお、当遺跡の北西に位置する喜連西遺跡 KR10 －１

次調査地（図２）では、一辺約 11 ｍと約 4.5 ｍの周溝墓（墳丘墓）が検出された（田中，2012）。出

土遺物が少なく、時期に関しては不確定要素もあるが、UR04 －２次調査地で検出された周溝墓とほぼ

同時期と考えられている。その他、UR89 －１次調査地では庄内式期の遺構がまとまって検出されてお

り、居住域が広がっていたと想定されている（大庭編，2000）。ただし、庄内式期の土地利用の実態に

ついては不明な点が多く、今後の検討課題となっている。

次に、古墳時代前期以降の状況について述べる。UR ４・５・９次・80 －２次調査地からは、古墳

時代前期後半ないし中期初頭（布留式新段階）の掘立柱建物２棟や井戸が検出されている。また、方形

周溝墓１基と土壙墓群も検出され、後者は居住域とほぼ同時期のものと推定されている。なお、前者は

時期が若干古く、古墳時代前期前半に築造されたと考えられている。方形周溝墓周辺からは、新代の方

格規矩鳥獣文鏡や後漢代の内行花文鏡の破片が出土しており、この時期における当遺跡周辺の集落・墓

の展開やその性格について検討するうえで重要な資料といえる。

当遺跡では、古代以降の土地利用の実態は不明な点が多いものの、耕作地として利用されていたと考

えられる。当遺跡周辺においても条里型地割が存在しているが、その起源については明らかではない。

最も古い条里型地割にもとづく溝・畦畔は UR04 －１次調査地（市川ほか，2006）のものであるが、
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この調査地においては層序と遺構の帰属の理解に誤りがある（第７章）。また、飛鳥～奈良時代に属す

る土器埋納遺構も若干検出されており、耕作地開発に伴う祭祀との関連も考えられるが、これらの位置

と地割や地形との関係は十分に検討できていない。

以上のように、この遺跡では主に、旧石器～縄文時代の遺構・遺物と、弥生時代後期～古墳時代前期

における居住域・墓域に関わる資料が得られている。古代以降の土地利用に関しては不明な点が多いが、

現状での情報を整理して問題点を示すことが必要と考えられる。

第３節　瓜破台地周辺における弥生時代以降の土地利用変遷

瓜破北遺跡周辺では、喜連西・瓜破・矢田・住道矢田・三宅西・池内遺跡において発掘調査が実施さ

れ、西除川と瓜破台地に挟まれた領域における土地利用変遷が明らかになりつつある（第７章）。また、

瓜破台地の東～北東側に位置する八尾南・長原・亀井・加美・跡部・久宝寺遺跡では、非常に多くの調

査データが蓄積されたことにより、弥生時代以降の古地形変遷と土地利用の関係が詳細に復原されてい

る（大庭，2014・2016；高橋，1999；村元，2003 など）。今後、両地域の情報を総合化し、河内平

野南部における景観変遷過程を復原することが課題となっている。

瓜破台地の東～北東側では、弥生時代前期～中期前葉には分散的な居住形態がとられ、小規模な労働

力で利用可能な水田適地を分散的に利用していたが、中期中葉～後葉には亀井遺跡や跡部遺跡などに集

住するようになり、耕地開発が進行して水田面積も増加していった。中期後葉の後半には、各集落の活

動領域が接するまでに耕作域が拡大したが、後期前半になると河川氾濫の頻発に伴い、耕地開発が停滞

した。その後、後期後半には河川氾濫により可耕地がさらに減少するにも関わらず、耕地開発が再び活

発化した（大庭，2014）。一方、これらの遺跡とは集水域の異なる瓜破北遺跡周辺の状況をみると、弥

生時代前期～中期前葉の集落分布や耕地開発のあり方は、瓜破台地の東～北東側と共通する。ただし、

中期中葉・後葉の遺構・遺物はあまり見つかっていないため、この時期の実態解明は今後の課題として

残されている。また、後期においては河川氾濫の影響は小さく、集落域や耕地開発の展開過程が、瓜破

台地の東～北側とは若干異なっていた可能性もある（第７章）。

また、古墳時代前期後半～中期初頭（布留式新段階）には、瓜破北遺跡の沖積リッジ上には居住域が

存在したが、その後は遺構・遺物が希薄となる。それと入れ替わるように、古墳時代中～後期には三宅

西遺跡や池内遺跡の沖積リッジ上で集落が営まれた（第７章）。瓜破台地の東～北東側では、中期後半

には居住域と生産域の分離が進行するとともに、集落活動領域が拡大し、複数の水系を利用した大規模

な水田開発が進められるようになった、と指摘されている（大庭，2016）。瓜破北遺跡周辺の耕地開発

が同様なあり方を示すかどうかは、今後の検討課題といえる。なお、瓜破北遺跡周辺地域においては、

古墳時代後期以降に低湿化が進行したが、それは植松分流路周辺の沖積リッジの発達などに起因するも

のである（第４章）。こうした堆積環境の変化が集落の展開や耕地開発に与えた影響についても、今後

検討する必要がある。

平安時代の長原遺跡周辺では「平安時代Ⅲ期」（10 世紀末～ 11 世紀前半）に条里型地割に則った水

田の再開発が始まる可能性が指摘されている（佐藤，1992）が、これは瓜破北遺跡周辺の再開発の開

始（第４－３－２ａ層段階、井上編，2013：130 ページ）と時期的にほぼ併行する（第４章）。長原遺
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跡における平安時代の開発過程については、瓜破台地東縁部とその北東側の低地部において、「平安時

代Ⅱ期」段階（９世紀前半～ 10 世紀後半）の集落の展開過程に違いが認められる（村元，2003；佐藤，

2008）。しかし、「平安時代Ⅲ期」における再開発は、両地域に共通する現象である。瓜破北遺跡周辺

はこれらの地域とは土地条件が異なっており、再開発の過程に違いが認められる可能性もあるが、開始

時期がほぼ同じであることは、こうした再開発が共通した社会背景にもとづいて進められたことを示唆

している。

14 ～ 16 世紀には、西除川周辺の沖積リッジの発達によって、瓜破北遺跡周辺はさらに低湿化した。

この時期における瓜破台地の東～北東側の状況については十分に整理されていないが、次第に図６で示

した表層地形に近づいていったと思われる。この地域における水田経営は、東除川だけでなく、平野川・

大乗川（井上編，2014）を含む灌漑水利網にもとづいていた。この地域のうち、六反村における近世

の景観については絵図を用いて検討が進められており（渡邊，2003）、近世前期の灌漑水利網の概要が

明らかになっている。一方、瓜破北遺跡周辺は、狭山池を中心とする灌漑水利網の末端に位置していた。

このような違いが開発過程や耕地形態などに影響を与えたかどうかは明らかではなく、今後の検討課題

となっている。また、両地域では中世末～近世に島畠が造成されたが、その類型や出現の契機について

はあまり検討されていない。耕地形態は当時の農業経営と密接に関わっていると考えられるため、今後

注意すべき課題といえる。

以上のように、地形形成過程や土地利用変遷が詳細に復原されてきたことにより、これらの地域全体

の共通点とともに、小地域ごとの違いについても徐々に認識されつつある。瓜破北遺跡周辺においても、

この点を考慮して集落・墓・耕作地などの展開過程を検討していかなければならない。それにあたって

必要なのは、遺跡ごとに層序を整備することである。後述するように、瓜破・瓜破北遺跡では、早くか

ら標準層序の構築に向けた検討がなされていたが、最近の調査では顧みられず、代わりに長原遺跡で構

築された「長原標準層序」と対比して、地層の時期を示すことが主流となっている（例えば、小田木ほ

か，2009）。これは、両地域の総合的検討のための時間的枠組みを整備する試みといえるかもしれない

が、両地域は集水域が異なり、堆積環境や地形形成過程にも違いがある。そうした違いを考慮して土地

利用変遷過程の比較をおこなうためには、まず瓜破北遺跡周辺において標準層序を確立することが重要

である（第４章）。
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第４章　層　序

第１節　地層観察の観点と方法

　前書（井上編，2013）では、瓜破北遺跡標準層序の確立を目指して、阪神高速道路周辺の調査地も

含めて、層序の検討をおこなった。その際、阪神高速道路周辺の調査地（UR80 －１・４・81 －１次

調査地など）において設定されていた「瓜破・瓜破北層序」（趙，1983；大庭編，2000）を参考にし

つつ、最近の調査成果にもとづいて修正を施した。今回もこの方針を踏襲し、前回解決できなかった問

題に注意しながら地層を観察した（表１）。さらに、当遺跡の北西に位置する喜連西遺跡の層序との対

比もおこなったほか、矢田遺跡で明らかになった西除川周辺における沖積リッジの形成過程との関係も

検討し、当遺跡の層序を河内平野南西部の堆積環境変遷過程の中に位置づけようと試みた。

層序は大きく第１～ 18 層に区分したが、それらの層準が局所的に細分される場合には枝番号をつけ

て表示するようにした（例：第５－３層）。各層準については肉眼観察にもとづく記載をおこなったほか、

14 －１－３区と 15 －１－１・３区において各層準から採取した試料を試験篩で篩い分けし、粒度組

成（重量％）を調べた（図８・13）。また、ここでいう層序は岩相層序であるが、その中に古土壌や作

土層を位置づけることも、遺跡形成過程を復原するうえで重要となる。古土壌（paleosol）の認識につ

いて Retallack（2001）は、主要な指標として根跡・土壌層位・土壌構造の三つをあげている。調査で

は、こうした観点も参考にして、根跡や擾乱（人為的擾乱だけでなく、生物擾乱も含む）の痕跡などに

注意して、構造を観察した。そして、土壌生成作用をうけている可能性が高いものや、作土層と考えら

れるものを「第○ａ層」とし、その母材となる堆積物が下位に残存する場合は、それを「第○ｂ層」と

した。なお、15 －１－３区では、第 16 層を中心とする不攪乱試料の軟Ｘ線写真と土壌薄片を観察して、

微細堆積相（土壌構造）を検討した（第６章第６節）。

当遺跡においても、地震によって形成されたと思われる変形構造が複数の層準で確認されている。地

震痕跡は砂層と泥層にみられるものに区別できる。前者には噴砂やコンボリュート葉理などがあり、噴

砂と地震発生層準との関係については、寒川　旭（1992）が整理している。一方、後者については、

si-vfs-cs~gr
fs~cs-vfs~si

-　   主体となる粒径を最初に示し、その他のものを「  」で結んで後に列挙する。
　   例： 　　　　     （極細砂～シルト質〔混じり〕細砂～粗砂）
　          　　　　　 （粗砂～細礫混じり極細砂質シルト）

２．粒径の組み合わせの表現例

　   ※ 「細砂～極細砂」のように幅のあるものは、fs~vfsのように「~」で結んで表示する。
　   ※ 「粗砂と極細砂の互層」のように、２つ以上の粒径の薄層・葉理によって構成され
　        ている場合は「cs，vfs」のように、「，」で区切って列挙する。
　   ※ ブロック（偽礫）が含まれている場合は、sibl（シルトブロック）にように、略号の後
　        に「bl」をつける。例えば「極粗砂～中礫、シルトブロック含む」の場合、
            「vcs~pb，sibl」と表記する。

pb　中礫　　gr　細礫　　vcs　極粗砂　　cs　粗砂　　ms　中砂
fs　   細砂　  vfs　極細砂　 si　   シルト　　 cl　 粘土

１．断面図中に粒径を記載する場合の略号

葉　理

変形構造

有機物・植物遺体の
薄層

ブロック（偽礫）

流木・立木

極粗砂～礫

細砂～中砂

粗粒シルト～極細砂

粗粒シルト以下の泥

暗色帯

やや暗色化した地層

断面図の表現例

図７　断面図の凡例
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Matsuda（2000）が、以下のように整理している（図版 11 －５・６）。泥質堆積物は上部ほど水分を

多く含んでおり、圧密を受けていないため流動性に富む。そして、より下位では粘性・可塑性に富み、

最下部では剛性が高まる。このため、地震によって生じる変形ゾーンは、上から順に液相流動変形ユニ

ット、含水塑性変形ユニット、脆性変形ユニットに細分される。この中で特に目立つのは含水塑性変形

ユニットであり、羽毛状・火炎状の流線パターンや、下向きに凸な形に変形したロード構造などがみら

れる。ただし、地震発生層準を推定するためには液相流動変形ユニットの認識が重要であり、その遺存

状況に注目する必要がある。地震痕跡の認識にあたっては、こうした研究を参考にした。

今回の調査地のうち、14 －１は瓜破西住宅の北東部、15 －１は西端に位置しており、両者の間は約

400 ｍ離れていた。このため、両者は堆積環境が異なっていたが、既往調査地のデータをもとに層序

対比し、基本的に共通する層序番号をつけた。以下、調査地ごとに層序を説明する。

第２節　14 －１の層序　

第１項　第１層～第６層（図８～ 11）

第１層　住宅建設以前の作土層で、時期は近現代である。「瓜破・瓜破北層序」の UR １層に対比される。

３区北半では第１－１ａ層（2.5Y5/1〔黄灰色〕中砂～細礫混じり極細砂）と第１－２ａ層（5Y5/1〔灰

色〕粗砂～細礫混じり極細砂～シルト）に細分された。いずれも構造が不明瞭（以下、「見かけ上塊状

〔massive〕」と表記）な部分が多いものの、極細砂・シルトがブロック状を呈し、不均質に砂礫と混じ

る部分があり、作土層と考えられる。また、第１－１ａ層下部には、やや灰色を呈する部分（2.5Y6/2〔灰

黄色〕粗砂～細礫混じり中砂～極細砂）が部分的に認められた。これは、作土に伴う溶脱層の可能性が

ある。さらに、第１－１ａ層下部の下に、5Y5/1（灰色）細砂～砂混じり極細砂～シルトが層厚２㎝程

度で残存している箇所も、局所的に認められた。これには極細砂薄層が挟在しているようであり、第１

－１ａ層の母材の一部と考えて、第１－１ｂ層とした。一方、１区・３区南半における第１－１ａ層は、

３区北半よりも細粒であった。また、これらの調査区では、第１－２ａ層はごく一部にしか残存してい

なかった。これらの作土層に関しては、第１－１ａ層下部に溶脱層と思われる層準があることや、第１

－１ａ層下部・第１－２ａ層とも糸根状・うん管状斑鉄が多く認められたことから、乾田（表面水型水

田）であったと考えられる。

　第２層　３区北半では、第２－１ａ層（5Y6/1 ～ 6/2〔灰色～灰オリーブ色〕中砂～細礫混じり細

砂質極細砂）と、第２－２ａ層（5Y5/1〔灰色〕中砂～細礫混じり極細砂～シルト）に細分された。前

者は見かけ上塊状（massive）の部分が多かったが、極細砂がブロック状を呈し、砂礫と混じる部分も

認められた。また、後者においては極細砂・シルトがブロック状を呈し、不均質に砂礫と混じっていた。

さらに、両者には糸根状斑鉄が多くみられたことから、乾田（表面水型水田）の作土層であったと想定

される。なお、第２－１ａ層の下には、淘汰の良い 5Y5/1（灰色）シルト（層厚２～３㎝）がわずか

に残存していた（第２－１ｂ層）。一方、１区・３区南半においては、第２－１ａ層は認められたものの、

第２－２ａ層はわずかに残存するだけであった。これらの調査区における第２－１ａ層のうち、東側は

３区北半に近い粒径であったが、西へいくにつれて細粒となっていた。

既往の調査成果から考えて、これらの層準の時期は近世～近代と考えられる。これらと「瓜破・瓜破
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西層序」との対比に関しては、前書では UR ３層の一部と考えたが、再検討したところ修正が必要とな

った。UR ２層は、阪神高速道路部分の調査地のうち、南西部のごく一部で確認された層準である。こ

の層準が確認された部分の断面（UR80 －１・４次、大庭編，2000：図７）をみると、UR ２層が２層

準、下位の UR ３層が３層準に細分されている。UR ２層に関しては、上位の UR ２ａ層がさらに上部・

下部に細分され、下部には部分的に斜交葉理が認められたようである。また、下位の UR ２ｂ層は作土

層と思われ、下部に砂礫が多く認められた。一方、UR ３層はいずれも作土層と思われる。こうした状

況は、沖積リッジＧ２（図６）に接する部分でのみ認められ、その形成過程で砂礫の供給と耕作地の復

旧が頻繁に繰り返されたことを示す。一方、他の部分では UR ３層（層厚 15 ～ 30 ㎝）とされる地層

が存在したが、これは沖積リッジＧ２周辺の UR ２・３層が収斂したものである。瓜破西住宅部分の第２・

３層はこの層準に対比される。なお、阪神高速道路部分の調査地のうち、瓜破西住宅の南東にあたる箇

所では、UR ３層の上部に「ラミナ構造をもつ水成層」が分布していた。この砂は 11 －１－１区の第

２－２ｂ層、さらに沖積リッジＧ２周辺の UR ２ａ層下部に対比できる。また、その付近の UR91 －３

次調査地（大庭編，2000）において、洪水復旧型島畠の肩部に残存した二つの水成層（「第２・３層」）

のどちらかが、この層準に対比できると思われる。

　第３層　既往の調査成果から、近世前半と思われる層準である。14 －１の南に位置する 11 －１－

１区では、第３－１ａ層と第３－２ａ層にわけられ、前者はさらに第３－１－１ａ層と第３－１－２ａ

層に細分された。14 －１では、このうち第３－１－１ａ層と第３－２ａ層が認められた。前者は、１

区では 7.5Y5/1（灰色）中砂～細礫混じりシルト、３区北半では 5Y5/1（灰色）中砂～細礫混じり極

細砂質シルトであった。後者は、１区においては 10BG5/1（青灰色）シルトブロックと 5Y7/1（灰白色）

細砂～極細砂が混じるもので、３区北半では 5Y5/1 ～ 6/1（灰色）中砂～粗砂混じりシルトであった。

また、両調査区からは、第３－２ａ層の下面に帰属する偶蹄目の足跡や農耕具痕が認められた。これら

の層準はいずれも作土層で、乾田（表面水型水田）であった可能性が高い。なお、３区北半においては、

第３－１－１ａ層の下に 5Y6/1（灰色）細砂混じりシルト（層厚２～３㎝）がわずかに残存していた。

これは第３－２ａ層の上にのっており、第３－１－２ａ層ないしその母材となる堆積物と考えられる。

　また、１区北壁断面および３区北半北壁断面においては、第３－２ａ層の下に、5Y7/2 ～ 6/1（灰

白色～灰色）シルト～粗砂が確認された（第３－２ｂ層、図版１－２）。これは上方粗粒化した氾濫堆

積物である。この地層については、幅２ｍ程度の範囲に５～ 10 ㎝程度の層厚で残存している部分が、

少なくとも３箇所認められた。これは畦畔の痕跡（擬似畦畔Ｂ）であり、第３－２ａ層段階に畦畔が造

成されたことを示す。また、この地層の上には第３－１－１ａ層も存在しており、周囲と比べて高くな

っていることから、畦畔はこの層準段階まで踏襲されたと考えられる。なお、UR91 －３次調査地で検

出された洪水復旧型島畠の芯となる水成層（「第５層」）は、第３－２ｂ層に対比される。

　第４層（第４－１ａ・２ａ層）　シルト～粘土質シルトを主体とする泥質堆積物である。第４－１

ａ層は、１区においては 10BG5/1 ～ 6/1（青灰色）シルト～粘土であった。また、３区北半では

2.5Y6/1（黄灰色）シルトで、わずかに細砂が混じっていた。この調査区の北部では、第３－２ｂ層が

残存している部分において、第４－１ａ層上面に帰属する人の足跡を検出した。

第４－２ａ層は、１区においては 5BG5/1（青灰色）中砂混じりシルト～粘土、３区北半においては

10BG5/1（青灰色）細砂～中砂混じりシルトであった。なお、第４－１ａ層下部から後述の第６－１

ａ層にかけては、羽毛状・火炎状の流線パターンやロード構造が認められた。これらは第４－１ａ層上
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部まではおよんでいないため、第４－１ａ層段階に起きた地震によって形成されたと推定される。

これらの地層は「瓜破・瓜破北層序」の UR ４層に対比される。その時期に関しては、11 －１－２

区において第４－１ａ層およびその下面の遺構から 16 世紀の遺物が出土していることや、上下の層準

の時期を考慮すると、第４－１ａ層は 16 世紀を中心する時期、第４－２ａ層はおおむね 14 ～ 15 世

紀と推定される。前述の変形構造を生じさせた地震の候補としては、文禄５年閏７月 13 日（1596 年

９月５日）の慶長伏見地震があげられる。

第４層（第４－３ａ層）　11 －１・12 －１の調査においては、この層準は瓜破西住宅の北西隅にあ

たる 11 －１－２・12 －１－２区だけで確認され、14 －１の南側にあたる 11 －１－１区・12 －１－

３区には遺存していなかった。しかし、14 －１のうち、１区では西半部、３区北半では中部から南部

にかけて認められた。その層相は、１区においては 5B5/1 ～ 6/1（青灰色）中砂～粗砂混じりシルト、

３区北半においては 10BG6/1（青灰色）中砂～粗砂混じりシルトであった。いずれも変形構造が著しく、

地層として残存していない部分では、羽毛状・火炎状の流線パターンを構成するブロックとして、第４

－２ａ層の中に取り込まれている状況が確認された。

なお、11 －１－２区・12 －１－２区では、第４－３ａ層は第４－３－１ａ層と第４－３－２ａ層に

細分された。14 －１における第４－３ａ層は、両者が収斂して一体化したものであると考えられる。

３区北半では、この層準から 12 世紀代の瓦器椀片や 13 世紀代の土師器皿が出土した。なお、これら

の層準は、「瓜破・瓜破北層序」が設定された阪神高速道路部分には残存していなかったと思われる。

　第５層　この層準は、11 －１－１区では３つに細分された（第５－１ａ・２ａ・３層）。14 －１に

おいても、１区東部・３区北半～南半東部で比較的良好に認識できた。これは、第６－１ａ層段階の

41 溝の痕跡が凹地となって残存していた部分にあたる。なお、11 －１－１区で「第５－３層」とした

層準については、認識に問題があることが判明したため、層序番号を修正した。

　第５－１ａ層はやや暗色化した泥質堆積物である。１区東部においては、2.5Y4/1（黄灰色）シルト

ないし細砂～中砂混じりシルトであり、３区北半では 5B4/1 ～ N4/0（暗青灰色～灰色）中砂～粗砂混

じりシルトであった。いずれも地震による変形構造が著しく、初成の構造は残存していなかった。第５

－２層は、１区では 5Y5/1（灰色）シルト、３区北半では 5B4/1 ～ 5/1（暗青灰色～青灰色）シルト

である。この層準は、見かけ上塊状（massive）の部分が多く、地震による変形構造が認められる。

　11 －１－１区における「第５－３層」は有機物粒を含む 7.5GY4/1（暗緑灰色）シルトであり、北

端でわずかに確認されただけであった。今回の調査地の地層観察結果と 11 －１－１区の断面写真を合

わせて検討したところ、前回「第５－３層」としたものは層厚が薄いものの、２層に細分すべきである

ことが判明した。そこで今回は、この層準を第５－３層と第５－４層に細分した。これらは 41 溝の埋

土上部も構成しており、その部分では第５－３層が第５－３－１～５層に細分できた。41 溝部分の説

明は第５章でおこなうことにして、ここではそれ以外の場所での第５－３・４層の状況を説明する。

第５－３層は、１区においては 2.5Y6/1（黄灰色）シルト、３区北半では 10BG6/1（青灰色）シル

トであり、見かけ上塊状（massive）の部分が多い。第５－４層は、N4/0 ～ 3/0（灰～暗灰色）シル

トであり、有機物薄層を挟在する。両層準とも、地震による変形構造が認められる部分がある。

　11 －１－１区などにおける第５－２ａ層は人為的に擾乱された作土層の可能性があるが、今回の調

査地の第５－２層は見かけ上塊状（massive）をなす泥層であり、状況が異なっていた。さらに、第５

－３・４層も、41 溝の痕跡の凹地周辺に認められた。こうした状況は、この段階にはその凹地周辺が
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湿地となっていたことを示すと思われる。

　以上述べた層準のうち、第５－１ａ・２層は「瓜破・瓜破北層序」の UR ５層に対比され、阪神高速

道路周辺などの既往調査地の出土土器から、飛鳥時代～平安時代前半と推定される。また、第５－３・

４層については、阪神高速道路部分の調査地には堆積しなかった可能性が高い。

　第６層　第６－１－１層は N4/0 ～ 3/0（灰色）シルトで、有機物粒を多く含む。有機物は地震によ

る変形で散在している部分もあるが、薄層の状態で挟在する部分も認められる。これは、41 溝内とそ

の周囲でのみ確認される。41 溝では、この層準から庄内式期・古墳時代前期の土器が出土した。

41 溝周辺以外の場所では、第５－２ａ層の下には、暗色帯である第６－１ａ層と、それよりも色調

が薄い暗色帯の第６－２ａ層が認められた。41 溝内に存在する第６－１－１層は、溝の周囲では土壌

化している可能性が高く（第６－１－１ａ層）、さらに外側では第６－１ａ層に収斂していた。

第６－１ａ層は、１区では 2.5Y2/1（黒色）粗砂～極粗砂混じり細砂～中砂質極細砂～シルト、３区

北半では 5PB4/1 ～ N4/0（暗青灰色～灰色）中砂～粗砂混じり極細砂質シルトであった。この層準は

有機物粒を多く含み、暗色帯をなす。また、極細砂・シルトがブロック状を呈しており、擾乱されたと

考えられる。調査では、この層準の下面を精査して遺構を検出したが、断面観察の結果、第６－１ａ層

の途中まで立ち上がる遺構が認められたため、遺構の多くは層内から掘り込まれたと考えられる（層内

検出遺構、文化庁文化財部記念物課監修，2010）。なお、遺構が存在しない部分では、下面に根跡と思

われる落ちが認められた。この層準からは、弥生時代後期から古墳時代前期後半ないし中期初頭（布留

式新段階）の土器が出土した。この層準は「瓜破・瓜破北層序」の UR ６ｚ層に対比される。

　第６－２ａ層は、１区においては 2.5Y4/1（黄灰色）中砂～粗砂質極細砂～シルトであった。また、

３区北半では N4/0 ～ 5/0（灰色）中砂混じり極細砂質シルトであり、その下には極細砂～シルトブ

ロックと砂が混じった地層が認められた（第６－２ａ層下部）。この層準の下面は不明瞭であり、根跡

と思われる落ち込みも認められた。３区では、この層準に帰属する遺構が検出されている。このうち、

43 溝からは弥生時代中期後葉の土器が出土した。UR07 －３次Ⅱ区において、第７層に対比される地

層から弥生時代前期の土器片が出土したことも考慮すると、この層準の時期は弥生時代中期前葉～後葉

と考えられる。この層準は阪神高速道路部分では残存していなかったが、そこで検出された弥生時代中

期の遺構は、この層準に帰属するものであったと思われる。

第２項　第７層以下（図 12）

　第６－２ａ層よりも下位の地層は、下層確認トレンチ（トレンチ１・２）において観察できた。両者

には流路が存在するが、その詳細については第５章で説明したい。これらの地層は、UR07 －３次Ⅱ区・

UR04 －３次調査地で西側の肩が検出された「谷１」（図２）の範囲に厚く堆積していた。

　第７層　第６－２ａ層の下の氾濫堆積物を一括して第７層とした。井上編（2013）で説明したように、

UR07 －３次Ⅱ区では、この層準において流路が側方移動しながら埋積されていったことが確認されて

おり、ある程度の時間をかけて堆積した地層と思われる。トレンチ１では、この層準は大きく二つの堆

積単位にわかれ、下位は上方粗粒化したシルト～極粗砂で、上位は上方細粒化した中砂～極細砂であっ

た。また、トレンチ２においても二つの堆積単位に細分できた。すなわち、下位の堆積単位については、

淘汰の悪い 2.5Y5/1（黄灰色）粗砂～細礫質中砂～極細砂が局所的に堆積した後、有機物薄層を挟在す

る 2.5Y5/1（黄灰色）シルト、5Y7/1 ～ 8/1（灰白色）極細砂・シルトの互層の順に堆積していた。また、
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上位の堆積単位は 10Y7/1（灰白色）細砂～中砂であり、下部に粗砂や極細砂の薄層を挟在する部分が

認められた。

今回の調査地では、この層準から遺物は出土しなかったが、UR07 －３次Ⅱ区では弥生時代前期に属

する土器片が出土しており、その堆積時期は弥生時代前期と考えられる。なお、この層準は「瓜破・瓜

破北層序」の UR ６ａ層に対比される可能性が高い。

第８層　第８－１ａ層（トレンチ１：2.5Y2/1〔黒色〕シルト、トレンチ２：10YR1.7/1〔黒色〕粗

砂～中礫質シルト）と、第８－２ａ層（トレンチ１：2.5Y3/1 ～ 4/1〔黒褐色～黄灰色〕シルト、トレ

ンチ２：2.5Y3/1〔黒褐色〕中砂～極粗砂混じり細砂～極細砂）に細分された。トレンチ２では、この

両者の間に 5Y6/1（灰色）極細砂～細砂が存在する部分があった（第８－１ｂ層）。これらの層準は有

機物粒を多く含む暗色帯であり、シルトがブロック状を呈し、砂と不均質に混じる部分が認められた。

また、下面には根跡と思われる落ち込みが認められた。これらのことから、両者は古土壌と推定される。

なお、11 －１－１区では、第８－２ａ層の下に堆積していた砂層を第８－２ｂ層と呼称していた。

しかし、トレンチ２ではこの層準が細分され、下層が氾濫堆積物（10GY7/1〔明緑灰色〕細砂）であ

るのに対し、上層はそれを侵食して形成された流路の充填堆積物であった。このことは、この堆積物が

一時期に堆積したものではないことを示しているため、今回、この層準の名称を第８－３層に変更し、

トレンチ２における細別層を第８－３－１・２層とした。一方、トレンチ１における第８－３層は流路

充填堆積物であった。この堆積物も２層に細分できるようであるが、これがトレンチ２における第８－

３－１・２層に対応するかどうかは不明である。

この層準の時期は、周辺調査区の成果から縄文時代晩期後半～弥生時代前期と推定される。「瓜破・

瓜破北層序」の UR ６ｂ層に含まれるが、UR ６ｂ層にはこれ以外に、後述する第９・10 層も含まれる。

　第９層　11 －１－１区における第９層は、有機物を多く含む暗灰色シルト（暗色帯）と灰色シル

トのセットが累重するものであり、暗色帯は土壌生成作用をうけたと推定される。トレンチ２の状況

は、この状況と類似していた。最も上位が N5/0（灰色）極細砂混じりシルトで、有機物粒を多く含み、

10GY7/1（明緑灰色）シルトブロックを含む部分が認められた。これは、第９－１－２層に対比される。

その下には、10GY7/1（明緑灰色）シルトが堆積していた。これは有機物粒を若干含むものの、見か

け上塊状（massive）であり、第９－１－３層に対比される。また、その下位の N4/0（灰色）シルトには、

有機物粒や 10GY7/1（明緑灰色）シルトブロックを多く含んでいた。これは、第９－２－１層に対比

される。さらに、その下位にも有機物粒や 10GY7/1（明緑灰色）シルトブロックを含む N4/0 ～ 3/0（灰

色～暗灰色）シルトが堆積していたが、上位層準と比べるとシルトブロックの大きさが小さく、量も少

なかった。これは、第９－４－１層に対比される。

　一方、トレンチ１では、この層準が二つに細分された。上位は 10YR4/1（褐灰色）細砂～極細砂混

じりシルトで、有機物を多く含んでいた。また、シルトがブロック状を呈し、砂と不均質に混じっていた。

下位は 2.5Y4/1（黄灰色）細砂～中砂質極細砂で、有機物粒を多く含み、極細砂がブロック状を呈して

いた。これらは擾乱されており、下面が不明瞭であることから、古土壌と考えられる。なお、トレンチ

北壁では、上位の層準は途中で収束しており、流路縁にのみ堆積した氾濫堆積物を母材として、局所的

に形成された可能性が高い。ここでは、上位を第９－１－１ａ層、下位を第９－１－２ａ層と呼称したい。

これらの層準はトレンチ２の第９－１－２層に対比され、第９－２～４層は第９－１－２ａ層に収斂し

ていると考えられる。なお、流路の肩部から、第９－１－２ａ層に帰属するヤナギ属の立木（根株）を
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２点検出した（第６章第４節）。このうちのひとつ（立木１）の放射性炭素年代測定をおこなったところ、

縄文時代後期前葉～中葉にあたる較正年代が得られた（第６章第２節）。これは、11 －１－１区の第９

－１－２層から採取した植物遺体（PLD － 19646）とほぼ同年代である。

　トレンチ１では、第９－１－２ａ層の下位には葉理のみられる砂層が堆積していた。これについては

不明な点が多いものの、流路充填堆積物と考えられ、このトレンチで検出された流路が第 10 ａ層段階

から存在していたことを示している。

第３節　15 －１の層序

　15 －１は広範囲にわたっているため、ここでは各層準の状況について、北半部にあたる 15 －１－

１～３区と、南半部の 15 －１－４～６区を単位として記述をおこないたい。

第１項　第１ａ層～第６層（図 13 ～ 19）

　第１ａ層　住宅建設前の作土層であり、時期は近現代と考えられる。

まず、北半部について説明したい。１区東半では、2.5Y4/1 ～ 5/1（黄灰色）中砂～粗砂混じり極細

砂質シルトであった。この状況は２区・３区と共通していたが、１区西半は様相が異なっていた。まず、

東半の第１ａ層が漸移的に側方変化し、2.5Y4/1 ～ 5B4/1（黄灰色～暗青灰色）中砂～細礫混じりシ

ルトとなっていた（第１－１ａ層）。さらに、西端付近では、その下位に別の地層が２層認められた。

その上層は 2.5Y5/1 ～ N4/0（黄灰色～灰色）中砂～細礫質極細砂～シルトであった（第１－２ａ層）。

また、下層は 2.5Y6/1 ～ 10BG4/1（黄灰色～暗青灰色）粗砂～細礫と極細砂～シルトブロックが混じ

るものであった（第１－３ａ層）。第１－１ａ～３ａ層はいずれも、西端へいくほど粒径が大きくなっ

ていた。これは、調査地の西方に砂礫を供給する水路が存在したことを示している。また、これらの層

準にはマンガン斑・斑鉄が多く認められた。このことは、１区東半と西半の境界付近から西側は、乾田（表

面水型水田）であった可能性を示している。なお、第１ａ層（第１－１ａ層）上面は、層厚２㎝前後の

2.5Y4/1（黄灰色）シルトに覆われていた。この地層には極細砂の薄層を挟在する部分もあった。これは、

府営住宅建設直前に水田の表層を覆っていた堆積物である。

なお、１区東半・２区においては、第１ａ層下部から第２ａ層にかけて変形構造（火炎状・羽毛状の

流線パターン）が認められる部分があった。これは、地震による変形構造の可能性がある。

次に、南半部の状況について説明する。４区東半においては、第１－１ａ層（10GY4/1〔暗緑灰色〕

中砂混じりシルト）と、第１－２ａ層（5BG5/1〔青灰色〕中砂～極粗砂混じりシルト）に細分されたが、

中央部付近で後者が収束し、それ以西には第１－１ａ層のみが認められた。また、５区では第１－１ａ

層のみが認められ、６区では第１－１ａ層と第１－２ａ層が認められた。

　第２ａ層　これまでの調査成果から、近世後半～近代の作土層と考えられる層準である。

北半部に位置する１区では、この層準も東半と西半では様相が異なっていた。前者では、2.5Y5/1（黄

灰色）中砂～粗砂混じりシルトであり、見かけ上塊状（massive）の部分が多いものの、シルトがブロ

ック状を呈する部分も認められた。また、２区・３区の状況もこれと基本的に同じであった。一方、後

者においては、第２－１ａ層（10BG5/1〔青灰色〕粗砂～極粗砂混じり極細砂～シルト）と、第２－
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２ａ層（10BG5/1〔青灰色〕粗砂～極粗砂質シルト）に細分された。いずれも極細砂・シルトがブロ

ック状を呈しており、擾乱されていると思われる。

　一方、南半部に位置する４区では、第２－１ａ層（5BG5/1 ～ 4/1〔青灰色～暗青灰色〕中砂～極粗

砂混じりシルト～極細砂質シルト）しか残存していない部分が多かった。なお、４区西半のごく一部で

は、第２－１ａ層の下に淘汰の良い 5BG4/1（暗青灰色）シルトが残存していたが、これについては残

存範囲が狭く、詳細は不明であるため、暫定的に第２－２層とした。また、５区・６区では第２－１ａ

層（10BG4/1〔暗青灰色〕中砂～粗砂混じり極細砂質シルト）と第２－２ａ層（10BG4/1〔暗青灰色〕

細砂～中砂混じりシルト）に細分された。

　１区東半以外の調査区では、第２ａ（２－１ａ）層下部から第３ａ層にかけて変形構造が認められる

部分があった。これらは、第１ａ層下部から第２ａ（２－１ａ）層にかけてみられた変形構造とは同調

しておらず、第２－１ａ層段階に発生した地震が形成原因と考えられる。なお、３区における軟Ｘ線写真・

土壌薄片による微細堆積相分析では、この変形構造についても検討をおこなった（第６章第６節）。また、

４区においては変形構造とともにウシの足跡が認められたため、両者の関係を検討した（図版 11 －７・

８）。まず、第２－１ａ層下部から第３－１ａ層上部で平面を精査すると、渦を巻くような変形構造が

多数確認された。次に、第３－１ａ層下面で精査すると、渦を巻くような変形構造のほかに、ウシの足

跡が認められるようになった。断面観察においてはウシの足跡が第２－１ａ層から踏み込まれた状況は

確認できず、流線状の変形パターンが認められただけであった。こうした状況から、足跡は第３－１ａ

層段階につけられたと考えられる。足跡の中にはゆがんだ形状のものもあったが、これは第２－１ａ層

段階に発生した地震によって変形したものと推定される。

　第３ａ層　これまでの調査成果から、近世前半の作土層と考えられる層準である。

この層準に関しては、北半部にあたる１区東半・西半、および２区・３区の様相は共通していた。

2.5Y5/1 ～ 5B6/1（黄灰色～青灰色）中砂～粗砂混じりシルトで、見かけ上塊状（massive）の部分が多く、

下部を中心に下層起源のシルトブロックを含む部分が認められた。

一方、南半部では様相が若干異なっていた。６区では第３－１ａ層（10BG5/1〔青灰色〕中砂～極

粗砂混じり極細砂質シルト）と第３－２ａ層（10G5/1〔緑灰色〕中砂～極粗砂混じりシルト質極細砂）

に細分された。４区では、前者に対比される N5/0 ～ 5B5/1（灰色～青灰色）細砂～粗砂混じりシル

トのみが認められた。５区においても、第３－１ａ層が全域で認められた。なお、その下に、5BG5/1

（青灰色）中砂混じりシルト、5BG5/1（青灰色）中砂～粗砂混じりシルトが認められた部分もあったが、

これは下面に帰属する遺構埋土の可能性もある。

　第４層（第４－１ａ・２ａ層）　14 －１の層序の説明の際に述べたとおり、第４－１ａ層と第４－２

ａ層に細分され、前者は 16 世紀を中心とする時期、後者はおおむね 14 ～ 15 世紀の地層と推定される。

北半部では、１区東半を除いて遺存状況が悪かった。１区東半における第４－１ａ層は 10BG5/1（青

灰色）細砂～中砂混じりシルトで、下部を中心に炭酸鉄を含んでいた。また、第４－２ａ層は 10BG6/1（青

灰色）シルト～粘土であった。これらのうち、第４－１ａ層は１区西半の東部まで、第４－２ａ層は１

区東半の西端まで存在していたが、それよりも西には残存していなかった。これは上層段階の耕作によ

って削剥されたためであるが、これらはもともと西側にはあまり堆積していなかった可能性が高い。

　南半部では、４区東半の一部で第４－１ａ層（5B5/1〔青灰色〕中砂混じりシルト）、４区東半と５

区の一部で第４－２ａ層（5B5/1〔青灰色〕シルト）が残存していたが、４区西半・６区では両者とも
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残存していなかった。これらの区域でも、第４層は西側にはあまり堆積していなかったと思われる。　

１区東半では、第４－１ａ層下部から第６－１ａ層にかけて変形構造（火炎状・羽毛状の流線パタ

ーン、ロード構造、ボールアンドピロー構造など）が顕著に認められた。これは第４－１ａ層段階に発

生した地震によって形成されたと考えられる。これは、14 －１などで確認された変形構造と同じ地震、

すなわち慶長伏見地震によって形成された可能性が考えられる。

　第４層（第４－３ａ層）　この層準については、11 －１－２区・12 －１－２区のほか、UR06 －１

次調査地・UR04 －１～３次調査地においても確認され、再開発によって形成された可能性が指摘され

ていた（井上編，2013：130 ページ）。ただし、全体として遺存状況が悪く、時期についても不明瞭

なままであった。前述したように、今回の調査では 15 －１だけでなく、14 －１においてもこの層準

が確認され、本来は広域に分布していたことが明らかになった。

　北半部では、この層準は第４－３－１ａ層と第４－３－２ａ層に細分された。１区東半においては、

前者は 5B5/1 ～ N5/0（青灰色～灰色）細砂～中砂混じりシルトで、地震による変形構造が顕著であり、

炭酸鉄が若干認められた。また、後者は N5/0（灰色）中砂～極粗砂混じりシルトで、やや暗色を呈し

ていた。見かけ上塊状（massive）の部分が多いものの、10BG6/1（青灰色）シルトブロックを含む部

分も認められた。分布をみると、東部では前者だけが存在していたが、中央部から西部にかけては両者

が残存していた。１区西半においても東部では両者がみられたが、第３ａ層段階の耕作によって削られ、

前者は中央部付近まで、後者も西部の途中までしか認められなかった。

　一方、南半部の第４－３－１ａ・２ａ層も擾乱をうけており、やや暗色を呈していたが、場所によっ

て遺存状況が異なっていた。５区では、第４－３－１ａ層（7.5GY5/1 ～ 4/1〔緑灰色～暗緑灰色〕中

砂～粗砂混じりシルト質極細砂）と第４－３－２ａ層（5G3/1〔暗緑灰色〕細砂～中砂混じりシルト）

に細分されたが、４区東半では第４－３－１ａ層しか残存していなかった。また、４区西半と６区にお

いては、両者とも残存していなかった。

これまでの調査では、第４－３－１ａ・２ａ層の遺存状況が悪かったため、それらの認識が不十分で

あり、時期も不明瞭であった。これまでの調査で出土した遺物のうち、12 －１－２区において第４－

３－２ａ層から出土した土師器甕の口縁部破片（井上編，2013：図 30 － 23）については、９世紀頃

と報告したが、10 世紀末～ 11 世紀初頭の「平安時代Ⅲ期古段階」（佐藤，1992）に属するものと訂

正する。また、15 －１－１区東半では、第４－３－１ａ層から 13 世紀前半の瓦器椀の破片が出土した。

さらに、瓜破遺跡 UR80 －１・４・５・８次調査地では、「UR ４層」のシルトブロックを埋土に含む

土坑（第４－２ａ層下面検出遺構）から 13 世紀末～ 14 世紀初頭の瓦器椀が出土しており、この頃に

は第４－２ａ層の形成が始まっていたと考えられる。以上のことから、第４－３－１ａ層の時期は 13

世紀代であり、第４－３－２ａ層の形成は 10 世紀末～ 11 世紀初頭には始まっていたと考えたい。

　第５層　暗色帯をなす泥質堆積物である。北半部においては、第５－１ａ層（10YR4/1 ～ 3/1〔褐

灰色～黒褐色〕中砂～極粗砂質極細砂～シルト）と第５－２ａ層（10YR3/1〔黒褐色〕中砂～極粗砂

質極細砂～シルト）に細分されるが、１区東半では前者のみ認められる部分が多く、１区東半の西端か

ら西半の東部にかけては両者が認められた。２区・３区は１区東半と同様、第５－１ａ層しか認められ

なかった。また、１区西半の西部に関しては、第３ａ層～第４－３－２ａ層段階の耕作によって削剥さ

れ、両者とも残存していなかった。

　なお、14 －１の第５－３層・第５－４層に対比されると思われる地層が、１区中央部の３流路部分
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およびトレンチ３の中央付近で認められた。後述するように、この流路は第６－２ａ層段階から存在し

たものであるが、第６－１－１ａ層形成時には放棄流路化し、痕跡が浅い凹地として残存していた。問

題の地層は、この浅い凹地部分で確認された。その上位は 2.5Y4/1（黄灰色）中砂～細礫混じりシルトで、

地震によって変形していたが、シルトがブロック状を呈して不均質に砂と混じる部分があり、擾乱され

た可能性がある。また、下位は有機物薄層を挟在する 2.5Y4/1（黄灰色）シルトであり、地震による変

形構造が認められた。上位層準は第５－３層、下位層準は第５－４層に対比できる。なお、これらの層

準は 11 －１－２区にも存在していたが、第５－２ａ層の中に含めていた（井上編，2013）。

　一方、南半部にあたる４区・５区では、ほぼ全域で第５－１ａ層（N4/0〔灰色〕中砂～粗砂混じり

極細砂質シルト）が確認されたが、第５－２ａ層（N4/0 ～ 3/0〔灰色～暗灰色〕細砂～粗砂混じりシ

ルト）は４区東半に部分的に残存していただけだった。また、６区では第３－２ａ層段階の耕作によっ

て削剥されて、第５層は残存していなかった。

　15 －１からは、この層準の時期を推定できるような遺物は出土しなかったが、瓜破西住宅の東側に

位置する調査地との層序対比から、第５－１ａ・２ａ層の時期は飛鳥時代～平安時代と推定される。

　第６層　11 －１－２区においては、流路の埋積過程に注目して、「第６－１－１ａ・１ｂ層・第６－

１－２層・第６－１－３層・第６－１－４層」に細分した。ただし、この時には遺存状況が悪かったこ

ともあり、層序把握に問題を残していた。今回、１区の中央部と２区西端において、この流路の上流部

（３流路）が検出された（第５章第２節）ため、層序を再検討し、以下のように層序番号を変更した（図

20・76）。まず、第６－１－１ａ・１ｂ層は前回調査の認識どおりである。第６－１－１ｂ層の下には、

11 －１－２区で「第６－１－２層」とした暗色帯が存在するが、今回の観察所見では、擾乱されてい

る可能性が高いと判断されたため、層名を第６－１－２ａ層と変更したい。そして、その下位に存在す

る、トラフ型斜交層理がみられる粗砂～細礫は、前回調査と同じく第６－１－３層と呼称する。

３流路の西側では、第６－２ａ層が砂で覆われていた。その砂は３流路内へ流入しており、第６－

１－３層に連続することが確認された。その結果、11 －１－２区で「第６－１－４層」とした層準は、

第６－２ａ層の細分であることが確実になったため、層名を第６－２－１層に変更する。

３流路内の第６－１－１ａ・２ａ層は、流路縁で収斂し、流路外ではひとつの古土壌（暗色帯）と

なっていた。この流路部分以外の古土壌は、第６－１ａ層と呼称したい。１区東半の東部から２区にお

ける第６－１ａ層は N4/0 ～ 3/0（灰色～暗灰色）極細砂～細砂混じりシルトで、5Y6/1（青灰色）シ

ルトブロックが混じっており、擾乱されていると思われる。一方、１区西半の西部や３区では、この層

準は局所的に認められた（10YR3/1 ～ 2.5Y3/1〔黒褐色〕中砂～粗砂混じり極細砂～シルト）だけで、

大半の部分では残存していなかった。なお、１区西半の西端では、第６－１－３層の砂礫の上部が擾乱

されていた。これは暗色帯ではないものの、第６－１－２ａ層に対比される可能性がある。

　南半部では、第６－１ａ層は大半が削剥され、４区西半や５区の一部にのみ残存していた。また、３

流路の上流部が４区東半で検出され（図 75）、１区東半と同様の状況が確認できた。

　次に、第６－１ａ層よりも下位の層準について説明したい。まず、前述した３流路内の第６－２－１

層は、有機物薄層を挟在する泥層である。その上位は N5/0（灰色）シルト、下位は N4/0 ～ 3/0（灰

色～暗灰色）シルトであり、下位ほど有機物薄層の枚数が多かった。なお、この流路は２区のすぐ西側

を流れていたと考えられ、２区西端においてもこの地層が確認された。さらに、１区東半に設定したト

レンチ３の断面でも３流路が認められ、この泥層の下位に極細砂ブロックと細砂～中砂の混じった地層



―　34　―

が認められた（図 20）。この層準は UR06 －１次調査地などでも確認されており、それらも総合すると、

流路形成時のラグ堆積物および初期の流路充填堆積物と考えられる（第６－２－２層）。

　流路部分以外では、第６－１ａ層の下位に古土壌（暗色帯）が存在していた。これは、14 －１でみ

られた第６－２ａ層に対比される。３流路内の第６－２－１層は、流路外の第６－２ａ層の形成期間中

に堆積したと考えられる。この層準は北半部においては３区以外のほぼ全域に残存しており、１区東半

では N5/0（灰色）極細砂混じりシルト、１区西半では 5Y5/1（灰色）細砂～中砂混じりシルトであった。

いずれも見かけ上塊状（massive）の部分が多いものの、シルトがブロック状を呈し、擾乱されたと思

われる部分もあった。また、南半部のトレンチ５・６においても、この層準が確認されている。

　これらの層準の時期推定の手がかりには、11 －１－２区において第６－２－１層（「第６－１－４層」）

から採取した植物遺体の較正年代がある（PLD － 19644）。それは、弥生時代中期後葉～後期前葉の年

代である。さらに、他の調査地との層序対比にもとづけば、第６－２ａ層が弥生時代中期、第６－１ａ

層は弥生時代後期から古墳時代前期後半ないし中期初頭（布留式新段階）と推測される。

第２項　第７層以下（図 16・20 ～ 23）

　次に、３区とトレンチ３～６における第６層以下の地層について説明したい。

　第８層　15 －１の範囲では、第７層は第８－１ａ層上面の流路充填堆積物として存在していたにす

ぎない。その状況は第５章で述べることにして、ここでは調査地全体に関わる第８層から記述したい。

　第８層は、これまでの調査成果から、縄文時代晩期後半～弥生時代前期に属すると考えられる。この

層準は古土壌（暗色帯）であり、第８－１ａ層と第８－２ａ層に細分される部分が認められた。第８－

１ａ層は N5/0（灰色）シルト質細砂～極細砂で、有機物粒を多く含み、シルトがブロック状を呈して

いる部分が認められた。第８－２ａ層は９流路の肩部でのみ認められた（図 26）もので、有機物粒を

多く含む N3/0 ～ 4/0（暗灰色～灰色）細砂～中砂混じりシルトであった。この層準は、シルトがブロ

ック状を呈して砂と不均質に混じっており、擾乱されたと思われる。北半部においては、第８－１ａ層

はトレンチ３のほぼ全域で認められたが、トレンチ４に関してはトレンチ４－１の東端でのみ確認され、

他の部分では第６－２ａ層の土壌化の影響で残存していなかった。南半部においても、第８－１ａ層は

トレンチ５のほぼ全域で認められたが、トレンチ６では一部にしか残存していなかった。

　なお、トレンチ３東端には第９－１ａ層上面に帰属する 12 浅谷が存在していた（図 20）。それを埋

積する堆積物（第８－３層）のうち、下部は砂礫とシルトブロックが混じるもので、浅谷形成時に堆積

したラグ堆積物である。上部は有機物薄層を挟在する極細砂質シルトで、上方細粒化していた。

　第９層　これまでの調査成果から、縄文時代後期に属すると考えられる層準である。北半部ではトレ

ンチ３において確認され、トレンチ４の範囲では認められなかった。トレンチ３では、この層準は三つ

に細分された。第９－１ａ層は、東端では N4/0 ～ 3/0（灰色～暗灰色）細砂～中砂混じりシルトで、

有機物粒を含んで暗色帯をなしていた。また、中央部においては 5B5/1（青灰色）細砂～中砂混じり

シルトで、やや暗色を呈していた。いずれも見かけ上塊状（massive）の部分が多かったが、東端では

シルトがブロック状を呈し、擾乱をうけた可能性が高い部分も認められた。また、中央部においては第

９－１ａ層の下に 10BG4/1（暗青灰色）シルト（第９－１ｂ層）、さらにその下に N4/0（灰色）細砂

～中砂混じりシルト（第９－２ａ層）が存在していた。第９－２ａ層も有機物粒を多く含む暗色帯であ

り、下部に砂が多く混じっていた。さらに、第９－２ａ層の下には、上方粗粒化した氾濫堆積物（シル
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ト～中砂）が堆積していた。この層準は第９－２ａ層の母材のようにもみえるが、11 －１－１区の第

９－４－３層に対比できると思われ、調査地外では第９－２ａ層との間に別の地層が存在することも予

想されるため、第９－３層と呼称した。

　一方、南半部のトレンチ５では、第９－１ａ層（N5/0 ～ 4/0〔灰色〕中砂～粗砂混じりシルト）の

みが認められた。しかし、トレンチ６では、この層準も削剥されて残存していなかった。これは、第

16 層以下の層準の標高が高く、第９層の層厚がもともと薄かったことに起因する。

　第10層　この層準の時期は、周辺調査地との層序対比から、縄文時代中期と推測される。北半部では、

この層準もトレンチ３でのみ確認された。5B5/1（青灰色）シルトで、ややくすんだ色調を呈する（第

10 ａ層）。見かけ上塊状（massive）の部分が多いものの、シルトがブロック状を呈し、擾乱されたと

思われる部分も認められた。

　一方、南半部のトレンチ５東半部では、この層準は第 10 －１ａ層（2.5Y5/1〔黄灰色〕細砂～粗砂

質極細砂～シルト）と第 10 －２ａ層（N5/0〔灰色〕細砂～極細砂質シルト）に細分された。また、

両者の間には 5Y6/1（灰色）細砂～中砂混じりシルト質極細砂が存在していた。この地層はやや淘汰

が悪いが、15 －１と UR07 －３次Ⅰ区との間に存在する「谷２」（図２）を埋積する堆積物の一部の可

能性が高く、第 10 －１ａ層の母材でもあるため、第 10 －１ｂ層とした。

　第 11 層　トレンチ３東部とトレンチ５東端で確認された。前者においては 5BG6/1（青灰色）シル

トで、上位の第 10 ａ層との境界は不明瞭であった。第 10 ａ層の母材となる堆積物であるが、UR07

－３次Ⅱ区の「第 11 層」に対比され、トレンチ３の東に存在する谷２では複数の堆積単位にわけられ

る可能性が高い。このため、この層準は「第 10 ｂ層」とはせず、第 11 層とした。一方、後者におい

ては 5BG6/1（青灰色）～ N7/0（灰白色）細砂～シルトで、生物擾乱が激しかった。トレンチ５東端

においては、この地層は東に向かって下がっており、谷２の肩部に堆積した堆積物の可能性が高い。こ

の層準からは遺物は出土しなかったが、UR04 －２次調査地（市川ほか，2006）からは縄文時代中期

前半の船元Ⅱ式土器が出土しており、その頃の堆積物と推定される。

　第 12 層　トレンチ３東部とトレンチ５東端で確認された。トレンチ３東部においては、第 12 －１

ａ層と第 12 －２ａ層に細分された。前者は N4/0 ～ 3/0（灰色～暗灰色）シルト（細砂が若干混じる）

で、有機物粒を多く含み、暗色帯をなす。３㎜以下のシルトブロックを多く含んでおり、擾乱されてい

ると思われる。こうした特徴および下面が不明瞭であることから、これは古土壌と考えられる。一方、

後者は N5/0（灰）シルトで、やや暗色を呈し、３㎜以下のシルトブロックを多く含む。また、トレン

チ５東端では、N4/0 ～ 3/0（灰色～暗灰色）シルト質極細砂で、極細砂や有機物薄層が生物擾乱によ

って乱されていた。これは谷２の肩部に堆積した堆積物で、トレンチ３の第 12 －１ａ層に連続すると

考えられる。また、東側の調査範囲外には、第 12 －２ａ層に連続する層準も存在する可能性がある。

UR07 －３次Ⅱ区（小田木ほか，2009）においては、谷１（図２）内で本層準に対比される「第 12 層」

が確認されている。その調査地では、暗色帯をなす泥層の「第 12 ａ層」、やや暗色を呈する泥層の「第

12 ｂ層」、葉理がみられる砂～泥層の「第 12 ｃ層」に細分された。このうち、「第 12 ａ層」が 15 －

１の第 12 －１ａ層、「第 12 ｂ層」が第 12 －２ａ層に対比される。この層準からは遺物が出土してい

ないが、上下の層準の時期を考慮すると、縄文時代前期後半と推定される。

　第 13 層　この層準はトレンチ３の中央部から東端にかけてと、トレンチ５東端で認められた。トレ

ンチ３東端付近では、この層準は第 13 －１ａ層（N4/0 ～ 3/0〔灰～暗灰色〕中砂～極粗砂混じりシルト）
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と第 13 －２ａ層（10YR1.7/1〔黒色〕中砂～中礫質極細砂～シルト）に細分された。前者は暗色帯をなし、

シルトがブロック状を呈して、不均質に砂と混じっていた。後者は腐植を多く含む暗色帯で、擾乱され

ていると考えられる。しかし、トレンチ３中央部では第 13 －１ａ層のみが存在していた。この部分の

第 13 －１ａ層は 2.5Y2/1（黒色）シルトであり、有機物粒を多く含んで暗色帯をなしていた。

　トレンチ５東端においても、第 12 層の下に第 13 －１ａ層と第 13 －２ａ層が認められた。さらに、

第 13 －２ａ層の下には、N5/0（灰色）極細砂～シルトブロックを主体とし、中砂～極粗砂や下層の

第 17 層のブロックが混じる地層が認められた。この地層も東へ向かって下がっており、谷２の肩部が

侵食された際に生じたラグ堆積物の可能性が考えられる。

　この層準は色調が特徴的であり、下層確認をおこなった大半の調査地で確認されている。また、

UR04 －３次調査地・UR07 －３次Ⅱ区からは縄文時代早期末～前期の遺物が出土した。なお、UR07

－３次Ⅰ区では火山灰分析が実施され、鬼界アカホヤ火山灰（K-Ah）の降灰層準が検討されている（小

田木ほか，2009）。報告では、重鉱物組成に着目し、第９層に対比される「第８層」最下部を降灰層

準の候補にあげている。しかし、この分析では、第 13 －１ａ層に対比される「第９層（第９ｃ層？）」

上部の試料は分析されておらず、「第９層」上部に含まれていた重鉱物が、「第８層最下部」に取り込ま

れた可能性も否定できない。出土遺物からみると、K-Ah の降灰層準は第 13 －１ａ層（上部か？）の

可能性が高い。

　UR07 －３次Ⅱ区との層序対比においては、「第 13 ａ層」が 15 －１の第 13 －１ａ層に対比される。

また、「第 13 ｂ層」のうち、西半部のものは第 13 －２ａ層に対比されるが、これは中央部で「第 13 ａ層」

に収斂していた可能性が高い。したがって、東半部において「第 13 ｂ層」とされた地層は、「第 13 ｃ

層」とともに第 14 層と対比される。

　第 14・15 層　第 14 層は、トレンチ３の東端において掘削停止面付近で確認されたのみである。

5GY5/1（オリーブ灰色）細砂～極細砂混じり粗砂～中礫で、淘汰が悪く、密度流によって運搬されて

堆積した可能性がある。なお、トレンチ５の東端において、第 13 －２ａ層の下に存在していた、極細

砂～シルトブロックと中砂～極粗砂が混じる地層も、第 14 層に対比される可能性がある。

　なお、UR07 －３次Ⅱ区において谷１で確認された「第 14 層」は複数に細分され、それぞれの層準

が谷の肩部に形成された暗色帯と、谷内を埋める砂礫層にわけられる。これに対比される地層が第 15

層であるが、今回の調査では確認されなかった。ただし、谷２の中にもこの層準が存在した可能性があ

り、トレンチ３・５東端の掘削停止面よりも下に存在していたとも考えられる。また、トレンチ３の西

から 16 ｍ付近には、第 13 －１ａ層と後述する第 16 －１ａ層間に 7.5GY7/1（明緑灰色）シルトが堆

積していた。この部分にしか存在しなかったため、不明な点が多いものの、第 16 －１ａ層を覆ってい

ることからみて、これは第 15 層の一部の可能性がある。

　第 16 層　第 16 層は、３区・トレンチ３の西側・トレンチ４・トレンチ５の西側・トレンチ６で確

認された。その上面のレベルは、トレンチ４では、最も西（トレンチ４－６）が T.P. ＋ 4.2 ｍ、最も東（ト

レンチ４－１）が T.P. ＋ 3.8 ｍであった。また、トレンチ３西端は T.P. ＋ 3.4 ｍであったが、そこか

ら東へ８ｍの地点で T.P. ＋ 3.2 ｍ、21.5 ｍの地点で T.P. ＋ 2.8 ｍとなり、そこから東は掘削停止面よ

りも低くなっていた。また、トレンチ６の西端でも T.P. ＋ 4.1 ～ 4.2 ｍであったが、この部分では後述

する第 16 －１ａ層が削られて残存しなかったため、本来はさらに高かったと思われる。なお、３区に

おいてもこの層準が確認されたが、その上面は T.P. ＋ 4.1 ｍであった。このように、この層準は北西
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から南東へ向かって下がっており、特にトレンチ３の東部において傾斜がやや大きくなっていた。

　次に、第 16 層の細分について説明したい。11 －１－２区では、旧石器の含まれる地層を「第 16 ａ層」

とし、UR05 －１次調査地（小田木ほか，2007）において阪手火山灰の降灰層準と推定された「第 14 層」

（暗色帯）に対比される地層が第 13 －１ａ・２ａ層に収斂し、遺存しなかったと考えた。今回の調査では、

その暗色帯に対比される地層が確認され、その想定を裏付けることになったが、同時に 11 －１－２区

のトレンチ４・５の間の層序対比に問題があったことが判明した。さらに、11 －１－２区では下層確

認トレンチの掘削深度が浅かったため、地層の累重状況を適切に認識できていなかった部分のあること

が判明し、第 17 層と理解していた部分も含めて、層序番号の再設定が必要となった。

　まず、３区および１区西半のトレンチ４の状況を説明する。第 16 －１ａ層は暗色帯をなす 10YR5/1

～ 2.5Y5/2（褐灰色～暗灰黄色）中砂～細礫混じりシルトであり、下面は不明瞭である。また、下層

の第 16 －２ａ層のブロック（３㎜以下）を含む。この層準は、UR05 －１次調査地の「第 14 層」に

対比される。なお、この層準は 11 －１－２区のトレンチ４には残存しなかったが、トレンチ５の「第

16 ａ層」（井上編，2013：図 24 の 25 ？・26）は暗色化した部分を含み、第 16 －１ａ層と思われる。

　第 16 －２ａ層は、11 －１－２区のトレンチ４で「第 16 ａ層」とした地層である。2.5Y6/4 ～ 6/6（に

ぶい黄色～明黄褐色）中砂～粗砂混じり極細砂～シルトである。上部はややくすんだ色調を呈していた。

また、全体として見かけ上塊状（massive）で、上層からのびる根跡やクラックが認められた。

　この層準の下位には、2.5Y6/6（明黄褐色）中砂～粗砂混じり極細砂質シルトが堆積しており、その

上部はややくすんだ色調を呈していた。当初、３区を調査していた時にはこの層準も第 16 －２ａ層に

含めていたが、しまり具合が若干異なっていたため、トレンチ４の調査時に別の地層と判断した（第

16 －３ａ層）。なお、３区東壁で採取した不攪乱試料の軟Ⅹ線写真・土壌薄片の解析によって、その細

分の妥当性が裏付けられた。第 16 －２ａ層と第 16 －３ａ層は粒径・構造がきわめて類似しているが、

それぞれ上部がくすんだ色調を呈する（図 16・21 ～ 23 では、やや強調して表現）。これは、腐植含

量が相対的に多いことに起因し、堆積速度が遅くなって、腐植をより多く取り込んだ土壌が形成された

ことを示している（第６章第６節）。

　トレンチ６における第 16 層も、基本的に３区・トレンチ４と共通していた。ただし、この部分では

第 16 －１ａ層が削られて残存していなかった。一方、トレンチ３・５では、これらとはやや異なった

状況が認められた。前者では、第 16 －２ａ層と思われる層準が下がっており、その下位には、後述す

る第 17 －１－２層と思われる地層が認められた。また、後者でも第 16 －２ａ層と思われる地層が東

へ下がっていき、その下位には第 17 －１－４層と思われる地層が認められた。これらのトレンチの東

側には谷２が存在しており、これらのトレンチでは、谷２の谷壁の侵食に伴って、第 16 －３ａ層から

第 17 －１層の上部にかけての地層が失われた可能性がある。後述する UR07 －２次調査地との層序対

比によって、第 16 －３ａ層上部が姶良 Tn 火山灰（AT）の降灰層準と想定されるため、この侵食は最

終氷期最寒冷期（LGM）に生じたと想定される。

　第 17 層　11 －１－２区においては、下層確認トレンチの掘削深度が浅かったため、第 17 層に関し

てはあいまいな認識にとどまっていた。しかし、今回はトレンチ４において詳しく観察できたため、前

回の認識を修正することができた。

第 16 －３ａ層の下には、10YR6/6 ～ 2.5Y6/6（明黄褐色）細砂～中砂混じりシルト～極細砂が堆

積していた。この地層は、全体として見かけ上塊状（massive）で、根跡やクラックが認められた。また、
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細砂質極細砂の薄層を挟在する部分もあった。第 16 －２ａ・３ａ層よりもしまりがよく、それらとの

境界は肉眼的には不明瞭であったが、断面を削る感触が大きく変化することで認識できた。この地層に

関しては、11 －１－２区において第 17 －１層と呼称した地層の細別層として、第 17 －１－１層と呼

称したい。なお、11 －１－２区トレンチ４断面（井上編，2013：図 23）で「13・14」とした地層は、

第 16 －３ａ層に対比されるものであり、「15」がこの層準に対比される。

　第 17 －１－１層の下には、上部が細砂～極細砂質シルト、下部が細砂ないし極細砂質細砂～中砂と

なる、上方細粒化した地層が堆積していた（第 17 －１－２層）。この層準の層厚はトレンチ４－３東

部以東が 50 ㎝以上で、トレンチ４－５・６でも 40 ～ 50 ㎝であった。その他の部分では 20 ～ 30 ㎝

程度であった。この層厚の違いは、後述する第 17 －１－３層とともに、下位の第 17 －１－４層の起

伏と関係があり、その上面が低い部分ほど層厚が厚くなる傾向が認められた。細別層の上部はややくす

んだ色調を呈しており、堆積速度が遅くなって、土壌化が進行した可能性がある。この層準の特徴は、

鉛直方向および水平方向のクラックが多数認められることである（図版９－２～４・10 －８）。また、

トレンチ４－１では下部に中砂～粗砂の薄層を挟在する部分があった。一方、シルト～粘土や極細砂が

帯状に入る部分も多数認められたが、これらの多くは水平方向のクラックを充填するものである。

　クラック（割れ目）に関しては、趙　哲済（2006）が、長原遺跡や韓半島の遺跡で確認されるもの

と北海道で確認されるアイスウェッジを比較して、形成機構を検討している。それによれば、周氷河現

象であるアイスウェッジの主要因が凍結によるものであるのに対し、本州中央部や韓半島のクラックは

最終氷期の寒冷条件に支配されつつも、主に乾燥による収縮によって生じたと考えられる。また、鉛直

方向と水平方向のクラックの形成については、前者が乾燥による収縮が強く働いて形成されたのに対し、

後者は乾燥による収縮だけでなく、初生的な堆積構造に起因して形成されたと推定される。当遺跡の場

合、水平方向のクラックが顕著にみられる第 17 －１－２層は、基本的に氾濫堆積物と考えられるため、

堆積時に形成された葉理が水平方向のクラックの形成要因の一つとなった可能性もある。

　第 17 －１－２層の下には、極細砂～中砂混じりシルトが堆積していた。この層準の上部もややくす

んだ色調を呈していたため、第 17 －１－２層とは区別して、第 17 －１－３層と呼称した。この層準

はトレンチ４－６では層厚 30 ㎝程度であったが、トレンチ４－４では 20 ㎝程度となり、トレンチ４

－３では認められなかった。そして、また、トレンチ４－３中央部でもこの層準と思われる地層が認め

られたが、掘削停止面よりも低くなるため、十分な観察ができなかった。この層準にも鉛直方向および

水平方向のクラックが多数認められるなど、第 17 －１－２層と共通した特徴が認められた。

　第 17 －１－３層の下には、10G5/1（緑灰色）中砂～極粗砂混じり細砂質極細砂が堆積していた。

これに関しては極細砂がブロック状を呈し、不均質に砂と混じる部分も認められた。また、この層準の

上部はややくすんだ色調を呈していた。この層準は土壌化していると思われる。トレンチ４では、その

下に中砂～極粗砂混じり細砂～極細砂が認められたが、部分的にしか観察できなかった。一方、トレン

チ６では、この地層の層厚が 40 ㎝以上ある部分が認められた。ここでは、これらの層準を合わせて第

17 －１－４層と呼称する。この層準の上面には起伏が認められたが、これは第 17 －２層の堆積によ

って生じた起伏が残存したものである。

　第 17 －１－４層よりも下は、トレンチ４・６掘削停止面付近でわずかに観察されただけであり、不

明な点が多い。ただし、これより下には砂礫層が存在するようであり、第 17 －２層と思われる。



―　39　―

１－１ａ

２－１ａ

３ａ

４－１ａ

４－３
　－１ａ

４－３
　－２ａ

５－１ａ

５－２ａ

６－１ａ

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１ａ

２ａ

３ａ

５ａ

６－１ａ

16－１ａ

16－２ａ

16－３ａ

17－１
　－１

17－１
　－２

17－１
　－２

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

８－１ａ

６－２ａ

９－１ａ

９－２ａ
　　（上）

９－２ａ

12－１ａ

12－２ａ

13－１ａ

13－２ａ

８－３

９－３

10ａ

11

９－３

14

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

20% 40% 60% 80%

20% 40% 60% 80%

20% 40% 60% 80%

シルト・粘土極細砂細砂中砂粗砂極粗砂細礫中礫

凡　例
礫 砂 泥

２mm 0.0625mm

15－１－１区東半トレンチ３（北壁）15－１－１区西半（南壁）

15－１－３区（東壁）

※ グラフの左側は地層名、右側の数字は試料番号。

※ 試料採取地点は断面図（図 15・16・20）参照。

図 13　粒度分析結果（15 －１）



―　40　―

Ｅ
Ｗ

T.
P.
＋
5.
0ｍ

T.
P.
＋
4.
0ｍ

20
m

10
m

0m

盛
　
土
・
攪
　
乱

５
－
１
ａ

８
－
１
ａ

６
－
２
ａ

６
－
１
ａ ８
－
１
ａ

６
－
２
－
１

６
－
１
－
３

６
－
１
－
２
ａ

４
－
３
－
１
ａ

３
ａ

８
－
１
ａ

４
－
２
ａ

３
ａ

１
ａ

２
ａ

３
ａ

３
ａ

４
－
２
ａ

４
－
２
ａ

４
－
２
ａ

４
－
３
－
１
ａ

４
－
３
－
１
ａ

６
－
１
ａ

６
－
１
－
４

６
－
２
ａ

３
流
路

sisi
m
s~
gr

m
s~
gr

si-
vf
s~
fs

si-
vf
s~
fs

sisi
si-
vf
s

si-
vf
s

si-
vf
s~
fs

si-
vf
s~
fs

vf
s~
si-
fs
~
cs

vf
s~
si-
fs
~
cs

vf
s~
si-
fs

vf
s~
si-
fs

vf
s~
si-
fs

vf
s~
si-
fs

断
面
の
位
置
は
本
図
参
照

※
０

５
m

（
１
：
10
0）

１
ⅿ

（１：40）

Y=－41,740

Y=－41,780

Y=－41,700 X
=－
15
4,
48
0

X
=－
15
4,
50
0

15
－
１
－
３
区

15
－
１
－
２
区

15
－
１
－
１
区

ト
レ
ン
チ
３

ト
レ
ン
チ
４

４－
１

４－
２

４－
３

４－
４

４－
５

４－
６

東
　
半

西
　
半

図
20

図
15

図
15

図
21

図
16

図
14

15
ー
１
－
１
～
３
区
断
面
図
の
位
置

図 14　15 －１－２区　南壁断面図



―　41・42　―

T.P.＋5.0ｍ

T.P.＋4.0ｍ

ＷＥ

60m 70m 72.1m

盛　土・攪　乱盛　土・攪　乱

１－２ａ下面遺構埋土

33 溝

５－２ａ？
６－１－２ａ？

１－１ａ
１－２ａ

１－３ａ

２－２ａ２－２ａ ２－１ａ

３ａ

１－１ａ
１－２ａ

６－１－２ａ？
６－１－２ａ？

16－１－３ａ？

３ａ３ａ ２－２ａ
２－１ａ２－１ａ

１－３ａ１－３ａ

T.P.＋5.0ｍ

T.P.＋4.0ｍ

60m50m40m30m

ＷＥ

ms~csms~cs
ms~vcsms~vcs

sisi

cs~vcs-fscs~vcs-fs cs~vcs-fscs~vcs-fs

ms~vcs-fs~vfsms~vcs-fs~vfs
fs~vfs-ms~vcsfs~vfs-ms~vcs fs~vfs-cs~vcsfs~vfs-cs~vcs

fs~ms-csfs~ms-cs

上から順に№1～№7上から順に№1～№7

№9№9
№8№8

盛　土・攪　乱盛　土・攪　乱

33 溝

27 溝

１－２ａ下面遺構埋土
１－２ａ下面遺構埋土

６－２ａ

４－３－１ａ
４－３－２ａ

１－１ａを被覆する地層
１－１ａ

４－１ａ

５－１ａ
６－１ａ

２ａ
３ａ

１－１ａを被覆する地層

１－１ａ１－１ａ

１－１ａ
１－１ａ

１－１ａ

５－１ａ
16－２ａ

２－２ａ
２－１ａ

６－１－３

５－２ａ

１－２ａ１－２ａ
１－３ａ

３ａ３ａ５－１ａ５－１ａ

６－２ａ

６－２ａ６－２ａ６－２ａ

６－１－３
６－１－３

６－１－３

６－１－２ａ？
５－２ａ

５－２ａ

３ａ
３ａ３ａ ３ａ

４－１ａ４－１ａ
３ａ３ａ

４－３－２ａ４－３－２ａ

４－３－２ａ４－３－２ａ ４－３－２ａ４－３－２ａ

４－３－１ａ

２ａ ２ａ２ａ

４－３－２ａ １－２ａ

T.P.＋5.0ｍ

T.P.＋4.0ｍ

30m

ＷＥ

20m10m0m

盛　土・攪　乱盛　土・攪　乱

４－２ａ

４－２ａ
４－１ａ ４－２ａ

６－１ａ
６－２ａ

４－３－１ａ
４－３－２ａ

１－１ａを被覆する地層

１ａ

４－１ａ

２ａ
３ａ

５ａ

１ａ

１ａ１ａ
２ａ
３ａ

１－１ａを被覆する地層 １－１ａを被覆する地層

２ａ
３ａ

４－３－１ａ

４－３－２ａ

５ａ ５ａ５ａ

６－２ａ
８－１ａ

２ａ

４－１ａ４－１ａ４－２ａ ４－２ａ

４－３－１ａ ４－３－１ａ６－２ａ８－１ａ

５ａ５ａ

６－１ａ
４－３－１ａ

（壁面崩落の危険があったため実測せず）

６－２ａ

４－３－１ａ
４－３－２ａ

４－１ａ

５－１ａ
６－１ａ

１－１ａを被覆する地層

１－１ａ
２ａ
３ａ

粒度分析試料採取地点

断面の位置は図 14参照※

０

５m （１：100）

１ⅿ

（
１
：
40
）

図 15　15 －１－１区 ( 東半・西半 )　南壁断面図



―　43　―

４
－
１
ａ

６
－
１
ａ

16
－
１
ａ

根
跡

３
ａ

１
ａ
を
被
覆
す
る
地
層

１
ａ

１
ａ

２
ａ

３
ａ

５
ａ

６
－
１
ａ

６
－
１
ａ

３
ａ

２
ａ

１
ａ

５
ａ

根
跡

根
跡

16
－
１
ａ

16
－
１
ａ

16
－
２
ａ

17
－
１
－
１

17
－
１
－
２

16
－
２
ａ

16
－
２
ａ

17
－
１
－
１

17
－
１
－
２

17
－
１
－
２

16
－
２
ａ

17
－
１
－
１

16
－
２
ａ

盛
　
土
 ・
攪
　
乱

盛
　
土
 ・
攪
　
乱

攪
　
乱

16
－
３
ａ

16
－
３
ａ

16
－
３
ａ

16
－
３
ａ

５
溝

№
3
№
3

№
11
№
11

№
10
№
10

№
1

№
1
№
2
№
2

№
4
№
4

№
5
№
5

№
9
№
9

№
6
№
6

№
7
№
7
№
8
№
8

Ｓ
Ｎ

T.
P.
＋
5.
0ｍ

T.
P.
＋
4.
0ｍ

8.
4m

５
m

0m

Ｗ
Ｅ

T.
P.
＋
5.
0ｍ

T.
P.
＋
4.
0ｍ

8.
6m

５
m

0m

東
　
壁

南
　
壁

サ
ヌ
カ
イ
ト

粒
度
分
析
試
料
採
取
地
点

土
器

断
面
の
位
置
は
図
14
参
照

※

０
２
ⅿ

（
１
：
40
）

軟
Ｘ
線
写
真
・
土
壌
薄
片
試
料
採
取
地
点

図 16　15 ー１－３区　東壁・南壁断面図



―　44　―

断
面
の
位
置
は
図
19
参
照

※
０

５
m

（
１
：
10
0）

１
ⅿ

（１：40）

Ｅ
Ｗ

T.
P.
＋
5.
0ｍ

T.
P.
＋
4.
0ｍ

24
m

20
m

主
要
な
す
べ
り
面

北
西
→
南
東
か
？

盛
　
土
・
攪
　
乱

土
坑
状
変
形

cs
~g
r

cs
~g
r

cscs

fs
~v
fs

fs
~
vf
s

cs
~v
cs
-v
fs

cs
~v
cs
-v
fs
cs
~v
cs

cs
~v
cs

m
s~
cs

m
s~
cs
m
s
m
s

（
８
－
１
ａ
段
階
）

３
－
１
ａ

16
－
１
ａ

16
－
２
ａ

８
－
１
ａ

６
－
２
ａ

１
－
１
ａ

２
－
１
ａ

２
－
２
ａ

３
－
１
ａ

16
－
１
ａ

16
－
２
ａ８
－
１
ａ

６
－
２
ａ

４
－
３
－
１
ａ

Ｅ

20
m

10
m

0m

T.
P.
＋
5.
0ｍ

T.
P.
＋
4.
0ｍ

50
溝

49
溝

３
－
２
ａ
下
面
の
遺
構

１
－
１
ａ
下
面
の
遺
構

m
s~
cs
-fs

m
s~
cs
-fs

fs
-m
s~
vc
s

fs
-m
s~
vc
s

fs
-m
s~
cs

fs
-m
s~
cs

cs
-fs
~v
fs

cs
-fs
~v
fs

m
s~
cs
-fs

m
s~
cs
-fs

cs
~v
cs

cs
~v
cs

cs
~f
s

cs
~f
s

m
s~
cs
-fs

m
s~
cs
-fs

m
s~
cs
-s
ib
l

m
s~
cs
-s
ib
l

cs
~v
cs
-v
fs

cs
~v
cs
-v
fs

m
s~
cs
-fs

m
s~
cs
-fs

cs
~p
b,
sib
l

cs
~p
b,
sib
l

cs
~p
b,
vf
sb
l

cs
~p
b,
vf
sb
l

cs
~g
r

cs
~g
r

cs
~g
r

cs
~g
r

cs
~f
s

cs
~f
s

cs
~p
b

cs
~p
b

cs
~v
cs

cs
~v
cs

fs
~m
s

fs
~m
s

m
s~
cs

m
s~
cs m
s
m
s

盛
　
土
・
攪
　
乱

５
－
１
ａ ６
－
２
ａ

６
－
１
ａ

８
－
１
ａ

４
－
３
－
１
ａ

１
－
１
ａ

２
－
１
ａ

４
－
２
ａ

16
－
１
ａ

根
跡

１
－
１
ａ

１
－
１
ａ

２
－
１
ａ

４
－
３
－
１
ａ

４
－
３
－
２
ａ

２
－
１
ａ

２
－
１
ａ

２
－
２
ａ

２
－
２
ａ

２
－
２
ａ

３
－
１
ａ

３
－
１
ａ

３
－
１
ａ

３
－
１
ａ

３
－
１
ａ

６
－
１
ａ

16
－
１
ａ

16
－
１
ａ

16
－
２
ａ

８
－
１
ａ

８
－
１
ａ６
－
２
ａ

４
－
３
－
１
ａ

４
－
３
－
１
ａ

４
－
３
－
１
ａ

３
－
１
ａ

５
－
１
ａ

５
－
１
ａ

３
－
２
ａ ４
－
３
－
２
ａ

６
－
１
ａ

２
－
２
ａ
？

Ｗ

51
溝

50
溝

図 17　15 －１－５区　南壁断面図



―　45・46　―

盛　土・攪　乱

磁器

Ｗ

T.P.＋5.0ｍ

T.P.＋4.0ｍ

60m 70m 74m

Ｅ

１－１ａ

２－１ａ
３－１ａ

１－１ａ

17－１－２？

16－３ａ

２－１ａ

６－２ａ

６－２ａ

８－１ａ

17－１－１

16－２ａ

６－１ａ６－１ａ

８－１ａ
６－１ａ ６－２ａ

17－１－１

６－１ａ

３－１ａ

16－３ａ

16－２ａ

１－１ａ

１－１ａ

２－１ａ

16－２ａ

68 溝

47 流路 81 流路

65 溝

４－１ａ or ２ａ下面の遺構？cs~vcscs~vcs

fsfs

fsblfsbl
fs,msfs,ms

vfs-si-fs~msvfs-si-fs~ms

ms~csms~cs
msms

cs~pbcs~pb

cs~vcscs~vcs
cs~mscs~ms
fs~msfs~ms

cs~grcs~gr

cs~pbcs~pb

69 落ち込み

３－１ａ

Ｅ

60m50m40m30m

Ｅ Ｗ

T.P.＋5.0ｍ

T.P.＋4.0ｍ

71 溝
78 溝

８－１ａ下面の遺構

８－２ａ

１－１ａを被覆する地層

４－１ａ

５－１ａ

５－２ａ

１－１ａ

17－１－２？

２－１ａ

８－１ａ ６－１ａ

６－２ａ
17－１－１

３－１ａ

16－３ａ

16－２ａ

１－１ａ
１－１ａ

１－１ａ１－１ａ
１－１ａ１－１ａ

１－１ａを被覆する地層

２－１ａ

８－１ａ

17－１－１

16－３ａ

２－１ａ ２－１ａ

２－１ａ

３－１ａ
３－１ａ

16－２ａ
16－２ａ

16－２ａ 17－１－１

17－１－２？
16－３ａ

８－１ａ
８－１ａ

６－２ａ

６－２ａ ５－１ａ５－２ａ

４－３－１ａ

４－３－１ａ

４－２ａ
４－２ａ

４－２ａ

５－１ａ
３－１ａ

17－１－２？

８－１ａ

（８－１ａ）
倒木痕？

変形構造

盛　土・攪　乱

磁器

16－２ａ
８－２ａ

vfs~si-ms~vcsvfs~si-ms~vcs

盛　土・攪　乱

礫 ( 花コウ閃緑岩 )

vfs-fs~msvfs-fs~mscs~grcs~grcs~grcs~gr cscscscs
vcs~grvcs~grms~csms~cs

５－２ａ

２－２

１－２ａ
４－１ａ

３－１ａ

１－１ａを被覆する地層

４－１ａ

５－２ａ

５－２ａ

６－２ａ

１－１ａ

２－１ａ

８－１ａ

６－２ａ

４－３－１ａ
４－２ａ

１－１ａ

１－１ａ

１－１ａ１－１ａ

１－１ａ
１－１ａ

１－２ａ １－２ａ

２－１ａ２－１ａ２－１ａ
２－１ａ２－１ａ

２－１ａ ３－１ａ

４－２ａ

４－２ａ

４－２ａ

５－２ａ

８－１ａ ８－１ａ

８－１ａ

16－２ａ

５－１ａ

５－１ａ

６－２ａ ６－２ａ

５－２ａ

５－１ａ

５－１ａ

５－１ａ

４－３－１ａ

５－１ａ ４－３－１ａ
４－３－１ａ

１－２ａ

３－１ａ

３－１ａ

３－１ａ

４－２ａ

３－１ａ

４－３－１ａ

１－１ａを被覆する地層

１－１ａ

３流路

30m

ＷＥ

T.P.＋5.0ｍ

T.P.＋4.0ｍ

20m10m0m

０

５m （１：100）

１ⅿ

（
１
：
40
）

土器

断面の位置は図 19参照※

図 18　15 －１－４区 ( 東半・西半 )　南壁断面図



―　47　―

２
－
２
ａ
下
面
の
遺
構

47
流
路

盛
　
土
・
攪
　
乱

３
－
２
ａ

２
－
２
ａ

６
－
２
ａ

１
－
１
ａ

１
－
２
ａ

１
－
１
ａ

２
－
１
ａ

８
－
１
ａ

２
－
１
ａ

16
－
１
ａ

16
－
２
ａ

８
－
１
ａ

３
－
１
ａ

１
－
１
ａ

１
－
２
ａ

１
－
２
ａ

２
－
２
ａ

３
－
１
ａ

３
－
１
ａ

３
－
２
ａ

３
－
２
ａ

３
－
２
ａ

６
－
２
ａ

６
－
２
ａ

６
－
２
ａ

６
－
２
ａ

８
－
１
ａ

16
－
１
ａ

16
－
１
ａ

16
－
２
ａ

16
－
２
ａ

16
－
３
ａ

16
－
３
ａ

16
－
３
ａ

Ｗ
Ｅ

T.
P.
＋
5.
0ｍ

T.
P.
＋
4.
0ｍ

8.
3m

５
m

0m

fs
~
m
s,c
s,v
fs

fs
~
m
s,c
s,v
fs

m
s~
cs
-v
fs
~s
ib
l

m
s~
cs
-v
fs
~s
ib
l

cs
~
vc
s

cs
~
vc
s

cs
~v
cs

cs
~v
cs

cs
,v
cs
~
gr

cs
,v
cs
~
gr

cs
~
gr

cs
~
gr

m
s
m
s

cs
~
vc
s

cs
~
vc
s

cscs
cs csm
s
m
s

cscs
cscs cs cs

fsfs

fsfs

m
s~
cs

m
s~
cs

m
s~
cs

m
s~
cs

cs
~
vc
s

cs
~
vc
s

断
面
の
位
置
は
本
図
参
照

※

０
２
ⅿ

（
１
：
40
）

Y=－41,740

Y=－41,780

Y=－41,700 X
=－
15
4,
54
0

X
=－
15
4,
56
0

X
=－
15
4,
58
0

15
－
１
－
４
区

15
－
１
－
５
区

15
－
１
－
６
区

ト
レ
ン
チ
５

ト
レ
ン
チ
６

東
半
部

西
半
部

図
22

図
17

図
23

図
19

図
18

15
ー
１
－
４
～
６
区
断
面
図
の
位
置

図 19　15 －１－６区　南壁断面図



―　48　―

12
浅
谷

10
流
路

11
流
路

３
流
路

７
流
路

８
流
路

９
流
路
（
新
）

９
流
路
（
古
）

６
－
１
－
１
ｂ
６
－
１
－
２
ａ

６
－
２
－
１

８
－
２
ａ
？

６
－
２
ａ

６
－
２
ａ

８
－
１
ａ

８
－
２
ａ

９
－
１
ａ

９
－
１
ｂ

９
－
２
ａ

９
－
３

10
ａ

６
－
２
－
１

13
－
１
ａ

16
－
１
ａ

16
－
２
ａ
・
３
ａ

６
－
１
－
３

17
－
１
－
１

17
－
１
－
２

16
－
２
ａ
・
３
ａ

17
－
１
－
１

17
－
１
－
２

６
－
１
－
３

12
－
１
ａ

５
－
４

６
－
１
－
１
ａ

６
－
２
ａ

９
－
１
ａ

８
－
１
ａ

９
－
１
ｂ

９
－
２
ａ

９
－
３

10
ａ

13
－
１
ａ

16
－
１
ａ

16
－
２
ａ
・
３
ａ

17
－
１
－
１

６
－
２
ａ

８
－
１
ａ

９
－
１
ａ

９
－
２
ａ

15
？

11
？

13
－
２
ａ

11
？

６
－
２
ａ

８
－
１
ａ

９
－
１
ａ

９
－
２
ａ

10
ａ

11
？

12
－
１
ａ
12
－
２
ａ

12
－
２
ａ

13
－
１
ａ
13
－
２
ａ

16
－
２
ａ
・
３
ａ

倒
木
痕
？

６
－
２
－
２

cs

si
si

si,
 v
fs

cs
～
pb
cs
～
vc
s

fs
～
vf
s-
m
s

fs
～
vf
s-
m
s

fs
～
vf
s

vf
s

fs
～
m
s, 
cs

fs
～
m
s

cs
～
vc
s vc
s～
pb

m
s～
cs
, v
cs

fs
m
s～
cs

fs
, v
fs

fs
～
m
s

cs
～
vc
s

vc
s～
pb

cs
～
vc
s

fs
～
m
s

m
s, 
cs
m
s～
fs

vc
s～
pb

vc
s～
pb

cs
, v
cs
 

cs
～
vc
s

fs
～
m
s

vf
s～
si si,
 v
fs

si-
vf
s

si
si

si,
 v
fs

si-
fs
～
m
s

si-
fs
～
vf
s-
m
s～
cs

cs
～
pb
cs
～
vc
s

fs
～
vf
s

vf
sb
l, 
fs
～
m
s

fs
～
vf
s-
m
s

fs
～
vf
s-
m
s

fs
～
vf
s

vf
s

fs
～
m
s, 
cs

fs
～
m
s

cs
～
vc
s vc
s～
pb

m
s～
cs
, v
cs

fs
m
s～
cs

fs
, v
fs

fs
～
m
s

cs
～
vc
s

vc
s～
pb

cs
～
vc
s

cs

fs
～
m
s

m
s, 
cs
m
s～
fs

vc
s～
pb

vc
s～
pb

cs
, v
cs
 

cs
～
vc
s

cs
～
m
s

fs
～
m
s

vf
s～
si si,
 v
fs

m
s, 
si

vf
sb
l, 
sib
l, 
m
s～
pb

vf
s～
sib
l, 
cs
～
pb

vf
s～
fs
, m
s

m
s～
vc
s

si-
vf
s

si

si

vf
s

si

si-
vf
s~
fs

fs
~m
s-
vf
s

fs
~m
s

vf
s~
fs

m
s~
gr
, v
fs
bl

m
s~
cs

cs
~
pb

cs
~
pb

vc
s~
pb

cs
~
pb

cs
~g
r-
pb

cs
~
gr

vc
s~
gr

cs

cs
, v
cs cs

fs
fs
~
m
s, 
cs

si-
vf
s

vf
s

si

si-
vf
s~
fs

fs
~m
s-
vf
s

fs
~m
s

vf
s~
fs

m
s~
gr
, v
fs
bl

m
s~
cs

cs
~
pb

cs
~
pb

vc
s~
pb

cs
~
pb

cs
~g
r-
pb

cs
~
gr

vc
s~
gr

cs

fs
~v
fs
, s
i

cs
, v
cs cs

cs
~v
cs

fs
fs
~
m
s, 
cs

cs
, m
s, 
vf
s~
sib
l

m
s~
cs
, v
fs
~
sib
l

si

si

si-
vf
s

si-
vf
s

cs
, s
ib
l

m
s~
pb
, s
ib
l

cs
~p
b,
 fs
~v
fs

cs
~p
b,
 fs
~v
fs

cs
~p
b,
 fs
~v
fs

vf
s~
sib
l, 
fs
~v
cs

fs fs
~m
s

fs
vf
s

vf
s~
si

si,
 v
fs

si

m
s~
cs

Ｗ
Ｅ

10
m

８
m

６
m

４
m

２
m

0m

T.
P.
＋
4.
0ｍ

T.
P.
＋
3.
0ｍ

Ｗ
Ｅ

20
m

18
m

16
m

14
m

12
m

10
m

T.
P.
＋
4.
0ｍ

T.
P.
＋
3.
0ｍ

Ｗ
Ｅ

26
m

24
m

22
m

20
m

T.
P.
＋
4.
0ｍ

T.
P.
＋
3.
0ｍ

上
か
ら
順
に
№
1~
６
、
９
~1
4

上
か
ら
順
に
№
1~
６
、
９
~1
4

№
15
№
15

№
７
№
７

№
８
№
８

粒
度
分
析
試
料
採
取
地
点

断
面
の
位
置
は
図
14
参
照

※０
２
m

（
１
：
50
）

図 20　15 －１－１区東半　トレンチ３　北壁断面図



―　49　―

※
 断
面
位
置
は
図
14
参
照

※
 既
存
建
物
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
杭
を
避
け
て
掘
削
し
た
た
め
、
ト
レ
ン
チ
が
６
箇
所
に
わ
か
れ
て
い
る
。

５
－
１
ａ

５
－
２
ａ

６
－
２
ａ

16
－
１
ａ

16
－
２
ａ

16
－
３
ａ

17
－
１
－
１

17
－
１
－
２

６
－
１
－
４

６
－
１
－
４
５
－
１
ａ

５
－
２
ａ

６
－
１
ａ（
６
－
１
－
２
ａ
）

５
－
２
ａ

６
－
１
－
４
（
６
－
１
ａ
の
土
壌
化

の
影
響
を
受
け
て
い
る
）

８
－
１
ａ
？

16
－
１
ａ

６
－
２
ａ

16
－
１
ａ

攪
乱
（
重
機
の
爪
痕
）

３
ａ

３
ａ

５
－
２
ａ

５
－
２
ａ

根
跡
（
６
－
１
ａ
段
階
？
）

16
－
２
ａ

16
－
３
ａ

17
－
１
－
１

17
－
１
－
２

17
－
１
－
４

５
－
２
ａ

６
－
２
ａ 16
－
１
ａ

16
－
２
ａ

16
－
３
ａ

17
－
１
－
１

６
－
２
ａ

16
－
１
ａ

５
－
２
ａ

５
－
２
ａ

５
－
２
ａ

16
－
１
ａ

16
－
１
ａ

攪
乱
（
重
機
の
爪
痕
）

16
－
３
ａ

17
－
１
－
１

17
－
１
－
２

16
－
１
ａ

16
－
２
ａ

17
－
１
－
２

17
－
１
－
３
？

17
－
１
－
３

17
－
１
－
４

17
－
１
－
２

17
－
１
－
３

17
－
１
－
４

17
－
１
－
３

17
－
１
－
４

82
溝

vf
s~
si-
fs

vf
s~
si-
fs

si-
vf
s

si-
vf
s

si,
 m
s ~
cs

si,
 m
s ~
cs

si~
vf
s

si~
vf
s

vf
s~
si-
fs

vf
s~
si-
fs
vf
s~
si,
 fs
~m
s

vf
s~
si,
 fs
~m
s

vf
s-
fs

vf
s-
fs

vf
s~
si,
 fs
~ｍ
s

vf
s~
si,
 fs
~m
s

si,
 v
fs
~f
s

si,
 v
fs
~f
s

fsfs
vf
s~
fs

vf
s~
fs

vf
s~
fs

vf
s~
fs

si,
 v
fs

si,
 v
fs

si-
vf
s~
fs

si-
vf
s~
fs

vf
s-
fs
-m
s~
vc
s

vf
s-
fs
-m
s~
vc
s

fs
~v
fs
-m
s~
vc
s

fs
~v
fs
-m
s~
vc
s

vf
s-
fs
-m
s~
vc
s

vf
s-
fs
-m
s~
vc
s

vf
s-
fs
~m
s

vf
s-
fs
~m
s

si,
 v
fs

si,
 v
fs

vf
s~
si,
 fs
~m
s

vf
s~
si,
 fs
~m
s

vf
s~
si,
 fs
~m
s

vf
s~
si,
 fs
~m
s

si,
 v
fs

si,
 v
fs

vf
s-
fs
~m
s

vf
s-
fs
~m
s

vf
s-
fs
-m
s~
vc
s

vf
s-
fs
-m
s~
vc
s

vf
s-
fs
-m
s~
vc
s

vf
s-
fs
-m
s~
vc
s

si,
 v
fs
~f
s

si,
 v
fs
~f
s

si,
 fs
~m
s

si,
 fs
~m
s

si~
vf
s-
fs
~m
s

si~
vf
s-
fs
~m
s

fs
~
m
s, 
vf
s~
si

fs
~
m
s, 
vf
s~
si

si
~v
fs
-fs
~m
s

si~
vf
s-
fs
~m
s fs
~m
s, 
vf
s

fs
~m
s, 
vf
s

si,
 v
fs
~f
s

si,
 v
fs
~f
s

vf
s-
fs
-m
s~
vc
s

vf
s-
fs
-m
s~
vc
s

４
－
１
ト
レ
ン
チ

４
－
２
ト
レ
ン
チ

４
－
３
ト
レ
ン
チ

４
－
４
ト
レ
ン
チ

４
－
４
ト
レ
ン
チ

４
－
５
ト
レ
ン
チ

４
－
６
ト
レ
ン
チ

Ｅ
Ｗ

10
m

８
m

６
m

４
m

２
m

0m

T.
P.
＋
4.
0ｍ

T.
P.
＋
3.
0ｍ

Ｅ
Ｗ

20
m

18
m

16
m

14
m

12
m

10
m

T.
P.
＋
4.
0ｍ

T.
P.
＋
3.
0ｍ

T.
P.
＋
4.
0ｍ

T.
P.
＋
3.
0ｍ

Ｅ
Ｗ

30
m

28
m

26
m

24
m

22
m

20
m

T.
P.
＋
4.
0ｍ

T.
P.
＋
3.
0ｍ

０
２
m

（
１
：
50
）

Ｆ
Ｆ
’

図 21　15 －１－１区西半　トレンチ４　南壁断面図



―　50　―

m
s~
cs
, v
cs
~g
r

m
s

cs
m
s~
cs
-v
cs
~p
b

fs
~m
s

fs
vf
s

vc
s~
pb

cs
si

vf
s-
si

si-
fs
~m
s-
cs
~g
r

vf
s~
si-
m
s~
cs

si

fs
-m
s

fs
~
vf
s

m
s

vf
s-
si

vc
s~
pb

cs
~v
cs

m
s~
gr

m
s~
cs

m
s-
fs

vc
s~
pb
, c
s

vc
s~
pb
cs
~g
r

m
s,
  s
i

si
-fs
~m
s

si

vc
s~
pb

pb
vc
s~
pb

vc
s~
gr
-m
s~
cs

vf
s~
si-
cs
~p
b

m
s-
fs
~v
fs
-c
s~
vc
s

si-
fs
~m
s-
cs
~g
r

m
s

m
s~
cs
-v
fs

fs
~m
s

cs
~v
cs

m
s~
cs

m
s,
 v
fs

fs
~m
s,
 cs

fs
~m
s,
 cs

fs
~m
s,
 cs
~v
cs

cs
~v
cs g
r~
pb

fs
~m
s

cs
, v
cs
~p
b cs
, v
cs
~g
r
cs
~g
r

vc
s~
pb

m
s~
cs

si
-fs

vf
s-
fs
~m
s-
cs
~g
r

fs
~m
s-
vf
s-
cs
~g
r

si-
fs
~m
s-
cs
~g
r

N
28
°
W

N
10
0°
E

N
36
°
W

噴
砂
土
壌
化
し
て
い
る
可
能
性
あ
り

部
分
的
に
掘
削
し
て
底
面
を
確
認

部
分
的
に
掘
削
し
て
底
面
を
確
認

３
流
路

７
流
路

８
流
路

７
流
路

８
流
路

９
流
路

84
流
路

83
流
路

５
－
１
ａ

５
－
１
ａ
下
面
の
遺
構

５
－
２
ａ
？

６
－
１
ａ

６
－
２
ａ

８
－
１
ａ

９
－
１
ａ

10
－
１
ａ

10
－
１
ｂ

10
－
２
ａ 11 12

13
－
１
ａ
13
－
２
ａ

６
－
２
ａ

８
－
１
ａ

16
－
２
ａ
？

17
－
１
－
４
？

17
－
２
？

６
－
２
ａ

６
－
２
ａ

８
－
１
ａ

９
－
１
ａ

10
－
１
ａ

10
－
２
ａ

13
－
１
ａ

13
－
２
ａ

13
－
１
ｂ

16
－
２
ａ
？

17
－
２
？

17
－
１
－
４
？

17
－
１
－
４
？

17
－
２
？

17
－
２
？

９
－
３

６
－
２
ａ

８
－
１
ａ

９
－
１
ａ

10
－
１
ａ

９
－
３

13
－
１
ａ

13
－
１
ｂ

13
－
２
ａ

17
－
１
－
４
？

16
－
２
ａ
？

６
－
１
－
４
？

９
－
２
ａ

10
－
１
ａ

13
－
１
ａ

13
－
１
ｂ

13
－
２
ａ

17
－
１
－
４
？

16
－
２
ａ
？

14
？

fs
-m
s

fs
~
vf
s

m
s

vf
s-
si

m
s

m
s~
cs
-v
fs

si-
fs
~
m
s

fs
~
m
s

cs
~
vc
s

m
s~
cs

vc
s~
pb

m
s, 
vf
s

fs
~
m
s, 
cs

fs
~
m
s, 
cs

fs
~
m
s, 
cs
~
vc
s

cs
~
vc
s gr
~
pb

fs
~
m
s

fs
~
m
s, 
vf
sv
fs

cs
, v
cs
~
pb cs
, v
cs
~
gr

cs
~
gr

vc
s~
pb

cs
, v
cs
~
gr

m
s~
cs

si-
fs fs
~m
s-
vf
s

fs
~
m
s, 
si

m
s~
cs
, s
ib
l,v
fs
bl

vf
s~
sib
l, 
m
s~
vc
s

vc
s~
pb

cs
~v
cs

m
s~
gr

m
s~
cs

m
s-
fs

vc
s~
pb
, c
s

m
s~
cs
, v
cs
~g
r

vc
s~
pb
cs
~g
r

fs
~v
fs

m
s-
gr
~p
b

m
s, 
 si

si-
fs
~m
s

si

vc
s~
pb

pb
gr
～
pb

cs
~v
cs

si-
vf
sb
l, 
cs
~v
cs

vc
s~
pb

vf
s-
fs
~m
s-
cs
~g
r

fs
~m
s-
vf
s-
cs
~g
r

si-
fs
~m
s-
cs
~g
r

vc
s~
gr
-m
s~
cs

vc
s~
gr
-m
s~
cs

vc
s~
gr
-m
s~
cs

vc
s~
gr
-m
s~
cs

vf
s~
si-
cs
~p
b

m
s-
fs
~v
fs
-c
s~
vc
s

si-
fs
~m
s-
cs
~g
r

m
s-
fs
~
vf
s-
cs
~
vc
s

si-
fs
~
m
s-
cs
~
gr

si

m
s

cs
m
s~
cs
-v
cs
~p
b

fs
~m
s

fs
vf
s

vc
s~
pb
-v
fs

vc
s~
pb

cs
~v
cs
-v
fs

cs
~p
b

m
s~
cs

cs

vf
s~
si,
 si
bl

si

m
s

vf
s-
si

vf
s~
si-
cs
~p
b

si-
fs
~m
s-
cs
~g
r

vf
s~
si-
m
s~
cs

si

vf
s-
fs
~
m
s

０
２
m

（
１
：
50
）

※
 断
面
位
置
は
図
19
参
照

※
 古
流
向
は
磁
北
を
基
準
に
計
測

Ｅ
Ｗ

10
m

８
m

６
m

４
m

２
m

0m

T.
P.
＋
4.
0ｍ

T.
P.
＋
3.
0ｍ

Ｅ
Ｗ

20
m

18
m

16
m

14
m

12
m

10
m

T.
P.
＋
4.
0ｍ

T.
P.
＋
3.
0ｍ

Ｅ
Ｗ

30
m

28
m

26
m

24
m

22
m

20
m

T.
P.
＋
4.
0ｍ

T.
P.
＋
3.
0ｍ

図 22　15 －１－４区東半　トレンチ５　南壁断面図



―　51　―

８
－
１
ａ
下
面
の
遺
構
？

69
落
ち
込
み

の
下
底
面
（
既
掘
）

偽
礫
偽
礫

※
 断
面
位
置
は
図
19
 参
照

　
16
－
２
ａ

16
－
３
ａ

17
－
１
－
１

17
－
１
－
２

17
－
１
－
３

17
－
１
－
４

17
－
２
？

８
－
１
ａ

６
－
２
ａ

８
－
１
ａ

８
－
１
ａ

16
－
２
ａ

16
－
３
ａ

17
－
１
－
１

17
－
１
－
２

17
－
１
－
３

17
－
１
－
４

16
－
２
ａ

16
－
３
ａ

17
－
１
－
１

17
－
１
－
２

17
－
１
－
３

17
－
１
－
４

17
－
２
？

６
－
２
ａ

６
－
２
ａ

81
流
路

47
流
路

si-
fs
~v
fs
, m
s

si-
fs
~v
fs
, m
s

si-
fs
~v
fs

si-
fs
~v
fs

m
s~
cs
-fs
~v
fs
, v
cs
~g
r

m
s~
cs
-fs
~v
fs
, v
cs
~g
r

si-
m
s~
cs

si-
m
s~
cs

si-
fs
~m
s

si-
fs
~m
s

si-
m
s~
cs

si-
m
s~
cs

si-
fs
~m
s

si-
fs
~m
s

m
s~
cs

m
s~
cs

cs
~
vc
s

cs
~v
cs

cs
~p
b

cs
~p
b

cs
~g
r

cs
~g
r

si-
fs
~v
fs
, m
s

si-
fs
~
vf
s, 
m
s

si-
fs
~m
s

si-
fs
~m
s

si-
fs
~v
fs

si-
fs
~v
fs

si-
m
s~
cs

si-
m
s~
cs

si-
fs
~
m
s

si-
fs
~m
s

m
s~
cs
-fs
~v
fs
, v
cs
~g
r

m
s~
cs
-fs
~v
fs
, v
cs
~g
r

si-
fs
~m
s

si-
fs
~m
s

si-
m
s~
cs

si-
m
s~
cs

si-
fs
~m
s

si-
fs
~m
s

si-
fs
~v
fs
, m
s

si-
fs
~v
fs
, m
s
si-
m
s~
cs

si-
m
s~
cs

vf
s, 
si

vf
s, 
fs
~m
s

m
s~
cs

vf
s, 
m
s~
gr

fs
~m
s, 
vf
sb
l

si-
vf
s-
fs
~m
s
fs
~m
s

vf
s-
fs
~m
s, 
sib
l

si-
m
s~
cs
, s
ib
l

０
２
m

（
１
：
50
）

17
m

16
m

14
m

12
m

10
m

T.
P.
＋
4.
0ｍ

T.
P.
＋
3.
0ｍ

Ｅ
Ｗ

Ｅ
Ｗ

10
m

８
m

６
m

４
m

２
m

0m

T.
P.
＋
4.
0ｍ

T.
P.
＋
3.
0ｍ

図 23　15 －１－４区西半　トレンチ６　南壁断面図



―　52　―

第４節　瓜破北遺跡の層序の特徴と周辺遺跡との関係

第１項　瓜破北遺跡西部における層序の特徴
　これまでの説明をもとに、今回調査地が含まれる瓜破北遺跡西部の層序の特徴をまとめたい。この部

分では、西側にあたる 15 －１周辺とそれ以東で顕著な違いが認められる。前者においては第 16 層以

下の地層の標高が高く、第７～ 15 層がほとんど存在しない。また、第４～６層の遺存状況が悪いこと

も特徴で、耕作による削剥が繰り返された結果と考えられる。この部分は、空中写真で白っぽく写って

いる範囲（第３章）とほぼ一致しており、第 16 層以下の地形条件が表層にまで影響を与えていること

がわかる。一方、東側にあたる 11 －１－１区や 14 －１などでは、第 7 ～ 15 層がきわめて厚く堆積

していた。これは、この部分が谷１にあたることと関連している。また、15 －１と UR07 －３次Ⅰ区

の間には谷２が存在している（図２）。谷１・２に挟まれた UR07 －３次Ⅰ・Ⅱ区周辺には第８～ 10

層も堆積しているが、遺存状況はあまり良好ではなく、第 16 層以下の地層の標高も高い。

弥生時代後期～古墳時代前期の居住域・墓域が立地する沖積リッジは第８－３層や第７層の堆積によ

って生じたものであり、その上に形成された暗色帯（古土壌）が人間活動の舞台となった。なお、西側

の 15 －１・UR06 －１次調査地（小田木ほか，2009）・11 －１－２区には、縄文時代晩期～弥生時代

前期に流路が形成され、中期後葉～後期前葉の第６－２ａ層上面段階まで活発に流れていたが、第６－

１－１ａ層段階には放棄流路化した。この周辺では顕著な沖積リッジが形成された形跡はなく、これが

東側との土地利用の違いを生じさせた原因の一つと思われる。

その後、第５層段階になると泥質堆積物が累重するようになった。これは、東側の沖積リッジ上や西

側の第 16 層以下が高い部分の上も覆っており、堆積環境の変化を示唆している。また、特に第４－２ａ・

１ａ層はシルト～粘土であり、東側を中心に厚く堆積していた。しかし、第３層段階になると再び砂質

が強くなり、砂礫の供給が活発化した。堆積は、特に西端と東端が顕著であり、当時の基幹水路の位置

との関係が注目される。

第２項　周辺遺跡の層序との関係
　以上のような瓜破北遺跡西部の層序は、周辺の遺跡の層序とどのような関係にあるのだろうか。ここ

では、瓜破北遺跡北東部（UR07 －２次調査地）・喜連西遺跡・矢田遺跡などを取り上げて検討し、瓜

破北遺跡西部における層序の意義をまとめたい。

まず、瓜破北遺跡北東部の UR07 －２次調査地（絹川編，2009）の層序との関係をみていきたい。

この調査地の中世以降の地層は、瓜破北遺跡西部の層序と基本的に共通する。すなわち、「第１層」は

第１ａ層、「第２・３層」が第２層、「第４・５層」が第３層、「第６層」が第４－１ａ層、「第７層」が

第４－２ａ層に対比される。「第８層」は、井上編（2013）で示したとおり、クレバススプレー堆積

物の砂礫であり、第４－３－２ｂ層とも呼ぶべき地層の可能性がある。その時期は、後述する UR86

－ 28 次調査地の出土土器や第４－３－２ａ層の時期を考慮すると、おおむね 10 世紀頃と推定される。

その下の「第９層」は 5Y3/2（オリーブ黒色）シルトないしシルト質粘土で、ラミナが顕著であった

とされている。報告書に掲載された写真をみると、この層準は砂礫の堆積時に大きく侵食されており、

遺存状況が悪いものの、比較的厚く残存している箇所では上部がやや暗色を呈している。隣接する府教
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委 14020 調査地でも同様の状況が認められ（井西編，2017：図版２～４）、上部には砂～泥の薄層が

挟在していた。なお、これらの調査地の南に位置する UR86 － 28 次調査地では、この層準から９世紀

代と考えられる須恵器壺蓋が出土した（大庭編，2000）。この層準は瓜破北遺跡西部の第５層に対比さ

れると思われ、これらの調査地には耕作地は存在せず、湿地が広がっていた可能性がある。また、「第

10 Ａ１・２層」が第６－１ａ層と第８ａ層、「第 11・11’ 層」が第９ａ・10 ａ層に対比され、「第 10

Ａ２層」の下で確認された流路は、第 10 ａ層段階に出現し、第９ａ層上面段階まで継続して存在して

いたと思われる。さらに、この調査地では、「第 12 Ａ・Ｂ層」および「第 13 Ａ・Ｂ層」で石器が出土

しており、「第 13 Ａ層」上部が姶良 Tn 火山灰（AT）の降灰層準と考えられている。報告書の記載や

掲載写真を参考にすると、「第 12 Ａ層」が第 16 －１ａ層、「第 12 Ｂ層」が第 16 －２ａ層、「第 13 Ａ・

Ｂ層」が第 16 －３ａ層に対比されると思われる。

　喜連西遺跡では、３地点の調査成果が公表されている（KR10 －１・12 －１・13 －６次調査地、田

中，2012；小田木・黒田，2012；高橋・小田木，2014）。このうち、KR10 －１・13 －６次調査地

の状況は 15 －１と類似している。すなわち、KR13 －６次調査地の「第１層」が第１ａ層、「第２・３

層」が第２－１ａ・２ａ層、「第４層」が第３ａ層に相当する。「第５層」は「自然堆積層」とされ、「第

６ａ層上面」の遺構を埋積していたと報告されているが、「第５層」と「第６層」の間には削剥されて

残存しなかった地層が存在するので、「第５層」は作土であり、「第６層上面」とされた遺構は「第５層」

下面に帰属すると思われる。15 －１の層序と対比すれば、「第５層」は第４－３－２ａ層にあたる可能

性がある。「第４層」下部から「第５層」にかけては変形構造が顕著で、その下部ではウシと思われる

偶蹄目の足跡も認められた。この状況は 15 －１と共通しており、第２－１ａ層段階に発生した地震に

よって形成されたものであろう。なお、KR10 －１次調査地では、「第５層」の下位に暗色帯が残存し

ていたが、それは第６－１ａ層に対比される。その下の「第６ａ～８ｂ層」は第 16 －２ａ層以下に対

比できると思われるが、情報が少なく、正確な対比は困難である。一方、KR12 －１次調査地の状況は

15 －１の東部と類似している。すなわち、「第１層」が第１ａ層、「第２ａ層」が第２ａ層、「第２ｂ層」

が第３ａ層にあたる。また、「第３ａ・ｂ層」は第６－１ａ層、「第４層」が第６－２ａ層、「第５層」

が第８ａ層、「第６・７層」が第９ａ・10 ａ層に対比される。

以上のように、15 －１で観察された状況は、瓜破北遺跡西端周辺の広い範囲で共通する特徴と思わ

れる。さらに UR07 －２次調査地の状況についても、若干の違いがあるものの、15 －１の東端付近や

KR12 －１次調査地と共通する部分が多い。両者の間には前述した谷１が存在するが、その両岸におい

て層序に共通点があることは注目される。このことは、瓜破北遺跡西部が西除川と瓜破台地に挟まれた

地域における層序の模式地になりうることを示している。

次に、西除川の流路変遷と密接に関連する、矢田遺跡 YT09 －２次調査地とＣ地点（YT12 －２次調

査地）・YT10 －１次調査地の状況をみていきたい（小倉・渡邉編，2013；小倉・岩本，2014）。前者

は西除川の現流路よりも西に位置している。この部分には少なくとも縄文時代後期には流路が存在して

いた。そして、８世紀後半～９世紀初頭には流路が活発に砂礫を運搬した。一方、後者は西除川右岸の

沖積リッジ上に位置している。この地点では、10 世紀頃に砂が供給されて耕作地化し（YT12 －１：「第

５ａⅰ・ⅱ層」、YT10 －１：「第４ｂ層」）、それからさほど時間が経過しないうちに砂が堆積して沖積

リッジが形成され始めた（YT12 －１：「第４ｂ層」、YT10 －１：「第４ａ層」）。その後、中世末頃まで

氾濫による砂礫の堆積と耕作地の復旧が繰り返され、沖積リッジが発達した。
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　瓜破北遺跡西部では、第５－２ａ・１ａ層（飛鳥時代～平安時代前半）から第４－１ａ層（16 世紀頃）

までは泥質の堆積物が堆積した。そのきっかけは、植松分流路周辺における沖積リッジの発達（古墳時

代後期～平安時代初頭頃）と、YT09 －２次調査地における流路の発達・埋没に伴う沖積リッジの形成

（奈良時代後半～平安時代初頭頃）により、後背湿地の排水が悪くなったことにある。そして、10 世紀

以降の西除川周辺における沖積リッジの発達によって、低湿化がさらに進行した。なお、現大和川より

も南に位置する池内遺跡・三宅西遺跡は、瓜破北遺跡と同じ低地面Ⅰ－１に立地するが、古代～中世の

堆積が不活発であるなど、瓜破北遺跡とは堆積過程が異なる。その要因としては、低位段丘構成層の高

度や勾配のほか、縄文時代中期後半～晩期における地形形成過程などがあげられる。詳細は今後の課題

となるが、瓜破北遺跡西部の層序を念頭に置いて周辺遺跡のデータを検討すれば、河内平野南西部にお

ける堆積環境変遷や地形形成過程の特徴が明らかになると期待される。
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第５章　遺構・遺物

第１節　14 －１における検出遺構・出土遺物

　

　14 －１においては、第３層まで重機で掘削し、第４－１ａ層上面から遺構・遺物の検出をおこなっ

た。ただし、２区に関しては、設計掘削深度が浅かったため、機械掘削のみで調査を終了した。このた

め、ここでは１区と３区で検出された遺構・遺物を、上層から順に説明していきたい。

第 1項　第４－１ａ層～第５－３層関連の遺構・遺物
第４－１ａ層～第５－２ａ層に関連する遺構は、第４－１ａ層ないし第４－２ａ層下面に帰属する１

溝のみであった（図 24）。これは南東－北西方向にのびる溝で、幅は 0.3 ～ 0.6 ｍ、深さは 0.05 ｍである。

第４－１ａ層～第５－３層からは、遺物が若干出土した（図 25 －１～９）。１は、１区の第４－２

ａ層から出土した白磁皿である。大宰府における陶磁器分類（山本，2000）では、Ⅺ－３類に属する

と思われる。２・３は、３区の第４－３ａ層から出土した。２は土師器皿であり、伊野近富（1995）

の分類では、Ｊｂタイプに属すると思われる。内外面とも摩滅が著しく、口縁端部の遺存状況も悪いた

め、不明な点もあるが、面取りは粗雑化しているようであり、13 世紀代に属する可能性が高い。３は、

和泉型瓦器椀の口縁部から体部上半にかけての破片である。体部下半から高台を欠くが、口縁部形態や

ヘラミガキの状況から、12 世紀前葉のものと考えられる。４は３区の第５－１ａ層から出土した須恵

器椀で、奈良時代のものと思われる。なお、３区の第５－１ａ層からは、このほか、内面に漆が付着す

る土師器皿の破片も出土したが、細片のため、図化できなかった。これらの遺物のうち、４は既往の調

査成果から推定されてきた第５－１ａ層の形成期間の中におさまる。また、２と３は、第４－３ａ層の

時期を推定する手がかりとなる資料である（第４章）。

　５は、１区東部の第５－３層から出土した（出土位置は図 27 下段右、出土状況断面図は図 30：Ｎ

－Ｎ’）。出土位置は、後述する 41 溝の西側肩部付近に位置しており、溝に向かって下がり始める箇所

にあたる。７・８は、３区北半南西端の第５－３層から出土した。その出土地点は 41 溝の東側肩部付
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図 24　14 －１－１区　第４層下面　１溝　平面図・断面図
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近にあたっている。なお、６は第５－１ａ層から出土したものであるが、位置的には７・８が出土した

地点付近にあたっており、本来は第５－３層に含まれていた可能性が高い。さらに９も、７・８の出土

地点に近い位置において、第５－３層～第６－１ａ層上部の変形構造が顕著な部分（変形ゾーン）から

出土した。これについても、本来は第５－３層に含まれていたと推定される。５～７は須恵器杯蓋、８

は須恵器杯身で、田辺昭三編年の TK10 型式、陶邑編年のⅡ型式第２段階に属する（大阪府立近つ飛鳥

博物館編，2006）。９も須恵器杯蓋の天井部である。これらの遺物は、いずれも 41 溝周辺の第５－３

層に関連するものである。後述するように、41 溝内の第５－３－２～３層からは古墳時代後期の遺物

が出土しており、これらの遺物はそれと一連の土器と思われる。

第２項　第６－１ａ層～第６－２ａ層関連の遺構・遺物
第６－１ａ層下面からは、弥生時代後期～古墳時代前期後半の遺構が多数検出された。これらの中に

は、第６－１ａ層の途中まで立ち上がることが確認されたものがあるため、基本的には第６－１ａ層の

形成期間中に形成された遺構と理解すべきである。また、第６－２ａ層は、第６－１ａ層段階に削剥さ

れた部分も多かったため、第６－１ａ層下面精査時には、第６－２ａ層に関連する遺構も検出された。

ここでは、これらの層準に関連する遺構・遺物について説明したい。

１．遺構面の起伏と遺構の分布状況

図 26 は、14 －１における第６－１ａ・２ａ層下面の全体図である。この調査地の中で最も高いのが、

３区南半の東部～中央部であり（T.P. ＋ 4.0 ｍ）、そこから西はやや低くなっている。周辺調査地のデ

ータ（図 41）を参考にすると、この部分は、南西－北東方向に帯状にのびる低地と考えられ、１区・

３区北半はこの低地の両側に位置する微高地にあたっていると思われる。下層確認トレンチ（トレンチ

１・２）などで確認した下層の堆積状況（第４章・本章 100 ～ 102 ページ）からみて、こうした起伏

は第８－３－１層および第７層の堆積と関連していると思われる。後述するように、トレンチ２で検出

した 124 流路を埋積する第８－３－１層は、３区南半の中央部から北半の南部にかけて厚く堆積した。

また、この堆積物の上位に形成された第８－１ａ・２ａ層は、層厚 50 ㎝程度の上方粗粒化した砂層（第

7 層）に覆われた（図 12）。一方、その南東側にあたる３区南半の東部から北半の南端にかけての範囲

には、第７層に対比される層厚 60 ～ 70 ㎝の厚い砂礫が堆積した（図 40 における 41 溝の外側の堆積

層参照）。この砂礫層は、11 －１－１区南半の中央部から 12 －１－３区の西側を抜けるクレバススプ

レー堆積物（井上編，2013）の続きと思われる。また、１区に関しては、第８－３層および第７層の

状況は不明であるが、UR07 －３次Ⅱ区の流路（NR801）右岸に形成された高まりの縁辺部にあたって

2

1
3 4

5 6 7
8

9

０ 20㎝（１：４）

図 25　14 －１　第４－１ａ層～第５－３層　出土遺物
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いたと思われる。

第６－１ａ層関連の遺構は、低地部分にあたる３区南半の西部からは、ほとんど検出されておらず、

その両側の微高地にあたる１区・３区北半に集中している。なお、３区北半の北部にも遺構は存在しな

かったが、これは 61 溝周辺に形成された平坦面と関連するため、後述することにしたい。

２．14 －１－１区における第６－１ａ層関連の遺構・遺物

　ここでは、１区で検出された第６－１ａ層関連の遺構・遺物について説明する（図 27）。この調査区

における遺構は、分布状況から西部と東部にわけることができる。

　まず、西部から検出された遺構について説明したい。この中で特筆されるのは、竪穴建物１（５竪

穴、12 溝、13・14・38 柱穴、39 土坑）である。また、６溝は一部が検出されただけであり、全体像

が不明であるが、竪穴建物の壁溝・竪穴の一部の可能性がある。さらに、５竪穴の下層からは 40 土坑

が検出され、弥生時代後期後半に属する土器が多数出土した。その他の遺構としては、３・４・７・８・

15・32 溝、２・９・11 落ち込み、10 土坑がある（図 27）。

　１区西端からは、３・４溝が検出された。両者には切り合い関係があり、４溝が３溝を切っていた（図

28：Ｄ－Ｄ’）。４溝は南東－北西方向にのびていた。その規模は幅 2.6 ～ 2.8 ｍ、深さ 0.1 ～ 0.3 ｍで
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図 28　14 －１－１区　第６－１ａ層下面　検出遺構断面図（１）
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あり、底面中央には幅 0.9 ｍ、深さ 0.3 ｍの溝状の落ちが認められた。また、この溝の埋土は基本的に

２層に細分された（図 28：Ｃ－Ｃ’）。３溝は南南西－北北東方向にのびており、幅は 0.5 ｍ、深さは

0.1 ｍであった。この溝の埋土は２層に細分された（図 28：Ｂ－Ｂ’）。

　１区中央部付近からは、７・８・15・32 溝が検出された。これらにも切り合い関係が認められ、７

溝→ 15・32 溝→８溝の順に掘削されたことが判明した。８溝は、長さ 2.6 ｍ、幅 0.9 ～ 1.0 ｍ、深さ

0.2 ｍである。埋土は２層に細分され、それらの間には明黄褐色粗砂の薄層が挟在していた（図 28：

Ｆ－Ｆ’）。15 溝は幅 0.6 ～ 0.8 ｍ、深さ 0.2 ～ 0.4 ｍで、南部では南北方向にのびていたが、その後や

や屈曲して北北東方向にのびていた。埋土は４層に細分された（図 28: Ｅ－Ｅ’）。32 溝は 15 溝から東

北東方向に分岐するもので、幅は 0.8 ｍ、深さは 0.2 ｍである。埋土は基本的に 15 溝と同様であった。

また、この溝は８溝に切られていた（図 28：Ｆ－Ｆ’）。７溝は、幅 0.5 ～ 1.2 ｍ、深さ 0.2 ｍであり、

南東－北西方向にのびていた。埋土は２層に細分された（図 28：Ｅ－Ｅ’）。

　図 29 － 11 は７溝から出土した、弥生時代後期後半に属する高杯である。ただし、後述するように、

この溝に切られている５竪穴から布留形甕が出土しているため、この土器は 7 溝の時期を示すもので

はない。

　次に、竪穴建物１について説明する（図 27 下段左）。この建物を構成する竪穴が、５竪穴である。

これは４溝と７溝に切られており、南西辺と北東辺が不明瞭である。さらに、北西部は調査範囲外にあ

たっている。このように不確定要素はあるものの、この建物は平面形が方形の竪穴建物であり、主軸が

Ｎ 35°Ｗ、一辺が約 5.5 ｍと推定される。この建物は上部が大きく削られており、遺存状況は悪かっ

た。竪穴の床を構築した整地層は、中央部付近では厚さ 0.05 ｍ程度残存していたが、南西隅付近はほ

とんど残存していなかった。また、南東辺には、幅 0.3 ｍ、深さ 0.05 ｍの壁溝（12 溝）が存在してい

たが、これも南西隅では遺存状況が悪く、不明瞭になっていた。この建物に伴う柱穴は 13・14・38 柱

穴であり、残りの柱穴は、北東部の調査範囲外に存在すると思われる。13 柱穴の規模は、直径 0.2 ｍ、

深さ 0.2 ｍである。埋土は２層に細分された（図 30：Ｊ－Ｊ’）。14 柱穴の規模は、直径 0.4 ～ 0.6 ｍ、

深さ 0.2 ｍであり、直径 0.15 ｍの柱痕跡が認識できた（図 30：Ｋ－Ｋ’）。38 柱穴の規模は、直径が

0.4 ｍ、深さが 0.2 ｍである。これについても柱痕跡が認められた（図 30：Ｍ－Ｍ’）。その他、５竪穴

内から検出された遺構としては、39 土坑がある。この遺構の直径は 0.4 ｍ、深さは 0.2 ｍである。埋

土は整地層と類似した黒色中砂～極粗砂混じり極細砂質シルトで、極細砂～シルトのブロックが混じっ

ていた（図 30：Ｌ－Ｌ’）。この遺構は整地層を掘削して遺構を探している時に認識できたため、整地

層を切って掘り込まれていたのか、整地層下面に帰属するものかについては、明確にできなかった。また、

竪穴中央部付近では、整地層下面がわずかにくぼんでいた（図 31：ａ－ａ’）。これについては、意図

的なものかどうかは不明である。なお、13 柱穴と 38 柱穴の間にあたる部分では、整地層内から図 29

－ 10 の土器片が出土した。布留形甕であり、米田敏幸（1991）編年の布留式期Ⅲに位置づけられる。

10

11

12

０ 20㎝（１：４）

図 29　14 －１－１区　第６－１ａ層下面　検出遺構　出土遺物
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このことから、竪穴建物１の時期は古墳時代前期後半と考えられる。

　６溝は７溝に切られており、ごく一部しか検出されなかったため、全体像が不明瞭である。ただし、

東肩に沿った部分は溝状に深くなっており、その西側の一段高くなった底面は平坦であった。こうした

状況は、竪穴建物の竪穴と壁溝のようにも思われ、６溝が竪穴建物の一部である可能性を示唆する。ま

た、これが７溝の西側で確認できなかったのは、竪穴建物１に切られているためと想定できる。

　５竪穴の整地層を除去すると、不整形な土坑が検出された（40 土坑）。東西方向の径は約５ｍ、南北

方向の径は３ｍ以上で、最も深い箇所での深さは 0.9 ｍであった。また、西側には浅い溝状の落ちが取

りついていた。埋土は４層に細分された（図 31）。このうち、最下層は極細砂～シルトブロックと砂が

混じるもので、加工時形成層と考えられる。また、それより上の層準には土器片が多数含まれていた。

土器片の多くは、埋土下部（図 31：ａ－ａ’・ｂ－ｂ’ の９・10 層）に含まれていた。平面的にみると、

土器片は東側の深い部分を中心に分布していた（図 32）。土器片の多くは土坑の中心に向かって傾いて

いる傾向が読み取れたため、比較的大きな土器片 61 点の最大傾斜方向を計測し、北西部と南東部にわ

けてローズダイアグラムを作成した（図 32）。それによれば、北西部では南西方向に傾くものが多く、

北西方向・南南西方向に傾くものも少なからず存在したほか、他の方向に傾くものも若干存在していた。

これに対し、南東部では北東方向に傾くものが多く、北北東～南西方向に傾くものも存在するが、南南

西～東南東方向に傾くものはほとんどない。このような結果は、土器片が土坑の周囲から流入したこと
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図 31　14 －１－１区　第６－１ａ層下面　検出遺構断面図（３）
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を示し、北西部・南東部における卓越方向は、土器片の主要な流入方向を反映すると考えられる。

　次に、40 土坑から出土した土器について述べる（図 33・34 － 13 ～ 60）。13 ～ 22 は甕である。

これらの多くは石英・長石・チャートなどを含む、在地の胎土と思われる土器であるが、19・20 は

生駒山西麓の胎土の土器である。両者の胎土はよく似ており、同一個体の可能性もあるが、20 のタタ

キ痕が 19 よりも細筋である点は異なっている。なお、19 の口縁端部内面はやや強くナデており、内

面側の端部が若干盛り上がっている。23 ～ 25・30・31・34 は西村　歩（2008）の分類で「小型鉢

Ｃ」、29 は「小型鉢Ｄ」とされるものである。また、35 は口縁部を欠いているが、鉢と思われる。26

～ 28・32・33・36 ～ 38・44・48・49 は甕または鉢の底部である。基本的には平底であるが、36

は底面が特に小さく、尖り気味の形状を呈する。39 は広口壺で、口縁端部に円形竹管文が施されている。
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図 32　14 －１－１区　第６－１ａ層下面　40 土坑　土器出土状況
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図 33　14 －１－１区　第６－１ａ層下面　40 土坑　出土遺物（１）
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図 34　14 －１－１区　第６－１ａ層下面　40 土坑　出土遺物（２）
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40・42 は二重口縁壺である。40 の外面調整はヨコ方向のヘラミガキののち、タテ方向のヘラミガキ

で、屈曲部に刻目が施されている。また、42 には口縁部外面に円形竹管文が施されている。41・43

は直口壺である。このうち、15 の口縁部には打ち欠いた部分が１箇所認められる。なお、39 と 42 の

胎土には角閃石を多く含み、生駒山西麓の胎土と思われるが、砂礫の粒径はやや細粒である。45 ～ 55

は高杯である。このうち 50 は、胎土からみれば在地のものと思われるが、形態的にはやや特異である。

これについては、今回の整理にあたって調査指導を受けた森岡秀人氏から、東日本系に近いようにも思

われる、とのコメントをいただいた。56 は台付鉢の脚台部と思われる。58・59 は手焙形土器の破片で、

前者は覆部、後者は体部と底部の境界付近の突帯が施された部分と思われる。57 は革袋形土器である。

両端部は欠損しているが、口縁部および底部はほぼ完存している。特徴的なのは底部の成形方法であり、

体部の端を指で押さえてつなぎ合わせるだけで、ナデなどの調整はなされていない（図版 17）。60 は

土錘である。棒状で両端部に孔を有する。

これらの土器は、西村（2008）の編年では後期後半新段階に属する。また、森岡秀人の編年ではⅤ－５・

６期に属すると御教示いただいた。

次に、西部で検出されたその他の遺構について説明したい（図 27）。10 土坑は竪穴建物１の南にお

いて検出されたもので、直径が 0.4 ｍ、深さが 0.1 ｍである。埋土は第６－１ａ層と基本的に同じであ

ったが、下部に第６－２ａ層起源のブロックを含んでいた（図 30：Ｈ－Ｈ’）。この土坑に関しては下

面が明瞭であり、埋土下部は加工時形成層と思われるため、人為的な遺構の可能性が高い。一方、２

落ち込みは１区北西隅で検出されたもので、規模は長さ 1.5 ｍ以上、幅 0.9 ｍ、深さ 0.1 ｍである（図

28：Ａ－Ａ’）。９落ち込みは１区中央付近で検出されたもので、規模は長さ 1.2 ｍ、幅 1.0 ｍ、深さ

0.1 ｍ弱である（図 28：Ｇ－Ｇ’）。11 落ち込みは１区南西部で検出されたもので、規模は長さ 1.6 ｍ以上、

最大幅 1.2 ｍ、深さ 0.2 ｍである（図 30：Ｉ－Ｉ’）。これらの落ち込みは、底面が不明瞭で、埋土は

第６－１ａ層と基本的に同じであることから、人為的な遺構ではない可能性が高い。

　次に、東部から検出された遺構について説明したい。東部から検出された遺構としては、16・17・

18・19・20・21・22・33・34・36・37 溝、31 土坑、23・24・35 落ち込みがある（図 27）。

　16・17 溝は北端付近で検出されたもので、南西－北東方向にのびる。前者の規模は、長さ 0.9 ｍ以上、

幅 0.3 ｍ、深さ 0.1 ｍである（図 35：Ｏ－Ｏ’）。後者は、長さ 1.5 ｍ、幅 0.4 ｍ、深さ 0.15 ｍである（図

35：Ｐ－Ｐ’）。いずれも加工時形成層が確認でき、人為的に掘削された可能性が高い。

18・19・20 溝は東西方向の溝であり、約１ｍの間隔で平行に並んでいる。それぞれの溝の規模は、

18 溝が長さ 1.9 ｍ、幅 0.3 ｍ、深さ 0.15 ｍ、19 溝が長さ 1.2 ｍ、幅 0.3 ｍ、深さ 0.05 ｍ、20 溝が

長さ 2.4 ～ 0.6 ｍ、幅 0.4 ｍ、深さ 0.15 ｍである（図 35：Ｑ－Ｑ’・Ｒ－Ｒ’・Ｓ－Ｓ’）。

21・22 溝は南北方向にのびる不整形な溝であり、前者は 20 溝に、また後者は 17・18・19 溝に切

られていた。前者の規模は、長さ約 2.0 ｍ、幅 0.5 ～ 0.8 ｍ、深さ 0.1 ｍである（図 35：Ｔ－Ｔ’）。下

面は凹凸が激しく、不明瞭であるため、人為的な遺構ではない可能性もあるが、埋土の状況からすれば

加工時形成層のみが残存した可能性も否定できない。後者の規模は、長さ 4.5 ｍ以上、幅 1.0 ～ 2.0 ｍ、

深さ 0.2 ｍである（図 35：Ｕ－Ｕ’）。これに関しては、明瞭な加工時形成層が認められた。

31 土坑の規模は、長径 0.6 ｍ、短径 0.4 ｍ、深さ 0.2 ｍである（図 35：Ｖ－Ｖ’）。底面中央が若干

低くなっており、この部分を中心に極細砂～細砂ブロックが認められた。下面は明瞭であり、人為的な

遺構の可能性が高い。
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Ｘ－Ｘ'
１．2.5Y4/1　黄灰　中砂混じりシルト質極細砂（主体）に
  　2.5Y2/1　黒　シルトブロックが混じる　土器片含む　下面は不明瞭
２．2.5Y4/1　黄灰　中砂混じりシルト質極細砂
  　５Y7/1　灰白　細砂～極細砂ブロックが混じる部分あり
  　下面は不明瞭（第６－2ａ層）

Ｖ－Ｖ'
１．2.5Y2/1～4/1　黒～黄灰　中砂混じり極細砂～シルト
  　５Y7/1　灰白　極細砂～細砂ブロック混じる（31土坑）
２．2.5Y4/1　黄灰　細砂混じりシルト質極細砂
  　５Y7/1　灰白　細砂ブロックが混じる部分あり
  　下面は不明瞭（第６－２ａ層）

Ｓ－Ｓ'
１．2.5Y2/1　黒　中砂混じりシルト
  　４起源のブロックを含む（20溝）
２．2.5Y5/1～4/1　黄灰　細砂～中砂質極細砂～シルト
  　極細砂～シルトがブロック状を呈し、砂と混じる
  　（20溝、加工時形成層）
３．21溝の１に同じ
４．2.5Y5/1～4/1　黄灰　中砂混じりシルト質極細砂
  　５Y7/1　灰白　極細砂ブロックが混じる部分あり
  　下面は不明瞭（第６－２ａ層）

Ｙ－Ｙ'
１．５Y5/1　灰　シルト　細砂が若干混じる　見かけ上塊状
２．５Y3/1　オリーブ黒～2.5Y3/1　黒褐　細砂～極細砂質シルト
  　下部を中心に５Y7/1　灰白　極細砂～細砂ブロック混じる（37溝？）
３．５Y3/1　オリーブ黒　シルト（主体）、５Y7/1　灰白　極細砂の互層（37溝？）
４．2.5Y2/1　黒　細砂～中砂混じりシルト　シルトがブロック状を呈する部分あり
  　土器片含む（36溝）
５．５Y7/1　灰白　極細砂～中砂に2.5Y3/1～4/1　黒褐～黄灰　シルトブロックが混じる
  　（36溝、加工時形成層）
６．2.5Y4/1　黄灰　中砂混じり細砂～極細砂質シルト
  　５Y7/1　灰白　細砂ブロックが若干混じる（33・34溝）

７．上部　2.5Y4/1　黄灰　極細砂～シルトブロック（主体）に
                ５Y7/1　灰白　細砂～中砂が混じる
  　下部   ５Y7/1　灰白　細砂～中砂（主体）に
                2.5Y4/1　黄灰　シルトブロック混じる（33・34溝、加工時形成層）
８．５Y3/1　オリーブ黒　極細砂混じりシルト
  　2.5Y2/1　黒　シルトブロック含む
  　５Y3/1　オリーブ黒　シルトがブロック状を呈する部分あり（37溝？）
９．５Y7/1　灰白　中砂～粗砂（主体）に５Y3/1　オリーブ黒、
  　2.5Y2/1　黒　シルトブロックが混じる（37溝？、加工時形成層）
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図 35　14 －１－１区　第６－１ａ層下面　検出遺構断面図（４）
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23 落ち込みは 20 溝に切られていた。その規模は、長さ 1.6 ｍ、幅 0.7 ～ 1.1 ｍ、深さ 0.1 ｍである（図

35：Ｗ－Ｗ’）。24 落ち込みは、長さ 1.4 ｍ、幅 0.9 ｍ、深さ 0.1 ｍである（図 35：Ｘ－Ｘ’）。いずれも、

下面は凹凸が激しく、不明瞭であるため、人為的な遺構ではない可能性もあるが、埋土の状況からすれ

ば加工時形成層のみが残存した可能性も否定できない。

33・34・36・37 溝、35 落ち込みが検出された部分は常時水が湧いていたが、設計掘削深度の関係

で側溝を深く掘削することができず、排水不良の状態での調査を余儀なくされた。このため、36・37

溝の南側は掘削と同時に肩が崩落してしまい、十分な調査ができなかった。

36 溝は幅 0.4 ～ 0.6 ｍ、深さ 0.2 ｍで、やや蛇行しながら南北方向にのびていた。図 35：Ｙ－Ｙ’

断面では、埋土は２層にわかれる。下層はシルトブロックと砂が混じるもので、加工時形成層と考えら

れる。また、上層は第６－１ａ層起源の細砂～中砂混じりシルトであり、シルトブロックが砂と不均質

に混じっていた。ただし、１区北壁断面でみると、加工時形成層の上に葉理のある砂～泥層（極細砂・

シルトの互層、中砂の薄層を挟在）が堆積しており（図９：下段）、Ｙ－Ｙ’ 断面とは異なっていた。

このことから、この溝は水成層である砂～泥の堆積によって機能を停止し、砂～泥があまり堆積しなか

った部分に関しては、人為的に埋め戻された可能性が考えられる。一方、37 溝は幅 0.4 ～ 0.6 ｍ、深

さ 0.3 ｍであった。図 35：Ｙ－Ｙ’ 断面では、加工時形成層の上に葉理のある砂～泥（極細砂・シル

トの互層）が堆積していた。ただし、１区北壁断面における埋土下層は、極細砂ブロックと細砂～中砂

が混じるもので、上部には極細砂ブロックが葉理状に配列する部分も認められた（図９：下段）。この

層準は、加工時形成層とその上に堆積した水成層によって構成されている可能性が高い。さらに、この

層準の上には第６－１ａ層起源の細砂～中砂混じりシルト質極細砂が堆積していた。この中にはシルト

ブロックが含まれており、人為的に埋め戻された可能性がある。36 溝と 37 溝の関係については、37

溝の南側が湧水のため調査不能であったため、不明瞭である。ただし、埋没過程が類似しており、36

溝から 37 溝が分岐していた可能性も考えられる。なお、これらの溝の中に堆積した葉理のみられる堆

積物は、後述する 41 溝の第６－１－７層ないし第６－１－４層に対比できると思われる。これらの遺

構が１区東部の遺構の中でも新しいことを考慮すれば、どちらかといえば後者に対比される可能性が高

い。

36 溝からは、図 29 － 12 の高杯杯部の破片が出土した。弥生時代後期後半に属すると考えられる。

33 溝とそこから分岐する 34 溝は、36・37 溝に切られていた。前者は幅 1.6 ～ 2.0 ｍ、深さ 0.3 ｍであり、

後者は 1.0 ～ 1.2 ｍ、深さ 0.2 ｍである。両者とも埋土は共通しており、上層は中砂混じり細砂～極細

砂質シルト、下層は極細砂～シルトブロックと細砂～中砂が混じる地層（加工時形成層）であった（図

０ 20㎝（１：４） ０ 10㎝（１：２）

61

62

63

石材：サヌカイト

重量：604ｇ（ （

図 36　14 －１－３区　第６－１ａ層　出土遺物
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35：Ｙ－Ｙ’）。なお、35 落ち込みは 33 溝の底面で検出したもので、長さ 0.8 ｍ、幅 0.4 ｍ、深さ 0.1

ｍである。埋土は 33 溝下層と同じであり、33 溝の底面が局所的にくぼんでいたと思われる。

また、東端は東へ向かって下がっていたが、設計掘削深度よりも深くなるため、輪郭を検出した段階

で調査を終了した。後述する３区の状況からみて、これは 41 溝の西側肩部にあたると思われる。

３．14 －１－３区における第６－１ａ層関連の遺構・遺物

　次に、14 －１－３区における第６－１ａ層関連の遺構・遺物について説明する。

　まず、第６－１ａ層掘削中に出土した遺物について述べる（図 36）。61 は土師器高杯、62 は小形丸

底土器である。いずれも布留式に属するもので、後者は米田（1991）の布留式期Ⅱのものと思われる。

63 はサヌカイトの石核である。パティナは、後述する 15 －１出土の旧石器ほど発達しておらず、弥

生時代に属するものであろう。

この地区から検出された特筆すべき遺構としては、大規模な溝である 41・61 溝や、方形周溝墓の周

溝と考えられる 42・53 溝がある（図 37・38）。これらは３区北半から南半東端に集中しているため、

まずこの部分の遺構についてまとめたい。

　41 溝は、この層準に帰属する溝の中で最大のものである。３区南半の東端においては、南南東→北

北西方向にのびていた。その北では、溝の中心は調査範囲外にあたっており、左岸が３区北半の西端に

若干かかっているだけであった。また、その下流部は１区と３区北半の間を通っていたと思われる。こ

の溝の斜面は２段に整形されており、局所的に急角度になる部分はあるものの、上段の傾斜は 10°前後、

下段は 30°前後の部分が多い。溝の幅は、上段の上端で 14 ～ 15 ｍ、下段上端で幅 6.5 ～ 7.0 ｍであ

り、上段上端から底面までの深さは 1.4 ｍである（図 40：ｇ－ｇ’）。

　次に、この溝の埋没過程について述べる。ここでは、堆積層の全体が観察できた南半の断面（図

40：ｇ－ｇ’）で層序番号を設定し、北半の断面（図 39：Ａ－Ａ’）との層序対比をおこないたい。こ

の溝は第６－１ａ層段階に掘削された後、第５－２ａ層段階にほぼ埋没するまで凹地として残存したと

思われ、埋土上部は第５－２ａ～５－４層に対比される。埋土上部に関しては、41 溝の外から連続す

る第５－１ａ・２ａ・３層に着目し、溝の外の第５－３層に連続する地層を第５－３－１層とした（ｇ

－ｇ’ の２層）。そして、その下位にあたる層準を上から順に、第５－３－２～５層とした。第５－３

－２層は砂礫と極細砂～シルトブロックが混じる部分が多い。第５－３－３層（同 20 層）は淘汰の悪

い砂礫層であり、極細砂・シルトのブロックを含む。また、第５－３－４層（同４層）は極細砂・シル

トブロックと粗砂～中礫が混じるもので、ブロックの中には第８－１ａ・２ａ層起源のものが含まれて

いた。第８－１ａ・２ａ層はこの地層よりも 0.5 ～ 0.7 ｍ下位に存在しており、自然の状態では混じる

ことはない。このことは、溝の掘削に伴って生じた残土が周囲に盛り上げられており、それを用いて人

為的に凹地が埋められたことを示唆する。第５－３－２・３層に関しても、周囲に盛り上げられていた

残土が流入したか、人為的に埋められたもののどちらかであろう。一方、第５－３－５層（同５・21 層）

は淘汰がやや悪い砂礫層であり、極細砂～シルトブロックが混じる部分のほか、砂礫の粒子が帯状に配

列するようにみえる部分がある。これについては、周囲に盛り上げられていた残土が水の営力で移動し、

堆積したものと思われる。なお、Ａ－Ａ’ 断面では第５－３－１層（Ａ－Ａ’ の６層）の下に、第５－

３－２層に対比される地層が認められた（同７層）。さらに、その下には暗色を呈する堆積層が存在し

ており（同８・９層）、第５－３－４層の可能性が考えられる。
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図 38　14 －１－ 3 区南半　第６－１ａ・２ａ層下面　平面図
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　第５－３－５層の下には、暗色を呈し、有機物薄層を挟在するシルトが堆積していた（ｇ－ｇ’ の６

層）。層相から考えて、これは 41 溝以外で確認された第５－４層に対比される。Ａ－Ａ’ 断面では若干

様相が異なり、上部が暗色帯をなす細砂～極細砂混じりシルト、下部が有機物薄層を挟在する青灰色シ

ルトであった（Ａ－Ａ’ の 10・11 層）。その下の層準（ｇ－ｇ’ の７・９層）はやや暗色を呈する地層

であり、第６－１－１層とした。この層準の中にはシルトブロックを含む中砂～中礫層が挟在していた。

なお、Ａ－Ａ’ 断面では、第６－１－１層は明瞭な暗色帯であり（Ａ－Ａ’ の 12 層）、溝の外から肩部

にかけて存在する第６－１ａ層（同 14 層）の上にのっていた。第６－１－１層は溝内にしか堆積して

おらず、この地層の堆積期にも溝の外では第６－１ａ層の形成が続いていたと考えられる。

　第６－１－１層の下の堆積層は第６－１－２層としたが、これは３層に細分される（ｇ－ｇ’ の 10・

11・29 層）。下部・中部は溝の周囲に盛り上げられていた残土が流入したものであり、上部は湿地状

となった凹地に堆積した泥層である。なお、後述する木１は、第６－１－２層上部に含まれていた。そ

の下の第６－１－３層（同 12 層）はシルトブロックと砂礫を多く含む堆積物であり、灰色を呈してい

た。また、第６－１－５層（同 14 層）も第６－１－３層と同様の堆積物であるが、やや細粒であり、

植物遺体を多く含んでいた。なお、第６－１－５層下部（同 24 ～ 27 層）は主に右岸側斜面に堆積した、

淘汰の悪い砂礫や、極細砂～シルトブロックと砂礫が混じる堆積物であり、周囲に盛り上げられていた

残土が水の営力により流入したものと推定される。第６－１－３層と第６－１－５層の間に堆積した粗

砂～極粗砂（同 13 層）は、第６－１－４層とした。この地層にはシルトブロックが混じるものの、上

下の層準とは層相が異なっており、水流により砂が運搬され、周囲のシルトブロックを取り込んで堆積

したと考えられる。

第６－１－６層（同 15 層）は砂礫が混じる細砂～中砂質シルトで、植物遺体を多く含んでいた。そ

の下には、中砂とシルトが互層をなして葉理を形成する堆積物が堆積しており、第６－１－７層とした

（同 30 層）。また、その下には砂礫と極細砂～シルトブロックが混じる堆積物が存在しており、第６－

１－８層とした（同 16 層）。この層準には溝掘削時に生じたブロックと、溝が機能し始めた頃に周囲

から流入したブロックの両者が含まれると考えられる。

なお、Ａ－Ａ’ 断面では、第６－１－２～８層のうち、第６－１－３・４層（Ａ－Ａ’ の 18・19 層）

や、第６－１－５層下部の可能性のある層準（同 20 層）も認められた。

次に、41 溝から出土した土器を層準別にみていきたい。まず、第５－２ａ層および第５－３－２～

５層からは、古墳時代後期を中心とする時期の土器が出土した（41 溝上層出土土器、図 42）。64 ～

69 は第５－２ａ層から出土した須恵器である。64・65 および 67・68 は、田辺編年の TK10 型式、

陶邑編年のⅡ型式第２段階に属する杯蓋・杯身である。69 は田辺編年 TK43 型式、陶邑編年Ⅱ型式第

４段階に属する杯身である。66 は壺の口縁部であり、奈良時代のものと思われる。71 ～ 73・75・78

～ 80 は第５－２ａ層から出土した土師器である。71 は小型丸底土器、72 は布留形甕の口縁部であ

る。73 は底部であり、時期は不明である。75 は高杯脚部であり、古墳時代のものである。78 は把手、

79・80 は甑であり、古墳時代後期に属すると思われる。

74・76・77・82 は第５－３－２～３層から出土した弥生土器・土師器である。74・76 は高杯脚部

であり、前者は弥生時代後期後半、後者は古墳時代に属する。77 は羽釜、82 は移動式竈であり、両者

とも生駒山西麓の胎土でつくられている。いずれも古墳時代後期に属すると思われる。70・81 は第５

－３－４層から出土した。70 は布留形甕で、米田（1991）編年の布留式期Ⅱに属する。81 は生駒山
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８
．
2.
5Y
3/
1　
黒
褐
　
中
砂
～
粗
砂
混
じ
り
シ
ル
ト
質
細
砂
～
極
細
砂
　
極
細
砂
～
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
含
む
（
擾
乱
？
）

　
　
有
機
物
粒
含
む
（
第
５
－
３
－
４
層
？
）

９
．
2.
5Y
3/
1　
黒
褐
　
中
砂
～
粗
砂
混
じ
り
シ
ル
ト
質
極
細
砂
　
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
含
む
（
擾
乱
？
）　
有
機
物
粒
含
む

　
　（
第
５
－
３
－
４
層
）

10
．
N
4/
0　
灰
　
細
砂
～
極
細
砂
混
じ
り
シ
ル
ト
　
有
機
物
粒
多
く
含
む
（
暗
色
帯
）　
N
6/
0　
灰
　
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
含
む

　
　（
擾
乱
？
）（
第
５
－
４
層
）

11
．
５
B5
/1
　
青
灰
　
シ
ル
ト
　
有
機
物
薄
層
挟
在
（
第
５
－
４
層
）

12
．
N
3/
0
～
2/
0　
暗
灰
～
黒
　
シ
ル
ト
　
僅
か
に
中
砂
～
粗
砂
が
混
じ
る
　
有
機
物
粒
多
く
含
む
（
暗
色
帯
）　
シ
ル
ト
が

　
　
ブ
ロ
ッ
ク
状
を
呈
す
る
部
分
あ
り
（
擾
乱
？
）（
41
溝
内
の
第
６
－
１
－
１
層
）

13
．
2.
5Y
3/
1　
黒
褐
　
極
細
砂
　
有
機
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薄
層
挟
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（
第
５
－
4
層
）
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．
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5Y
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黒
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黒
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中
砂
～
粗
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混
じ
り
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ル
ト
質
極
細
砂
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ル
ト
・
極
細
砂
が
ブ
ロ
ッ
ク
状
を
呈
す
る

　
　
有
機
物
粒
（
炭
化
物
含
む
）
を
多
く
含
む
（
暗
色
帯
）（
41
溝
以
外
の
部
分
の
第
６
－
１
ａ
層
、
41
溝
内
の

　
　
第
６
－
１
－
１
層
に
連
続
）
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．
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2/
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黒
　
シ
ル
ト
～
極
細
砂
ブ
ロ
ッ
ク
と
５
Y6
/2
　
灰
オ
リ
ー
ブ
　
中
砂
が
混
じ
る
　
変
形
構
造
あ
り

　
　（
12
1
土
坑
）

16
．
10
YR
2/
1　
黒
　
シ
ル
ト
～
極
細
砂
ブ
ロ
ッ
ク
（
主
体
）
と
7.
5G
Y6
/1
　
緑
灰
　
細
砂
～
極
細
砂
ブ
ロ
ッ
ク
が
混
じ
る

　
　（
12
1
土
坑
）

17
．
５
GY
6/
1　
オ
リ
ー
ブ
灰
　
シ
ル
ト
　
均
質
　
見
か
け
上
塊
状
　
有
機
物
粒
若
干
含
む
（
第
６
－
１
－
１
層
）
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．
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5Y
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1　
黄
灰
　
粗
砂
～
細
礫
混
じ
り
細
砂
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極
細
砂
質
シ
ル
ト
　
極
細
砂
・
シ
ル
ト
が
ブ
ロ
ッ
ク
状
を
呈
す
る

　
　
有
機
物
粒
含
む
（
第
６
－
１
－
３
層
）

19
．
５
Y6
/1
　
灰
　
細
砂
～
粗
砂
　
淘
汰
は
や
や
不
良
　
植
物
遺
体
含
む
（
第
６
－
１
－
４
層
）

20
．
５
Y7
/1
～
7/
2　
灰
白
　
粗
砂
～
細
礫
（
主
体
）
に
細
砂
～
極
細
砂
ブ
ロ
ッ
ク
が
混
じ
る
（
第
６
－
１
－
５
層
下
部
？
）
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．
N
4/
0
～
5/
0　
灰
　
細
砂
～
中
砂
質
極
細
砂
　
極
細
砂
が
ブ
ロ
ッ
ク
状
を
呈
す
る
　
下
面
は
不
明
瞭

　
　（
第
６
－
２
ａ
層
）

１
．
５
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シ
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細
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～
中
砂
薄
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土
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片
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３
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淘
汰
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６
－
１
－
４
層
）

３
．
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灰
～
暗
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有
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薄
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・
極
細
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薄
層
挟
在
　
炭
酸
鉄
含
む

　
　（
第
６
－
１
－
５
層
）

１
．
５
B5
/1
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灰
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砂
～
粗
砂
混
じ
り
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ル
ト
（
第
４
－
２
ａ
層
）

２
．
2.
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1　
黄
灰
　
中
砂
～
細
礫
質
極
細
砂
～
シ
ル
ト
　
変
形
構
造
顕
著
（
第
４
－
３
ａ
層
）

３
．
N
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0
～
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0　
灰
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暗
灰
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～
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５
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層
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41
溝
内
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－
１
層
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．
５
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ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
含
む
（
擾
乱
？
）
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機
物
粒
含
む
（
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－
３
－
２
層
？
）

５
．
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1　
黄
灰
　
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
（
主
体
）
と
中
砂
～
粗
砂
が
混
じ
る
　
有
機
物
粒
多
く
含
む
（
第
６
－
１
－
６
層
）

６
．
N
6/
0
～
5/
0　
灰
　
極
細
砂
～
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
と
10
YR
7/
1　
明
緑
灰
～
５
Y7
/2
　
灰
白
　
細
砂
～
粗
砂
が
混
じ
る

　
　（
第
６
－
１
－
６
層
）

７
．
５
Y7
/1
　
灰
白
　
粗
砂
～
極
粗
砂
　
上
方
粗
粒
化
（
最
下
部
は
細
砂
～
中
砂
）　
肩
部
付
近
で
は
Ｎ
5/
0　
灰
　

　
　
極
細
砂
・
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
む
（
第
６
－
１
－
７
層
）

８
．
N
5/
0
～
4/
0　
灰
　
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
と
５
Y7
/1
～
6/
1　
灰
白
～
灰
　
中
砂
～
粗
砂
が
混
じ
る
（
第
６
－
１
－
６
層
）

９
．
５
Y4
/1
　
灰
　
シ
ル
ト
　
極
細
砂
が
若
干
混
じ
る
　
植
物
遺
体
を
多
く
含
む
（
第
６
－
１
－
８
層
）

10
．
５
Y4
/1
　
灰
　
シ
ル
ト
（
主
体
）
に
細
砂
～
粗
砂
が
混
じ
る
　
シ
ル
ト
が
ブ
ロ
ッ
ク
状
を
呈
す
る
　

　
　
植
物
遺
体
を
多
く
含
む
（
第
６
－
１
－
８
層
）

11
．
５
Y7
/1
　
灰
白
　
粗
砂
～
極
粗
砂
　
淘
汰
は
比
較
的
良
い
（
第
６
－
１
－
８
層
中
に
挟
在
す
る
砂
層
）

12
．
10
YR
2/
1
～
3/
1　
黒
～
黒
褐
　
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
と
7.
5G
Y6
/1
　
緑
灰
　
細
砂
～
極
細
砂
・
中
砂
～
粗
砂
が
混
じ
る

　
　（
第
６
－
１
－
８
層
、
加
工
時
形
成
層
）

４
．
2.
5Y
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1　
黄
灰
　
極
細
砂
～
シ
ル
ト
質
細
砂
～
粗
砂
　
下
部
ほ
ど
中
砂
～
粗
砂
が
多
く
混
じ
る

　
　
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
含
む
（
第
６
－
１
－
６
層
）

０
２
m

（
１
：
50
）

※
 断
面
の
位
置
は
図
37
参
照

図 39　14 －１－３区北半　第６－１ａ層下面　41・61 溝　断面図
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図 40　14 －１－３区南半　第６－１ａ層下面　41 溝　断面図，既往調査地「大溝」断面図
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図 41　14 －１周辺における弥生時代後期～古墳時代前期後半 / 中期初頭の遺構分布
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西麓の胎土の移動式竈であるが、82 とは別個体である。古墳時代後期のものと思われる。

このように、これらの層準からは古墳時代後期を中心とする土器が出土している。70 は、後述する

中層からまとまって出土した布留形甕と同時期であることから、本来は第６－１－１層に含まれていた

可能性がある。また、66 は第５－２ａ層の形成が奈良時代まで継続していたことを示す。第５－３－

４層からは 81 の移動式竈が出土しているので、凹地が人為的に埋められたのは古墳時代後期のことで

あったと考えられる。

図 43 は、第６－１－１層に含まれていたものである（41 溝中層出土土器）。これらは、Ａ－Ａ’ 断

面付近からまとまって出土した。87 は庄内形甕で、米田（1991）編年の庄内式期Ⅱに属する可能性が

ある。83 は甕で、口縁部の形状は布留形甕に類似する。外面は太筋のタタキの後、ハケメを施しており、

内面はヘラケズリの後、ナデで調整している。84・85・86 は布留形甕である。89 は口縁端部が残存

していないが、口縁端部は丸く収まっている可能性が高い。また、外面の調整はナデで、ススが付着し

ている。内面調整はヘラケズリである。92 は小形の甕で、外面は磨滅している。90・93 は甕の体部

上半である。また、88・91 は高杯の杯部である。87 を除けば、これらの土器は米田（1991）編年の

布留式期Ⅱに属すると思われる。このように、この層準から出土した土器の時期は、庄内式期～古墳時

代前期中頃といえる。なお、図 45 － 118 は、木１の一部が見え始めた段階に出土した。すぐに取り

上げられてしまったため、現地で出土状況を確認することはできなかったが、第６－１－１層から出土

した可能性が高い。これは手焙形土器であり、庄内式後半に属すると思われる。さらに、図化していな

いが、木１の取り上げ後、掘り残していた部分を掘削して得られた土器の中に、庄内形甕の細片が１片

含まれていた。これについても出土層準を特定することはできなかったが、この時に掘削した層準を考

慮すると、第６－１－１層に含まれていた可能性がある。

図 44・45 － 94 ～ 117・119 ～ 127 は、第６－１－１層よりも下位から出土した土器である（41

溝下層出土土器）。このうち、117 は第６－１－２層上部から出土した。細片のため不明な点もあるが、

弥生時代後期後半～庄内式期前半に属する手焙形土器と思われる。また、その他の土器は第６－１－

３・５層から出土したが、掘削時には第６－１－４層の存在に気づかなかったため、それぞれの層準に

含まれていた土器を分離することはできない。94 ～ 104 は壺である。94 は二重口縁壺で、口縁部外

面に沈線５条と円形竹管文、屈曲部に刻目を施している。また、頸部と体部の境にも刻目が施されてい

る。西村（2008）の編年では後期後半中段階に属する。95 も二重口縁壺であり、口縁部外面には円形

浮文、口縁部内面に円形竹管文が施されている。なお、この土器は生駒山西麓の胎土でつくられている。

これについても後期後半中段階に属する。96 ～ 100 は広口壺である。このうち、96 は後期後半中段

階、97・98 は後期後半中～新段階に属すると思われる。なお、97 の口縁端部外面には円形浮文が貼

り付けられている。99 は後期後半古～中段階に属する可能性がある。103・104 は壺の体部片であり、

その形態から考えて、細頸壺ないし細頸直口壺であったと想定される。102 は長頸壺である。後期前

半に属し、寺沢　薫・森井貞雄（1989）編年の河内Ⅴ－２～３様式に含まれる。107 は壺の口縁部か

と考えられるものである。外面はハケメの後、口縁部にナデを施し、その上からヘラ状工具によってタ

テ方向の調整をおこなっている。焼成は良好でかたくしまっており、内外面とも赤褐色を呈する。胎土

には石英・長石のほか、黒色の岩片ないし鉱物を含む。111 は壺の底部である。生駒山西麓の胎土で

つくられているが、含まれる砂礫はやや細粒である。112 も壺の底部と思われる。101・105・106 は

甕の口縁部である。また、116 は甕の底部と思われる。109 は把手付の台付鉢である。外面調整はタ
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テ方向のヘラミガキ、内面調整は大半がヘラミガキで、底面付近および脚台部内面はナデである。また、

口縁端部には内外面ともに刻目、把手部には２列の刺突文が施されている。脚台部の円形スカシ孔の数

は 12 個である。なお、この土器は生駒山西麓の胎土でつくられており、時期は弥生時代後期前半である。

108・119 は鉢の口縁部、110・113・115 は鉢の体部下半から底部の破片である。114 は甕ないし鉢

の底部であり、生駒山西麓の胎土でつくられている。120 は高杯の口縁部である。内外面ともヨコ方

向のヘラミガキの後、タテ方向のヘラミガキを施している。121 ～ 127 は高杯脚部である。このうち、

123 の時期は後期前半であり、他は後期後半と思われる。
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64 65
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０ 20㎝（１：４）

図 42　14 －１－ 3 区　第６－１ａ層下面　41 溝　上層出土遺物
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第６－１－３・５層出土土器は、後期前半に属するものが少量含まれるものの、多くは後期後半に

属するものである。これらの編年的位置づけについては今後の検討を要するが、おおむね西村（2008）

の後期後半中段階までの土器によって構成されると思われ、１区の 40 土坑出土土器よりも古い様相を

示すと思われる。ちなみに、調査指導していただいた森岡秀人氏からは、氏のⅤ－４～５に属するもの

だけでなく、120 のようにⅤ－６と思われるものも含まれる、との御教示をいただいた。

さて、41 溝からは大型植物遺体と昆虫遺体が得られたため、それらについても分析をおこなった（第

６章第４・５節）。まず、第６－１－２層上部（ｇ－ｇ’：10）からは、長さ約６ｍ、直径 40 ～ 60 ㎝

の幹材が出土した（木１、図 38・図版５－２）。これは溝の主軸に対してやや斜交する形で横倒しにな

っていた。太さから考えて東側が根元の方向になるが、調査範囲外にのびており、根元の状況は確認で

きなかった。また、先端方向は腐食していたが、西側上段の緩斜面上にも部分的に遺存していたため、

本来は溝の肩部付近まで存在していたと考えられる。樹幹の表面の遺存状況はあまりよい状態でなく、

下を向いていた側は比較的良好に残存していたものの、上を向いていた側は劣化が進行していた。また、

木の表面には加工を施した形跡は認められず、枝も一部残存していた。この木が出土した第６－１－２

層上部は泥質堆積物であり、静水域で堆積したと考えられるため、こうした大きな木が遠方から流され

てきた可能性は低い。一方、第６－１－６層（同：15）からは、枝材・種実・葉などの植物遺体とともに、

樹皮が残存する年輪数 10 本の幹材が出土した（木２、図版５－２）。これについては、他の植物遺体

０ 20㎝（１：４）
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図 43　14 －１－ 3 区　第６－１ａ層下面　41 溝　中層出土遺物
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０ 20㎝（１：４）
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図 44　14 －１－ 3 区　第６－１ａ層下面　41 溝　下層出土遺物（１）
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とともに流されてきた流木と考えられる。このほか、第６－１－３～６層から出土した流木（幹材）を

２点採取した（木３・４）。これらの木の樹種は、すべてコナラ属クヌギ節であった。さらに、調査区

南壁では、第５－３－２層段階に打設されたと考えられる杭が１点検出された（図 38）。その樹種はヤ

ナギ属であった。また、第６－１－２層からは、付近から流されてきたと考えられる杭材が１点出土し

た。その樹種はコナラ属クヌギ節であった。

また、図 40：ｇ－ｇ’ の№１～３から堆積物を採取して水洗選別し、大型植物遺体と昆虫遺体を採

取した。大型植物遺体の同定は№１（第６－１－５層）のみ実施し、昆虫遺体の同定はすべての試料で

実施した。大型植物遺体のうち、最も多く出土したのは抽水植物のホタルイまたはイヌホタルイ・ウキ

ヤガラであり、浮葉植物のヒルムシロ属もやや多く含まれていた。また、コナラの幼果、コナラ属の芽、

ブナ科の果皮破片も含まれていた。栽培植物・利用植物としてはクリの果皮破片、イネの頴破片が検出

されている。多産した抽水植物・浮葉植物の生態から考えて、第６－１－５層の段階には水深が 0.5 ～

１ｍ程度で緩い水流があり、岸に向かって抽水植物が繁茂できる浅瀬があったと推定される（第６章第

４節）。また、昆虫遺体については、ヤマトトックリゴミムシ、マメガムシといった池沼や湿地に生息

するものや、シジミガムシの一種のような流水域に生息するものが検出された。これらは、大型植物遺

体から推測される 41 溝の古環境と整合的である。一方、食葉性コガネムシであるマメコガネも検出さ

れており、周辺に明るい草原環境が広がっていたと推定される（第６章第５節）。

さらに、木１に関しては、最も保存状況のよい部分をチェーンソーで切断して取り上げ、酸素同位体

比年輪年代測定をおこなった（第６章第３節）。この木の残存年輪数は、118 本である。樹皮は腐食し

て残っていなかったが、外側の年輪 50 本分は中心部分と比べて柔らかく、辺材の可能性がある（139

ページ写真２参照）。最外年輪の年代は AD114 年であった。なお、木２は年輪数が 10 本しかなかった

が、樹皮が残っていたため、枯死年を明らかにするための試みとして、酸素同位体比の季節変化に着目

117 118

119

120

121 122 123

124 125 126 127

０ 20㎝（１：４）※117 は第６－１－２層上部出土。

※118 は中層出土遺物に含まれる可能性が高い。

図 45　14 －１－ 3 区　第６－１ａ層下面　41 溝　下層出土遺物（２）
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した検討をおこなった。結果的には年代を決定することはできなかったが、年輪数 10 本程度の試料の

年代を明らかにするための方法について、課題を整理することができた。

61 溝は、幅 4.0 ～ 5.0 ｍ、深さ 1.1 ｍで、西南西→東北東方向にのびていた。また、その南側の肩

に沿って段があり、幅 2.0 ｍの範囲が溝の中心部に向かって緩やかに傾斜していた。これは 61 溝掘削

時に人為的に形成されたものであり、41 溝上段の緩斜面に連続する。この溝と 41 溝との関係は調査

範囲の制約で明確にできなかったが、この溝の南側に造成された段と 41 溝上段の緩斜面との関係から

みて、両者は同時に存在していた可能性が高く、位置関係および規模の違いから考えて、この溝が 41

溝から分岐していたと考えられる。

なお、この溝の北側については同様の段は検出されなかったが、３区北半の北壁・東壁断面（図

10・11）を観察したところ、以下のとおり、61 溝造成時に人為的に加工されたことを示す証拠が得ら

れた。おそらく調査範囲外に段差が存在し、61 溝の北側肩部と 41 溝の東側肩部に沿って平坦面が存

在していたと推定される（図 41）。

３区東壁断面（図 11：上段）では、61 溝の北側肩部の周囲に 5B5/1（青灰色）中砂～粗砂混じり

シルト質極細砂が堆積していた。この中にはシルトブロックが含まれており、上面がやや盛り上がっ

ていた。これに関しては、61 溝掘削時に施された盛土の可能性が高く、第６－１－８層に対比したい。

128

129
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131
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133

134 135 136 137

138 139 140 141

０ 20㎝（１：４）

図 46　14 －１－３区北半　第６－１ａ層下面　61 溝　出土遺物
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また、３区北壁断面（図 10）では、第６－２ａ層と第６－１ａ層の間に砂が堆積していた。その層厚は、

41 溝に接すると考えられる西端付近で厚くなっており、この砂が 41 溝から供給されたことを示して

いる。この砂は第６－１－８層（盛土）の上に堆積していた可能性が高く、第６－１－７層に対比した

い。さらに、この部分の第６－１ａ層の直下には極細砂～シルトブロックと第６－１－７層起源の砂が

混じる地層があり、第６－１ａ層下部とした。

61溝内の堆積層は41溝とは異なっていた（図39：Ｂ－Ｂ’）。両者間の層序対比の手がかりとなるのは、

二つの砂層（Ｂ－Ｂ’ の２・７層）である。後述するように、２層の上位層準（同１層）からは、弥生

時代後期後半に属する土器片がまとまって出土した。41 溝においては、弥生時代後期前半～後半の土

器が第６－１－３・５層からまとまって出土しており、２層が第６－１－４層、７層が第６－１－７層

に対比できる。以下、これをふまえて、この溝内の堆積層を整理する。まず、前述した第６－１－４層

の上位に堆積していた地層（同１層）は、砂や有機物薄層を挟在するシルトであり、第６－１－３層に

対比したい。第６－１－４層の下位には、有機物薄層を挟在するシルト（暗色帯）が堆積していた（同

３層）。この層準は、41 溝とは層相が異なるが、第６－１－５層に対比できる。その下の層準（同４～

６・８層）は極細砂～シルトブロックと砂が混じっており、人為的に埋め戻された地層の可能性がある。

この地層は第６－１－６層に対比したい。その下の砂層（同７層）は、前述のとおり、第６－１－７層

に対比される。それよりも下位の地層は第６－１－８層に対比されるが、これは加工時形成層と機能時

堆積層に細分できる。Ｂ－Ｂ’ 断面部分においては、前者は南側肩部付近で確認され（同 12 層）、その

上面に肩部が崩落して生じたブロック（偽礫）がのっていた。後者は植物遺体を多く含む砂混じりシル

トであり（同９・10 層）、それらと前者の間には粗砂～極粗砂層が存在していた（同 11 層）。

図 46 は、61 溝の第６－１－３層から出土した土器である。128 は、調整からみれば甕と共通するが、

口縁部や体部の形態からすれば、広口壺と思われる。129 は広口壺、130 は脚付直口壺である。131

は鉢の口縁部と考えられる。132・136 は高杯である。133 は甕である。134・135・138 は甕の底部

と思われるもので、139 は鉢底部、140・141 は壺底部である。これらはいずれも弥生時代後期後半に

属する。

61 溝では第６－１－８層上部（同９層）から堆積物を採取して水洗選別し、大型植物遺体同定と昆

虫遺体同定を実施した（図 39）。大型植物遺体には、抽水植物のヘラオモダカとセリ、湿地に生息する

ゴウソ近似種を含むが、浮葉植物は含まれておらず、水深が 41 溝よりも浅かった可能性が指摘されて

いる（第６章第４節）。また、昆虫遺体としては、コガシラナガゴミムシ、セマダラコガネなどが検出

された（第６章第５節）。さらに、水洗選別試料の中から小さな枝材（直径５㎜程度）を抽出し、放射

性炭素年代測定（AMS 法）を実施した（PLD － 32044）。その較正年代（２σ）は 161-132calBC（6.6％），

117calBC -5calAD（88.8％）であった（第６章第２節）。これは、弥生時代中期後葉～後期初頭頃にあたる。

さて、14 －１の東にあたる UR 第４・５・９次・80 －３次・辻本商店跡地調査地では、「大溝」が

検出されているが、その時期や性格は確定できていない。図 41 は、これらと 41・61 溝の関係を示し

たものである。一見してわかるように、61 溝は UR 第９次調査地（永島編，1980）の SD19、UR80

－３次調査地（大庭編，2000）の SD01 に連続する。UR 第９次調査の報告書の記載・写真図版を検討

したところ、SD19 の最下層は 61 溝の第６－１－８層と対比できることが判明した（図 40 下段）。また、

永島編（1980）の図版 11 下段の写真には、図化された部分よりも上位に、61 溝の第６－１－３～５

層と酷似する堆積物が写っている。一方、UR 第９次調査地の SD09 は、61 溝＝ SD19 に合流していた
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と思われる。報告書の記載から、この溝の最下層は 61 溝の第６－１－８層に対比できる（図 40 下段）。

ただし、これらの溝において第６－１－８層の上位に堆積していた地層は、61 溝とは異なっている。

SD09・19 においては、部分的に葉理のみられる砂礫が厚く堆積していた。これは、61 溝Ｂ－Ｂ’ 断

面の第６－１－７層に対比されると思われ、Ｂ－Ｂ’ 断面でみられた第６－１－５層は存在しない。こ

うした堆積過程の違いは、SD09 の性格に起因すると思われる。位置関係からみて、この溝は UR90 －

13 次調査地で検出された流路（NR601）から取水していた可能性が高い（図 41）。SD09・19 におけ

る第６－１－７層の状況は、河川の増水に伴って運搬されてきた砂礫によって SD09 が埋没するととも

に、それと合流していた SD19（＝ 61 溝）の下流部にも大量の砂礫が流れ込み、その溝も機能しなく

なったことを示している。一方、SD19 の上流部には、砂がそれほど厚く堆積しなかったため、溝の痕

跡が凹地となって残存した。その部分は人為的に埋め戻され、最後に残った浅い凹地も泥質堆積物によ

って完全に埋積されたと考えられる。

以上の所見を総合すると、これらの溝の変遷過程は以下のように整理できる。41 溝・61 溝（＝

SD19）・SD09 はほぼ同時に掘削された。後述するように、41 溝が第６－２ａ層関連遺構を切ってい

ることや、61 溝の第６－１－８層出土試料の較正年代、41 溝下層出土土器の時期などからみて、掘

削された時期は中期末～後期初頭と思われる。41 溝は、機能時には水深が 0.5 ～１ｍ程度あったと推

定され、41 溝だけでなく SD09 から取水する 61 溝（＝ SD19）も一定程度の水深があったと考えられ

る。ところが、SD09 と 61 溝（＝ SD19）の下流部は第６－１－７層（後期前半？）によって埋没し、

それ以降は 41 溝だけが残存した。41 溝は後期後半までは機能していたが、徐々に埋没して浅くなり、

第６－１－２層が堆積する頃には積極的に利用されなくなりつつあった可能性がある。その後、この溝

は湿地状となって有機物を多く含む泥質堆積物が累重するようになった。そして、古墳時代後期には痕

跡的に残った凹地が人為的に埋め戻され、平坦化が進行した。

次に、３区北半におけるその他の遺構について説明する。ここで検出された遺構としては、42・53

溝が特筆される（図 37）。42 溝の規模は幅 1.5 ～ 2.5 ｍ、深さ 0.3 ～ 0.6 ｍである（図 47）。この溝

は環状にめぐっていることや、溝で囲まれた内側の部分が方形を呈することから、方形周溝墓の周溝と

推定される（方形周溝墓１）。東側が調査範囲外にのびているが、四辺とも長さがほぼ同じと考えれば、

その規模は１辺約８ｍと推定される。この墓の墳丘は第５－１ａ層段階および第４－３ａ層段階に大き

く削られており、盛土や埋葬施設は遺存していなかった。また、53 溝は幅 2.0 ～ 4.0 ｍ、深さ 0.4 ｍ

である。この溝は 42 溝に連結しており（図 48：Ｄ－Ｄ’）、両者によって囲まれる範囲も方形を呈する

可能性が高いことから、方形周溝墓１の北東側にも方形周溝墓の存在が想定できる（方形周溝墓２）。

42 溝の断面（図 48）をみると、それぞれ若干の違いはあるものの、最下部は加工時形成層であり、

その上位にシルト～極細砂ブロック混じりの砂～泥層が 0.1 ～ 0.2 ｍほど堆積した後、層厚約 0.2 ｍの

土器を多く含む地層（Ｃ－Ｃ’ の１・２層、Ｄ－Ｄ’ の１～３層、Ｅ－Ｅ’ の１・２層、Ｆ－Ｆ’ の１層）

が堆積したことがわかる。それらの地層においては、土器は下部を中心に分布しており、上部には細片

が少量含まれる程度であった。なお、方形周溝墓１の北辺を画する部分に関しては、２本の溝に分岐し

ているようにみえる（Ｃ－Ｃ’）が、これらは加工時形成層（同６・７層）によってほぼ埋没しており、

機能時には浅いくぼみになっていたと思われる。

次に、42 溝の土器出土状況をみていきたい（図 47）。土器集中部には、取り上げ時に便宜的に番号

をつけた（集中部１～ 12）。土器に付した番号は土器実測図（図 49 ～ 52）の番号に対応する。これ
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らのほとんどは弥生時代後期後半に属するものであるが、庄内式期・古墳時代前期に属するものも若干

含まれている（図 47 において太字で表示したもの）。後者の時期に属する土器は復原が困難なものが

多く、破片の状態の実測図しか掲載していないものがほとんどであるが、実際には１個体が横倒しにな

った状態で出土したものが含まれる。これらは弥生時代後期後半の土器と層位的には区別できなかった

が、集中部８の布留形甕（151）は、周囲の弥生時代後期後半の土器よりも若干高い位置から出土した。

土器は、53 溝との連結部に集中して分布していたほか、西辺・南辺では、１～２ｍ間隔で点々と土

器集中部が認められた。こうした分布状況からみて、土器の多くは人為的に溝内に遺棄されたと思われ

る。前述したように、これらの土器は、加工時形成層の上面に層厚 0.1 ～ 0.2 ｍの砂～泥層が堆積した

後に遺棄されている。この砂～泥層の堆積期間は不明であるが、墳丘築造後、若干時間が経過してから

土器が遺棄されたと思われる。周溝内への土器の遺棄は、葬送儀礼と関連した行為の可能性が高く、方

形周溝墓の時期は弥生時代後期後半と考えられる。なお、土器が遺棄された後は、埋積がゆっくりと進

行し、庄内式期や古墳時代前期にも周溝が土器の廃棄場所として利用された。

次に、42 溝から出土した土器について説明したい（図 49 ～ 52）。142 ～ 145 は、それぞれ集中部

１～４から出土したもので、いずれも甕である。147・152 は、集中部５から出土した鉢と高杯である。

146・148 は、集中部６から出土した甕と壺である。149・153 は集中部７から出土した。前者は甕の

底部である。また、後者も甕であり、ほぼすべての部位の破片が存在していたが、上半部と下半部が接

合できなかったため、別々に実測した。なお、この土器は底面にもタタキ痕がみられる。以上の土器は、

いずれも後期後半に属するものである。150・151・154 は集中部８から出土した。このうち 151 は

布留形甕で、横倒しになった状態で出土したが、取り上げ時に細片にわかれてしまい、接合できなかっ

たので、口縁端部のみ断面実測した。150 は鉢、154 は高杯の脚部であり、いずれも弥生時代後期後

半に属する。

155 ～ 175 は集中部９から出土した。167 は庄内形甕の口縁部であるが、これ以外の土器は弥生時

代後期後半に属する。155・156・158・160・166 は甕である。166 は遺存状況が悪いが、外面には

タタキの痕跡が認められる。165 は甕の体部で、外面に矢羽根状のタタキが施されている。157・159

は広口壺であり、後者の口縁部には打ち欠きが認められる。161 は直口壺である。この壺は体部下半

が完存しているにも関わらず、底部のみが失われている（図版 19）。その破断面の形状からみて、底部

が人為的に打ち欠かれた可能性が高い。163 は長頸壺である。162 は高杯である。杯部には焼成後の

穿孔が認められる。164・168・169 は鉢の口縁部、171 は鉢の体部下半である。胎土からみて、168

と 171 は同一個体と思われる。また、168 の口縁部破片の中には端部の反り具合が異なるものが含ま

れており、片口の鉢であった可能性がある。170・172 ～ 175 は底部である。

181・182 は集中部 10 から出土した。181 は鉢、182 は高杯の脚部である。いずれも弥生時代後期

後半に属する。なお、この集中部からは布留形甕が横倒しになった状態で出土したが、遺存状況がきわ

めて悪く、取り上げられなかった。176・177 は集中部 11 から出土した。後者は布留形甕である。前

者は広口壺で、弥生時代後期後半に属する。178・179・183・184 は集中部 12 から出土した。178 は壺、

179 は細頸壺の頸部、184 は高杯である。これらは庄内式期に属する可能性がある。183 は弥生時代

後期後半に属する高杯である。180 は、集中部 13 から出土した弥生時代後期後半に属する甕である。

185 ～ 191 は集中部８・９西半・13 付近の掘削中に出土した高杯である。186 は古墳時代前期のも

のと思われるが、他は弥生時代後期後半に属する。また、192 ～ 196 は、集中部 10・12 の南側を「52
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溝」と仮称して掘削し始めた段階に出土したものである。192 は、布留式新段階に属する布留形甕で

ある。193 は直口壺の口縁部、194 は高杯、196 は細頸壺の口縁部であり、弥生時代後期後半に属する。

195 は矢羽根状タタキの施された甕の体部片であり、165 と同一個体と思われる。

60 落ち込み・63 溝・62・64 土坑は、61 溝南側の緩斜面で検出された遺構である（図 37）。60 落

ち込みの規模は、長さ 1.8 ｍ、幅 0.6 ｍ、深さ 0.1 ｍである（図 53：Ｔ－Ｔ’）。ここからは、図 60 －

215 の底部が出土した。63 溝は長さ 2.5 ｍ、幅 0.7 ｍ、深さ 0.1 ｍであり（図 53：Ｖ－Ｖ’）、61 溝

に合流していた。62 土坑は直径 0.5 ｍ、深さ 0.1 ｍである（図 53：Ｕ－Ｕ’）。ここからは、図 60 －
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152

０ 20㎝（１：４）

図 49　14 －１－ 3 区北半　第６－１ａ層下面　42 溝　出土遺物（１）
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216 の底部が出土した。これらの遺構の埋土には、シルトや砂のブロックを多く含んでおり、人為的

な遺構の可能性が高い。ただし、61 溝に合流する 63 溝以外の遺構に関しては、61 溝との関係は不明

である。一方、64 土坑の規模は直径 0.6 ｍ、深さ 0.3 ｍである（図 53：Ｗ－Ｗ’）。最下部に加工時形

成層が存在するものの、大半は葉理のみられるシルト～中砂で充填されていた。この堆積物は第６－１

－４層に対比され、この遺構の帰属面は第６－１－５層上面と考えられる。

55 落ち込みは、61 溝南側の緩斜面と 53 溝の間で検出された不整形の落ち込みであり、深さは 0.1

ｍである（図 53：Ｐ－Ｐ’）。埋土中からは土器の細片が多数出土したが、遺構の下面は不明瞭であり、

人為的な遺構ではない可能性が高い。図 60 － 211 ～ 214 は、55 落ち込みから出土した遺物である。

211 は二重口縁壺で布留式新相に属する。212・213 は高杯で、前者は布留式に属するものである。

214 は緑色片岩製の石包丁であり、本来は第６－２ａ層に含まれていたものであろう。

57・58・59 溝は 61 溝・41 溝・42 溝に囲まれた部分で検出された。いずれも幅 0.2 ～ 0.3 ｍ、深

さ 0.05 ～ 0.1 ｍであり、本来は一連の溝であった可能性もある（図 53：Ｑ－Ｑ’・Ｒ－Ｒ’・Ｓ－Ｓ’）。

当初、竪穴建物の壁溝の痕跡の可能性も考えて調査を進めたが、柱穴などは存在しておらず、その可能

性は低いと判断した。

51 溝は、41 溝上段の緩斜面で検出された（図 37）。その規模は、長さ 3.8 ｍ、最大幅 0.8 ｍ、深さ

0.2 ｍである（図 54：Ｋ－Ｋ’）。41 溝との関係は不明瞭であるが、平面では 41 溝の輪郭を切ってい

るようにみえたため、少なくとも 41 溝上段の緩斜面が若干埋まってから掘り込まれたと思われる。

48 溝は、41 溝上段の緩斜面に連結していた（図 37）。その規模は、長さ 3.2 ｍ、幅 1.3 ｍ、深さ
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図 51　14 －１－ 3 区北半　第６－１ａ層下面　42 溝　出土遺物（３）
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図 54　14 －１－３区北半　第６－１ａ・２ａ層下面　検出遺構断面図（２）
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0.1 ｍである。下面が不明瞭な部分もあるが、埋土はシルト質極細砂と細砂がブロック状に混じるもの

であり（図 54：Ｍ－Ｍ’）、人為的に掘削された可能性が高い。

46 土坑は、３区北半の南端で検出された。その規模は長径約４ｍ、短径 2.8 ｍ、深さ 0.05 ｍである（図

54：Ｌ－Ｌ’）。当初、中央部分の炭化物が多く含まれる部分を別の溝と考えていた（45 溝）が、掘削

を進めるにつれて炭化物集中部が当初の想定以上に広がることが判明し、両者の区分が不明瞭になった

ため、最終的には同一の遺構と判断した。この遺構からは古墳時代前期の土器がまとまって出土してお

り、41 溝の第６－１－１層段階に掘削された遺構と考えられる。

図 55 には、46 土坑から出土した土器を示した。このうち 197 ～ 206 は、当初「45 溝」ととらえ

た中央部の炭化物集中部から出土したものである。197・198 は布留形甕の口縁部である。199 は複合

口縁壺の破片の可能性がある。200 ～ 206 は高杯である。207 ～ 210 は、炭化物集中部の周辺から出

土したものである。207・208 は布留形甕の口縁部、209 は鉢、210 は高杯の脚裾部である。このうち、

210 は弥生時代後期後半に属するが、その他は米田（1991）編年の布留式期Ⅱ～Ⅲに属すると考えら

れる。

次に、３区南半で検出された遺構について説明したい（図 38）。41 溝の西側からは、113 溝・114

～ 116・118・119 土坑のほか、不整形な落ち込みが多数検出された（103・104 ・108 ～ 112 落ち込み）。

113 溝は 41 溝肩部に平行して南北方向にのび、41 溝が向きを北西に変える部分の手前で収束して

いた。その規模は、幅 0.9 ｍ、深さ 0.3 ～ 0.4 ｍである。この溝は肩部が２段になっている部分が認め

られ、埋土は３層に細分された（図 56：Ｚ－Ｚ’）。

118 土坑は、113 溝と 41 溝に挟まれた部分から検出された。その規模は直径 0.5 ｍ、深さ 0.2 ｍである。

その埋土の最下層は極細砂～シルトブロックと中砂～細砂が混じるものであるが、ブロックが帯状に配

列する傾向があり、その堆積には水の営力が働いた可能性がある（図 56：ｄ－ｄ’）。その性格は不明

であるが、41 溝と関連する遺構であった可能性も考えられる。

113 溝の西側からは、深さ 0.1 ～ 0.3 ｍの不整形な落ち込みが密集して検出された。そのうち最も

大きなものは 108 落ち込みであり、そこから溝状に張り出す部分を 104・105・109 落ち込みとした。

197
198

199
200

201 202

203 204

205 206

207 208

209
210

０ 20㎝（１：４）

図 55　14 －１－ 3 区北半　第６－１ａ層下面　46 土坑　出土遺物
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112 落ち込みは109落ち込みと一連のものである可能性が高い。これらの平面形は不整形であるものの、

加工時形成層と思われる極細砂～シルトブロックの混じる地層が最下層に認められること（図 56：Ｘ

－Ｘ’・Ｙ－Ｙ’）、109 落ち込みのように底面が局所的に深くなる部分が存在すること（同：Ｙ－Ｙ’）

などから、人為的に掘削された可能性が高い。また、103・110・111 落ち込みは 108 落ち込みの南側

に位置しており、本来は 108 落ち込みと一連のものであった可能性がある（103 落ち込みの断面は図

57：Ｖ－Ｖ’）。なお、103 落ち込みからは弥生時代後期後半の土器片がまとまって出土した（図版６－２）。

このうち、図化できたものには図 60 － 217 の甕、219 の高杯がある。さらに、109 落ち込みからは

218 の高杯が出土した。これも弥生時代後期後半に属するものである。

これらの落ち込みの周辺からは 88・114 ～ 116 土坑、102 溝が検出された。このうち、114 ～ 106

土坑は深さが 0.05 ｍ程度であり、本来は 108 落ち込みと一連の遺構であった可能性がある。88 土坑

は西半が攪乱によって破壊されていたが、長径 1.8 ｍ、短径 1.1 ｍ、深さ 0.2 ｍと推定される。埋土は

２層にわかれ（図 57：Ｔ－Ｔ’）、このうち下層は加工時形成層と考えられる。119 土坑は、110 落ち

込みを切っていた。その規模は直径 0.6 ｍ、深さ 0.2 ｍである。埋土は２層にわかれ（図 56：ｅ－ｅ’）、

下層は加工時形成層と考えられる。102 溝は、108 落ち込みの西側で検出されたものである。その南側

は攪乱にあたっているため、本来の長さや 108 落ち込みとの関係は不明である。深さは 0.2 ｍで、断

面形状は逆台形を呈していた（図 57：Ｕ－Ｕ’）。

103 落ち込みと 104 落ち込みに挟まれた部分からは 106 土坑状変形が検出された。これは地震に伴

って生じた変形構造の一種と考えられる（松田・井上，2005；井上，2008）。これは 103・104 落ち

込みに切られており、それらの形成以前に発生した地震によって生じたと思われる。そのすべり方向は

南西→北東である（図 57：Ｗ－Ｗ’）。なお、この類例は３区南半のすぐ南に位置する 12 －１－３区か

ら３つ検出されており、検出層準が同一であることから、同じ地震によって形成されたと推定される。

３区南半の中央部からは、67・68・79・97 ～ 99 溝、65・66・72・73・80・101 土坑、76 柱穴、

71・74・83 ～ 87・89 ～ 96・100・107 小穴、69・70・75 落ち込み、78 土坑状変形が検出された。

79 溝は南南西－北北東方向にのびる溝であり、幅は 0.2 ｍ、深さは 0.2 ｍである。埋土は２層にわ

かれ（図 59：Ｎ－Ｎ’）、このうち下層は加工時形成層と考えられる。また、上層は現状で 0.05 ｍ程度

しかないが、これは溝の上部が大きく削られているためで、本来の姿ではないと思われる。

67 溝は南西－北東方向にのびる溝であり、68 溝および 122 落ち込みを切っていた（68 溝との関係

は図 59：Ｄ－Ｄ’ 参照）。また、その南西端は 66 土坑に連結していた。また、北東端は不明瞭になっ

ているが、これは上部が削られていることと、すぐ東にある攪乱の影響によるものである。67 溝の幅

は 0.2 ～ 0.5 ｍ、深さは 0.2 ～ 0.3 ｍ、68 溝の幅は 0.2 ｍ、深さは 0.1 ｍである（図 59：Ｃ－Ｃ’）。

66 土坑の規模は長径 1.6 ｍ、短径 1.4 ｍ、深さ 0.5 ｍである。埋土は３層にわかれ、最下部は加工時

形成層と考えられる（図 59：Ｂ－Ｂ’）。また、上部・中部には極細砂～シルトブロックが混じっているが、

それらは帯状に分布する傾向があり、水の営力により極細砂～シルトブロックを含む砂～泥が流入して

埋没したと想定される。この遺構は水溜として機能し、67 溝はそこに貯留した水を北東方向に導くた

めのものであった可能性が考えられる。

97 ～ 99 溝は長さ 0.6 ～ 1.0 ｍ、幅 0.2 ～ 0.3 ｍ、深さ 0.05 ｍの小規模な溝である（図 58：Ｒ－Ｒ’・

Ｓ－Ｓ’）。後述する 83 ～ 96・100 小穴に近接しており、規模も類似しているが、小穴列よりもやや長

さが長く、向きが異なる。
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１．2.5Y3/1　黒褐　中砂～粗砂混じりシルト質極細砂（主体）に極細砂～シルトブロックが若干混じる（66土坑）
２．2.5Y2/1　黒　シルト（主体）に7.5Y7/1　灰白　極細砂ブロックが混じる（66土坑）
３．7.5Y7/1　灰白　細砂～中砂がブロック状を呈する（66土坑、加工時形成層）

Ｃ－Ｃ'
１．2.5Y4/1　黄灰　細砂～中砂混じり
  　極細砂質シルト　見かけ上塊状（68溝）
２．2.5Y4/1　黄灰　極細砂質シルト（主体）と
  　7.5GY7/1　明緑灰　極細砂ブロックが混じる（68溝、加工時形成層？）
３．2.5Y4/1～3/1　黄灰～黒褐　細砂～中砂混じりシルト
  　7.5GY7/1　明緑灰　極細砂ブロックが若干混じる（67溝）
４．2.5Y4/1～3/1　黄灰～黒褐　極細砂～シルト（主体）と
  　7.5GY7/1　明緑灰　極細砂ブロックが混じる（67溝、加工時形成層？）

Ｄ－Ｄ'
１．2.5Y3/1　黒褐　細砂～中砂混じり極細砂質シルト
  　7.5Y7/1　灰白　極細砂ブロック混じる（67溝）
２．2.5Y2/1　黒　細砂～中砂混じりシルト
  　最下部に7.5Y7/1　灰白　極細砂～細砂ブロック混じる（67溝）
３．2.5Y4/1　黄灰　細砂～中砂混じり極細砂質シルト
  　7.5Y7/1　灰白　極細砂ブロック混じる（68溝）
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１．2.5Y3/1　黒褐　細砂～中砂混じりシルト質極細砂
  　下部は7.5Y7/1　灰白　細砂とブロック状に混じる　下面は不明瞭（70落ち込み）

Ｇ－Ｇ'
１．2.5Y4/1　黄灰　細砂～中砂混じり
  　シルト質極細砂　下部に5Y7/1
  　灰白　極細砂～細砂ブロック含む
  　（71小穴、加工時形成層）
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１．2.5Y3/1～2/1　黒褐～黒　中砂混じり極細砂質シルト
  　シルトがブロック状を呈する部分あり　下部を中心に
  　7.5GY7/1　明緑灰　極細砂ブロック混じる（72土坑）
２．2.5Y3/1　黒褐　極細砂質シルトブロックと
  　7.5GY7/1　明緑灰　極細砂～中砂ブロックが混じる
　　（72土坑、加工時形成層？）

Ｉ－Ｉ'
１．2.5Y3/1　黒褐　細砂混じり極細砂　見かけ上塊状（73土坑）
２．2.5Y3/1～2/1　黒褐～黒　極細砂（主体）に
  　7.5Y7/1　灰白　極細砂ブロック混じる（73土坑）
３．2.5Y2/1　黒　極細砂と7.5Y7/1　灰白　極細砂が
  　ブロック状に混じる（73土坑、加工時形成層）
４．7.5Y7/1　灰白　極細砂がブロック状を呈する
  　（73土坑、加工時形成層）

Ｊ－Ｊ'
１．2.5Y4/1～3/1　黄灰～黒褐　細砂質極細砂
  　10BG7/1　明青灰　細砂ブロック、
  　シルトブロック混じる（74小穴） Ｋ－Ｋ'

１．2.5Y4/1～3/1　黄灰～黒褐　細砂～中砂混じり極細砂
  　極細砂がブロック状を呈する部分あり　下面は不明瞭（75落ち込み）
２．N5/0　灰　シルト質極細砂　ブロック状を呈し、7.5GY7/1　明緑灰　極細砂と混じる
  　下面は不明瞭（第６－２ａ層下部？）

Ｌ－Ｌ'
１．2.5Y3/1　黒褐　細砂混じり極細砂
  　7.5GY7/1　明緑灰　細砂ブロック混じる
　 （76柱穴）
２．2.5Y3/1　黒褐　シルト質極細砂
  　シルトブロック混じる（76柱穴）

Ｍ－Ｍ'
１．2.5Y3/1　黒褐　中砂～粗砂混じりシルト質極細砂
  　シルト～極細砂がブロック状を呈する部分あり
  　下面は不明瞭（第６－１ａ層起源？、78土坑状変形）
２．5B7/1　明青灰　細砂～中砂（第７層起源、78土坑状変形）
３．2.5Y3/1　黒褐～N3/0　暗灰　中砂～粗砂混じり極細砂
  　下部を中心に5B7/1　明青灰　細砂～中砂のブロック含む
  　（第６－１ａ層起源、砂のブロックは第７層起源、78土坑状変形）

Ｎ－Ｎ'
１．2.5Y3/1　黒褐　細砂～中砂混じりシルト質極細砂
  　（主体）に　7.5Y7/1　灰白　極細砂～シルトブロック
　 が若干混じる（79溝）
２．2.5Y2/1　黒　細砂混じりシルト（主体）に
  　7.5Y7/1　灰白　極細砂～シルトブロックが混じる
     （79溝、加工時形成層？）

Ａ－Ａ'
１．2.5Y3/1　黒褐　細砂～中砂混じりシルト質極細砂（主体）に
  　7.5Y7/1　灰白　極細砂～シルトブロックが混じる（65土坑）
２．2.5Y2/1　黒　細砂混じりシルト（主体）に
  　7.5Y7/1　灰白　細砂～シルトブロック混じる
  　下部に細砂～シルトブロックが多く含まれる
　　（65土坑、加工時形成層？）
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65 土坑は、79 溝の西側から検出された。その規模は、長径 1.3 ｍ、短径 0.7 ｍ、深さ 0.4 ｍである。

埋土は２層に細分した（図 59：Ａ－Ａ’）。なお、その下層の下部には細砂～シルトブロックが多く含

まれており、この部分は加工時形成層として細分すべきであったかもしれない。また、上層にも極細砂

～シルトブロックが含まれており、人為的に埋め戻された可能性がある。

72・73 土坑は、いずれも南側が側溝にかかっていたが、大半は検出することができた。前者の規模

は直径 0.7 ｍ、深さ 0.1 ｍ、後者の規模は直径 0.6 ｍ、深さ 0.3 ｍである。前者の埋土は２層に（図

59：Ｈ－Ｈ’）、後者の埋土は４層に（図 59：Ｉ－Ｉ’）細分された。

80 土坑は、長径 0.5 ｍ、短径 0.3 ｍ、深さ 0.1 ｍである。埋土は細分しなかった（図 58：Ｏ－Ｏ’）が、

下部では極細砂がブロック状を呈して極細砂～細砂と混じっており、加工時形成層として区別すべきで

あったかもしれない。

101 土坑は、東側が攪乱により破壊されていた。推定される規模は、直径 0.6 ｍ、深さ 0.3 ｍである。

埋土は３層にわかれ、その最下層が加工時形成層と考えられる（図 58：Ｐ－Ｐ’）。

76 柱穴は、75 落ち込み埋土を掘削した後に、その底面から検出された。75 落ち込み埋土を除去し

てしまっていたので、両者の先後関係は断面では確認できていない。76 柱穴の規模は直径 0.3 ｍ、深

さ 0.35 ｍである。中央部に直径 0.1 ｍの細長い落ち込みが存在していたため、ここに柱が立っていた

可能性を考慮し、柱穴とした（図 59：Ｌ－Ｌ’）。ただし、周囲にはこれに組み合う柱穴はなく、建物

や柵の柱穴であった可能性は低い。

83 ～ 87・89 ～ 96・100・107 小穴はそれぞれ、直径 0.3 ～ 0.7 ｍ、深さ 0.05 ｍ以下～ 0.1 ｍの遺

構であり、南南西－北北東方向に並んでいた（図 58：Ｑ－Ｑ’）。100 小穴の南南西には 71 小穴（図

59：Ｇ－Ｇ’）が存在するが、これも一連の小穴列を構成する遺構の可能性が高く、100 小穴と 71 小

穴の間には２～３つの小穴が存在していた可能性もある。なお、84 小穴の南南西の攪乱に接する部分

では、暗色を呈する堆積物がわずかに落ち込んでいることが確認された。位置関係からみて、これも小

穴の一部であった可能性が高い。これらの小穴がきわめて浅い原因のひとつは、上部が削られているこ

とにあるが、周囲の溝・土坑の深さを考慮すれば、もともとあまり深い遺構ではなかったと思われる。

この小穴列の性格については、小規模な柵の痕跡の可能性を考えたい。なお、74 小穴もこれらの小穴

と同規模である（図 59：Ｊ－Ｊ’）が、小穴列からは外れた位置にあり、性格は不明とせざるを得ない。

69・70・75・122 落ち込みは、部分的には溝状を呈するものの、全体として不整形な遺構である。

深さは 0.05 ～ 0.1 ｍ程度である（図 59：Ｅ－Ｅ’・Ｆ－Ｆ’・Ｋ－Ｋ’）。東側が攪乱により破壊されており、

不確定要素はあるが、攪乱の東側にある 108 落ち込みなどと一連の遺構の可能性が高い。また、75 落

ち込みの東部は、幅が広くなっており、この部分に 104・105 落ち込みが接続していたと想定できる。

78 土坑状変形は調査区中央部に存在する攪乱のすぐ西で検出された。一部しか検出できなかったた

め、不明な点もあるが、断面観察できた部分（図 59：Ｍ－Ｍ’）は、変形の後方側にあたる可能性が高い。

これは、106 土坑状変形と同一の地震によって形成されたと思われる。

４．14 －１－３区における第６－２ａ層関連の遺構

　３区北半と南半の東部においては、第６－１ａ層下面の精査中に、第６－１ａ層起源の極細砂～シル

トブロックを埋土に含まない遺構も検出された。その埋土は第６－２ａ層起源のブロックと第７層の砂

が混じるものであった。また、これらは第６－２ａ層下部を切っており、第６－２ａ層の形成期間中に
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形成されたと考えられる。

　３区北半から検出されたのは、43・44・47 溝である（図 37）。これらはいずれも、南西－北東方向

にのびていた。３区南半周辺の第６－１ａ層下面における等高線（図 41）をみると、３区南半の南側

に位置する UR04 －２次調査地や 12 －１－３区付近から南西－北東方向にのびる高まりが存在してい

ることがわかる。３区南半のトレンチ２および 11 －１－１区における断面観察によって、この高まり

は第８－３－１層段階の 124 流路の充填堆積物および第７層によって形成されたことがわかっている。

これらの溝はこの高まりの縁辺に存在し、高まりの主軸とほぼ平行してのびていた。

43 溝の規模は、幅 2.0 ｍ、深さ 0.3 ｍである。この溝は 42 溝に切られていたが、切られている部分

の手前で幅が狭くなっており、42 溝にあたる部分で収束していた可能性が高い。また、後述する３区

南半ではこの溝の続きは検出されておらず、南側の調査範囲外で収束すると思われる。この溝の埋土は

３層に細分された（図 54：Ｈ－Ｈ’）。このうち、下層（同３層）は加工時形成層、中層（同２層）は

機能時堆積層と考えられる。なお、中層上部から上層（同１層）最下部には、弥生時代中期後葉に属す

る土器がまとまって含まれていた。特に、中層の上面に接する形で、広口壺の口縁部と高杯の杯部が、

口縁を下にして置かれたような状態で出土した（図版６－５）。また、その周辺には別個体の土器片も

存在していた。さらに、土器の周辺には、木本起源の炭化物片が多く含まれていた。こうした状況から

考えて、これらの土器は人為的に溝内に遺棄された可能性が高い。

図 61 には、43 溝から出土した遺物を示した。220 は広口壺である。口縁部外面には、２条の凹線

の中に櫛描列点文を施した後、円形浮文を貼り付けている。また、頸部には櫛描列点文、体部には簾状

文が施されている。この土器は生駒山西麓の胎土でつくられている。222 は広口壺の口縁部であるが、
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石材：緑色片岩
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図 60　14 －１－３区　第６－１ａ層下面　検出遺構出土遺物
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磨滅が著しく調整は不明である。224 は壺の底部である。221 は生駒山西麓の胎土でつくられた甕で

ある。外面にはタテ方向のヘラミガキが施されている。223 は甕であり、口縁部外面には、凹線を２

条施した上に刻目が施されている。また、体部外面はタテ方向のハケメの後、左上がりの粗いハケメが

施されている。後者のハケメの端は原体を押しつけて止めており、止めた部分が列点文のように並んで

いる。228 は甕の底部である。外面調整はハケメ、内面調整はヘラケズリである。225 は水平口縁を

もつ高杯である。227 は高杯脚台部、230 は高杯脚裾部である。前者は生駒山西麓の胎土でつくられ

ている可能性がある。また、後者に関しても胎土に角閃石を含むが、有色鉱物としては黒雲母がより

多く含まれている。229 は生駒山西麓の胎土でつくられた脚台部の破片である。これらの土器のうち、

220 は生駒山西麓の胎土でつくられた広口壺としては特異であるが、共伴した高杯の様相から、弥生

時代中期後葉、寺沢・森井（1989）編年の河内Ⅳ－３様式あたりに位置づけたい。

44 溝は 43 溝の北西側に位置しており、42 溝に切られていた（図 48：Ｇ－Ｇ’）。この溝の幅は 0.4

～ 0.9 ｍ、深さは 0.2 ｍである。埋土は２層にわけられ（図 54：Ｈ－Ｈ’・Ｉ－Ｉ’）、下層（Ｈ－Ｈ’ の

５層・Ｉ－Ｉ’ の３層）は加工時形成層と考えられる。また、上層（Ｈ－Ｈ’ の４層・Ｉ－Ｉ’ の２層）

は 43 溝の中層と類似しており、機能時堆積層と考えられる。また、こうした埋土の類似性からみて、

43 溝と 44 溝は同時に機能していた可能性がある。

47 溝は 44 溝の北西側に位置しており、42 溝と 41 溝に切られていた。44 溝とは異なり、42 溝の

北東側では検出されなかったが、これは削られて遺存しなかったのか、もともと 42 溝にあたる部分で

収束していたのかは、明確にできない。この溝の幅は 0.8 ～ 1.3 ｍ、深さは 0.2 ｍである。埋土は、第
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図 61　14 －１－ 3 区　第６－２ａ層下面　43 溝　出土遺物
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６－２ａ層起源の極細砂ブロックと第 7 層の砂が混じるものであった（図 54：Ｊ－Ｊ’）。

３区南半から検出された遺構としては、117・120 溝がある（図 38）。117 溝は 44 溝と同一の遺構

であり、41 溝に切られていた（図 56：ｂ－ｂ’）。この溝は３区北半の 47 溝に連続する可能性が高い。

３区北半（44 溝）では深さが 0.2 ｍあったが、この部分では深さが 0.1 ｍしかなく、加工時形成層し

か残存していなかった（図 56：ａ－ａ’）。また、120 溝は南南西－北北東方向にのびており、41 溝に

切られていた。その規模は、幅 0.4 ～ 1.3 ｍ、深さ 0.2 ｍであり、埋土は２層にわけられたが、いずれ

も第６－２ａ層起源の極細砂ブロックと第7層起源の砂によって構成されていた（図56：ｆ－ｆ’）。なお、

３区北半の 47 溝はこの溝の延長線上に位置しており（図 26）、両者は一連の溝であった可能性が高い。

５．トレンチ１・２における第８～９層関連の遺構

　次に、14 －１－３区に設定した下層確認トレンチ（トレンチ１・２）における状況を説明する。こ

れらの調査目的は、断面観察によって地層を記載し、堆積環境変遷を把握することにあった。その詳細

については第４章で述べたので、ここでは検出された流路について説明したい。

　トレンチ２からは、第８－３－１層段階の 124 流路が検出された（図 62 下段、断面は図 12・図版

１－８）。この流路は第８－３－２層を切って形成され、その流路充填堆積物は第８－３－１層であっ

た。その堆積物にはトラフ型斜交層理が認められため、クリノコンパスを用いて古流向を計測したとこ

ろ、すべて西南西→東南東方向であった。トレンチ南東隅では流路の肩部がわずかに検出されたが、そ

の向きも西北西－東北東方向であった（図 62）。この流路の上流部には、UR07 －３次Ⅱ区で検出され

た NR801 が存在する。この流路は第 10 ａ層形成前に出現し、最終的には第８－３層で充填されて埋

没した（小田木ほか，2009；井上編，2013：図 16）。この流路を充填する第８－３層は２層に細分で

き（井上編，2013：図 16 のア・イ）、これがトレンチ２の第８－３－１・２層に対応する可能性がある。

それぞれの流路の位置および層序からみて、124 流路は NR801 の最終段階に形成された分流路と推定

される。なお、この流路からは遺物は出土しなかったが、NR801 の第８－３－１層ないし第８－３－

２層からは、縄文時代晩期前半の土器片が出土した。後述する第９層関連の放射性炭素年代を考慮する

と、この土器は第８－３－１層に含まれていた可能性が高い。ここでは、124 流路の時期を縄文時代

晩期前半と推定しておきたい。

　トレンチ１からは第９－１－１ａ・２ａ層上面の 123 流路が検出された（図 62 上段、断面は図

12）。このトレンチは 123 流路の蛇行部を縦断する位置にあたってしまったが、流路の変遷過程は理

解することができた。第９－１－２ａ層上面段階には、流路の滑走斜面にあたる左岸側に氾濫堆積物が

堆積し、その部分のみ第９－１－１ａ層が形成された。その後、この流路は第８－３層によって埋積さ

れていく。断面の西側では第８－３層は上部と下部にわかれており、流路は第８－３層の堆積過程で側

方移動したと考えられる。この断面図では肩部は西へ移動しているが、平面的に考えれば、流路の中心

が右岸側へ移動し、流路の蛇行度が大きくなったと推定される。また、第９－１－２ａ層の下に堆積

した砂も西側と東側に下がっており、流路の蛇行部に堆積した砂と考えられる。この砂に関しては不

確定要素もあるが、第９－３－４層に対比され、第 10 ａ層上面の流路を充填する堆積物の可能性があ

る。したがって、この流路は第 10 ａ層段階には存在し、右岸側に側方移動して徐々に蛇行度が大きく

なっていき、第８－３層段階に埋没したと推定される。その出現時期や変遷過程は、UR07 －３次Ⅱ区

の NR801 と共通している。位置関係からみて、この流路も 124 流路と同様、NR801 から分岐した分
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流路の可能性があるが、NR801 の形成当初から存在し、長期にわたって存続した点が 124 流路とは異

なる。

　第４章で述べたとおり、第９－１－２ａ層上面段階の 123 流路肩部からは立木（根株）が二つ検出

された（立木１・２、図 62・図版１－５・６）。それらの樹種はいずれもヤナギ属であった（第６章第

４節）。このうち、立木１から最外年輪（３年輪分）を採取して放射性炭素年代測定（AMS 法）をおこ

なったところ、その較正年代（誤差範囲２σ）は 2130-2087calBC（6.6％），2049-1941calBC（79.9

％）であった（PLD － 32045、第６章第２節）。この年代は、小林謙一（2008）によれば縄文時代後

期前葉～中葉にあたる。ちなみに、11 －１－１区トレンチ２の第９－１－２層から採取した植物遺体

の較正年代（２σ）は、2116-2098calBC（3.3％），2039-1920calBC（92.1％）であった（PLD －

19645、井上編，2013）。両者はほぼ同年代であり、層序対比が妥当であることを示している。

また、123 流路内に堆積した第８－３層下部には、植物遺体を多く含む層準が存在した。図 12 上段

に示した地点から堆積物を採取し、水洗選別をおこなったところ、大型植物遺体と昆虫遺体が得られた。
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―　104　―

大型植物遺体としては、コナラ属アカガシ亜属の殻斗・幼果・果皮基部などが多く、クスノキの核破片

やブドウ属種皮破片も検出された（第６章第４節）。これらの評価については、11 －１－１区で実施し

た花粉分析結果などもふまえて、第６章第７節でおこないたい。なお、昆虫遺体に関しては、遺存状況

が悪く、同定できたものはなかった。

　

第２節　15 －１における検出遺構・出土遺物

第１項　第２－２ａ層～第６－１ａ層関連の遺構・遺物
　15 －１に関しては、北半部にあたる１～３区と、南半部にあたる４～６区の、大きく二つの区域に

わけて説明していきたい。

　15 －１においても、近世の層準は基本的に機械で掘削したが、調査地西半では第４～６－１ａ層の

遺存状況が悪く、第３ａ層をすべて機械で除去すれば、空撮をおこなう予定にしていた第６－１ａ層下

面を傷つけてしまう恐れがあった。このため、第３ａ層の途中で機械掘削を終了し、人力掘削に切り替

えた。その結果、１区西半や５区などでは、第２－２ａ層・第３ａ層に関連する遺構も検出された。ま

た２区では、第４－２層上面の検出段階に第３ａ層下面の溝が検出された。ここではまず、これらの遺

構について簡単にふれた後、第５層・第６－１ａ・２ａ層の関連遺構・遺物について説明したい。

１．北半部（15 －１－１～３区）

　１～３区のうち、１区西半と２区では、第３ａ層下面に帰属する遺構が検出された（図 63）。前者か

ら検出されたのは、不整形な落ち込み 16 基である。これらを詳細にみると、東西方向にのびる傾向が

読み取れ、15・19・23・32・35 落ち込みのように溝状になるものもあった。また、16・26 落ち込み

のように幅の広いものについては、底面の凹凸から、東西方向にのびる溝状の落ち込みが重なっている

と推定された。したがって、これらは犂溝の累積によって形成されたと考えられる。また、２区からは

13 溝が検出された（図 63）。これは東西方向にのびる溝で、規模は幅 0.2 ｍ、深さ 0.1 ｍである。こ

の遺構は第３ａ層を埋土とするため、耕作の過程で短期間使用されたものと思われる。

　第５層関連の遺構としては、１区西半で検出された 31 小穴、82 溝がある。（図 64）。31 小穴の規模は、

長径 0.5 ｍ、深さ 0.05 ｍである（図 65：Ｇ－Ｇ’）。埋土は、第５－１ａ層起源のブロックと砂礫が混

じった堆積物であり、第５－１ａ層下面に帰属すると考えられる。人為的な遺構の可能性が高いもの

の、その性格は不明である。また 82 溝は、住宅解体時の攪乱によって、遺存状況が悪かった。さらに、

遺構面を精査した段階には、その埋土を後述する４流路（図 74）の流路充填堆積物と混同してしまい、

４流路を掘削し始めて、ようやく別の遺構として認識できた。そのため、断面はトレンチ４（４－２ト

レンチ）の南壁断面（図 21）で実測をおこなった。埋土は第５－２ａ層起源の堆積物であり、第５－

２ａ層下面の遺構と思われる。この溝の規模は、幅 0.8 ｍ、深さ 0.2 ｍであり、南西－北東方向にのび

る。東側は後述する３流路（図 74）の西側肩部付近までのびていたが、その先は不明瞭になっていた。

また、西側は住宅解体時の攪乱に切られており、どこまでのびていたかは不明である。

　次に、第６－１ａ層関連の遺構について説明したい。これらの調査地では、第６－１ａ層の遺存状況

は悪かった。このため、この層準に関連する遺構は、１区東半と西半の東部・２区・３区においては第
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５－１ａ・２ａ層を除去した段階に、また１区西半の西部においては第３ａ層を除去した段階に検出さ

れた。これらの遺構埋土には第６－１ａ層起源のシルトブロックが多く含まれており、第６－１ａ層内

から掘り込まれた遺構であった可能性が高い。

　１区東半で検出された遺構としては、１溝・２落ち込み、１区西半から検出されたものとしては、

24・25・27・33 溝がある（図 64）。このうち、２落ち込みは３流路の痕跡が浅い凹地となって残存

した部分である。これについては、３流路と合わせて後述したい。

１溝は、南東－北西方向にのびるもので、その規模は、長さ 2.0 ｍ、幅 0.3 ｍ、深さ 0.1 ｍである。

埋土は２層に細分された（図 65：Ａ－Ａ’）。24 溝は、やや弧を描いて東西方向にのびる溝である。そ

の規模は、幅 1.2 ｍ、深さ 0.2 ｍである。埋土は２層に細分された（図 65：Ｂ－Ｂ’）。これについては、

第３ａ層段階の耕作の影響や住宅解体時の攪乱によって遺存状況が悪く、本来はさらに南東側にのびて

いた可能性も否定できない。25 溝は南北方向にのびる溝であり、その規模は、幅 0.1 ｍ、深さ 0.05 ｍ

である。残存した埋土は下層起源のシルトブロックを主体としており、加工時形成層の可能性が高い（図

65：Ｃ－Ｃ’）。したがって、本来、この遺構はもっと深かったが、第３ａ層段階の耕作によって削られ

たと考えられる。27 溝は住宅解体時の攪乱によって破壊されており、攪乱の肩部および底面に一部が

残存していた。残存幅は 1.0 ｍ、深さは 0.2 ｍである。残存した埋土の大半は加工時形成層と考えられ
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図 63　15 －１－１区西半・２区　第３ａ層下面　平面図
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（図 65：Ｄ－Ｄ’）、本来はさらに深い遺構であったと推定される。

　33 溝は１区西半の南西端で検出されたもので、弧を描いてのびていた（図 66）。その幅は 0.6 ～ 1.2

ｍ、深さは 0.2 ｍである。溝で囲われた内側は、ややいびつな円形を呈する。この溝の中からは円筒埴

輪と形象埴輪片が出土しており、古墳の周溝であった可能性が高い。ただし、この部分は第３ａ層段階

の耕作によって大きく削られており、墳丘の盛土は残存していなかった。周溝の深さも、本来はもっと

深かったと思われる。また、検出された範囲が狭いため、墳形は不明とせざるを得ないが、円墳と仮定

して直径を推定すれば、６ｍ前後となる可能性がある。

埴輪は溝の東側に集中して存在し、円筒埴輪が１個体分、溝の主軸に平行に近い向きで横倒しになっ

ていた。また、その南東側には別個体（２個体分）の円筒埴輪片と形象埴輪の破片が２点、折り重なっ

て存在していた。断面観察の結果、それらは加工時形成層（図 66：Ｅ－Ｅ’ の２層）の上面に接して

存在していることが明らかになった。横倒しになっていた円筒埴輪は、口縁部から基底部近くまでの部

位が揃っており、下部は筒状になって残っていた。上部から中部にかけての側面や、筒状に残った部分

では、縦走する「割れ幹線」（冨井，2016）が認められた。このことから、この円筒埴輪は、一部が筒

状になった状態で溝の底面（加工時形成層上面）に接地して埋没し、土圧によって割れたと推定される。

なお、この円筒埴輪の中軸は、周溝の主軸と約 40°の角度をなしており、基底部方向は墳丘の外側を

向いていた。さらに、そのすぐ東側には、これと同一個体の破片が分布していた（図 66：同一個体と

判断できる破片を灰色で表示）。これらの破片も加工時形成層の上面付近に分布していたため、周溝が

掘削されてからあまり時間が経過しないうちに、このような分布状況になったと考えられる。注目され

るのは、これらの破片が「解剖学的関係」（冨井，2016）を保っていなかったことである。一方、これ

らと別個体の円筒埴輪は、一部の部位しか存在していなかった。また、形象埴輪は、後述する破片２点

のみに限られる。こうした埴輪の出土状況には、自然の営力によって墳丘上から転落して埋没したとい

う単純な想定では説明できない部分があり、その形成過程に関しては、さらに検討が必要である。
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図 65　15 －１－１・３区　検出遺構断面図
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　２区からは、36 ～ 46 小穴が検出された（図 67）。これらの規模は、長径 0.4 ～ 0.6 ｍ、短径 0.2 ～ 0.4 ｍ、

深さ 0.1 ｍ弱である。その分布をみると、37・38、40 ～ 42、43 ～ 46 のように西南西－東南東方向

に並び、土坑の長軸はそれと直交する傾向が読み取れる。埋土は黒褐～黄灰色シルトを主体とし、第６

－２ａ層起源のシルトブロックを含むものであり、底面は凹凸が激しい。なお、中には埋土中のブロッ

クが、流線状にのびるものも認められた（例：39 小穴、図 67：Ｌ－Ｌ’）。これは上層段階に発生した

地震による変形構造と考えられる。なお、37 の東北東側と、38 の西南西側にも小穴のような落ちが認

められたが、断面観察の結果、地震による変形構造（ロード構造）であると判断できたため、遺構番

号はつけなかった。これらの小穴の性格については不明であるが、14 －１－３区南半で検出された 83

～ 87・89 ～ 96・100・107 小穴と同様、柵の痕跡であった可能性もある。また、これと類似した事
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図 66　15 －１－１区西半　第６－１ａ層下面　33 溝　出土状況図・断面図
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図 67　15 －１－２区 　第６－１ａ層下面　平面図・検出遺構断面図
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例は、この調査区の北に位置する 11 －１－２区からも検出されている（井上編，2013）。

　３区からは、５溝と６落ち込みが検出された（図 64）。５溝は南北方向にのびており、幅は 0.2 ～ 0.3 ｍ、

深さは 0.1 ｍである（図 65：Ｈ－Ｈ’）。また、６落ち込みは調査区北東隅から検出されたもので、調

査範囲外へのびるため、規模は不明である。この遺構の上部は住宅解体時の攪乱によって破壊されてお

り、深さが 0.1 ｍしか残っていなかった。

　

２．南半部（15 －１－４～６区）

　４～６区のうち、第３－１ａ層・第４－２ａ層・第４－３－１ａ層に関連する遺構が検出されたのは、

４区西半と５区である。なお、５区の 49 ～ 54 溝（図 68）については、断面（図 18）観察によって、

第２－２ａ層下面の遺構と判断した。

４区西半から検出された第３－１ａ層下面に帰属する遺構としては、67・70・74 溝、66 落ち込み

がある（図 68）。70 溝はほぼ東西方向にのびており、幅は 0.2 ～ 0.7 ｍである。深さは 0.1 ～ 0.3 ｍ

であり、西側ほど深くなっていた。また、西端は土坑状になっており、この部分の規模は長径 1.2 ｍ、

短径 0.8 ｍ、深さ 0.3 ～ 0.4 ｍであった。埋土は２～３層に細分される部分が多かった（図 69：Ｂ－

Ｂ’・Ｃ－Ｃ’・Ｄ－Ｄ’・Ｆ－Ｆ’）。このうち、地層を良好に観察できたＢ－Ｂ’・Ｃ－Ｃ’ 断面では、最

上層は極細砂～シルトブロックと砂礫が混じるものであり、人為的に埋め戻された可能性が高いと判断

した。また、Ｂ－Ｂ’ 断面には、その下に機能時堆積層・加工時形成層と考えられる地層が認められた。

74 溝も東西方向にのびており、70 溝を切っていた。幅は 0.3 ｍ、深さは 0.1 ～ 0.2 ｍであり、埋土は

極細砂～シルトブロックと砂が混じるものであった（図 69：Ｄ－Ｄ’・Ｆ－Ｆ’）。埋土の特徴から、こ

の溝も人為的に埋め戻された可能性が高いが、Ｄ－Ｄ’ 断面では、極細砂～シルトブロックは埋土上部

に多く含まれていたため、埋土下部は加工時形成層ないし機能時堆積層として分離すべきであったかも

しれない。なお、この溝も西端が土坑状を呈しており、この部分の規模は長径 1.0 ｍ、短径 0.8 ｍ、深

さ 0.3 ｍであった。また、この部分の埋土は２層に細分された（図 69：Ｅ－Ｅ’）。その下層は加工時

形成層であるが、上層は極細砂～シルトブロックと砂礫が混じっており、人為的に埋め戻されたと考え

られる。以上のように、70・74 溝は位置やのびる方向が共通するだけでなく、規模や形状、埋没過程

に至るまで類似する。その機能は、土坑に溜めた水を溝に流して利用するものであった可能性が高いも

のの、詳細は不明である。なお、これらの事例のように、土坑に溝が連結する遺構は、11 －１－２区

の第４－１ａ層下面からも検出されている（井上編，2013）。

ちなみに、70・74 溝が掘られた位置は、「瓜破地区字限図」（図 102）によれば坪境付近にあたると

思われるが、この区画は字限図では太線で表現されていない。この部分からは大畦畔の痕跡は検出され

ておらず、作土上面には小畦畔のみが存在していた可能性が高い。

５区から検出された第３－１ａ層下面に帰属する遺構としては、48 落ち込み、55 ～ 57 溝がある（図

68）。その埋土は第３－１ａ層であり、この層準の耕作の過程で形成された遺構と考えられる。48 落

ち込みは犂溝が重なって形成されたと思われるもので、最大幅が９ｍ、深さは 0.1 ｍである。55 溝は

幅 1.2 ｍ、深さ 0.1 ｍである。56・57 溝はいずれも幅 0.3 ～ 0.4 ｍ、深さ 0.1 ｍである。

第４－２ａ層下面に帰属すると考えられる遺構としては、４区西半から検出された 75 落ち込みがあ

る（図 68）。その規模は、直径 0.3 ～ 0.6 ｍ、深さ 0.1 ｍであり、埋土は第４－２ａ層であった（図

69：Ｇ－Ｇ’）。その性格については不明とせざるを得ないが、この周囲には本来、第４－２ａ層が存在
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しており、それを作土として耕作がおこなわれた可能性を示唆する。

次に、第４－３－１ａ層下面に帰属する遺構について説明したい。４区西半からは、68・80 溝が検

出された（図 68）。68 溝は南東－北西方向にのびており、幅は 0.2 ｍ、深さは 0.1 ｍである。この部

分には、後述する第６－２ａ層上面段階の 47 流路（図 75）が存在しており、その埋没によって南東

－北西方向の細長い高まりが形成された。この溝はその高まりの北西端付近に位置していた（図 17）。

埋土は第４－３－１ａ層起源の極細砂質シルトブロックと砂が混じるものである（図 69：Ａ－Ａ’）。
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図 68　15 －１－４区西半・５区　第２－２ａ層下面・第３－１ａ層下面・第４―３－１ａ層下面　平面図
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また、80 溝はほぼ東西方向にのびており、幅は 0.3 ｍ、深さは 0.1 ｍである。その埋土は、第４－３

－１ａ層起源の堆積物で、シルトブロックを含んでいた（図 69：Ｈ－Ｈ’）。

　また、５区から検出された第４－３－１ａ層下面の遺構としては、63 落ち込みがある（図 68）。こ

の遺構は南北方向にのびており、幅は 1.6 ～ 1.8 ｍ、深さは 0.05 ｍである。埋土は第４－３－１ａ層

であり（図 69：Ｉ－Ｉ’）、この層準の耕作に伴って形成されたと考えられる。

　第５－１ａ層下面に帰属する遺構としては、４区西半から検出された 79 落ち込みがある（図 70）。

68 溝 70 溝

70 溝

70 溝・74 溝

75 落ち込み 80 溝

74 溝

74 溝・70 溝

63 落ち込み
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T.P.＋4.0ｍ
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撹乱撹乱

Ｃ－Ｃ'
１．10BG5/1～6/1　青灰　シルト～極細砂ブロックと細砂～細礫が混じる
　   （70溝、人為的に埋め戻された地層）
２．５B5/1　青灰　シルトブロックと細砂～極細砂が混じる（70溝、加工時形成層？）
３．7.5Y5/1　細砂混じり極細砂質シルト　見かけ上塊状（第６－２ａ層？）
４．7.5Y5/1～5/2　灰～灰オリーブ　極細砂～シルト　見かけ上塊状（第16－１ａ層？）

Ａ－Ａ'
１．５Y5/1～5/2　灰～灰オリーブ　極細砂質シルトブロックと
　   細砂～中砂が混じる（68溝）
２．５GY5/1　オリーブ灰　極細砂混じりシルト
　   見かけ上塊状（第６－２ａ層）
３．５Y4/1　灰　極細砂混じりシルト
　   見かけ上塊状　暗色帯（第８ａ層）

Ｄ－Ｄ'
１．10BG5/1青灰　極細砂～シルトブロック（主体）と
　   細砂～極粗砂が混じる
　   ブロックには４・５起源のものが含まれる（74溝）
２．10BG5/1　青灰　細砂～粗砂質極細砂
　   極細砂ブロック含む（70溝）
３．10BG5/1　青灰　シルトブロックと細砂～粗砂が混じる
　   （70溝、加工時形成層？）
４．7.5GY5/1　緑灰　細砂～中砂混じり極細砂～シルト
　   下部を中心に５のブロックを含む（第６－２ａ層）
５．５Y6/2～6/3　灰オリーブ～オリーブ黄
　   細砂～中砂混じり極細砂～シルト
　   極細砂～シルトがブロック状を呈する部分あり（第16－１ａ層）
６．５Y7/3 　浅黄　シルト
　   一部が観察できたのみであり詳細不明（第16－２ａ層）Ｅ－Ｅ'

１．10BG5/1　青灰　極細砂～シルトブロックと細砂～細礫が混じる（74溝、人為的に埋め戻された地層）
２．10BG5/1　青灰　中砂～粗砂（主体）と極細砂～シルトブロックが混じる（74溝、加工時形成層）
３．Ｎ3/0　暗灰　中砂～粗砂混じりシルト　４のブロック含む（72溝）
４．7.5GY5/1　緑灰　細砂～中砂混じり極細砂～シルト
　   下部を中心に５のブロックを含む（第６－２ａ層）
５．５Y6/2～6/3　灰オリーブ～オリーブ黄　細砂～中砂混じり極細砂～シルト
　   極細砂～シルトがブロック状を呈する部分あり（第16－１ａ層）
６．５Y7/3 　浅黄　シルト　一部が観察できたのみであり詳細不明（第16－２ａ層）

Ｆ－Ｆ'
１．10BG5/1　青灰　粗砂～細礫混じり極細砂～シルト
　   極細砂～シルトブロック含む2よりも砂の量が多い
　   （74溝）
２．10BG5/1　青灰　中砂～粗砂混じり極細砂～シルト
　   極細砂～シルトブロック含む
　   ブロックが地震により変形している（70溝）
３．7.5GY5/1　緑灰　細砂～中砂混じり極細砂～シルト
　   見かけ上塊状（第６－２ａ層）

Ｇ－Ｇ'
１．５B5/1　青灰　シルト　細砂がわずかに混じる
　   見かけ上塊状（第４－２ａ層？、75落ち込み）
２．7.5GY5/1～6/1　緑灰　中砂混じり極細砂～シルト
　   見かけ上塊状（第６－２ａ層）

Ｈ－Ｈ'
１．7.5Y4/1　灰　中砂～粗砂混じりシルト
　   シルトブロック含む（80溝）
２．2.5Y4/1　黄灰　中砂～粗砂混じりシルト
　   見かけ上塊状（第６－２ａ層）

Ｂ－Ｂ'
１．2.5Y6/1　黄褐　細砂～中砂質極細砂～シルト　極細砂～シルトがブロックを含む
　   酸化した色　もとはＣ－Ｃ'：１と同じ色調（70溝、人為的に埋め戻された地層）
２．５B4/1　暗青灰　細砂～中砂混じりシルト　見かけ上塊状（70溝、機能時堆積層？）
３．５B5/1　青灰　シルトブロックと細砂～極細砂が混じる（70溝、加工時形成層？）
４．10BG5/1　青灰　シルトブロックと細砂～粗砂が混じる
５．7.5GY5/1　緑灰　細砂～中砂混じり極細砂～シルト
　   下部を中心に５のブロックを含む（第６－２ａ層）
６．５B6/1　青灰　シルト　見かけ上塊状（第16－２ａ層）

Ｉ－Ｉ'
１．５Y6/1～6/2　灰～灰オリーブ　中砂～細礫混じりシルト
　   シルトブロック含む（63落ち込み）
２．10YR2/1～3/1　黒～黒褐　中砂～細礫質極細砂～シルト
　   極細砂～シルトがブロック状を呈する
　   暗色帯（第６－１ａ層下部）
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この遺構は、北西側が攪乱によって破壊されており、本来の規模は不明である。残存幅は 0.7 ｍ、深さ

は 0.1 ｍである。埋土は第５－１ａ層であり、下面は不明瞭であった（図 71：Ｃ－Ｃ’）。

　次に、第６－１ａ層に関連する遺構について説明したい（図 70）。この層準に関連する遺構が検出さ

れたのは、１区西半と５区である。

　１区西半から検出された遺構は 65・71 ～ 73・76・78 溝と、69 落ち込みである。65 溝は南南東－

北北西方向にのびており、幅は 0.6 ｍ、深さは 0.05 ｍである。埋土は黒褐色中砂～粗砂混じりシルト

であり、細分できなかった（図 71：Ａ－Ａ’）。71 ～ 73 溝は、本来一連の溝であった可能性が高いも

ので、南西－北東方向にのびている。幅は 0.3 ～ 0.6 ｍ、深さは 0.05 ｍで、埋土は２層に細分された

65 溝 71 溝

79 落ち込み 76 溝

59 落ち込み

60 溝・62 落ち込み
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58 溝
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T.P.＋4.2ｍ

T.P.＋4.4ｍ

撹乱撹乱

土器土器

Ｃ－Ｃ'
１．2.5Y5/1　黄灰　中砂～極細砂混じりシルト　見かけ上塊状
     下面は不明瞭（第５－１ａ層、79落ち込み）
２．7.5GY5/1～6/1　緑灰　中砂混じり極細砂～シルト
     見かけ上塊状（第６－２ａ層）

Ａ－Ａ'
１．2.5Y3/1　黒褐　中砂～粗砂混じりシルト　見かけ上塊状（65溝）
２．7.5GY5/1　緑灰　細砂～中砂混じり極細砂～シルト
     部分的にしか観察できなかったため詳細不明（第６－２ａ層）

Ｄ－Ｄ'
１．7.5Y3/1　オリーブ黒　シルトブロック（主体）に細砂～細礫が混じる
     （76溝、加工時形成層？）
２．7.5GY5/1～6/1　緑灰　中砂～粗砂混じり極細砂～シルト
     見かけ上塊状（第６－２ａ層）

Ｅ－Ｅ'
１．2.5Y3/1　黒褐　中砂～粗砂混じりシルト
     下部に２のブロック含む（78溝）
２．7.5GY5/1～6/1　緑灰　中砂混じり極細砂～シルト
     見かけ上塊状（第６－２ａ層）

Ｉ－Ｉ'
１．10YR3/1　黒褐　中砂～極粗砂質極細砂～シルト
     極細砂～シルトがブロック状を呈する（59落ち込み）
２．2.5YR2/1　赤黒　中砂～細礫質極細砂～シルト
     極細砂～シルトブロック含む（60溝）

Ｆ－Ｆ'
１．2.5Y3/1　黒褐　シルトブロックと中砂～粗砂が混じる（58溝）

Ｇ－Ｇ'
１．10YR3/1　黒褐　中砂～細礫質極細砂　極細砂ブロック含む（59落ち込み）

Ｂ－Ｂ'
１．2.5Y3/1　黒褐　中砂～細砂混じりシルト質極細砂
  　極細砂ブロック含む　有機物粒含む（71溝）
２．2.5Y3/1　黒褐　極細砂ブロック混じり中砂～細礫
　　（71溝、加工時形成層？）
３．５GY5/1～6/1　オリーブ灰　細砂～中砂混じり極細砂～シルト
  　見かけ上塊状（第６－２ａ層）
４．7.5GY5/1～6/1　緑灰　シルト（第16－１ａ層？）

Ｈ－Ｈ'
１．2.5YR2/1　赤黒　中砂～細礫質極細砂～シルト　極細砂～シルトブロック含む（60溝）
２．2.5YR2/1　赤黒　極細砂～シルト質粗砂～細礫　極細砂～シルトがブロック状を呈する（62落ち込み）
３．10YR2/1～3/1　黒～黒褐　中砂～細礫質極細砂～シルト　極細砂～シルトがブロック状を呈する（第６－１ａ層下部）
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図 71　15 －１－４・５区　第６－１ａ層下面　検出遺構断面図
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（図 71：Ｂ－Ｂ’）。76 溝は、調査区中央部では幅 0.3 ｍ、深さ 0.1 ｍの南北方向にのびる溝であったが、

北側は向きが北東方向に変わっていた。幅は徐々に広くなり、北端では幅が 2.0 ｍ、深さは 0.2 ｍとな

っていた。埋土は、オリーブ黒色シルトブロックと砂礫が混じるものであった（図 71：Ｄ－Ｄ’）。な

お、この溝は 71 ～ 73 溝と切り合っていたと思われるが、切り合っていたと想定される位置は、第３

－１ａ層下面の 70・74 溝によって破壊されていた。78 溝は南北方向にのびており、幅は 0.6 ～ 1.0 ｍ、

深さは 0.1 ｍである。埋土は黒褐色中砂～粗砂混じりシルトであり、下部に第６－２ａ層のブロックが

含まれていた。69 落ち込みは、幅 1.0 ｍ、深さ 0.05 ｍである。これは、下層の 47 流路の痕跡が浅い

凹地となって残存したものであり、人為的な遺構ではない（図 17：下段）。その埋土は第６－１ａ層で

あった。

　５区から検出された遺構としては、58・60・61 溝、59・62 落ち込みがある（図 70）。58 溝は、や

や弧を描いて南東－北西方向にのびる溝で、規模は幅 0.2 ～ 1.0 ｍ、深さ 0.1 ｍである。断面形はコの

字状を呈しており、埋土は黒褐色シルトブロックと中砂～粗砂が混じるものであった（図 71：Ｆ－Ｆ’）。

60・61 溝は、南北方向にのびる一連の溝と考えられる。その規模は、幅 0.5 ｍ、深さ 0.1 ｍである。

底面には凹凸があった。埋土は黒褐色中砂～粗砂混じりシルトであり、第６－２ａ層のブロックを含ん

でいた（図 71：Ｈ－Ｈ’）。59 落ち込みの規模は、長径 3.7 ｍ、短径 2.1 ｍ、深さ 0.1 ｍであり、60・

61 溝を切っていた。埋土は赤黒色中砂～細礫質極細砂～シルトで、極細砂ブロックを含んでいた（図

71：Ｇ－Ｇ’）。62 落ち込みは長さ約 5.0 ｍ、幅 1.2 ～ 2.0 ｍの不整形な遺構で、深さは 0.1 ｍである。

埋土は赤黒色極細砂～シルト質粗砂～細礫で、極細砂～シルトがブロック状を呈していた（図 71：Ｈ

－Ｈ’）。59・62 落ち込みは、底面が明瞭であり、人為的な遺構の可能性がある。

３．出土遺物

　次に、15 －１の第３ａ～６－１ａ層関連の遺物について、上層から順に説明する（図 72）。238 は、

１区西半の第３ａ層下面 34 落ち込みから出土した砥石である。234 は、２区の第４－１ａ層から出土

した小刀の柄（小柄）である。魚々子地に高彫で竹の稈と枝・葉身と思われるものが表現されている（写

真１）。16 世紀後半頃のものと考えられる。231 は１区東半、232 は４区東半の第４－３－１ａ層か

ら出土した。いずれも瓦器椀の底部片で、時期は 13 世紀前半頃と思われる。236 は、４区東半の第４

－３－１ａ層から出土した砥石である。233 は、４区東半の第５ａ層から出土した須恵器杯Ｂの底部で、

奈良時代のものである。237 は２区の第５ａ層から出土したサヌカイト製の石鏃で、弥生時代に属する。

　これらのうち、231・232 は、第４－３－１ａ層の時期を推定するための手がかりとなるものである。

また、234 の小柄についても、これまでの調査における第４－１ａ層出土遺物の時期とは矛盾しない。

　図 73 には、１区西半の第６－１ａ層下面 33 溝から出土した埴輪を示した。このうち、240・241・

246 は同一個体で、溝底面に横倒しになっていた円筒埴輪である。横倒しになって出土した部分の破

片は 246 のように接合できたが、下部が欠損していたため、基底部の形状を示すために、接合できな

かった破片も実測した（241）。さらに、口縁部のやや下位にヘラ記号が描かれた破片も存在したが、

破断面が磨滅して 246 には接合できなかったため、別に実測をおこなった（240）。内外面とも風化・

剥落が著しいが、外面にはタテハケ、内面にはヨコハケが認められる部分があった。残存したスカシ孔

は１箇所で、形状は方形である。

破片となって折り重なるような形で出土した円筒埴輪片には、口縁部が２個体分存在した（239・
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242）。このうち 242 は、胎土に中砂～粗砂サイズの石英・長石・チャートを含んでいた。また、243

の胎土はこれと共通しており、242 と 243 は同一個体と判断した。これらの破片も内外面の風化・剥

落が著しかったが、242 の外面にはタテハケ、243 の外面にはタテハケの後にヨコハケを施した部分

が認められた。なお 239 は、風化・剥落により、内外面とも調整は不明である。

これらの円筒埴輪に関しては、上田　睦（2003）の分類によれば、突帯の形態が２ａ類、口縁部形

態がⅡ類、突帯間隔が 13 ㎝前後である。また、調整については、遺存状況が悪く、不明な点もあるが、

ヨコハケはＡ種である可能性が高い。これらのことから、これらは上田（2003）編年のⅢ期１段階に

属する可能性がある。なお、川西宏幸（1978）編年では、Ⅱ期に属すると思われる。

244・245 は形象埴輪の破片と思われるものである。両者とも類似した形状を呈しており、胎土から

も同一個体の可能性が高いと判断できる。一方の端部が丸みを帯びた板状を呈し、幅は図示した上部が

広く、下部へいくにつれて狭くなっている。これがどのような形状の埴輪の一部になるのかは、判断が

難しい。本例と同時期の円筒埴輪を伴う形象埴輪の類例と比較すると、まず家形埴輪の破風板が想起さ

れる。瓜破台地の東に位置する高廻り２号墳出土の家形埴輪（永島編，1991）を参照すると、破風板

の形状は個体によって違いがある。ただし、今回出土したものが破風板になるとした場合、それらの

事例と比べて、かなり縦長になるように思われる。また、水鳥形埴輪の翼をみると、山田清朝（2017）

の分類によるＡｂタイプが、本例と類似するようにもみえる。いずれにせよ、現状では情報が少ないた

め、断定せずに二つの可能性の提示にとどめておきたい。

なお、235 は埴輪片とともに出土した砥石であるが、古墳に伴うものかどうかは不明である。

231 232

233

235

236

237

238

234

０ 10㎝（１：２）

０ ５㎝（２：３）

０ 20㎝（１：４）

石材：サヌカイト

重量：5.3ｇ（ （

石材：凝灰岩

重量：38.6ｇ（ （

石材：流紋岩

重量：17.3ｇ（ （

石材：流紋岩？

重量：493ｇ（ （

図 72　15 －１　第３ａ層～第６－１ａ層・第６－１ａ層下面　33 溝　出土遺物
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第２項　第６－２ａ層～第 13－１ａ層関連の遺構・遺物
　第６－２ａ層～第 13 －１ａ層に関する遺構のうち、第６－２ａ層上面の流路は、１区東半・西半・

４区東半・西半・６区で検出された。また、それ以下の層準に関する情報は、主にトレンチ３～６の断

面で得られた。今回確認された遺構は、主に流路で

ある。流路は複数層準にまたがって変遷しているこ

とが多いため、ここでまとめて説明することにした

い。

１．北半部（15 －１－１～３区）

　図 74 には、１～３区における第６－２ａ層（第６

－２－１層上面）の流路を示した。１区東半の西部

には、やや蛇行しながら南北方向に流れる３流路が

239

240

241

242

243

246

244
245

０ 20㎝（１：６）

写真１　小柄（細部）

図 73　15 －１－１区　第６－１ａ層下面　33 溝　出土遺物〔埴輪〕 

234
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存在する（図 74）。この流路内の堆積物は、図 76：Ｔ－Ｔ’ 断面で観察された。なお、その内容に関

しては第４章（31 ～ 32 ページ）で詳述した。

この調査区の南に位置する UR06 －１次調査地では、この流路の上流部が調査され、NR904 という

遺構名がつけられている。また、この流路は２区南西隅をかすめて北へ流れ（図 15）、11 －１－２区

で検出された 117 流路に連続する。なお、11 －１－２区では、117 流路の右岸側に合流する流路も検

出されているが、その上流部にあたるものは、今回の調査区からは検出されなかった。

４流路は、１区西半から東半の西端にかけて、南西→北東方向に流れる３つの流路の総称である。こ

れらは、第６－２ａ層上面が埋没する際に形成されたもので、後述する 47 流路（図 75）から分岐し

たと考えられる。なお、これらの流路は最終的に一つの流れとなり、３流路に合流していた。

　UR06 －１次調査地・11 －１－２区では、３流路に連続する流路の断面観察がおこなわれていたが、

これらの調査地では、新しい段階の流路充填堆積物しか認められなかったため、流路変遷過程を明らか

にできなかった。今回、トレンチ３の西部において、３流路の前身となる流路が確認され、流路変遷が

初めて明らかになった（図 20）。この部分は蛇行部にあたっており、流路が西へ側方移動していった様

子が観察できた。最も古い流路は第８－２ａ層下面の９流路（古）であり、第８－２ａ層形成直前か、

形成初期の段階に、下刻によって形成されたことがわかる。その後、この流路は第８－２ａ層上面の９

流路（新）、第８－１ａ層上面の８流路へと変遷していった。第８－１ａ層と第６－２ａ層の間にある

流路充填堆積物は第７層に対比されるが、この層準は二つの堆積ユニットに細分される。このうち、古

い段階のものが８流路の充填堆積物である。また、新しい段階のものを７流路としたが、これが第６－

２ａ層上面の３流路に変遷していった。なお、８流路の流路充填堆積物からは、土器片とサヌカイト剥

片が１点ずつ出土した。

　このほか、トレンチ３東部からは、第９－１ａ層上面に帰属する 10 流路と、その前身である第 10

ａ層上面の 11 流路が検出された（図 20）。11 流路は下刻によって形成されたものであり、それがほ

ぼ埋まった後に 10 流路が掘り込まれていた。10 流路は第８－１ａ層が形成される前に埋没した。

　これまでの調査で検出された流路のうち、第 10 ａ層段階に形成されたと考えられるものとしては、

UR07 －３次Ⅱ区の NR801 や、14 －１－３区北半のトレンチ１で検出された 123 流路がある。これ

らは第８－３層段階まで存続し、10・11 流路と同様の変遷をたどった。また、UR07 －３次Ⅱ区では、

NR801 埋没後に新たな流路が掘り込まれた（井上編，2013：図 15）が、これは前述の８・９流路と

同時期のものと思われる。このように、当遺跡における縄文時代中期～弥生時代前期の流路変遷は、第

10 ａ層～第８－３層段階と第８－２ａ層～第 7 層段階の２段階にわけることができる。このことは当

遺跡周辺における地形形成過程と密接に関わるため、第７章で改めて検討したい。

　また、トレンチ３の東端からは、第９－１ａ層上面 12 浅谷が検出された（図 20）。これが形成され

た時期については不明な点が多いが、肩部の堆積物の様子をみると、第 12 －１ａ層以下は確実に切ら

れている一方で、第 10 ａ層から第９－１ａ層までの層準は、浅谷の中心部に向かって下がっている。

これは、この浅谷が第 10 ａ層段階から存在したことを示唆しており、11 流路とほぼ同時期に形成さ

れた可能性がある。ただし、この浅谷は有機物薄層を挟在する泥質堆積物で埋没しており、流れが遅く、

しばしば滞水するような環境にあったと推定される。したがって、この浅谷は 11・10 流路とは異なり、

形成後まもなくして、主要な流路から切り離されたと考えられる。
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図 74　15 －１－１～３区　第６－２ａ層上面　平面図
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２．南半部（15 －１－４～６区）

　図 75 には、４～６区における第６－２ａ層（第６－２－１層）上面の流路を示した。４区東半に

は、３流路が存在する。この流路は、この部分においては大きく蛇行しながら、北東方向に流れていた。

このすぐ下流にあたる UR06 －１次調査地の NR904 は、南東→北西方向にのびており、４区西半と

UR06 －１次調査地の間で蛇行し、向きを変えていたと考えられる。３流路の断面は、トレンチ５の中

央部において観察することができた（図 22）。この部分では、第６－１－３層のみが確認され、１区東

半で確認された第６－１－１ａ・２ａ層は存在していなかった。

　３流路の西側にあたる箇所の第６－２ａ層からは、土器片が出土した。磨滅が激しく、図化できなか

ったが、甕の体部下半の破片と思われる。時期は不明であるが、おそらく弥生土器と思われる。

　トレンチ５の中央部においては、３流路の前身となる流路が検出された。その変遷過程は前述のトレ

ンチ３と同様であるが、この部分では第８－２ａ層が第８－１ａ層に収斂していたため、９流路の充填

堆積物は細分できなかった（図 22）。なお、第８－１ａ層上面の８流路の充填堆積物からは、土器の細

片４点とサヌカイト製の二次加工のある剥片が１点出土した。

　また、４区西半から６区にかけて、南東→北西方向に流れる 47 流路が存在していた。この流路は６

ms
cs~ms

cs~gr
cs~vcs

Ｔ

Ｔ’

T.P.＋
4.0ｍ

3.0ｍ

０ ２ｍ ４ｍ ６ｍ ８ｍ

T.P.＋
4.0ｍ

3.0ｍ

８ｍ 10ｍ

ms
cs~ms

cs~gr, vcs~gr

cs~gr

gr~pb

cs~vcs

ms-fs~vfs

０ ２ⅿ（１：60）

※ 断面の位置は図 64・74参照

１．2.5Y5/1　黄灰　中砂～極粗砂混じりシルト　
      見かけ上塊状　下部に変形構造あり（第２ａ層）
２．2.5Y6/1　黄灰　中砂～極粗砂混じり極細砂質シルト　１よりも砂の混じる量が多い
      見かけ上塊状の部分が多いが、シルトがブロック状を呈し、
      砂と混じるように見える部分あり（第３ａ層）
３．7.5Y6/1　灰　中砂～粗砂混じりシルト　見かけ上塊状（第４－１ａ層？）
４．2.5Y6/1　黄灰　中砂～粗砂混じりシルト　
      下部を中心に砂を多く含み、シルトがブロック状を呈する部分あり　
      酸化鉄が沈着し、全体としてオレンジ色がかった色調を呈する　
      変形構造あり（第４－３－１ａ層）
５．2.5Y5/1～4/1　黄灰　中砂～粗砂混じりシルト～粘土　
      見かけ上塊状の部分が多いが、シルトがブロック状を呈し、砂と混じる部分あり　
      変形構造顕著（第４－３－２ａ層）
６．2.5Y5/1～4/1　黄灰　中砂～極粗砂質シルト～粘土　
      シルト～粘土がブロック状を呈し、
      砂と混じる（擾乱）上部とした部分は砂の量が少ない（第５－１ａ層）
７．2.5Y3/1　黒褐　中砂～細礫質シルト　
      シルトがブロック状を呈し、砂礫と混じる（擾乱）（第５－２ａ層）
８．2.5Y4/1　黄灰　中砂～細礫質シルト　シルトがブロック状を呈し、
      砂礫と混じる（擾乱）６と基本的に同じ地層だが砂礫の量が多い（第５－１ａ層）
９．2.5Y4/1　黄灰　中砂～細礫混じりシルト　
      見かけ上塊状の部分が多いが、シルトがブロック状を呈する部分あり　
      変形構造あり（第５－３層）
10．2.5Y4/1　黄灰　シルト　有機物薄層狭在　中砂～粗砂を若干含む部分あり　
      変形構造あり（第５－４層）
11．2.5Y2/1　黒　中砂～粗砂混じりシルト　
      有機物粒含む（暗色帯）　下層の砂のブロックを含む部分あり（擾乱）
      （第６－１－１ａ層、２落ち込み）
12．2.5Y5/2　暗灰黄　細砂～中砂混じりシルト　見かけ上塊状　
      14から漸移的に変化（第６－１－１ｂ層）
13．2.5Y5/2　暗灰黄　細砂混じりシルト　見かけ上塊状（第６－１－１ｂ層）

14．2.5Y6/1　黄灰　細砂～細礫　淘汰悪い　極細砂～シルトブロック含む（第６－１－１ｂ層）
15．7.5Y7/1　白灰　下部：極細砂混じりシルト　上部：シルト（細砂～中砂が若干混じる）
      16と合わせて上方細粒化（第６－１－１ｂ層）
16．N6/0　灰　下部：細砂混じり中砂　上部：極細砂～シルト　
      15と合わせて上方細粒化　部分的に葉理あり（第６－１－１ｂ層）
17．N5/0　灰　シルト質極細砂ブロックと
      N7/0　灰白　中砂～粗砂が混じる（擾乱）（第６－１－２ａ層）
18．N5/0　灰　シルト　有機物薄層を若干挟在する
      （第６－２－１層＝11－１－２区の第６－１－４層）
19．N4/0～3/0　灰～暗灰　シルト　有機物薄層を何枚も挟在
      （第６－２－１層＝11－１－２区の第６－１－４層）
20．N6/0　灰　極細砂質細砂～シルト　見かけ上塊状　極細砂～シルトブロック混じる
      （第６－２－２層）
21．2.5Y3/1　黒褐　中砂混じり極細砂～シルト　
      極細砂～シルトがブロック状を呈する（第６－１ａ層？）
22．5Y6/1　灰　細砂～中砂質粗砂　淘汰悪い　
      ４流路の充填堆積物に連続（第６－１－３層）
23．7.5GY5/1～4/1　緑灰～暗緑灰　中砂混じり極細砂～シルト　
      見かけ上塊状の部分が多いが、シルトと極細砂がブロック状を呈する部分あり
      （第６－２ａ層）
24．５Y4/1　灰　中砂～粗砂混じりシルト　やや暗色化　
      見かけ上塊状の部分が多いが、シルトがブロック状を呈する部分あり（第８－１ａ層）
25．５Y5/1～6/1　灰　極細砂～シルト　見かけ上塊状（第９－１ａ層？）
26．５Y4/1　灰　中砂混じりシルト　やや暗色化　見かけ上塊状（第９－１ａ層？）
27．N3/0　暗灰　シルト　暗色帯　
      下部に29のシルトブロック若干混じる（第９－２ａ層？）
28．N3/0　暗灰　シルトブロックとN6/0　灰　シルトブロックが混じる（第９－２ａ層下部？）
29．N6/0　灰　シルト　一部しか見えていないため詳細不明（第９－３層？）
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図 76　15 － 1 －１区　２落ち込み・３流路　断面図
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区南壁断面（図 19）・トレンチ６西部（図 23）

で観察された。特に、後者では第８－１ａ層上

面段階の流路充填堆積物と、第８－１ａ層上面

を覆う氾濫堆積物が存在しており、47 流路の前

身流路が第８－１ａ層段階に存在した（81 流路）

ことが判明した。ただし、同時期に存在した９

流路の深さは約 1.2 ｍであるのに対し、81 流路

は 0.9 ｍであり、やや浅い（図 22・23）。

　このほか、トレンチ５西部からは、第 10 ａ層

上面の 83 流路が検出された（図 22）。また、こ

の流路の下には第 13 －２ａ層上面の 84 流路が存在していた。この流路は第 13 －１ｂ層によって埋

没し、その上には第 13 －１ａ層が形成された可能性が高い。そして、第 10 ａ層段階にほぼ同じ位置

に 81 流路が形成されたと考えられる。また、トレンチ５の東端は東へ向かって下がっており、調査範

囲外に存在すると想定される「谷２」に連続していた可能性がある。

　流路以外で特筆すべきものとしては、５区南壁西端で検出された土坑状変形がある（図 17・図版 10

－３）。これは、第８－１ａ層段階に発生した地震によって形成された可能性がある。

　第 10 ａ層以下の層準においては、第 13 －１ａ層からサヌカイトの剥片（図 77 － 247）が１点出

土した以外には、目立った遺構・遺物は検出されなかった。

第３項　第 16－１ａ～３ａ層関連の遺構・遺物
　３区と１区西半のトレンチ４からは、第 16 －１ａ～３ａ層から旧石器が出土した。ここでは、その

出土状況および石器の特徴について説明したい。なお、ここではさらに、３区・１区西半・４区の第３

ａ層～第６－１ａ層下部において出土した旧石器についても説明する。

１．３区における石器の出土状況

　３区においては、側溝掘削中にサヌカイト製の石器が出土し、出土層準および石器の特徴から旧石器

であると判断された。さらに、第６－１ａ層下部や５溝からもサヌカイト製のナイフ形石器（図 82 －

248）や剥片が出土した。この調査区は、工事の影響がおよぶ深度が浅いことから、当初は第６－１ａ

層下面で調査を終了する予定であったが、石器が含まれる層準まで工事の影響がおよぶことが判明した。

こうした状況をふまえて、大阪府教育委員会（現、大阪府教育庁）文化財保護課の立会を受けて協議し

た結果、南北約５ｍ、東西４ｍの範囲を調査することになった（図 78）。

　まず、第 16 －１ａ層を掘削したところ、ナイフ形石器、剥片などが複数出土したため、その後の第

16 －２ａ・３ａ層の掘削にあたっては、調査範囲を東西・南北とも３つにわけて、９つの区域（ａ～ｉ）

に区分した。第 16 －２ａ層は層厚 12cm 前後、第 16 －３ａ層は層厚６cm 前後であったので、その

中を約３cm ずつ、合計５回にわけて掘削した。そして、掘削によって生じた排土はすべて回収し、水

洗選別をおこなった。以下、出土遺物の説明の際には、地層名と掘削段階を合わせて、たとえば、「第

16 －２ａ層（１）」（第 16 －２ａ層、１回目の掘削）、「第 16 －３ａ層（５）」（第 16 －３ａ層、５回

目の掘削）などと表現することにしたい。さらに、調査範囲南西端の攪乱付近からも石器が出土したた

247

０ ５㎝（２：３）

第 13－１ａ層

石材：サヌカイト

重量：11.0ｇ（ （
図 77　15 －１－４区　第 13 －１ａ層　出土遺物
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め、ここは別の区域（ｊ）として、１回目の掘削のみをおこなった。

　既に指摘されている（井上編，2013：89 ページ）ように、これらの層準は累積性の土壌と考えられ

る。したがって、肉眼的に一つの層準として認識されているものでも、複数時期の石器群を含んでいる

可能性は否定できない。また、埋没過程や埋没後に石器が原位置から移動している可能性も高い。今回

も、こうした観点から石器分布の形成過程の復原を試みるために、石器の出土状況とともに、東壁から

採取した不攪乱試料の堆積相解析もおこなった（第６章第６節）。

　東壁・南壁断面などから復原すると、３区においては、第 16 －１ａ～３ａ層はおおむね５°の傾き

で北へ下がっていたと思われる。石器の出土レベルも、この地形に沿って、北へ向かって低くなってい

る。図 78 で示したように、現地で出土状況が確認できた遺物は 19 点ある。それらの分布には偏りが

あり、区域ａ・ｄ・ｇとｃ・ｆの大きく二つのエリアにわけられる。そのうち、15 点については、長

軸の傾斜方向とその傾斜角度、および最大傾斜方向とその傾斜角度を、クリノコンパスを用いて計測し

た。これをみると、長軸方向の傾斜方向はばらつくが、地層の傾斜方向に近い北北西～北北東方向（N45

° W ～ N45° E）を向くものが８点含まれることが注意される。また、最大傾斜角度は 20°のものが

１点、21 ～ 30°が５点、31 ～ 40°が４点、51 ～ 60°が２点、61 ～ 70°が２点、71 ～ 80°が１

点であり、かなり傾いた姿勢で地層中に包含されるものが多かった。これらのことは、石器が地層中に

取り込まれる過程で、人為的な要因だけでなく、水の営力による再堆積や、クラックや植物の根などの

影響による埋没後の移動といった要因が強く働いたことを示唆する。

　次に、水洗選別によって得られたものも含めて、出土層準と掘削区域ごとに出土点数を集計し、グラ

フ化した（図 79）。全体の傾向をみると、出土点数は第 16 －２ａ層（１）が多く、下へいくほど減少

していくことがわかる。また、石器類の分布傾向を掘削段階ごとにみると、区域ｄ・ａとｆ・ⅰに分布

の中心があるようにみえる。特に、前者に関しては、すぐ東にあたる側溝を掘削した際にナイフ形石器

やスクレイパーが出土しているため、東側の調査範囲外に広がる石器集中部の末端にあたっている可能

性がある。第 16 －２ａ層（１）～（３）における石器類の分布傾向をみると、ｄが最も多く、次いで

ａが多いという傾向は、各掘削段階とも共通する。一方、ⅰ・ｆ・ｃにおける出土数の変化をみると、

第 16 －２ａ層（３）では数は少なかったものの、（２）になるとｆ・ｃが増加し、さらに（１）では、

ｆとともにⅰの数が増加する。第 16 －２ａ層（３）以下は、石器の数が下位ほど少なくなっていた。

注目されるのは、第 16 －２ａ層（３）～第 16 －３ａ層（５）の石器の分布傾向が類似している点である。

これは、第 16 －３ａ層（４）・（５）から出土した石器が、この層準の堆積段階の人間活動に伴うもの

ではなく、上位から落ち込んだものである可能性を示唆する。

　次に、石器の大きさと再堆積・埋没後の移動との関係について検討するために、石器（大部分は砕片・

剥片）の最大長の層位的変化を区域ごとに整理したところ、すべての区域・掘削段階の資料でおおむね

共通する傾向が読み取れた。図 80 では、代表的な事例であるａ・ｄと、やや異なる様相を示すｃにお

ける掘削段階ごとの変化を示した。前二者では、おおむね３～４㎜のものが多く、次いで５～６㎜、１

～２㎜が多いという傾向が読み取れた。また、７～８㎜、９～ 10 ㎜と徐々に数は減っていくが、ａ－１・

２、ｄ－２のように 11 ～ 20 ㎜の数が若干増える層準も認められた。一方、ｃ－２は、総数が少ない

ためにやや異なるようにみえる可能性もあるが、３～４・５～６㎜と 11 ～ 20 ㎜にピークがある。なお、

水の営力による再堆積などに際して、動きやすい大きさのものが抽出できる可能性を期待したが、層位

的な変化はみられなかった。
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　以上の検討結果をふまえると、この石器群の本来の帰属層準は第 16 －１ａ層～第 16 －２ａ層と思

われる。第 16 －２ａ層（１）の出土量が最も多いため、この層準が石器製作層準と考えられる。（２）・

（３）から出土したものにも、（１）から移動したものが含まれる可能性がある。ただし、ｉ・ｆ・ｃで

は（３）と（２）、（２）と（１）における分布傾向に違いがあるため、（１）よりも下位層準でも石器

製作がおこなわれていた可能性も全く否定はできない。分布の中心は一貫してｄ・ａにあるため、石器

の集中部はこの部分から東側の調査範囲外に広がっていた可能性が高い。また、ⅰ・ｆ・ｃも出土数が

多いため、そこから西側の調査範囲外にかけて、別の集中部が存在していたことが考えられる。

Y=
－
41
,7
68

Y=
－
41
,7
66

Y=
－
41
,7
64

X=－154,474

X=－154,476

X=－154,478

X=－154,480

第 16 層調査範囲

h g

f

c

ｊ

b a

de

i

27
28

15

25

11 23

24

22

８

21

12

16

17

26

29

31

21

29

８

1123

24

22

16

12

31

25

17

27

15
28

26

１
１

２

30

２

30

※ Ｌは長軸傾斜の方向および傾斜角度
　（磁北を基準に計測した向き/傾斜角度）
　 Ｍは最大傾斜方向および傾斜角度
　（磁北を基準に計測した向き/傾斜角度）

※ 〇で囲った数字は取り上げ番号

Ｌ：Ｎ34°Ｗ/53°
Ｍ：Ｎ28°Ｗ/58°

第 16－２ａ層（３）

Ｌ：Ｎ30°Ｅ/27°
Ｍ：Ｎ30°Ｅ/27°

第 16－２ａ層（２）

Ｌ：Ｎ92°Ｅ/10°
Ｍ：Ｎ49°Ｅ/26°

第 16－２ａ層（３）

Ｌ：Ｎ174°Ｅ/60°
Ｍ：Ｎ174°Ｅ/60°

第 16－１ａ層

Ｌ：Ｎ14°Ｅ/62°
Ｍ：Ｎ14°Ｅ/62°

第 16－３ａ層（４）

Ｌ：Ｎ141°Ｗ/27°
Ｍ：Ｎ141°Ｗ/27°

第 16－２ａ層（１）

Ｌ：Ｎ68°Ｅ/22°
Ｍ：Ｎ145°Ｅ/76°

第 16－２ａ層（１）

Ｌ：Ｎ156°Ｅ/27°
Ｍ：Ｎ200°Ｅ/32°

第 16－１ａ層

Ｌ：Ｎ25°Ｗ/70°
Ｍ：Ｎ25°Ｗ/70°

第 16－１ａ層／
第 16－２ａ層（１）

Ｌ：Ｎ10°Ｗ/20°
Ｍ：Ｎ45°Ｗ/32°

第 16－２ａ層（１）

Ｌ：Ｎ8°Ｗ/14°
Ｍ：Ｎ106°Ｅ/38°

第 16－１ａ層

Ｌ：Ｎ150°Ｅ/12°
Ｍ：Ｎ150°Ｅ/36°

第 16－２ａ層（２）

第 16－１ａ層
Ｌ：Ｎ12°Ｅ/16°
Ｍ：Ｎ10°Ｗ/28°

Ｌ：Ｎ148°Ｗ/２°
Ｍ：Ｎ40°Ｅ/20°

第 16－３ａ層（５）

Ｌ：Ｎ34°Ｗ/10°
Ｍ：Ｎ28°Ｅ/28°

第 16－３ａ層（４）

Ｌ：Ｎ40°W/３°
Ｍ：Ｎ40°Ｅ/10°

第 16－１ａ層

Ｌ：Ｎ30°Ｅ/２°
Ｍ：Ｎ40°Ｗ/58°

第 16－１ａ層

Ｌ：Ｎ20°W/36°
Ｍ：Ｎ20°Ｗ/36°

第 16－１ａ層

Ｌ：Ｎ60°W/64°
Ｍ：Ｎ60°Ｗ/64°

第 16－１ａ層

×
× × ×

×
×

×

×
×

×
×

× ×
×

×
×

×
×

×

T.
P.
+4
.0
m

T.
P.
+3
.8
m

０ ２ⅿ（１：40）

図 78　15 －１－３区　第 16 －１ａ～３ａ層　石器出土状況
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ちなみに、第 16 －２ａ層（１）

は、軟Ｘ線写真・土壌薄片によ

る検討で暗色を呈し、相対的に

腐植を多く含む、「古土壌層準」

とされたものにあたる。ただし、

第６章第７節でふれるように、

これまでの調査では、第 16 －

２ａ層（３）に対比される層準

からも石器集中部が検出されて

いるため、（２）・（３）におけ

る石器製作の有無については、

今後さらに検討していく必要が

ある。

また、第 16 －１ａ層下部に

は、重量が 4.0 ㎏もある大形の

石核（取り上げ番号㉑、図 85

－ 270）が含まれていた。これ

は、地層の傾きに対して平行に

近い角度で包含されていた（図

版９－６）。クラックや根跡の

規模から考えて、これが埋没後

に大きく移動するとは考え難

い。第 16 －１ａ層に関しては

水洗選別をおこなわなかったた

め、不明な点が多いが、この石

核は第 16 －１ａ層下部段階に

も、調査範囲の周辺で石器製作

がおこなわれたことを示唆して

いる。ただし、石器に関しては

埋没過程・埋没後に移動したも

のもあると考えられるため、第

16 －１ａ層出土石器と第 16 －

２ａ層出土石器を層位的に分離

して、時期差ととらえることは

できない。

　これらの石器の時期について

は、第 16 －３ａ層上部が AT（姶

良 Tn 火山灰＝平安神宮火山灰）
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の降灰層準に対比されることから考えて、AT 降灰以後の後期旧石器時代後半期に属すると考えられる。

第４章で述べたように、第 16 －１ａ層下部は阪手火山灰降灰層準に対比される。ただし、UR07 －３

次Ⅰ区で実施された火山灰分析の結果をみると、火山ガラスや重鉱物は擾乱によって上下に大きく拡散

しており、火山灰濃集層準は確認できない。したがって、第 16 －１ａ層下部における石器製作時期と

阪手火山灰との前後関係は不明とせざるを得ない。ただし、第 16 －２ａ層（１）における石器製作時

期に関しては、阪手火山灰降灰以前にあたる可能性が高い。

２．１区西半（トレンチ４－３・４－４）における石器の出土状況

　１区西半に設定したトレンチ４のうち、トレンチ４－３・４－４では、石器が若干出土した（図
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※アルファベットは区域名

図 80　15 －１－３区　出土石器の最大長の層位的変化
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81）。トレンチを慎重に掘削していったところ、第 16 －１ａ層・第 16 －２ａ層（１）に対応する層

準から散漫に石器類が出土しため、トレンチ４－３の東側を三つの区域にわけて、第 16 －２ａ層（２）

以下の層準の排土を回収し、水洗選別をおこなった。その結果、砕片・剥片が第 16 －２ａ層（２）・（３）

から若干検出されたものの、第 16 －３ａ層からはほとんど検出されなかった（図 81）。第 16 －１ａ層・

第 16 －２ａ層（１）の情報がないため不確定要素もあるが、これらの石器は自然の営力によって再堆

積したもので、本来の位置を保っていないと考えられる。その場合、地層の傾きから考えて、本来の石

器製作地は、このトレンチの南側に存在すると想定できる。なお、石器は第 16 －３ａ層（５）から水

洗選別によって回収された１点を除き、すべて第 16 －１ａ・２ａ層から出土した。したがって、これ

らの石器も３区と同様、第 16 －１ａ・２ａ層に帰属するものであったと考えられる。

３．出土石器

　図 82 ～ 85 には、３区から出土した石器を図示した。それぞれの石器には、出土層準・遺構名・取

り上げ番号、石材、重量の情報も示している。石器は主に第 16 －１ａ～２ａ層から出土したが、第３

ａ層や第６－１ａ層下部から出土したものもある。第 16 －１ａ層の上部は、第３ａ層段階の耕作によ

って削られたり、第６－１ａ層の土壌化の影響を受けたりしているため、上位層準から出土したものは、

本来第 16 －１ａ層に含まれていた可能性がある。なお、剥片・石核の接合も試みたが、接合できるも

のはなかった。

石材は、大半がサヌカイトであるが、261 は珪質頁岩であった。また、図版 22 － 281 は水洗選別

によって得られた砕片であり、石材はチャートである。これは堆積物中に含まれるチャートとは質が異

なっているうえ、バルブやバルバースカーが存在することから、石器製作の過程で生じたものと思われ

る。

図 82 には、ナイフ形石器を示した。これらが縦長剥片と横長剥片のどちらを素材とするのか判断す

る際には、素材に対する改変が高いものが含まれているため、光石編（2006：Fig.39）にもとづいて、

ナイフ形石器の器軸と素材剥片とがなす角（剥離軸角）に着目して、素材剥片を縦位に用いるもの（剥

離軸角 315 ～ 45°、135 ～ 225°）、横位に用いるもの（45 ～ 135°、225 ～ 315°）を区別した。

248 は剥離軸角 210°、249 は 339°、252 は 327°であり、素材剥片を縦位に用いている。248・

252 は一側縁、249 は二側縁に急角度調整を施している。また、250 は剥離軸角 270°、251 は 282°、

253 は 269°であり、これらは横長剥片を素材とする。また、254 はナイフ形石器の先端部である。

　図 83 － 258 は、二次加工のある剥片である。また、257 にも側縁の一部に微細剥離がみられるが、

切り合い関係からみて、これは石核の打面調整痕の可能性がある。259 は縦長剥片の一側縁に二次加

工を施しているが、その角度がナイフ形石器の急角度調整よりも小さい（図版 23：249・253 と 259

参照）ことから、スクレイパー（削器）と判断した。260 はハンマーストーンの破片であり、端面に

敲打痕が認められる（図版 22 － 260）。石材は砂岩である。

　図 84 には、剥片を示した。261・263・265・269 は縦長剥片、262・264・266・267・268 は横

長剥片である。

　図 83 － 256 は石核である。打面が頻繁に移動し、不規則な剥離がおこなわれたと思われる。なお、

図 84 － 269 や図 83 － 255 は、このような石核から剥離されたと思われる。図 85 － 270 は、長さ

21.4cm、幅 19.6cm、厚さ 9.0cm、重量 4.0 ㎏の大形の石核であり、盤状剥片を素材としている。271
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第 16－３ａ層（５）

第 16－２ａ層（３）

第 16－２ａ層（２）

凡　例 ：

（個）

０

２

４

６

８

10

（区域） ＡＢＣ

Ａ
Ｂ
Ｃ

０
０
０

第 16－３ａ層
　　（４）

１
０
０

第 16－３ａ層
　　（５）

４
１
２

第 16－２ａ層
　　（３）

５
２
４

第 16－２ａ層
　　（２）

※ Ｌは長軸傾斜の方向および傾斜角度（北を基準に計測した向き/傾斜角度）
　 Ｍは最大傾斜方向および傾斜角度　（北を基準に計測した向き/傾斜角度）

W3 ７ 第 16－２ａ層（２）Ｌ：Ｎ74°Ｗ/4°　　 Ｍ：Ｎ6°Ｗ/24°

W3 ５ 第 16－２ａ層（１）Ｌ：Ｎ56°Ｗ/10°　 Ｍ：Ｎ148°Ｗ/48°

W3 １ 第 16－１ａ層上 Ｌ：Ｎ154°Ｗ/14°  Ｍ：Ｎ108°Ｅ/72°

W3 ８ 第 16－１ａ層上 Ｌ：Ｎ114°Ｗ/30°　Ｍ：Ｎ114°Ｗ/30°
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W3 ２ 第 16－３ａ層（５）Ｌ，Ｍ：不明

５
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W4
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１

W4 ３ 第 16－１ａ層上 Ｌ：Ｎ6°Ｗ/14°       Ｍ：Ｎ6°Ｗ/14°

第 16－１ａ層上 Ｌ：Ｎ168°Ｅ/4°　  Ｍ：Ｎ88°Ｅ/79°

Ｌ：Ｎ140°Ｗ/26°   Ｍ：Ｎ172°Ｅ/40°第 16－１ａ層上
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※ Ａ、Ｂ、Ｃ… 水洗選別を行った区域

０ ４m（１：80）

出土層準と長軸の傾斜方向および最大傾斜方向

トレンチ４（４－３・４トレンチ）石器出土状況

層準ごとの出土点数（水洗選別で回収したものを含む）

図 81　15 －１－１区西半　トレンチ４　石器出土状況・出土石器数の層位的変化
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255 256
257

258

259

260

※ 取り上げ番号は図 78に対応

０ ５㎝（２：３）

取り上げ番号：26

〈ｊ・16－１ａ〉

石材：サヌカイト

重量：7.1ｇ（ （
16－１ａ

石材：サヌカイト

重量：5.6ｇ（ （
ｅ・16－３ａ（４）

石材：サヌカイト

重量：2.9ｇ（ （

取り上げ番号：８

〈ｇ・16－２ａ（１）〉

石材：砂岩

重量：63.1ｇ（ （

ｄ・16－３ａ（４）

石材：サヌカイト

重量：2.0ｇ（ （

16－２ａ・東側溝

石材：サヌカイト

重量：10.4ｇ（ （

248 249 250

251

252 253

254 ※ 取り上げ番号は図 78に対応

ｃ・16－２ａ（２）

石材：サヌカイト

重量：0.2ｇ（ （
取り上げ番号：24　

〈ｇ・16－１ａ〉

石材：サヌカイト

重量：9.2ｇ（ （

ｅ・16－２ａ（３）

石材：サヌカイト

重量：2.4ｇ（ （16－２ａ・東側溝

石材：サヌカイト

重量：4.2ｇ（ （

16－１ａ

石材：サヌカイト

重量：5.1ｇ（ （６－１ａ下部

石材：サヌカイト

重量：4.6ｇ（ （ 取り上げ番号：16

〈ｆ・16－２ａ（３）〉

石材：サヌカイト

重量：1.9ｇ（ （

０ ５㎝（２：３）

図 82　15 －１－３区　出土遺物（１）〔ナイフ形石器〕

図 83　15 －１－３区　出土遺物（２）〔石核・二次加工のある剥片・スクレイパー・ハンマーストーン〕
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の石核は、周縁に打面を形成し、打面を 90°ずつ移動しながら剥離をおこなっている。272 は剥片を

素材とし、基本的に横長剥片を剥離したと思われる石核である。

　図 86 ～ 88 には、１区西半から出土した石器を示した。これらの石器は、トレンチ４－３・４－４

から出土したものが多いが、第３ａ層下面の 26 落ち込み（図 63）から出土したものも含まれている。

26 落ち込みは第 16 －１ａ層を犂で削り込んで形成されたものであるため、これらは本来、第 16 －１

ａ層に含まれていた可能性がある。

273 はナイフ形石器と思われる。剥離軸角は 314°であり、素材を横位に用いている。274 は、チ

ャートの剥片である。275 は石核である。276 は結晶片岩の細長い礫であり、図の上部に敲打痕のよ

うなものが認められることから（図版 23 － 276）、ハンマーストーンの可能性が考えられる。277 ～

279 は石核である。277・278 は、周縁に沿って打点を移動しながら剥片剥離をおこなっている。279

261
262

263

264

265

266

267

268

269

※ 取り上げ番号は図 78に対応

０ ５㎝（２：３）

３ａ

石材：珪質頁岩

重量：8.3ｇ（ （
16－２ａ・東側溝

石材：サヌカイト

重量：13.4ｇ（ （

16－１ａ

石材：サヌカイト

重量：2.5ｇ（ （
16－１ａ

石材：サヌカイト

重量：4.7ｇ（ （

取り上げ番号：22

〈ｇ・16－１ａ/16－２ａ（１）〉

石材：サヌカイト

重量：7.6ｇ（ （
６落ち込み　

石材：サヌカイト

重量：7.6ｇ（ （取り上げ番号：25

〈ｄ・16－２ａ（１）〉

石材：サヌカイト

重量：39.8ｇ（ （
取り上げ番号：31

〈16－１ａ〉

石材：サヌカイト

重量：2.1ｇ（ （取り上げ番号：29

〈東壁・16－１ａ〉

石材：サヌカイト

重量：8.9ｇ（ （
図 84　15 －１－３区　出土遺物（３）〔剥片〕
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には原礫面が広い範囲に残っている。

　なお、４区東半においては、第４－３－１ａ層からナイフ形石器が出土した（図 86 － 280）。その

剥離軸角は 225°で、素材剥片を横位に用いている。

270

271

272

取り上げ番号：21

〈16－１ａ〉

石材：サヌカイト

重量：4.0 kg（ （

３ａ

石材：サヌカイト

重量：74.1ｇ（ （

16－１ａ

石材：サヌカイト

重量：13.8ｇ（ （

※ 取り上げ番号は図 78に対応

０ ５㎝（２：３）

０ 20㎝（１：４）

図 85　15 －１－３区　出土遺物（４）〔石核〕
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273

※ 取り上げ番号は図 81に対応

280

０ ５㎝（２：３）

取り上げ番号：W4

〈16－１ａ上部〉

石材：サヌカイト

重量：10.0ｇ（ （
5

４－３－１ａ

石材：サヌカイト

重量：3.9ｇ（ （
４－４トレンチ出土

４区東半出土

274 275

276
※ 取り上げ番号は図 81に対応

０ ５㎝（２：３）

26落ち込み

石材：チャート

重量：16.9ｇ（ （ 取り上げ番号：W３

〈16－１ａ上部〉

石材：サヌカイト

重量：5.7ｇ（ （

取り上げ番号：W3

〈16－２ａ（２）〉

石材：結晶片岩

重量：258.5ｇ（ （
７

１

図 86　15 －１－１区西半・４区　出土遺物〔ナイフ形石器〕

図 87　15 －１－１区西半　出土遺物（１）〔剥片・ハンマーストーン？〕
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第６章　自然科学分析

第１節　分析の目的と概要

　今回の調査では、放射性炭素年代測定・酸素同位体比年輪年代測定・大型植物遺体同定分析・昆虫遺

体分析・軟Ｘ線写真と土壌薄片による堆積物の分析をおこなった。ここではまず、それぞれの目的と概

要を説明したい。

１．縄文・弥生時代の層準・遺構の時期推定と古植生の検討

　14 －１では、トレンチ１において第９－１－１ａ・２ａ層段階の 123 流路を検出した。この流路の

肩部には、第９－１－２ａ層上面段階の立木１・２が検出され、流路充填堆積物（第８－３層下部）に

は、植物遺体を多く含む層準が認められた。ここでは、まず、立木１の最外年輪部分を試料として放射

性炭素年代測定（AMS 法）をおこない、層相にもとづく層序対比が妥当かどうかの検討をおこなった。

また、立木および流路充填堆積物内の大型植物遺体は、周辺の古環境を復原するための重要な手がかり

になるため、大型植物遺体同定分析（樹種同定・種実同定）を実施した。

　また、14 －１－３区では、第６－１ａ層下面から 41・61 溝が検出された。第５章で詳述したように、

これらの溝は周辺の調査地から検出されている大溝に連続するものであり、これらの溝を詳細に検討す

れば、当遺跡における弥生時代後期集落の実態を理解するための重要な手がかりが得られると期待さ

れた。そこで、年代を明らかにするための分析として、61 溝埋土に含まれていた小枝を試料として放

射性炭素年代測定（AMS 法）を実施したほか、41 溝から出土した木１・２（登録〔試料〕番号 526・

527）の酸素同位体比年輪年代測定をおこなった。また、41・61 溝内堆積物から検出された木材・種

実について大型植物遺体同定分析を実施し、溝やその周辺の古植生の復原を試みた。なお、41・61 溝

では、堆積物の水洗選別によって種実を抽出した際に昆虫遺体も検出されたため、溝周辺の古環境復原

の手がかりを得るために、それらの同定もおこなった。

２．後期旧石器時代層準の堆積環境・土壌形成と埋没後の変化に関する検討

　15 －１－３区の第 16 －１ａ～３ａ層には、後期旧石器時代後半期に属する石器が含まれていた。

調査では、石器類の出土状況や空間分布の層位的変化などを検討することによって、その石器群の形成

過程の復原を試みた。ただし、こうした検討は、この地点の堆積環境・土壌形成や、埋没後に生じたク

ラックや植物の根などによる擾乱の実態をふまえておこなう必要がある。これまでの調査では、堆積構

造・土壌構造の検討が十分になされていなかったため、今回は石器類の分布の中心にあたると考えられ

る３区東壁から不攪乱試料を採取し、軟Ｘ線写真・土壌薄片を解析することにした。



―　136　―

第２節　放射性炭素年代測定

はじめに
瓜破北遺跡の第６－１ａ層下面で検出された 61 溝の性格や、縄文時代後期の地形形成過程や古植生

を復原するうえで前提となる、遺構や堆積物の年代を明らかにするために、それらから出土した植物遺

体について、加速器質量分析法（AMS 法）による放射性炭素年代測定をおこなった。

第１項　試料と分析方法
今回、放射性炭素年代測定を実施した試料は、14 －１－３区の第６－１ａ層下面で検出された、61

溝内の堆積物（第６－１－８層上部）から採取された自然木の小枝（PLD － 32044）と、トレンチ１

の 123 流路肩部で検出された、第９－１－２ａ層上面に帰属する立木１（PLD － 32045）の合計２点

である（表２）。なお、この両者には、最終形成年輪が残っていた。

測定試料の情報、調製データは表２のとおりである。試料は調製後、加速器質量分析計（パレオ・ラ

ボ、コンパクト AMS：NEC 製 1.5SDH）を用いて測定した。そして、得られた 14C 濃度について同位体

分別効果の補正をおこなった後、14C 年代、暦年代を算出した。

第２項　データの取り扱い
表３に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ13C）、同位体分別効果の補正をおこなって

暦年較正に用いた年代値と、較正によって得られた年代範囲、慣用に従って年代値と誤差を丸めて表示

した 14C 年代を、図 89 に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は下１桁を丸めてい

ない値であり、今後暦年較正曲線が更新された際に、この年代値を用いて暦年較正を行うために記載し

た。
14C 年代は AD1950 年を基点にして何年前かを示した年代である。14C 年代（yrBP）の算出には、14C

の半減期として Libby の半減期 5568 年を使用した。また、付記した 14C 年代誤差（± １σ）は、測定

の統計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の 14C 年代がその 14C 年代誤差内に入る確率が 68.2

％であることを示す。

また、暦年較正とは、大気中の 14C 濃度が一定で半減期が 5568 年として算出された 14C 年代に対し、

過去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の 14C 濃度の変動、および半減期の違い（14C の半減

期 5730 ± 40 年）を較正して、より実際の年代値に近いものを算出することである。

表２　測定試料および処理

測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

PLD-32044

地区：14－１－３区

遺構：61溝

層位：第６－１－８層（上部）

種類：生材

試料の性状：最終形成年輪

器種：自然木

部位：小枝

状態：wet

超音波洗浄

酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N,

水酸化ナトリウム：1.0N,塩酸：1.2N）

PLD-32045

地区：３区北半

位置：トレンチ１

層位：第９－１－２ａ層上面
　　　123流路

種類：生材

試料の性状：最終形成年輪

器種：立木（自然木）

採取位置：外側３年輪分

状態：wet

超音波洗浄

酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N,

水酸化ナトリウム：1.0N,塩酸：1.2N）
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14C 年代の暦年較正には OxCal4.2（較正曲線データ：IntCal13）を使用した。なお、１σ 暦年代範囲は、

OxCal の確率法を使用して算出された 14C 年代誤差に相当する 68.2％信頼限界の暦年代範囲であり、同

様に２σ暦年代範囲は 95.4％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、その範囲内に

暦年代が入る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は 14C 年代の確率分布を示し、二重曲線は暦年

較正曲線を示す。

第３項　結　果
61 溝から出土した自然木の小枝（PLD － 32044）は、２σ 暦年代範囲（確率 95.4％）で 161-132 

cal BC (6.6％ ) および 117 cal BC-5 cal AD (88.8％ ) で、紀元前２世紀前半～紀元後１世紀初頭の暦年

代を示した。これは、小林（2009）を参照すると、弥生時代中期後葉～後期初頭に相当する。試料は

最終形成年輪を含めて測定が行われており、測定結果は枯死もしくは伐採年代を示す。

トレンチ１の 123 流路肩部（第９－１－２ａ層上面）で検出された立木１（PLD － 32045）は、
14C 年代で 3645 ± 25 14Cyr BP、２σ 暦年代範囲で 2130-2087 cal BC (15.5％ ) および 2049-1941 cal 

BC (79.9％ ) の暦年代を示した。これは、千葉（2008）、小林（2008）、工藤（2012）を参照すると、

縄文時代後期前葉～中葉の暦年代に相当する。試料は最終形成年輪を含めて測定が行われており、測定

結果は枯死もしくは伐採年代を示す。

立木が検出された層準に対比できると考えられている、11 －１－１区の第９－１－２層から出土し

た炭化植物遺体（PLD － 19654）の年代測定（本書 103 ページ参照）では、立木の測定結果に近い年

代値が得られており、今回の測定結果は従来の成果に対して整合的である。
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表３　放射性炭素年代測定および暦年較正の結果

図 89　暦年較正結果

14C年代を暦年代に較正した年代範囲暦年較正用年代
(yrBP±１σ)
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PLD-32045
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第３節　酸素同位体比年輪年代測定

はじめに
　瓜破北遺跡の 41 溝（弥生時代後期）内の堆積層からは、クヌギ節の大小２個体の自然木（木１，２

＝試料番号 526，527）が、同一地点の上下２層（第６－１－２層上部と第６－１－６層）に横たわる

形で出土しており、その２つの層の間には多数の土器が挟在していた。それゆえ、同試料の年輪年代を、

広葉樹を含むあらゆる樹種に適用可能な、新しい酸素同位体比年輪年代法（中塚，2015）を使って決

定することができれば、遺跡の年代を年単位で決定できるだけでなく、弥生時代後期の土器様式に詳細

な暦年代を付与することが可能になる。ここでは、それらの試料を対象にした年輪セルロース酸素同位

体比の分析とデータ解析の取り組み、および今後の課題について述べる。

第１項　試料と分析方法
　２つの試料は、共にクヌギ節の自然木であるが、上層の試料（No. 526）が樹齢百年を越える大径木

であったのに対し、下層の試料（No.527）は樹齢約十年の小径木であった。上層の材には樹皮は付い

ていなかったが、外形はほぼ円形なので、樹皮直下、すなわち枯死年までの間には数年から数十年の年

層しか含まれていないと考えられる。また年輪数の多さから考えて、十分に酸素同位体比年輪年代法に

よって年輪年代の決定に至るものと思われた。下層の材には樹皮がついており、枯死年が年単位で決定

できる可能性があるものの、年輪数の少なさから、通常の経年変動データの解析では年代決定に至るこ

とは難しいと思われた。

そこで今回は、以下に詳述するように、２つの試料に対して年輪セルロースの酸素同位体比の「経年

変動」を測定して、中部から近畿で得られた多数のヒノキ材を用いて作られている、弥生時代後期の年
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輪酸素同位体比の標準変動曲線（マスタークロノロジー）との対比によって年輪年代の推定をおこなっ

たあと、それら２個体のセルロース酸素同位体比の「季節（年層内）変動」を分析することで、より詳

細に一致年代の検討を行った。通常、セルロース酸素同位体比の季節変動パターンは、樹種が異なると

成長期間がずれるため、必ずしも一致しない可能性があるが、今回は二つの木材が同じ樹種に属し、か

つ年代が重なっている可能性が高かったため、このような酸素同位体比の季節変動の対比が有効である

可能性があった。

　まず、二つの試料の中心から外縁まで、最も多くの年輪を含む形で木口面に平行な厚さ１mm、幅２

cm の短冊状の板（写真２(a)，３(a)）を切り出した後、Kagawa et al （2015）の方法に従って板を化

学処理し、セルロースだけからなる板に変換した（写真２(b)，３(b)）。その後、各年層のセルロース

を約 100 ～ 300 μ g ずつ、年層の端から端までを均等に含む長方形の形状に切り出し、銀箔に包んで、

総合地球環境学研究所に設置された Thermofisher Scientific 社製の TCEA/Delta V を用いて、その酸素

同位体比（18 Ｏ /16 Ｏ）を測定した。18 Ｏ /16 Ｏ比は国際標準物質である VSMOW を用いて、δ18 Ｏ

=[(18 Ｏ /16 Ｏ ) 試料 /(18 Ｏ /16 Ｏ )VSMOW) －１]×1000（‰）の式からなる δ18 Ｏの形で表される。得られ

た２つの木材（No.526，No.527）の年輪セルロース酸素同位体比の経年変動パターンを、次項のよう

にマスタークロノロジーの変動パターンと比較して、各木材の年輪年代を決定（推定）した。その後、

No.527 のセルロース板の全体及び、（No.527 と No.526 の経年変動パターンの対比から）No.527 の年

代と一致する可能性がある No.526 のセルロース板のいくつかの年輪区間に対して、年層を４分割もし

くは２分割した試料を切り出し、銀箔に包んで、上述の装置を用いて、そのセルロース酸素同位体比を

測定した。

写真２　木口面に平行の No.526 の厚さ１mm の薄板 (a) をセルロース化したもの (b)

写真３　木口面に平行の No.527 の厚さ１mm の薄板 (a) をセルロース化したもの (b)
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第２項　年代決定のためのデータ解析（１）－経年変動
　図 90(a)・(b) に、No.526 と 527 の年輪酸素同位体比の測定結果をそれぞれ示す。まず、No.526 の

経年変動データとマスタークロノロジーのスライド相関解析によって、No.526 の最外認定年輪の年代

は、114 AD であることが、一意的に明らかになった（図 91）。

次に、マスタークロノロジーおよび年代の確定した No.526 の年輪酸素同位体比と、No.527 のスラ

イド相関解析をおこなった結果を示す（図 92）。年輪数が少ないため、実際の一致年代以外の年代でも

偶然に相関係数が高くなる可能性があり、相関係数が突出した年は見つけることができなかったが、マ

スタークロノロジーと No.527 の双方と比較的高い相関係数を示す年代として、63 AD，102 AD，109 

AD が認められた。

図 93 に、マスタークロノロジーと No.526 の年輪セルロース酸素同位体比と、それらに一致する可

能性がある候補年代３ヶ所における No.527 の年輪セルロース酸素同位体比を、重ねて示す。次項では、

図 92 の No.527 の３ヶ所の候補年代のうち、どれが正解なのか（どれも不正解なのか）を検討するた

めに、それぞれの候補年代における No.526 のセルロース酸素同位体比の季節変動を、No.527 のそれ

と共に分析し、対比した。
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図 90　No.526(a) と No.527(b) の年輪セルロース酸素同位体比の経年変化

図 91　No.526 とマスタークロノロジーの間での年輪セルロース酸素同位体比のスライド相関係数 

（ｔ値 > ５で年代は確定なので、114AD が No.526 の最外年輪年代）
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第３項　年代決定のためのデータ解析（２）－季節変動
図 94 に、No.527 の最外と中心の２年分を除く、計８年の年層を、それぞれ４分割して、その酸素

同位体比を測定した結果を示す。各年層ともに、春材から秋材に向けて（図の左から右に向けて）、酸

素同位体比が低下する規則的な傾向があり、光合成が始まる春先が乾燥しているのに対して、夏に向け

て梅雨や台風のために、湿度の上昇と降水同位体比の低下が起こり、セルロース酸素同位体比が低下す

ること、即ち気象の変化と理論的にもよく合致した共通の変動パターンが認められる。一方で、その変

動の振幅は年々で大きく変化し、最低値が年の早いうちに現れる年輪番号７と最後になる年輪番号３の

違いなど、細かく見ると季節変動パターンにも違いが認められる。現時点では、こうした年層間での季

節変化の振幅や変動パターンの違いが、樹木間で共通の「気候変動」を記録しているのか、樹木の成長

とともに変化する「樹齢効果」なのか、それとも、年輪を 4 分割した際の「切り分け精度」の問題なのか、

未定であり、今後、現生木をたくさん用いた基礎的な研究が求められる。

図 95 に、No.526 の中の No.527 との一致候補区間（Ａ，Ｂ，Ｃ）の中で、年輪を２－４分割して、

セルロースの季節変動を測定した結果を示す。図 94 と同じように、No.526 でも、概ね、春に同位体

比が高く、夏に低くなる傾向があったが、写真２に示すように、No.526 の外縁部に位置し、抽出した

セルロース板の状態が悪く、年輪の２分割が正確にできなかったと思われる区間Ｃでは、明確な季節変

動パターンを得ることができなかった。
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図 92　マスタークロノロジー（黒）および年代の確定した

№ 526（灰）と№ 527 の間での年輪セルロース酸素同位体比のスライド相関係数

図 93　マスタークロノロジー（灰）と№ 526（黒）および、

一致候補年代３ヶ所に仮想的に配置した№ 527 の年輪セルロース酸素同位体比（黒点線）
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図 96(a)，(b) には、それらの結果の「年間分割数」を合わせて（２分割のものを計算上で４分割に

することはできないが、４分割のものは前半と後半で平均を採ることで２分割にできるので）、４分割

と２分割にしてそれぞれ表示した。セルロース板の状態が良く４分割が可能であった区間Ａの季節変動

パターンは、振幅の大きさおよび最低値の位置の両者において、No.527 とは全く一致しなかった（図

96 ａ）が、こうした違いが、切り取り精度や樹齢効果の影響を受けていないことを、今後、現生木を

用いて確かめていく必要がある。一方、２分割にデータをそろえると、３つの区間ともに、あまり一致

は良くなかった（図 96 ｂ）。

絶対値だけを比べると、区間Ｃが最も良く一致していたので、今後、No.526 の区間 の季節変動デー

タを高精度化することによって（或いは、大阪平野のどこかで同時代の年代が確定した年輪幅が広いク

ヌギ節の出土材が得られれば、そのセルロース酸素同位体比の季節変動を測定することによって）、最

終的に区間Ｃ（最外年輪年代 109 AD）が正解であることがわかる可能性もあるが、現時点では、区間

Ｃの季節変動パターンが良くわからないので、全く結論を下すことはできない。

第４項　まとめと今後の課題
　今回、セルロース酸素同位体比の経年・季節変動を分析したクヌギ節の自然木の出土材２点（No. 

526，No.527）については、第一に、マスタークロノロジーとの経年変動パターンの対比から、上層
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図 95　No.527 の一致候補年代（図 93）の区間Ａ（黒）, Ｂ（灰）, Ｃ（点線）における

No.526 のセルロース酸素同位体比の年層内変化

図 94　No.527 のセルロース酸素同位体比の年層内変化

（年輪番号２から９の年層についてそれぞれ４分割して、酸素同位体比を測定した）
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の大径木（No.526）の最外認定年輪の年代が、114 AD であることがわかった。実際の枯死年代は、こ

れに数年～数十年の年代を加えたものになる。第二に、No.527 と No.526 の一致候補年代３ヶ所にお

いて、その季節変動パターンを比べたが、季節変動パターンが一致する候補を絞り込むことはできなか

った。今後、No.526 の切り分け精度の向上、もしくは大阪平野における同時代の年代が確定した年輪

幅の広いクヌギ節の分析などにより、年代が特定できるようになる可能性がある。

　一般に出土材に樹皮がついているケースは、年輪数が少ない（10 年程度の）小径木に多く、そうし

た木材の枯死年・伐採年を年単位で確定させる方法として、セルロース酸素同位体比の季節変動の分析

をおこなったが、現時点では、季節変動パターンの相同性から年代を決定するまでには至っていない。

今後、分析の精度を向上させていく必要があると同時に、No.527 の季節変動パターンから明らかにな

った、季節変動の「振幅」や「最低値・最大値の出現時期」の年ごとの違いが、どこまで実際の「気候

変動」を反映しているのか、「樹齢効果」や「切り分け精度」の影響は無いのか、等々について、樹種

ごとにたくさんの現生木を用いて系統的な基礎研究を進めていく必要がある。
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第４節　大型植物遺体同定分析

はじめに
　瓜破北遺跡では、弥生時代後期の 41・61 溝および縄文時代後期前葉～中葉の流路（123 流路）か

ら検出された木材および種実を同定し、当時の植生に関する資料を得るために種実同定を実施した。

第１項　分析試料の概要
　14 －１－３区においては、第６－１ａ層下面から検出された 41 溝・61 溝（弥生時代後期）と、第

９－１－１ａ・２ａ層上面に帰属する 123 流路（縄文時代後期）から、大型植物遺体同定分析用の試

料を採取した。前者の試料採取位置については、81・83 ページの記述と図 37 ～ 40・図版５－２、後

者については、103 ～ 104 ページの記述と図 12・62・図版１－５・６を参照していただきたい。

第２項　大型植物遺体の同定結果
１．木　材

同定のための木材組織プレパラートは、各試料からステンレス剃刀によって横断面、放射断面、接線

断面の３方向の切片を作成して、封入剤ガムクロラールで封入し、生物顕微鏡で同定した。41 溝（弥

生時代後期）、123 流路（縄文時代後期）肩部の第９－１－２ａ層上面から出土した木材の樹種同定結

果を、表４に示す。41 溝は 7 試料を同定に供し、６点がコナラ属クヌギ節、１点がヤナギ属であった。

また 123 流路肩部の立木は、２点ともヤナギ属と同定された。以下に同定の根拠を記載する。

ヤナギ属 ( Salix ) ：年輪内にほぼ均一に中程度のやや角張った管孔が単独ないし数個複合して分布す

る散孔材で、晩材部で管孔径がほとんど変わらない。道管の穿孔板は単一で、放射組織は単列異性で道

管放射組織間壁孔が大きな篩状となる。

コナラ属クヌギ節 ( Quercus  sect. Aegilops ) ：年輪はじめに大きい道管が数列並び孔圏外では急に径

を減じて厚壁の丸い小道管が放射方向に並ぶ環孔材である。道管の穿孔板は単一である。放射組織は単

列と広放射組織があり同性ですべて平伏細胞からなる。

２．種　実

同定に供した試料は縄文時代後期の 123 流路の流路充填堆積物（第８－３層下部）と、弥生時代後

期の 41 溝・61 溝内の堆積物から採取された３試料で、発掘担当者により水洗選別された残渣である。

試料からは双眼実体顕微鏡を用いて同定可能な部位を選び出し、分類群別出土部位別に同定・計数をお

こない、同定結果は表５に示されている。全試料を通じて、木本広葉樹はクリ、アカガシ近似種、コナ

ラ属アカガシ亜属、コナラ、コナラ属、ブナ科、ムクノキ、クスノキ、バラ科、ハギ属、ブドウ属、ヒ

サカキの計 12 分類群、草本単子葉類はヘラオモダカ、オモダカ科、ミクリ属、ヒルムシロ属、イネ、

ヒエ属、ウキヤガラ、ホタルイまたはイヌホタルイ、ゴウソ近似種、アゼナルコ近似種、タチスゲ近似

種、スゲ属Ａの計 12 分類群、草本双子葉類はイボクサ、サクラタデ近似種、イシミカワ、スイバ、ギ

シギシ属、マメ科、ノブドウ、ヒシ属、セリ、イヌコウジュ属の計 10 分類群が同定された。以下に特

筆すべき分類群の形態記載をおこなう。
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アカガシ近似種 (Quercus cf. acuta Thunb.)　ブナ科：半分の果実が出土した。果実は楕円形で頂部に

顕著に突出した輪状紋があり、先端の柱頭は失われている。基部のへそが顕著に突出していることから

アカガシ近似種とした。

コナラ (Quercus serrata Murray)　ブナ科：殻斗つき幼果が出土した。殻斗表面はやや細かい鱗状の

鱗片が密に並び鱗片の表面は平である。さらに横面観が三角形であることからコナラと同定した。

ムクノキ (Aphananthe aspera (Thunb.) Planch.)　アサ科：内果皮の破片が出土した。内果皮は完形

であれば横面観が円に近い楕円形で、上面観は太い凸レンズ形、基部に白っぽく小さい盤状のへそがあ

る。内果皮表面は平滑だが、微小な網目構造があり、壁は厚くやや柔らかく、径が表面の網目と対応す

る柵状組織となっている。

ヘラオモダカ (Alisma canaliculatum A.Braun et C.D.Bouché)　オモダカ科：果実は三角形扁平で薄い

背面に 1 本の溝が走り、スポンジ状である。果実の中にはチューブ状の二つに折れ曲がった種子がある。

種子のみでは多種との区別がつかないので、オモダカ科との同定になる。オモダカ科はすべて浅い水域

に生育する抽水植物である。

ヒエ属 (Echinochloa)　イネ科：当遺跡では内穎が出土した。野生のイヌビエに近いが、やや幅が広い。

ヒエ属は水田雑草を含めると種類が多く、互いが交雑しやすい。出土した穎は包穎と外穎がないため、

区別はなお難しい。

ウキヤガラ (Bolboschoenus fluviatilis  (Torr.) Soják subsp. yagara (Ohwi) T.Koyama)　カヤツリグサ

科：果実は３mm 強、３稜形で上部３分の１の幅が最も広い狭倒卵形、表面は褐色～黒色で光沢が鈍く

壁が厚い。水辺に生育する抽水植物である。

ホタルイ(Schoenoplectiella hotarui (Ohwi) J.D.Jung et H.K.Choi)またはイヌホタルイ (Schoenoplectiella  

juncoides (Roxb.) Lye)　カヤツリグサ科：果実は 2 ～ 2.2mm 程度の広卵形で扁平、頂部と基部は細く

締まり、黒くやや光沢があり、細かいしわがみられる。基部から上向きに果実と同長かやや長い逆刺が

ついた突起がある。いずれも抽水植物である。

ヒシ属 (Trapa)　ヒシ科：果実は完形であれば菱形で二ないし四つの著しい突起があり、果皮は光沢

が無くやや固く厚い壁である。突起の個数と外形はさまざまで、地域変異もみられるため、種の区別は

難しい。本来は池沼に生育する浮葉植物で、本遺跡ではすべて破片の状態で出土している。

イボクサ (Murdannia keisak (Hassk.) Hand.-Mazz.)　ツユクサ科：種子は膜状で扁平、片側は切形も

う一端は丸い。稜の一部にへこみがあり、一面の中央に溝状の筋となるへそがある。水田などに多い湿

性植物である。

表４　14 －１　出土木材の樹種

登録番号
526
527
525
480
485

遺構名
41溝
41溝
41溝
41溝
41溝
41溝
41溝
123流路
123流路

時期
弥生時代後期
弥生時代後期
弥生時代後期
弥生時代後期
弥生時代後期
弥生時代後期
弥生時代後期
縄文時代後期
縄文時代後期

種類
材
材
杭材
材
杭材
材
材
材
材

分類群
コナラ属クヌギ節
コナラ属クヌギ節
ヤナギ属
コナラ属クヌギ節
コナラ属クヌギ節
コナラ属クヌギ節
コナラ属クヌギ節
ヤナギ属
ヤナギ属

立木１

試料番号

立木２

木１
木２

木３
木４

備考
地球研提供試料
地球研提供試料
南壁断面採取、上端は第５－３－２層
トレンチ掘削中、第６－１－３～６層
埋土、第６－１－２層から出土？
第６－１－３～６層から出土？
第６－１－３～６層から出土？
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第３項　分析結果の検討
当遺跡の弥生時代後期の 41 溝から出土した杭材２点はヤナギ属とコナラ属クヌギ節であり、その他

の木材５点はいずれもクヌギ節であった。ヤナギ属は河川や湿地に生育する種類が多く、クヌギ節も

湿地に多い（鈴木，2002）。弥生時代の西日本はアカガシ亜属の分布域であることから、その多用傾向

がある（伊東ほか，2012）が、当遺跡は湿地に立地していたため、そこに生育していたヤナギ属やク

ヌギ節を杭材として利用していたとみられる。41 溝の出土種実のうち利用植物はクリとイネであるが、

いずれも小さい破片で少量であることから、廃棄物の流れ込みと考えられる。最も多く出土したのは抽

水植物のホタルイまたはイヌホタルイとウキヤガラで、ミクリ属やイボクサなども出土している。また

表５　14 －１　出土種実

時期
遺構
試料番号
出土部位／遺構層

果皮破片
穎破片

果実
種子
果実
果実
果実
果実
炭化果実
果実
果実
種子
果実
果実破片
果皮破片
果実

果実半分
殻斗
殻斗破片
幼果
枝付き幼果
果皮基部
幼果
芽
果皮破片
内果皮破片
核破片
刺状突起
果皮破片
種皮破片
種皮破片

穎
果実
果実
果包
果実
炭化種子
種皮破片
炭化果実

分類群
栽培植物・利用植物
クリ
イネ

水生・湿性植物
ヘラオモダカ
オモダカ科
ミクリ属
ヒルムシロ属
ゴウソ近似種
アゼナルコ近似種

ウキヤガラ
ホタルイまたはイヌホタルイ
イボクサ
サクラタデ近似種
イシミカワ
ヒシ属
セリ

その他木本
アカガシ近似種
コナラ属アカガシ亜属

コナラ
コナラ属
ブナ科
ムクノキ
クスノキ
バラ科
ハギ属
ブドウ属
ヒサカキ

その他草本
ヒエ属
タチスゲ近似種
スゲ属A
スイバ
ギシギシ属
マメ科
ノブドウ
イヌコウジュ属
個数計

縄文時代後期
123流路

No.１水洗選別
第８－３層下部

-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

1
8
20
4
1
4
-
-
16
-
1
-
-
1
-

-
-
-
-
-
-
-
-
56

弥生時代後期
41溝

No.１水洗選別
第６－１－５層

2
3

-
1
4
20
-
14
-
53
61
2
2
4
9
-

-
-
-
-
-
-
2
3
2
-
-
-
-
-
-

2
5
-
-
-
-
1
-
190

弥生時代後期
61 溝

水洗選別No.１
第６－１－８層

-
-

2
1
-
-
23
4
1
-
-
-
-
-
-
1

-
-
-
-
-
-
-
-
-
3
-
1
8
-
1

-
-
2
3
4
2
1
1
58
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写真４　14 －１　出土木材および種実

木材顕微鏡写真　1.ヤナギ属(123流路立木1) 2.クヌギ節(41溝木1)  C:横断面,R:放射断面,T:接線断面、スケールは0.1mm  

種実写真　3.アカガシ近似種、果実 4.アカガシ亜属、幼果 5.コナラ、幼果 6.コナラ属、芽 7.クリ、果皮破片 8.ムクノキ、内果皮破片 

 9.クスノキ、核破片 10.ハギ属、果実 11.ブドウ属、種子破片 12.ヒサカキ、種子 13.ヘラオモダカ、果実 14.ヒルムシロ、内果皮

15.ミクリ属、内果皮 16.イネ、穎破片 17.ヒエ属、穎 18.ウキヤガラ、果実 19.ホタルイまたはイヌホタルイ、果実 

20.ゴウソ近似種、果実 21.アゼナルコ近似種、果実 22.タチスゲ近似種、果実 23.イボクサ、種子 24.イシミカワ、果実破片 

25.サクラタデ近似種、果実破片 26.スイバ、果包 27.ギシギシ属、果実 28.ノブドウ、種子破片 29.ヒシ属、果実破片 30.セリ、果実

31.イヌコウジュ属、果実　　　

縄文123流路(3,4,9,11)、弥生41溝(5-7,14-19,21-25,29)、弥生61溝(8,10,12,13,20,26-28,30,31)、スケールは1mm
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浮葉植物は、緩い水流がある場所に生育するヒルムシロ属がやや多い。浮葉植物にはヒシ属も含まれて

いるが、全て破片であることから、採取地点に生育していたものではないと思われる。以上のことから、

41 溝は水深が 0.5 ～１ｍ程度で 0.5 ｍ／秒以下の緩い水流があり、岸に向かって抽水植物が繁茂出来

る浅瀬があった、と考えられる。61 溝では抽水植物のヘラオモダカとセリ、湿地に生育するゴウソ近

似種を出土するが、浮葉植物は出土していないことから、溝の水深は 0.5 ｍ以下であり湿地部が狭く、

スイバやハギ属などが生育する陸部が近かったことも考えられる。

123 流路では立木２点がヤナギ属であった。また、流路充填堆積物からはアカガシ近似種果実、ア

カガシ亜属の殻斗や幼果、ブナ科の果皮破片などが出土したが、水生植物を含む草本類の種実の出土が

見られない。部分的に植物遺体がかたまって堆積しているという堆積物記載と、水洗残渣に細かい木材

破片が多数確認されることから、この流路は比較的水流のある小河川で、河原にヤナギ属がまばらに生

育し、上流から流れてきた木本の種実がはきだめ的に堆積した可能性がある。

引用・参考文献

伊東隆夫・山田昌久編 2012 『木の考古学　出土製品用材データベース』，海青社，449p．

鈴木三男 2002 『日本人と木の文化』，八坂書房，255p．

大滝末男 1980 『水草の観察と研究』，ニューサイエンス社，139p．

第５節　瓜破北遺跡の昆虫遺体

第１項　遺跡調査の背景
　瓜破北遺跡では、41・61 溝（弥生時代後期）内の堆積物と、123 流路（縄文時代後期）を埋める堆

積物（第８－３層下部）の中に、植物遺体を多く含む層準が認められた。そこで、それらの層準から試

料を採取して水洗選別したところ、木材・種実とともに昆虫遺体が検出された。昆虫遺体は遺跡周辺の

古環境を推定する手がかりとなると考えられることから、それらの同定をおこない、当時の遺跡周辺の

環境を推定することにした。ただし、123 流路を埋める堆積物中から得られたものについては、同定

できなかったため、ここでは 41・61 溝から検出されたものについて報告したい。

第２項　サンプリングの方法
41・61 溝の試料は、図 39・40 に示した位置から採取された。採取した量は、それぞれ約 6,000 ㎤

である。これらを 0.5mm メッシュの篩を用いて水洗選別し、植物遺体および昆虫遺体を抽出した。

第３項　結　果
　ここでは、環境指標に用いられるレベルで同定できた６点について記載をおこなう。

１．ヤマトトックリゴミムシ  Lachnocrepis japonica (Bates, 1873)

産出部位：右上翅基部。

産出地点：瓜破北遺跡 14-1-3 区（南）41 溝 No. 1：弥生時代後期
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生息環境：水辺などの湿地（林 , 1985）。

２．シジミガムシ属の一種 　Laccobius sp.

産出部位：前胸背板。

産出地点：瓜破北遺跡 14-1-3 区（南）41 溝 No. 3：弥生時代後期

生態：河川など流水域に生息する（林 , 2009）。

３．コガシラナガゴミムシ  Pterostichus microcephalus (Motschulsky, 1860)

産出部位：前胸背板。

産出地点：瓜破北遺跡 14-1-3 区 61 溝：弥生時代後期。

生態：平地にも山地にもすみ、石の下などにかくれている。ほかの虫を捕食し、ケラの天敵、クロカメ

ムシの卵なども食べる（中根 , 1990）。

４．セマダラコガネ　Anomala orientalis  (Waterhouse, 1875)

産出部位：頭部。

産出地点：瓜破北遺跡 14-1-3 区 61 溝：弥生時代後期。

生態：広葉樹のほか多くの植物の葉を食べる（中根 , 1990）。

写真５　昆虫遺体

１．ヤマトトックリゴミムシ

２．シジミガムシ属の一種 ３．コガシラナガゴミムシ

４．セマダラコガネ ５．マメコガネ ６．マメガムシ
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５．マメコガネ　Popillia japonica (Newman, 1841) 

産出部位：右前脚脛節。

産出地点：瓜破北遺跡 14-1-3 区（南） 41 溝 No.2：弥生時代後期。

生態：ダイズ・クヌギなどの葉のほか、ときには花壇の花なども食べ荒らす（林 , 1990）。

６．マメガムシ　Regimbartia attenuata (Fabricius, 1801)

産出部位：右上翅。

産出地点：瓜破北遺跡 14-1-3 区（南） 41 溝 No.2：弥生時代後期。

生態：主に平地の池沼・水田などに多い（中根 , 1990）。

第４項　推定される環境
弥生時代後期の 41・61 溝周辺には、食葉性コガネムシが集まるような、明るい草原環境があった。

また、ゴミムシ類やマメガムシの産出から、池沼や湿地があったであろう。また、これらの止水だけで

はなく、流水もあったことが、シジミガムシ属の産出から推定される。

引用文献

林　成多 2009 『島根県の水生ガムシ科』星崎グリーン財団研究報告 (12)，pp.87-121.

林　長閑 1985 『決定版生物大図鑑昆虫』II 甲虫，世界文化社，398p．

中根猛彦（監修）1990 『学研生物図鑑昆虫』II 甲虫，学習研究社，445p．

第６節　旧石器出土層準の微細堆積相分析

はじめに
　瓜破北遺跡では、複数の地点から後期旧石器時代の石器群が発見されている。今回の調査地が含まれ

る府営瓜破西住宅の範囲においても、これまでの調査で UR06 －１次調査地、UR07 －３次Ⅰ区、11

－１－２区において、石器集中部が検出されている。

　今回調査をおこなった15－１－３区では、サヌカイトの石器・石核・剥片・砕片がまとまって出土した。

石器は第 16 －１ａ層（層厚５～ 10cm）から第 16 －２ａ・３ａ層（層厚約 15 ㎝）にかけて存在して

いた。また、石器は基本的に傾いた状態で地層中に含まれていた。こうした状況から、この石器類は埋

没過程において自然の営力によって移動したり、埋没後に生物擾乱やクラックなどの影響を受けて、本

来の位置から移動したりした可能性が考えられた。そこで、石器出土層準を中心とする部分の土壌構造・

堆積構造を観察して、この石器群の形成過程を明らかにする手がかりを得るために、この調査区の東壁

（図 97）から採取された不攪乱試料の軟Ｘ線写真（以下、Ｘ線写真と表記）を撮影するとともに土壌薄

片を作製し、それらの解析をおこなった。

第１項　分析試料
　分析試料は、15 －１－３区東壁断面より不攪乱状態で採取された柱状試料２点である。図 97・写真

６に示す位置よりＸ線写真撮影および土壌薄片作製試料を採取し、分析に供した。
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第２項　分析方法
１．Ｘ線写真撮影観察

　不攪乱柱状試料について、肉眼観察をおこなった後、Ｘ線写真撮影試料として、厚さ１cm まで板状

に成形する。調整試料を湿潤状態のまま、管電圧 50kvp、電流３mA、照射時間 270 秒のＸ線強度条件

においてＸ線写真撮影を実施した。撮影には、公益財団法人元興寺文化財研究所の協力を得た。

２．土壌薄片作製鑑定

　試料を縦 10cm、横７cm、厚さ２cm の板状に調整する。調整試料を 80℃で１日間乾燥した後、樹脂（ペ

トロポキシおよびシアノボンド）で固化する。固化した試料は、一次研磨、80℃乾燥、樹脂による再固化、

二次研磨を経て片面の研磨を終了、室温で約１時間の減圧乾燥をした後、スライドガラスにスーパーセ

メダインで接着する。二次切断をしてもう片方の面を研磨、乾燥した後、カナダバルサムによりカバー

グラスを接着する。最後に仕上げ整形をおこない、完成させる。

　土壌薄片は、実体顕微鏡・偏光顕微鏡・生物顕微鏡で堆積・土壌構造などの観察と記載をおこなう。なお、

土壌薄片による層相や構造記載は、久馬・八木久訳監修（1998）『土壌薄片記載ハンドブック』を参照

した。

地層の時期

T.P.＋4.0ｍ

T.P.＋5.0ｍ

第１ａ層：近・現代　　第２ａ層：  近世後半～近代　第３ａ層：近世前半　
第５ａ層：古墳時代後期～平安時代前期第６－１ａ層：弥生時代後期～古墳時代前期　
第 16－１ａ層　：後期旧石器時代～縄文時代草創期？　第 16－２ａ・３ａ層：後期旧石器時代

土器
第１ａ層 第２ａ層 第３ａ層 第５ａ層第６－１ａ層

第 16－１ａ層
第 16－２ａ・３ａ層

第 17－１－１層

第 17－１－２層

Ｎ Ｓ

サヌカイト

１m０

Y=
－
41
,7
70

Y=
－
41
,7
60

X=－154,470

X=－154,480

０ 10m

ａｂｃ

ｄｅｆ

ｇｈｉ

試料採取地点

凡例

極細～細粒砂

中～極粗粒砂

細礫

ｼﾙﾄ･粘土(泥)

腐植質土壌

生物擾乱

植物根痕

偽礫・集合体

人為的攪拌

変形構造

炭化材破片

土器片

Ｘ線写真試料　

土壌薄片試料泥 砂 礫

０ 40 80 120

（個数)d区 a区
AT→

テフラ

阪手→
16-1a

5a

3a

2a

1a

表土

層名

16-2a
16-3a

17-1-1

17-1-2

標高
(m)

4.5ｍ

4.0ｍ

掘削排土水洗選別による
サヌカイト製遺物の産状

旧石器出土層準

ａ）調査地点の位置 ｂ）調査地点の層序

ｃ）断面図 15－１－３区　東壁断面図

図 97　試料採取位置
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第３項　分析結果の検討
１. Ｘ線写真撮影観察結果

　第３ａ層から第 17 －１－２層にかけての試料およびＸ線写真を写真７、Ｘ線写真の拡大写真を写真

８に示す。なお、Ｘ線写真は、礫や酸化鉄など密度の高い物質が明色（白色）を呈し、有機質に富む堆

積物や植物遺体など密度の低い物質が暗色を呈する。

　第 17 －１－２～１層は、昼光下の肉眼観察では灰黄色を呈する細粒砂・極細粒砂混じり泥からなる。

斑状・点状の酸化鉄・マンガンが沈着する。幅２～１mm 程度の根成孔隙が多数分布し、幅１cm 程度

の棲管も確認される。孔隙は灰色粘土、暗灰色泥に充填されているもの、空洞のものが存在する。Ｘ線

写真では、巨視的には明色を呈する。明色領域は肉眼観察時の酸化鉄などの沈着領域に概ね相当するこ

とから、その影響の可能性が高い。しかしながら、その影響の少ない領域をみると、不明瞭で断続的で

はあるが、第 17 －１－２層上部において、幅１cm 程度の水平方向に層状に暗色を呈する領域が確認

される（写真８－８・９）。このような暗色部分は、上・下位とは異なる作用を受けている可能性があり、

Ｘ線写真では密度の低い物質が暗色を呈することから、暗色部分は、その上・下位層準に比較して土壌

生成が進行している層準に相当する可能性がある。根成孔隙の分布密度は著しく高く、肉眼観察で確認

されなかった１mm 以下の鉛直方向、水平方向の孔隙・間隙も多数分布しており、著しく擾乱されてい

る状況が窺える。その多くは上位層準から連続しており、上位層準の土壌生成期に形成された構造と推

定される。

　第 16 －３ａ層は、昼光下の肉眼観察では黄灰色を呈する砂混じり泥～砂質泥からなる。下位の第

17 －１－１層との層界は漸移的である。Ｘ線写真では、第 17 －１－１層上部に比較して暗色を呈する。

上位から連続する根成孔隙やその充填堆積物に沈着する酸化鉄などの領域を除くと、比較的均質で暗色

を呈していることが窺える（写真８－６・７）。本層準は土壌生成が進行している層準に相当する可能

性がある。また、第 17 －１－１層上部を母材としている可能性がある。

　第 16 －２ａ層は、黄灰色を呈する砂混じり泥～砂質泥からなる。下位の第 16 －３ａ層との層界は

不明瞭である。第 16 －２ａ層も塊状を呈し、初生の堆積構造が認められず、幅２～１mm 程度の根成

孔隙が多数分布する。Ｘ線写真では、全体的に暗色を呈するが、下位の第 16 －３ａ層に比較して、や

や明色を呈する。また、下部と上部ではコントラストが異なり、上部は不明瞭ながら層状に相対的に暗

色を呈する（写真８－４・５）。第 16 －３ａ層上部の暗色部分は、土壌生成が進行している層準に相

当する可能性がある。また、肉眼観察で確認された孔隙の他、１mm 以下の微細な孔隙・間隙が多数分

布し、その分布密度は第 17 －１－１層よりも高く、かつ微細である（写真８－６・７）。これらの孔隙・

間隙による擾乱が著しい。

　第 16 －１ａ層は、昼光下の肉眼観察では黄褐色～褐色を呈する粗砂・細礫混じり砂質泥～泥質砂か

らなり、第 16 －２ａ層に比較してやや砂がちである（図 13 参照）。下位層に比較して構成する砕屑物

粒子が粗粒化することから、堆積環境に変化が生じていることが窺える。塊状構造をなし、鉛直方向に

伸びる泥で充填された幅２～３mm 程度の根成孔隙、棲管などが確認される。また、酸化鉄の沈着が顕

著で、上部ほどその傾向が強い。下位の第 16 －２ａ層との層界は、不明瞭ながら、第 17 －１－１層

と第 16 －３ａ層の層界に比較して明瞭で凹凸のある層界をなしているようにみえる。Ｘ線写真をみる

と、下部は第 16 －２ａ層上部に比較して、相対的に明色を呈し、不明瞭かつ断続的な層理面が確認さ

れる。中・上部に向けて漸移的に明色化するが、これは肉眼観察で確認される酸化鉄の分布状況と調和
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写真６　試料写真および分析試料採取位置

１

１

２

２

３３

濃い色の枠：土壌薄片作製位置，　薄い色の枠：X線写真撮影位置

第３ａ層
近世前半

第５ａ層

古墳時代後期～
平安時代前期

第１7－１－１層

後期旧石器時代
第１6－３ａ層

第１6－２ａ層

後期旧石器時代～
縄文時代草創期

第１6－１ａ層

第１7－１－２層
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写真７　試料およびＸ線写真

５

４

３

２

１

９

８

７

６

第１６－１ａ層

第５ａ層

第３ａ層

第１６－３ａ層
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第１６－２ａ層
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写真８　Ｘ線拡大写真

第16－１ａ層中上部

第16－１ａ層上部

第16－１ａ～16－２ａ層

第５ａ層

第３ａ層

第16－１ａ～ｖ16－２ａ層 第16－２ａ～16－３ａ層

第16－３ａ～17－１－１層 第17－１－１～17－１－２層 第17－１－１～17－１－２層

・番号は写真７の範囲番号に対応． Vo：孔隙・間隙, Ba：棲管, A：暗色層準
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的であることから、堆積後の変化と推定される。このように中・上部では堆積・土壌構造を反映した領

域は少ないが、第 17 －１－２層上部、第 16 －３ａ層、第 16 －２ａ層上部で確認された、断続的に

層状に確認された暗色領域は挟在していないようにみえる。また、孔隙・間隙の分布密度は、第 16 －

２ａ層と同様に高く、著しく擾乱されている。上位層準から連続する幅 1.5cm 程度の棲管も確認される。

　第５ａ層は、昼光下の肉眼観察では、灰褐～暗褐色を呈する細礫・粗砂が多数混じる細粒砂質泥から

なり、やや腐植を含む。また、１～２cm程度の亜円形を呈する集合体が散在する。堆積構造は認められず、

塊状をなす。下位の第 16 －１ａ層と明瞭な層界をなすが、その層理面は凹凸が著しい。また、上位層

準から連続する鉛直ないし放射方向に伸びる幅１mm 程度の根成孔隙が高密度で分布し、著しく擾乱さ

れている。さらに、塑性変形しており、上位の第３ａ層中に引きずりあげられ、貫入している。また、

酸化鉄が全体的に沈着している。Ｘ線写真では、肉眼で確認される層相に反して、全体的に明色を呈し

ており、酸化鉄の影響と判断される。その影響の少ない領域をみると、肉眼で確認される構造を追認で

きる。

　第３ａ層は、昼光下の肉眼観察では灰色を呈する粗粒砂・細礫混じり泥からなる。堆積構造は認めら

れず、塊状構造をなす。根成孔隙は、第５ａ層より下位層準で確認されていた幅広の孔隙が少なくなり、

鉛直ないし放射方向に伸びる幅１mm 程度の根成孔隙の分布密度が高くなる。また、下位の第５ａ層と

の層界は下に凸の明瞭なロード構造をなす。また、ロード構造の流線に沿って、砕屑物粒子が移動して

いる状況が確認される。Ｘ線写真では、巨視的には暗色を呈しているが、仔細にみると、幅１mm 以下

の放射方向に伸びる孔隙が高密度で分布している。また、本層は著しく変形している。変形に際して引

きずり上げられた第５ａ層の火焔状（ただしフレーム構造とは別種）の流線パターンや細粒の中礫サイ

ズ以細のブロックの散乱、下部に下向きに凸な形に変形した葉理から構成されるロード構造をなす（写

真８－１）。この変形構造は分析試料上限まで連続しており、上限は確認できない。この変形構造は調

査断面でも確認されており、側方に連続し拡がりをもって分布していること、かつ層界をまたいで変形

ゾーンを形成している。このような変形ゾーンは、Matsuda（2000）によって記載されている、１回

の地震イベントによって形成される水底下の堆積物の変形構造の特徴に一致する。地震イベントの年代

は、変形ゾーン上端直上および直下の堆積物の年代によって決まることから、近世前半以降の地震動に

起因することが推定される。

　以上の試料およびＸ線写真観察結果から、第 17 －１－１層～第 16 －２ａ層には土壌生成が進行し

ている層準を挟在している可能性がある。また、第 16 －１ａ層形成期には堆積環境が変化し、氾濫の

影響を受けるようになった可能性がある。

２．土壌薄片写真

　第 16 －１ａ層から第 17 －１－１層にかけての土壌薄片写真を写真９、土壌薄片の顕微鏡写真を写

真 10・11 に示す。

　土壌薄片１・２・３では、葉理などの堆積構造がまったく認められない。チャンネル孔隙が発達する

領域以外は、壁状の微細構造が形成されている。なお、チャンネル孔隙が発達した領域付近には、部分

的に亜角塊状構造がわずかに認められる。土壌薄片１・２・３を構成する堆積物の基質部分は、酸化鉄

の沈着が著しい。

　土壌薄片１・２・３の層中では、直線状に連続して伸びる管状の孔隙であるチャンネル孔隙が発達す
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る。チャンネル孔隙は、根痕や土壌動物活動などの土壌中の生物活動が主要な成因である（Stoops et 

al, 2010）。また、チャンネル孔隙の周囲には、同様に直線状に伸びる堆積物で充填された管状の通路

状をなすペドフィチャーを伴うものが多い。このペドフィチャーは、土壌中の生物活動に由来するもの

で、棲管に相当するものとみなされる。棲管については、チャンネル孔隙を伴わず、単独で存在するも

のが多い。棲管は、直線状に伸びるものの他、斜め方向や屈曲して発達するものも観察される。上記の

チャンネル孔隙と堆積物で充填された棲管は、土壌薄片作製層準よりも上位から連続するものもみられ

る。これらの記載から、土壌薄片１・２・３の観察層準は、生物擾乱の影響を非常に強く受けていると

判断される。

　土壌薄片３・２では、古土壌と考えられる相対的に腐植を多く含むと推定される層準が挟在する。土

壌薄片３では、最下部 ( 第 17 －１－２層上部）と最上部（第 16 －３ａ層）に古土壌と解釈される層

準が存在する。このうち、最上部（第 16 －３ａ層）の古土壌は、土壌薄片２の最下部（第 16 －３ａ

層最上部）の古土壌に連続する。土壌薄片３の最下部の古土壌（写真 10 －１）は、被覆する層準（写

真 10 －２）よりも土色が暗い。この土色の暗さは、含まれる腐植含量の差に由来するとみなされる。

すなわち、相対的に土色が暗い古土壌と推定される層準では、腐植が被覆層よりも多く含まれると考

えられる。このような古土壌と推定される層準は、土壌薄片３最上部（写真 10 －３）から土壌薄片２

最下部（第 16 －３ａ層）と、土壌薄片２最上部（第 13 －２ａ層上部、写真 10 －４）に認められる。

土壌薄片３最上部から土壌薄片２最下部と、土壌薄片２最上部の古土壌の間層では、相対的に砕屑物が

多いとみなされる層相が観察される（写真 10 －５）。ただし、古土壌と推定される層準とこれを被覆

する層準では、土色以外の微細構造に差違が認められない。また、土色については、その差違が顕著で

はない。これらのことから、古土壌と推定される層準では、土壌発達程度が小さく、さらに生成期間も

短かったことが想定される。古土壌と推定される層準を挟在する土壌薄片３から２では、砂を多く含む

泥質堆積物で構成される。このような粒度組成から、土壌薄片３から２は、流路からやや離れた氾濫原

の堆積環境が推定される。未分解の植物遺体が挟在しないことから、土壌薄片３から２（第 16 －３ａ

層・第 16 －２ａ層）形成段階の氾濫原は、地下水位が低く、地表で好気的環境が維持されるような状

況であったと考えられる。土壌薄片観察結果をふまえると、この段階の氾濫原は、排水性が良く乾燥し

た地表環境が維持されていたことが解釈される。よって、地表上には、植生が発達していたと推測され

る。このような地表環境下において、第 16 －３ａ層・第 16 －２ａ層形成段階には、間欠的になんら

かの理由で堆積速度が相対的に小さくなる時期が挟在しており、この時期に古土壌と推定される層準が

形成されたことが想定される。

　上記のことから、第 16 －３ａ層・第 16 －２ａ層の形成段階の氾濫原上では、植生が継続的に生育

していたとみなされる。これらの層準では、棲管とみられる堆積物に充填された通路状の構造やチャン

ネル孔隙の発達が確認される（写真 10 －６・７・８）。これらの生物活動に由来する構造は、上位か

らのものも多く、そのような構造は堆積後作用による擾乱である。ただし、上記のような堆積環境をふ

まえると、生物活動に由来する構造については、堆積と同時に近いタイミングで生成したものも含まれ

ると考えられる。ただし、現段階では、堆積後作用と同時的に生成されたものの区分をおこなうことは

難しい。

　また、第 17 －１－１層・第 16 －３ａ層では、明色をなす亜角塊状のシルトの微小な集合体が密に

分布する領域が観察される（写真 11 －９・10）。このような微細堆積相の要因については、現状で特
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写真９　土壌薄片写真

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

2cm

2cm

第16－１ａ層

第16－２ａ層

第16－３ａ層

第17－１－１層

第17－１－２層
古土壌

古土壌

古土壌

古土壌

掘削排土水洗選別による
サヌカイト製遺物の産状

０ 20 40 60 80 100 120

d区

a区



―　159　―

写真 10　土壌薄片顕微鏡画像（その１）

１　第17－１－２層（薄片３最下部）　古土壌

３　第16－３ａ層（薄片３最上部）　古土壌

５　第16－２ａ層下部（薄片２下部）   古土壌被覆層

７　第16－２ａ層（薄片２）チャンネル孔隙， 棲管 ８　第16－２ａ層上部（薄片２） チャンネル孔隙

６　第17－１－１層上部（薄片３）　棲管

４　第16－２ａ層最上部（薄片２最上部）　古土壌

２　第17－１－１層（薄片３）　古土壌被覆層

・番号は写真９に示す範囲番号に対応． 全て下方ポーラ， スケールは5mm．　Ba：棲管　Vo：孔隙

BaBa

←Vo←Vo

←Vo←Vo

←Vo←Vo

BaBa

←Vo←Vo

BaBa
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写真 11　土壌薄片顕微鏡画像（その２）

９　第17－１－層（薄片３）　微小シルト集合体

11　第16－１ａ層（薄片１）　チャンネル孔隙

13　第16－１ａ層（薄片１）　チャンネル孔隙

16　第16－１ａ層（薄片１）　炭化材片

14　第16－１ａ層（薄片１）　層準下位

12　第16－１ａ層（薄片１）　チャンネル孔隙、棲管

10　第16－３ａ層（薄片２）　微小シルト集合体

・番号は写真９の範囲番号に対応． 全て下方ポーラ． スケールは16が１m， それ以外が５mm． Ba：棲管 Vo：孔隙 C：炭片
15　第16－１ａ層中～上部（薄片１）

←C←C

←Vo←Vo

←Vo←Vo

←Vo←Vo

↑
Vo
↑
Vo

←Vo←Vo

BaBa
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定することができない。ただし、このような微細堆積相は、棲管やチャンネル孔隙の発達に伴うことか

ら、生物擾乱に伴う土壌化現象によって生じていることが窺える。この点については、さらに検討をお

こなっていく必要がある。

　第 16 －３ａ層～第 16 －２ａ層からはサヌカイト石器が検出されており、第 16 －２ａ層上部にか

けて石器数が漸次的に増加することが確認されている（写真９）。考古遺跡における、人間活動を反映

する遺物、遺構、自然遺物の三次元空間的配置は、埋没前、埋没中、埋没後の物理的・化学的・生物的

な擾乱等により再配置することが知られている（ウォーターズ〔松田ほか訳〕，2012）。上記したよう

に第 16 －３ａ層および第 16 －２ａ層最上部は古土壌と推定されることから、石器が多数検出される

第16－２ａ層上部は当該期の石器製作にかかわる痕跡を残した人間の占拠面に相当する可能性が高い。

一方、第 16 －３ａ層も古土壌層準を形成しており、出土石器が当該期の人間活動による占拠面を反映

している可能性もあるが、石器の層位的産状および微細構造で確認された土壌・植物による擾乱状況を

踏まえると、第 16 －２ａ層から移動し、再配置された石器の可能性が高いように思われる。

　土壌薄片１（第 16 －１ａ層）では、古土壌の挟在が認められなくなる。ただし、棲管やチャンネル

孔隙の発達状況は、下位と同様に顕著である（写真 11 － 11・12・13）。土壌薄片 1 では、第 16 －１

ａ層下部（写真 11 － 14）から上部（写真 11 － 15）に向かって上方粗粒化する。古土壌が挟在しな

いことと上方粗粒化することから、第 16 －１ａ層では、氾濫原の堆積環境が相対的に不安定になり、

洪水の頻度や強度が増加した可能性が指摘される。

　なお、第 16 －１ａ層も発掘調査で石核など石器が検出された層位に相当する。本層準の薄片１には、

炭化材片が１点確認される。わずか１点であることから、この炭化材片は、石器検出層準での人間活動

に伴うものではなく、上位からのコンタミネーションの可能性も否定できない。

　今回実施した第 17 －１－２層から第 16 －１ａ層の土壌薄片観察層準では、層位的にみて微細堆積

相に大きな差違が認められない。よって、この段階には、氾濫原において顕著な堆積、土壌、水文環境

の変化が生じていなかったと考えられる。石器検出層準は、第 16 －２ａ層の古土壌層準と、その上位

の第 16 －１ａ層の相対的に氾濫原の堆積環境が不安定化したとみなされる層準に挟在する。ただし、

第 16 －１ａ層の堆積環境は、微地形を変化させるような地形営力の変化を伴っていなかったと考えら

れる。

第４項　まとめ
　今回の後期旧石器時代の石器出土層準を中心とする部分の土壌構造・堆積構造の観察の結果、次の点

が明らかとなった。

　・第 17 －１－２層上部、第 16 －３ａ層、第 16 －２ａ層上部には、明瞭ではないものの、古土壌

を挟在している可能性がある。ただし、層位的にみて微細堆積相に大きな差違が認められないことから、

氾濫原において顕著な堆積、土壌、水文環境が生じていなかったと考えられる。

　・第 16 －１ａ層では、上位に向かって相対的に氾濫原の堆積環境が不安定化したとみなされる。
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第７節　自然科学分析のまとめ

　ここでは、第１節で示した課題のうち、41・61 溝の古環境と木１の評価、縄文時代後期における植

生復原、後期旧石器時代の堆積環境変遷の３点についてまとめておきたい。

第１項　41・61溝周辺の古環境と木１をめぐる問題
　41・61 溝では、古環境復原のために、大型植物遺体同定分析と昆虫遺体分析を実施した。前者につ

いては、抽水植物や浮葉植物の種実が多産した。それらの生態からみて、41 溝は水深が 0.5 ～１ｍ程

度で、緩やかな流れがあったと推定されている。また、後者は同定できたものが少なかったが、ほぼ

同時期の 11 －１－１区 31 井戸のデータ（井上編，2013）と合わせれば、古環境復原の手がかりとな

る。31 井戸のデータからは、遺跡周辺にはヨモギハムシの生息するような草原があり、セマルガムシ

の生息する、いくぶん清らかな水辺環境が存在したことが推測される。一方、41・61 溝から検出され

たゴミムシ類、マメガムシ、シジミガムシ属は溝内およびその周辺の水辺に生息し、食葉性コガネムシ

は周辺の草原に生息していたと考えられ、両者のデータから推測される古環境には共通点がある。また、

31 井戸からはフトカドエンマコガネやルリエンマムシといった動物の死体や糞、ゴミなどに集まる種

も検出されており、人為的に汚染された環境が広がっていたこともわかる。一方、今回の試料からは人

為的な汚染を示す種は得られておらず、居住域からやや離れ、人為的な汚染が小さかったことを示す可

能性もある。同一集落内における昆虫遺体組成の違いは、集落景観を復原する手がかりとなるため、さ

らにデータを増やして検討しなければならない。

41 溝の第６－１－２層上部から出土した木１（コナラ亜属クヌギ節）は、残存最外年輪が AD114

年と判明した。この木には人為的な加工は施されていなかったが、樹皮は腐食して残存していなかった。

ただし、外側に辺材の可能性のある柔らかい部分（年輪数：50 本）が存在することや、断面がほぼ円

形を呈することから、失われた年輪は数本から数十本程度と想定される。この木が含まれていたのは第

６－１－２層上部であるが、その下層の第６－１－３・５層からは弥生時代後期前半～後半に属する土

器がまとまって出土しており、それらの暦年代を知る手がかりになると考えられる。

　41 溝の堆積物中には、流木や杭材が含まれていたが、それらはすべてクヌギ節であった。41 溝の第

６－１－５層、61 溝の第６－１－８層に含まれる種実をみると、コナラの幼果やムクノキの内果皮の
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ような、広葉樹のものが含まれている。今回の調査地の南東には、UR90 － 13 次調査地で検出された

NR601 が流れており、この流路および SD09 と 41 溝の間にあたる部分からは、遺構がほとんど検出

されなかった（図 41）。この周辺にクヌギ節を含む林分があり、流木や広葉樹の種実はそこから供給さ

れた可能性もある。ただし、杭材は製品が流されてきて堆積したものである。残りの流木の樹種もすべ

て同じであり、人為的に遺跡内に持ち込まれたものが流出し、堆積した可能性を全く否定することはで

きない。木１に関しては、長さが約６ｍあることや堆積物の層相から考えて、遠方から流されてきたと

は考えにくいが、前述した今回調査地の南東にあたる区域のように、近接した場所からであれば、溝内

に木が倒れこみ、流されてくる可能性はある。この木が人間によって遺跡内に持ち込まれ、最終的に溝

内に放置された可能性もないわけではないが、その場合は、なぜ全く加工が施されずに放置されたかが

問題となる。いずれの考え方を採るにせよ、土器の年代を推定するうえでは、木１が倒伏または伐採さ

れてから溝内に入り込むまでに経過した時間が重要である。木１の断面はほぼ円形であったが、表面は

劣化が進行していた。劣化の原因には、木材腐朽菌による腐朽、昆虫による食害、紫外線や雨水の影響

によるリグニンの分解・流出などが考えられる。表面の遺存状況をみると、上を向いていた部分は顕著

に劣化しており、下側のほうが残りはよかった。このことは、この木が別の場所で長期間放置されて劣

化したというよりも、倒伏または伐採後、あまり時間を置かずにこの場所に落ち着き、紫外線や雨の影

響を強く受ける上側を中心に劣化が進行したと考えたほうが自然である。したがって、この木は、遅く

とも AD ２世紀第２四半期後半から第３四半期初め頃までには出土場所に位置するようになったと推定

され、「41 溝下層出土土器」（第６－１－３・５層出土土器）は AD ２世紀前半までのもので構成され

る可能性が高い。なお、第６－１－２層上部出土の手焙形土器（図 45 － 117）は木１が埋没する過程

で地層中に取り込まれたものであり、木１の時期を示すとはいえない。一方、41 溝の第６－１－６層

から出土した木２に関しては、樹皮が残っていたものの、今回は年代決定には至らなかった。ただし、

AD １～２世紀におけるクヌギ節の酸素同位体比の季節変動データが整備されれば、年代が明らかにで

きる可能性があり、今後さらに検討していく必要がある。

第２項　縄文時代後期の植生復原
　11 －１－１区で実施した花粉分析（井上編，2013）では、花粉化石の保存状況が悪く、風化に比較

的強い針葉樹などの花粉が過大評価される可能性をふまえて解析をおこなった。123 流路（第８－３

層下部）における種実組成は、アカガシ近似種果実、アカガシ亜属殻斗・幼果、ブナ科の果皮破片など

が多いが、この種実群集も水の営力による淘汰を経て形成されたことを考慮しなければならない（例え

ば、百原・吉川，1997）。こうした群集の形成過程（タフォノミー）を考慮して、花粉と種実のデータ

を総合すると、縄文時代後期には、モミ属・ツガ属・コウヤマキ属などの温帯性針葉樹、アカガシ亜属

などの常緑広葉樹、ニレ属－ケヤキ属・エノキ属－ムクノキ属・コナラ亜属などの落葉広葉樹が、地形

条件や植生攪乱の影響の違いなどに応じて分布していたと考えられる。また、低地面にはヨモギ属など

が繁茂する開けた場所や比較的高燥な場所が広がっていたと推定される。ただし、123 流路の河岸付

近からはヤナギ属の立木が２点検出されており、流路周辺にはヤナギ属が所々に生えていたことがわか

る。こうした植生のあり方は、縄文時代中期以降の地形発達（第７章）と関連すると思われる。
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第３項　後期旧石器時代における堆積環境と土壌形成
　11 －１－２区の報告（井上編，2013）においては、当遺跡および周辺遺跡における石器の出土状況

などをふまえて、第 16 層を累積性土壌として認識していた。その認識には変更はないが、今回軟Ｘ線

写真・土壌薄片によって堆積物の微細構造を検討した結果、第 16・17 層には腐植を相対的に多く含む

「古土壌層準」が複数存在することが判明した。なお、断面の肉眼観察の結果、こうした「古土壌層準」

は、第 16 －２ａ層上部、第 16 －３ａ層、第 17 －１－２層上部だけでなく、第 17 －１－３層上部・

第 17 －１－４層上部にも存在する可能性があることを確認した。粒度組成などから考えて、第 16・

17 層の母材は水成堆積物と考えられる。それら層準の堆積相（土壌構造）は、氾濫原において緩やか

な堆積物の供給を伴いつつ土壌形成が進行し、堆積速度が相対的に遅くなると、腐植をやや多く取り込

んだ土壌が形成されたことを示すと思われる。こうした堆積・土壌形成が進行する地域において、人間

活動が断続的におこなわれた。

　15 －１－３区における石器の出土傾向をみると、第 16 －２ａ層上部の「古土壌層準」から多く出

土しており、少なくともこの段階には石器製作がおこなわれた可能性が高い。ただし、第５章第２節で

述べたように、第 16 －１ａ層下部でも石器製作がおこなわれたと思われる。また、UR07 －３次Ⅰ区

では、第 16 －２ａ層下部（15 －１－３区の第 16 －２ａ層〔３〕）に対比される「第 10 層基底部」から、

「個々の石器遺物が水平に近い状態で出土し、接合関係が確認された」石器製作跡が検出されている（小

田木ほか，2009）。さらに、11 －１－２区から出土した石器（井上編，2013）も、この層準に帰属す

る可能性が高い。このように、人間活動は必ずしも「古土壌層準」だけに認められるわけではない。人

間活動と堆積・土壌形成プロセスとの関係については、不明な点も多い。後期旧石器時代以降の累積性

土壌の形成については、いくつかの研究事例もある（例えば、山野井，2015）が、地形条件や堆積環

境によってどのような違いがあるのかなど、詳細については今後の研究課題といえる。遺跡形成過程を

復原するためには、石器の再堆積や埋没後の移動といった石器群の形成過程（タフォノミー）と合わせ

て、堆積・土壌形成プロセスにも注目して検討を進める必要がある。
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第７章　総　括

　ここまで瓜破北遺跡 14 －１・15 －１の調査成果を説明してきたが、最後にそれらをふまえて、当

遺跡の堆積環境・土地利用変遷過程を整理してみたい。まず、発掘調査で明らかになった地形変遷に関

するデータや、第３章で説明した空中写真判読結果などにもとづいて、周辺の古地理変遷図を提示する。

そして、この図をふまえて調査成果を時期ごとにまとめることにより、それらを河内平野南西部の景観

変遷過程の中に位置づけたい。

第１節　旧石器時代の地形と人間活動

　図 98 上段には、旧石器時代～縄文時代前期の古地理図を示した。第 16・17 層段階の地形に関しては、

谷１・２の存在など、地形復原の手がかりになる情報が得られている。谷１の上流部は UR12 －１次調

査地（図６：ａ・ｓ）では検出されておらず、調査範囲から除外された駒ヶ池の部分を通っていたと推

定される。また、三宅西遺跡における地質断面図（小倉，2009：図９）によれば、調査地東部に谷が

存在するようであり、谷１の上流部の候補となる。一方、谷２に関しては、UR10 －１次調査地（図６：ｓ、

小倉・渡邉編，2013）と UR05 －１次調査地（小田木ほか，2007）の成果を検討し、前者の東区から

後者の東区にのびるものだけでなく、前者の中央区の NR104（縄文時代早期～前期）がそれ以前の谷

を踏襲した可能性を考慮して、図のように想定した。なお、UR90 － 12 次調査地（図６：ｏ、大庭編，

2000）では、下層を大きく削り込んで形成された流路（NR1401、古流向：南東→北西）が検出された。

調査範囲が狭いため不確定要素もあるが、これは谷１から分岐して谷２へ合流する河谷の可能性がある。

また、YT10 －１次調査地（図６：Ｒ）から YT10 －２次調査地（図６：ｒ）西区にかけての区間では、

第 17 －２層に対比される地層（NG15 層対比層準）の下面が大規模な谷になっていた。この谷は、第

16 層段階にも規模を縮小しながら、調査範囲外に残存していた可能性が高い（谷３）。

三田村宗樹・橋本真由子（2004）に示された難波累層基底の等高線図（図 98 上段に一部を合成、

標高は O.P. で表示：T.P. ０ｍ＝ O.P. ＋ 1.3 ｍ）は、20000 年前頃の古地形にほぼ相当するとされるが、

当遺跡周辺に関しては調査データと比べてかなり低い。今後、谷１とその周囲のボーリングデータ間の

層序対比に問題がないかどうかなど、細部の再検討が必要であるが、この等高線図は最終氷期最寒冷期

（LGM）における河内平野の地形を概略的に示したものといえる。それをみると、谷１は「古平野川」

と呼称された河谷に連続するようである。また、谷３は喜連西遺跡の北で北西方向に向きをかえ、「古

平野川」に合流していたと思われる。谷２については、喜連西遺跡の北東部付近で谷１に合流していた

可能性がある。

一方、当遺跡西端や喜連西遺跡周辺では、第 16・17 層の標高が高かった。これは、第 17 －２層の

砂礫による谷３の埋積過程において、その周囲にも砂礫が堆積して形成された扇状地と思われる。15

－１－１・４区のトレンチ４・６で確認された第 17 －１－４ａ層上面の起伏は、扇状地ローブを反映

している可能性がある。この地形面には第 17 －１層～第 16 －１ａ層が累重していたほか、縁辺部で
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は第 13 層も認められ、緩慢な堆積物供給と土壌形成が縄文時代前期頃まで継続したことがわかる。な

お、11 －１－２区のトレンチ５（井上編，2013：図 24）では、第 13 －１ａ層上面段階の流路が確

認されているが、この部分は第 16 －１ａ層段階にも浅谷となっていた可能性が高い。こうした浅谷は

第 17 層の堆積過程で形成されたと考えられる。これらは谷３に直接つながっていないものも多く、降

雨時以外は流れがほとんどなかった可能性がある。また、これらは第 16 層段階における堆積物の供給

源であった。腐植を相対的に多く含む「古土壌層準」の形成や第 16 －１ａ層段階の粗粒化（図 13・

第６章第６節）は、これらが運搬する砕屑物の供給量・粒径の変動と関連している。

　第 16 －３ａ～１ａ層（後期旧石器時代前

半期～後半期）における人間活動の痕跡は、

谷１・２周辺で明らかになっている。今回

の調査では、15 －１－３区および１区西半

において、後半期に属する石器が第 16 －１

ａ～２ａ層から出土した。これらの調査地

に近接する 11 －１－２区からも石器集中部

が検出されているため、周辺にはさらに多

くの石器集中部が分布していると考えられ

る。ただし、それらすべてが同時に存在し

たわけではなく、第 16 －２ａ層から第 16

－１ａ層にかけての累積性土壌の発達過程

において、石器の製作や廃棄が複数回にわ

たっておこなわれた可能性が高い。

出土状況からみて、石器は堆積物に取り

込まれる過程で移動したり、クラック・植

物根・小動物の活動などの影響を受けて、

埋没後に移動したりしたものも多いと思わ

れる。石器の空間分布や層位的な分布のあ

り方は、人間による石器製作・廃棄だけで

なく、このような要素が複合的に組み合わ

さって形成されたものといえる。今回、軟

Ｘ線写真・土壌薄片の検討により、当遺跡

における堆積環境・土壌形成過程の特徴を

理解する手がかりが得られた。今後は、さ

らに多くの地点で同様の分析を実施し、地

点ごとの違いや石器の出土状況との関係に

ついて、詳細に検討することが課題となる。

　15 －１－３区においては、少なくとも第

16 －１ａ層下部と第 16 －２ａ層（１）に

おいて石器製作がおこなわれたと思われる。

旧石器時代～縄文時代前期

縄文時代中期～後期

※凡例・今回調査地の位置は図 104 参照。

※凡例・今回調査地の位置は図 104 参照。
※等高線は難波累層基底の標高（O.P.）。
　（三田村・橋本，2004 にもとづく）
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第４章・第５章第２節で述べたように、第 16 －１ａ層下部が阪手火山灰の降灰層準に対比され、これ

らの石器の時期は阪手火山灰の降灰前後にあたる可能性が高い。町田　洋・新井房夫（2003）は、こ

の火山灰を三瓶浮布テフラ（20000 ～ 21000calBP）に対比している。今回の調査地点は堆積速度が

緩慢な場所であったため、石器と火山灰の関係を明確にすることができなかった。今後、層位が良好に

確認できる地点において火山灰と層序との関係が確定できれば、今回出土した石器群の編年的位置づけ

を明らかにするための手がかりになると思われる。なお、谷２の対岸に位置する UR07 －３次Ⅰ区出土

石器群（小田木ほか，2009）は、第 16 －２ａ層（３）に帰属し、今回出土したものよりも層位的に

古いと考えられる。石器群の編年的位置づけに関しては、これも合わせて検討する必要がある。

　

第２節　縄文時代～弥生時代前期における堆積環境・植生変遷と人間活動

今回の調査では、縄文時代早・前期にあたる第12～13層を15－１の下層確認トレンチで確認したが、

遺物がほとんど出土しなかったため、当時の状況については不明な点が多い。周辺調査地のデータから

推測すれば、この段階にも谷３周辺に形成された扇状地や谷１・２などは存在し、基本的には前段階と

同様の地形条件であったと考えられる（図 98 上段）。また、扇状地上には 84 流路（図 22）のように、

縄文時代早期末～前期初め頃に形成された流路も存在していた。

井上編（2013）で指摘したように、谷１の深さや、瓜破台地の西谷に位置する UR07 －１次調査地

（図６：ｖ）で確認された干潟堆積物（小倉ほか，2009）から考えて、縄文海進期には谷１に沿って海

水が入り込み、当遺跡付近には干潟が形成されていた可能性がある。UR04 －１～３次・07 －３次Ⅱ

区からは、縄文時代早期末～前期の土器とともに、集石遺構・石器集中部も検出されており（市川ほか，

2006；小田木ほか，2009）、付近に居住域が存在したと思われる。谷１内に干潟が形成されたとすれば、

この居住域は干潟に近接していたことになる。

谷１～３は第 12 層の堆積によって埋積が進み、縄文時代中期初頭の海水準低下以降、堆積環境が

大きく変化した。この時期の特徴は、低地面に多数の流路が出現したことである（小倉，2014 など）。

図 98 下段は、発掘調査成果をもとにした流路分布の復原図である。これらの流路は、縄文時代中期後

半から晩期前半にかけて、側方移動や流路変更を伴って活発に活動し、周囲に沖積リッジを形成した。

今回検出された 14 －１の 123 流路や UR07 －３次Ⅱ区の NR801（小田木ほか，2009）は、そうした

流路の事例といえる。これらは晩期前半（第８－３層段階）に埋没したが、第８－２ａ層形成前か形成

初期段階には、ほぼ同じ位置に新たな流路が掘り込まれた（図 99 上段）。この流路は弥生時代前期ま

で継続して存在し（第 7 層段階）、新たな沖積リッジを形成したり、以前に形成された沖積リッジを拡

大させたりした。なお、こうした河川活動は低地面の高度を上昇させ、谷３周辺に形成された扇状地と

の比高は小さくなった。15 －１－４区で検出された 81 流路（47 流路の前身）は低地面から扇状地の

方向に向かって流れていたが、これは両者の高さの違いがほとんどなくなったことと関係している。

　縄文時代における植生変遷に関するデータとしては、UR07 －３次Ⅱ区・11 －１－１区で実施され

た花粉分析と、今回 14 －１－３区北半のトレンチ１で実施した大型植物遺体同定分析がある。花粉分

析結果をみると、縄文時代早～前期の第 13 －１ａ層ではアカガシ亜属の花粉が卓越するが、中期の第

10 －２ａ層になると、コウヤマキなどの温帯性針葉樹が卓越する花粉群集に変化したことがわかる。
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その傾向は第９層段階まで継続するが、14 －１－３区の第８－３層下部からはアカガシ亜属近似種果

実やアカガシ亜属の殻斗や幼果などが検出され、花粉とはやや様相が異なっている。この違いは、それ

ぞれの群集の形成過程（タフォノミー）に起因するものである（井上編，2013：103 ～ 110 ページ；

本書第６章第４・７節）。縄文時代中期以降の変化は、流路の形成に伴う土砂流出や河川攪乱の進行に

より、低地や谷斜面を中心に植生攪乱が進行したことと関連する。植生攪乱が進行した領域では、温帯

性針葉樹や落葉広葉樹が分布するようになった一方、植生攪乱の影響が少ない領域ではアカガシ亜属が

林分を形成した。また低地面にはヨモギ属などが生育する開けた場所が広がり、流路沿いにはヤナギ属

が生育する場所や、水生植物が生育する湿

地も存在した。また、弥生時代前期になる

とコナラ亜属やハンノキ属の花粉が増加し

たが、これは植生攪乱の影響をあまり受け

ない領域が拡大したためである。

このように、植生変遷と地形形成過程の

間には、密接な関係があることが明らかに

なった。縄文時代中期～晩期の集落の実態

については不明な点が多いが、三宅西遺跡

には後期前半の土器が流路内からまとまっ

て出土した地点もあり（中村編，2009）、

付近に集落が存在した可能性が高い。その

集落における生業活動も、植生変遷や地形

形成と密接に関連していたと予想される。

　弥生時代前期中頃には池内遺跡に水田が

営まれたが、それは縄文時代晩期前半まで

に形成された沖積リッジ縁辺の緩傾斜地を

利用するものであった。そして、この水田

が西側の流路と同時に埋没し、新たな沖積

リッジが形成されると、その上に集落が営

まれた。一方、瓜破遺跡では、縄文時代晩

期前半までに形成された沖積リッジ上に、

弥生時代前期後半の集落が営まれた。この

ように、縄文時代中期～晩期前半、縄文時

代晩期～弥生時代前期における地形形成は、

その後の土地利用に大きな影響を与えた。

なお、弥生時代前期の当遺跡では、後に集

落が営まれることになる沖積リッジは形成

されつつあったが、遺構・遺物はほとんど

見つかっておらず、積極的な土地利用はな

されなかった可能性が高い。

縄文時代晩期後半～弥生時代前期後葉

弥生時代中期前葉～後葉

※凡例・今回調査地の位置は図 104 参照。

※凡例・今回調査地の位置は図 104 参照。
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第３節　弥生時代中期～古墳時代の土地利用

　縄文時代晩期前半や縄文時代晩期～弥生時代前期に形成された沖積リッジは、弥生時代中期前葉以降

も居住域として利用された（図 99 下段）。瓜破遺跡では、UR85 － 30 次調査地（図６：ｘ）付近を北

端とする場所に、中期前葉（河内Ⅱ様式期）の居住域が存在していたと推定される（大庭編，2000）。

また、その南に位置する別の沖積リッジ（UR96 － 12 次調査地）や、三宅西遺跡東部の低地面Ⅰ－１

の末端にあたる緩傾斜地においても居住域の存在が確認されている（南・櫻井 ,1999；中村編 ,2009）。

これらの居住域の近くからは、方形周溝墓も検出されている。また、UR96 － 12 次調査地の「SD801」

は断面からみて、人工的な溝と思われ、水路として機能し、周辺に水田が存在していた可能性がある。

弥生時代中期中葉～後葉における人間活動を復原するための手がかりも、わずかながら得られている。

瓜破遺跡 UR85 － 30 次調査地付近を北端とする居住域は、弥生時代中期中葉（河内Ⅲ様式期）まで継

続したと推定されている。また、喜連西遺跡には弥生時代中期後葉（河内Ⅳ様式期）の居住域の存在が

想定され（田中，2012）、その周辺には水田が広がっていたと思われる。さらに、14 －１－３区の南

東部においても弥生時代中期後葉の遺構がややまとまって分布しており、付近の沖積リッジ上に居住域

が存在し、低地では水田が営まれた可能性がある。

　さて、当遺跡においては、弥生時代後期・古墳時代前期後半ないし中期初頭の居住域・墓域が確認さ

れていた。小田木ほか（2009）では、弥生時代後期～古墳時代前期遺構面の全体図に、各調査地の遺

構面の標高から想定した等高線を示している。今回、11 －１・12 －１・14 －１・15 －１の調査成果

を用いてこの等高線を検証し、部分的な修正を施したうえで図 101 に記入した。以下、この図をもと

にして、この時期の土地利用の様子をまとめることにする。

当遺跡東部には、第８－３層および第 7 層によって形成された沖積リッジが存在していた。また、

西端は、第 16・17 層段階に形成された扇状地の影響により、やや高くなっていた。前者と後者の間の

低地部に位置する UR04 －１次調査地では、水田の存在を予想して植物珪酸体分析が実施されたが、遺

存状況が悪く、解析できなかった（市川ほか，2006）。なお、瓜破遺跡や三宅西遺跡のデータを考慮す

ると、この低地部には古墳時代前期～奈良時代の流路が存在していた可能性が高い。15 －１で検出さ

れた３流路が第６－１－１ａ層段階に放棄流路化したのは、この流路が形成されたためである。

次に、前者における土地利用を詳しくみていきたい（図 100 上段・101）。ここで重要なのが、14

－１－３区で検出された 41・61 溝、UR ９次調査地で検出された SD09 である。今回の調査の結果、

これらは弥生時代中期末～後期初頭頃に掘削され、後期前半には 61 溝や SD09 が埋没したものの、41

溝は後期後半まで機能していたことが判明した。41 溝は、UR85 － 16 次調査地（図６：ｗ、大庭編，

2000）で検出された NR01 に連続する可能性が高く、瓜破遺跡の弥生時代後期居住域想定地（大庭編，

2000）付近までのびていたと推定される。上流側の終点は付近の流路に接続していた可能性もある。

ただし、この溝の下部は湧水の激しい第９層を掘り込んでいるため、当時も底面から多量の湧水があ

ったと考えられ、流路からの取水だけに頼っていたわけではないと思われる。また、下流に関しては、

UR89 －１次調査地の東部で確認されている（大庭編，2000）。それよりも下流の状況は不明とせざる

を得ないが、この溝よりも規模の大きな流路に合流していたと想定される。

これらの溝の性格としてまず想定できるのは、灌漑用水路である。61 溝は沖積リッジ間の低地部の
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縁辺に沿ってのびており、低地部に造成した水田へ導水する目的があった可能性がある。一方、41 溝

の上段は幅５～６ｍの緩斜面であり、下段も上端幅が 6.5 ～ 7.0 ｍ、下端幅が 3.0 ～ 5.0 ｍと広い。溝

の深さが 1.4 ｍで、堆積物中に含まれていた水生植物の種実（第６章第４節）から推測される水深も

0.5 ～１ｍ程度であることから、舟を用いた物資の運搬にも利用された可能性が考えられる。

41 溝の周辺地域の特徴としては、中国製の青銅製品が複数出土していることがあげられる（図 100

上段）。まず、瓜破遺跡では、弥生時代後期初頭の土器に伴って貨泉が１枚出土した。UR ３次調査地に

おいても、中近世の層準から貨泉が１枚出土しているが、これも本来は第６－１ａ層に含まれていた可

能性がある。さらに、Ａ（図 101、以下の

アルファベットも同じ）の弥生時代後期前

半の居住域からは、前漢代の異体字銘帯鏡

片が出土した（大庭編，2000）。また、Ｄ

の北半からは新代の方格規矩鳥獣文鏡片と

後漢代の内行花文鏡片が出土している。こ

の二つの鏡片は布留式古段階の周溝墓に伴

ったと推定されている（永島編，1980）が、

前者は周溝埋土上部、後者は周溝墓からや

や離れた場所の第６－１ａ層から出土して

おり、本当に周溝墓に伴うのかどうか、や

や疑問が残る。いずれにせよ、当遺跡周辺

には、中国製の青銅製品を複数時期にわた

って保有できる集団が居住したことは確か

である。41 溝の性格については、こうした

点もふまえて、さらに検討していかなけれ

ばならない。

次に居住域や墓の変遷をみていきたい。

弥生時代後期前半（河内Ⅴ－３様式期）に

はＡの範囲が居住域となっていた。その後、

後期後半には、居住域はＢの中央部へ移動

した。この時期の墓としては、14 －１－

３区で検出された方形周溝墓１・２がある

（Ｅ）。

また、Ｂの北側では庄内式期の遺構が検

出されており、この時期には前の時期より

も少し北側に居住域が存在した可能性があ

る。さらに、UR04 －２次調査地では、庄

内式古段階に属する周溝墓の周溝と思われ

る遺構が検出されており、Ｂの範囲内に墓

域も存在したと思われる。なお、この時期

弥生時代中期末～後期

古墳時代～奈良時代

※凡例・今回調査地の位置は図 104 参照。
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には 41 溝は浅い湿地状となり、本来の機能を果たさなくなっていた可能性が高い。一方、この時期に

は喜連西遺跡に方形周溝墓（墳丘墓）が築造された（田中，2012）。喜連西遺跡の土地利用については

不明な点が多いものの、当遺跡よりも大規模な墓が存在することからみて、より有力な集団が居住する

居住域が付近に存在した可能性がある。

布留式古段階には、方形周溝墓がＤの北部に築造されたが、この時期の居住域はまだ見つかっていな

い。続く布留式新段階には、Ｃに居住域が存在していた。なお、12 －１－３区の調査成果から、Ｂの

区域にも布留式新段階の居住域が存在すると想定されていたが、14 －１－１区においてこの時期の竪

穴建物１が検出され、それが裏付けられた。この時期の墓域としては、Ｄの南半で検出された土壙墓群

がある。これはＣの居住域に近接しているため、それとの関連が考えられる。一方、15 －１－１区西

半からは、古墳の周溝と考えられる 33 溝が検出された。この溝の中からは、上田　睦編年のⅢ期１段

階に属する円筒埴輪が出土しており、上述した居住域とほぼ同時期に築造されたと考えられる。

当遺跡においては、古墳時代中期後半～後期の状況は不明瞭である。41 溝の痕跡は凹地となっており、

古墳時代後期に人為的に埋め戻された。地層の遺存状況が悪く、詳しい検討はできないが、この時期に

は水田として利用された部分があった可能性もある。このような状況は、第５－３層段階以降、水位の

上昇に伴って泥質堆積物が堆積し始めたことと関連している。その原因は、古墳時代後期に植松分流路

の沖積リッジが形成され始め、その南側が排水不良となったことにある。ただし、その影響は当遺跡の

南に位置する三宅西遺跡・池内遺跡には及ばなかったようで、弥生時代前期までに形成された沖積リッ

ジ上には古墳時代中期以降も居住域が存在し、周辺には水田が営まれていた。

第４節　古代以降の土地利用

　当遺跡においては、古代以降は条里型地割にもとづく耕作地が営まれていた。条里型地割に関しては、

黒田ほか（1983）に掲載された「瓜破地区字限図」（19 世紀後葉）が復原の手がかりになる。11 －１・

12 －１の報告書には、それに国土座標と調査地を加えた図を掲載した（井上編，2013：図 68）が、「字

限図」の歪みを十分に修正できていなかったため、今回は「字限図」にみられる区画の交差点や駒ヶ池

など、昭和 36（1961）年 3,000 分の１地形図で確認できる５点を基準として、歪みを修正した（図

102）。さらに、この図の中には、各調査地で検出された主な遺構の情報も記入している。

　条里型地割にもとづく溝・畦畔のうち、現段階で最も古いものは、UR04 －１次調査地において検

出されている（市川ほか，2006）。報告では、それらは「第５Ｂ’ 層上面」（第５－１ａ・２ａ層上面）

検出遺構とされている。しかし、断面図を検討したところ、その認識に問題があることが判明した（図

103）。まず、この遺構面の上位に堆積する「第４Ｂ層」は氾濫堆積物とされているが、上下の層準と

の関係から第４－３－２ａ層に対比され、「第４Ａ層」は第４－３－１ａ層と判断される。また、検出

された３条の溝のうち、「SD402」は「第４Ｂ層」を切っている（図 103：ア）。さらに、「SD403」の

西肩は「第４Ｂ層」によって埋没しているように表現されているが、東肩は「第４Ａ層」上面まで立ち

上がっており、両肩部の状況が矛盾する（イ）。これに関しては、西肩部分の断面観察結果が誤ってい

る可能性が高い。「SD401」（ウ）は「SD301」・「SD201」に切られており、肩部の立ち上がりを確認

できないが、溝埋土上部の高さからみて、他の溝と同様、「第４Ｂ層」を切っていた可能性が高い。以
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上のことから、これらの溝は第４－３－１ａ層上面（13 世紀）に帰属するといえる。

ただし、このことは、当遺跡周辺における条里型地割の初現が 13 世紀代になることを意味するわけ

ではない。第４－３－１ａ層段階の土地利用は、一段階古い第４－３－２ａ層段階になされた土地開

発の延長に位置づけることができるため、少なくともその段階には条里型地割が存在していた可能性

が高い。今後問題となるのは、第５層段階の土地利用である。飛鳥～奈良時代の土器埋納遺構（12 －
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１－３区：227 土坑〔７世紀前半～中頃〕、

UR04 －３次調査地：SK5A01〔７世紀前半

～中頃〕、UR07 －３次Ⅱ区：SK88〔８世紀

中頃〕、UR80 －１次２区：SK01・02〔７

世紀前半〕、位置は図 102 参照）に関しては、

条里型地割との関連は読み取れない。ただ

し、この段階には、前述した第６－１ａ層

段階の微地形の影響が残っており、いずれ

の土器埋納遺構も沖積リッジの縁辺部に位

置する可能性が高いことが注目される（図

100 下段）。東大阪市・八尾市池島・福万寺

遺跡で検出された飛鳥・奈良時代の土器埋

納遺構は正方位地割の境界だけでなく、高

まりの縁辺にも分布することが判明してお

り（井上編，2002）、類似した土地開発が

進行していたことも考えられる。

当遺跡周辺では、第５層の堆積によって、

第６－１ａ層段階の沖積リッジはほぼ埋没

した。また、瓜破遺跡では、流路の右岸に

氾濫堆積物が厚く堆積して、沖積リッジｍ（図６）が形成された（図 100 下段）。一方、池内遺跡・三

宅西遺跡では堆積が不活発であり、弥生時代前期までに形成された沖積リッジが残存していた。これら

の沖積リッジ上には、平安時代の居住域が存在していた（図 104）。

当遺跡では、第４－３－２ａ層上面段階（10 世紀末？～ 12 世紀）に再開発がなされたようである。

この段階の土地利用は、第４－３－１ａ層段階（13 世紀）にも継続したと考えられる。ところで、14

－１の第４－３ａ層、15 －１の第４－３－２ａ層は、下層と比べて粗粒化している（図８・13）。また、

UR07 －２次調査地では「第８層」（10 世紀頃）が堆積し、沖積リッジＬ（図６）が発達し始めた。こ

うした堆積環境の変化の背景として考えられるのは、灌漑システムの変化である。

当遺跡の水田は、少なくとも中世後期～近世前期においては、狭山池を中心とする灌漑水利網の末端

に位置していたと考えられる。最近、それ以前における狭山池の灌漑システムの変遷についても研究が

進みつつある。その中で注目されるのは、『重源狭山池改修碑』の「摂津河内和泉三箇国流末五十余郷」

という記載に着目し、近世西樋筋・中樋筋に類似する水利網が古代末～中世初めに形成されていた可能

性が指摘されていることである（小山田，2011）。古代以降の水利のあり方を知る手がかりとなる発掘

調査データとしては、三宅西遺跡 04 －２・07 －１・07 －２の「2001 流路」と、瓜破遺跡 UR12 －

１次東区の東端で検出された水路（「SD10」）がある（中村編，2009；小倉・渡邉編，2013）。前者は

坪境に位置する幅約 13 ｍの基幹水路で、３時期にわたる変遷が明らかにされている。このうち、最も

新しいものは近現代、その前の段階が近世で、最も古い段階は時期が不明である。なお、それより下層

にも流路が存在するが、これは水路とは無関係である。一方、後者も幅７ｍ以上の基幹水路と考えられ、

近世に埋没したと推定されている。ただし、この水路は一部しか調査されておらず、三宅西遺跡と同様、

平安時代

瓜破台地 谷３周辺の扇状地・低地面Ⅰ－２ 谷

沖積リッジ 流　路 溝・水路 居住域・墓域 水田域

図 98 ～ 100・104 の凡例

０ １㎞（１：30,000）

X＝
－156

X＝
－155

X＝
－154

Y＝ －
43

Y＝ －
42

Y＝ －
41

「SD10」
の前身水路？

「2001 流路」

喜連西遺跡喜連西遺跡

矢田遺跡矢田遺跡 住道矢田遺跡住道矢田遺跡

瓜破北遺跡瓜破北遺跡

瓜破遺跡瓜破遺跡

三宅西遺跡三宅西遺跡池内遺跡池内遺跡

喜連西遺跡

矢田遺跡 住道矢田遺跡

瓜破北遺跡

瓜破遺跡

三宅西遺跡池内遺跡

10～ 11 世紀
居住域

11 世紀後半～ 12 世紀
居住域

９世紀後半～ 11 世紀初頭
居住域

９世紀後葉～ 11 世紀前葉
居住域

「2001 流路」

「SD10」
の前身水路？

今回調査地

沖積リッジ L

「SD62・63」
（13 世紀後葉～ 14 世紀前葉）

西

除

川
？

沖積リッジｍ沖積リッジｍ

図 104　古地理変遷図（４）
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前身となる水路が存在した可能性がある。昭和 36（1961）年 3,000 分の１地形図をみると、三宅西

遺跡で検出された水路は、その北においては沖積リッジｍの縁辺に沿って流れていたことがわかる。そ

の先は現大和川の位置にあたるため不明であるが、この部分で東へ曲がった後、北へ向きを変え、「SD10」

の前身水路につながっていた可能性も考えられる。その後、この水路は北へ流れていたと思われる（図

104）。

ここで注目されるのが、沖積リッジＬの存在である。この形成に関わった UR07 －２次調査地「第８層」

のクレバススプレー堆積物は、この基幹水路の方向から供給されたことがわかる（図 104）。また、こ

の沖積リッジは全体として南東－北西方向にのびており、水路の方向を示す可能性がある。この沖積リ

ッジの形成開始時期が 10 世紀頃であるとすれば、少なくともこの頃には基幹水路が存在していたとい

える。なお、中世後期～近世前期に発達した沖積リッジＧ１・Ｇ２（図６）は、この水路が東へ曲がる

地点から氾濫・破堤した堆積物によって形成されたと推定される。このことをふまえると、沖積リッジ

Ｌは 10 世紀に形成が終了したのではなく、近世前期まで断続的に氾濫・破堤堆積物が堆積して、規模

が大きくなっていった可能性が高い。

位置関係からみて、この基幹水路の主要な取水源は西除川であり、狭山池を中心とする灌漑水利シス

テムの一翼を担うものであったと考えられる。また、この水路は、当遺跡周辺における第４－３－２ａ

層段階の再開発において重要な役割を果たしたと想定される。

なお、矢田遺跡 YT10 －２次調査地では、13 世紀後葉～ 14 世紀頃の基幹水路と思われるもの（SD62・

63）が検出された（図 104、小倉・渡邉編，2013）。断面図をみると、それが埋没した後、すぐ西側

に新たな水路が出現したことが読み取れ、この部分に中世末～近世前期まで基幹水路が存続したことが

わかる。この水路は当遺跡西端の水田の灌漑に関わった可能性もあり、第４－３－１ａ層以降の土地利

用を考えるうえで注意すべき存在である。

当遺跡周辺では、第４－３－１ａ層段階以降、泥質堆積物が堆積するようになった（図８・13）。特に、

14 ～ 16 世紀に堆積した第４－２ａ層～第４－１ａ層はシルト～粘土質シルトであり、上下の層準と

比べて細粒の堆積物となっていた。これは、既に形成されていた植松分流路周辺の沖積リッジに加えて、

西除川周辺にも沖積リッジが発達したため、この地域がさらに排水不良の状態となったことに起因する。

その後、第３層段階になると再び堆積物が粗粒化した。その原因については明確ではないが、上流側か

らの土砂供給のあり方に変化が生じたと考えられる。

中世以降の土地利用に関しては、島畠のあり方が注目される。当遺跡においては、島畠は中世末～近

世に造成されたが、その類型１）としては耕作地地下げ型と洪水復旧型が認められる（図 102）。UR04

－２次調査地（市川ほか，2006）・12 －１－１区（井上編，2013）の事例は耕作地地下げ型島畠であり、

水田として利用されていた部分を掘り下げ、それによって得られた土砂を用いて島畠が造成された。ま

た、府教委 14020 調査地（井西編，2017）の事例は、沖積リッジＬの再開発に伴って造成されたもの

である。この沖積リッジは中世に耕作地として利用されていたため、これに関しても耕作地地下げ型に

分類される。一方、UR91 －３次調査地の事例は洪水復旧型島畠であり、沖積リッジＧ２の発達過程に

対応して、氾濫堆積物が堆積するたびに肩部を拡張して復旧された。こうした島畠造成の実態について

は、大和川付け替え前後の水利システムの違いなどと合わせて検討することで、より詳細な議論が可能

になると思われる。
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　註

　１）島畠の類型については、金田章裕による類型分類を用いた河内平野の事例の検討結果（井上 ,1999）をふまえ、以下の三つ

を設定する。まず、金田による（イ）類型・（ロ）の（ａ）類型を、耕作形態の変更を目的に造成されたものとして「耕作地地下

げ型」とする。また、（ロ）の（ｂ）類型は、氾濫・破堤堆積物の堆積後に水田域の復旧に伴って造成され、その後も氾濫堆積物

の堆積と肩部の拡張が繰り返されたものであり、「洪水復旧型」とする。さらに、（ハ）類型は沖積リッジ・砂丘などの開発に際

して造成されたもので、「微高地開発型」とする。
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写　真　図　版





１．３区北半　東壁　第１－１ａ層～第６－２ａ層　　
　  （西から）

２．３区北半　北壁　第２－１ａ層～第４－１ａ層
　  （南から）

３．３区北半　東壁（61 溝　南側肩部付近）（西から）
４．１区　北壁　第１－１ａ層～第６－１ａ層
　   （南西から）

５．トレンチ１　立木１・２検出状況（南西から） ６．トレンチ１　第８－３層～第９層（南西から）

７．トレンチ２上段　第６－２ａ層～第８－３層
　    （南から）

８．トレンチ２下段　124 流路（北西から）

図版１　14－１　地層



１．14 －１－１区　全景（南東から） ２．14 －１－２区　調査終了面　全景（南西から）

３．竪穴建物１（南西から） ４．５竪穴・40 土坑　断面（南東から）

５．14 柱穴　断面（北西から） ６．40 土坑　断面（南西から）

７．40 土坑（南西から） ８．40 土坑　土器出土状況（南西から）

図版２　14－１－１区　第６－１ａ層下面・14－１－２区



　　　　　　　　　　　　　　　　　１．３区北半　全景（南西から）

２．41 溝　Ａ－Ａ ’ 断面（南西から） ３．121 土坑　断面（南から）

４．41 溝　第６－１－１層内　土器出土状況（南東から）５．61 溝　断面（東から）

図版３　14－１－３区　第６－１ａ・２ａ層下面（１）



　　　　　　　　　　　　　　            １．方形周溝墓１（42 溝）（西から）

２．42 溝北部　土器出土状況（南西から） ３．42 溝　Ｅ－Ｅ ’ 断面（南から）

４．42 溝南部　土器出土状況（東から） ５．42 溝　Ｆ－Ｆ ’ 断面（北西から）

図版４　14－１－３区　第６－１ａ・２ａ層下面（２）



　　　　　　　　　　　　　　　            １．３区南半　41 溝（北西から）

２．41 溝　木１・木２（東から） ３．41 溝　ｇ－ｇ ’ 断面（１）（南東から）

４．41 溝　ｇ－ｇ ’ 断面（２）（南東から） ５．41 溝　ｇ－ｇ ’ 断面（３）（南から）

木１木２

図版５　14－１－３区　第６－１ａ・２ａ層下面（３）



１．３区南半　全景（北西から） ２．103 落ち込み　土器出土状況（南西から）

３．67・68 溝　断面（西から） ４．66 土坑　断面（西から）

５．43 溝　土器出土状況（南から） ６．43 溝　断面（南から）

７．44 溝　断面（西から） ８．120 溝　断面（南西から）

図版６　14－１－３区　第６－１ａ・２ａ層下面（４）



１．１区西半（東部）　第２ａ層～第６－２ａ層（北から）
２．１区西半（西部）　
　　第１－１ａ層～第 16 －１－３ａ層（北から）

３．２区　３流路肩部付近　断面（北から） ４．２区　第１ａ層～第８－１ａ層　断面（北から）

５．トレンチ３　３・７～９流路　断面（南西から） ６．トレンチ３　10・11 流路　断面（南西から）

７．トレンチ３　第９－２ａ層～第 13 －２ａ層（南から）８．トレンチ３　12 浅谷　断面（北から）

図版 7　15－１－１・２区　地層



１．１区東半　第６－１ａ層下面　全景（南西から） ２．２区　第６－１ａ層下面　全景（東から）

３．２落ち込み・３流路　断面（北西から） ４．36 小穴　断面（西から）

５．１区西半　第６－１ａ層下面　全景（東から） ６．33 溝（西から）

７．33 溝　埴輪出土状況（北から） ８．33 溝　断面（北東から）

図版８　15－１－１・２区　遺構



１．３区　第３ａ層～第 17 －１－２層（西から）
２．トレンチ４－４　第６－２ａ層～第 17 －１－４層
　　（北東から）

３．トレンチ４－５　第６－２ａ層～第 17 －１－４層
　　（北から）

４．トレンチ４－６　第 17 －１－２層にみられる
　　水平方向のクラック（北から）

５．３区　第 16 －１ａ～３ａ層　石器出土状況
　　（西から）

６．３区　第 16 －１ａ層　石器出土状況（西から）

７．トレンチ４－３　第 16 －１ａ・２ａ層　
　　石器出土状況（西から）

８．トレンチ４－３　第 16 －２ａ層　石器出土状況
　　（北から）

図版 9　15－１－３区・トレンチ４



１．４区東半　第１－１ａ層～第８－１ａ層（北から） ２．５区　第１－１ａ層～第８－１ａ層（北から）

３．５区　第８－１ａ層段階　土坑状変形（北東から） ４．６区　第１－１ａ層～第 16 －２ａ層（北から）

５．トレンチ５　３・７・８流路　断面（北東から） ６．トレンチ５　83・84 流路　断面（北東から）

７．トレンチ６　47 流路　断面（北から）
８．トレンチ６　第 16 －２ａ層～第 17 －１－４層
　　（北から）

図版 10　15－１－４・５区　地層



１．４区西半　第６－１ａ層下面　全景（東から） ２．６区　47 流路（北西から）

３．５区　第６－１ａ層下面　全景（南西から） ４．６区　47 流路　断面（北から）

５．14 －１－３区南半　第５－１ａ層上部　
変形構造（平面）（西から）

６．14 －１－３区北半　第４－２ａ層～第５－１ａ層
　　変形構造（断面）（南から）

７．15 －１－４区西半　第３－１ａ層上部
　　変形構造（平面）（北から）

８．15 －１－４区西半　第３－１ａ層下面
　　変形構造（平面）（南西から）

図版 11　15－１－４～６区　遺構・地震による変形構造
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図版 12　出土遺物（１）
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図版 13　出土遺物（２）
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図版 14　出土遺物（３）
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図版 15　出土遺物（４）
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図版 16　出土遺物（５）
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図版 17　出土遺物（６）
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図版 18　出土遺物（７）
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図版 19　出土遺物（８）
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図版 20　出土遺物（９）
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図版 21　出土遺物（10）
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図版 22　出土遺物（11）
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図版 23　出土遺物（12）
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125
34°
36′
25″

うりわりきたいせき

瓜破北遺跡２

大阪府営瓜破西（第４・５期）住宅（建て替え）建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

要　約

ナイフ形石器・スクレイパー・ハンマー
ストーン・石核・剥片・砕片

後期旧石器時代後半期に属する
石器群が出土

瓜破北遺跡

溝・土坑 瓦器・土師器・須恵器・鉄製品（小柄）

溝・土坑・方形周溝
墓・竪穴建物・古墳
の周溝

弥生土器・土師器・須恵器・円筒埴輪
弥生時代中期末～後期の大溝・
方形周溝墓を検出

石器集中部

調査面積 調査原因

主な遺構 主な遺物 特記事項

135°
33′
00″

27126

（14－１）
20140901～
20150331

（15－１）
20150601～
20160331

ふりがな

所在地

コード
北緯 東経 調査期間

　今回の調査地は、大阪府営瓜破西住宅の北東端にあたる14－１調査地と、西端にあたる15－１調査地にわかれてお
り、両者の間に位置する既往調査地の成果とあわせて、瓜破北遺跡西部の地形・土地利用変遷を明らかにすることがで
きた。
　14－１調査地からは、弥生時代後期の大溝（41・61溝）や方形周溝墓を検出した。大溝のうち、41溝は上端幅14～
15ｍであり、検出された水生植物の種実から、水深が0.5～１ｍ程度あったと推定される。出土土器や遺構の切り合い
関係、放射性炭素年代測定結果などを総合すると、この溝は弥生時代中期末～後期初頭に掘削され、後期後半には機能
を停止したと考えられる。方形周溝墓は41溝の東側で検出され、周構内からは弥生時代後期後半の土器がまとまって出
土した。
　古墳時代に関しては、14－１調査地から前期後半の竪穴建物が検出されたほか、15－１調査地からは前期後半ないし
中期初頭に属する古墳の周溝も検出された。
　15－１調査地からは、後期旧石器時代後半期に属するナイフ形石器・スクレイパー・ハンマーストーン・石核・剥
片・砕片などがまとまって出土した。出土層準は累積性土壌のため、火山灰の残存状況は悪かったが、周辺調査地との
層序対比結果から考えて、これらの石器は阪手火山灰降灰前後につくられた可能性がある。
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